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カーラジオから流れる交通情報に、「国道17号は、籠原駅前と深谷警察の上下0kmがi史滞してい

ます。」と、常連のように豆場していた一節です。この国追17号の慢性的な渋滞の対策として、ま

た北閃東の政1台・経済・文化と支える交遥網の整術の一環として、深丘ハイパスに計画さ机まし

た。

文化財については、建設省大宮囚道上事事務所と埼玉県教育委員去との間で協議か重ねら九まし

た。その結果、とうしても避けられない埋蔵文化財について、埼玉県埋蔵文化財調謳事集団か建設

自の委託を受け、発掘調査を実施して記録保存を行うことになりました。

新届敷束遺跡のある幡羅郡は、占代から1開発か進んでいました。多賀城跡出土の本簡によると多

賀城へ大同四年に五斗の米が運ばれていたことか記されており、これを裏付けています。しかし弘

仁九年に大地震か起こり、壊滅的な打撃を受けました。新屋敷東遺跡もこの被害を受けたようで、

地震による噴砂の痕跡か遺跡の全面で確認されました。

発掘調査によって、縄文時代の住居跡、埼玉古墳群と同し時代の川辺の住居跡、平安時代の水

田・住居跡等、各時代の集落の様子が浮き彫りとなりました。

また土器をはじめとする遺物は、当時の生活様式を今に伝えてくれました。中ても横櫛を真似た

石製樺造品は、横櫛の登場を探る全国でも敬少ない遺物であります。これらは、今後の北武蔵の歴

史を考えろうえでもまたと無い貴重な資料ですっ

本書か、歴史教育や学術研究の某礎資料として、広くこ活用頂けろことを切望いたします0

刊行にあたり、こ指導ご協力賜りました埼王県敦育局指遵部文化財保護課をはしめ建股省大宮国

道工事事務所。同熊谷出張所、さらに深谷市敦育委員会並びに地元関係各位に深く感謝の意を表わ

します。

平成 3年 9月

財団法人 埼王県埋蔵文化財調査事業団

理事長庶井修



例ロ

1 本書は、深谷市明戸字狗帰前774-2番地他、同市明戸字本郷前313番地他に所在する、新屋敷

東遺跡、本郷前東遺跡の発掘調査報告書である。発掘調査届に対する文化庁長官からの指示通知

番号は、新屋敷東遺跡か昭和59年 5月29日付け委保第 5の538号、本郷前東遺跡が、昭和59年 5

月29日付け委保第 5の538号てある。新屋敷東遣跡・本郷前東遺跡に関する文献は、下記のもの

が発表されているが、内容に関しては本書か優先するものである。なお『年報 6』の深谷バイパ

スB区遺跡を本郷前東遺跡、同C区・ C-2区遺跡を新屋敷東遺跡としていただきたい。

（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団『年報 6』1986

2 発掘調査は一般国道17号深谷ハイパス建設に先立つ事前識査であり、埼玉県赦育局指導部文化

財保護課の調整を経て、建設省大宮国道工事事務所の委託により、財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団か実施した。整理・報告書作成作業も引き続き、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

が実施した。

3 発掘調査は、新屋敷東遺跡・本郷前東遺跡とも昭和60年 4月5日から昭和61年 9月30日まで実

施し、整理。報告書作威作業は、平成元年 4月 1日から平成 3年 9月30日まで実施した。遺構番

号は、新厨敷東遺跡・本郷前車遺跡を通して新たに振り直した。

4 土器の胎土分析は、（樹第四紀地質研究所井上巌氏に委託した。

土器展開写真は、小川忠博氏に委辻した。

土器集合写真は、折原基久氏に委託した。

プラント・オパール分析はパリノ・サーベイに委託した。

5 出上品の繋理及び図の作成は田中広明か担当し、東海林早苗の袖助を受け、縄文上器・石器・

石製品を新屋雅明、土偶。土製品を濱野美代子が担当した。

6 本書の執筆は、第［章第 1節を埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第85集より転載し、主に

田中か当たり、一部を以下のとおり分担した。

新阿雅明 rn-1の(5)• (6) 濱野美代子 m-1の(6)土偶・土製品の項

7 発掘調査時の写真は、小野義信•浜野一重・中村倉司·儀崎 一・姻持和夫・立石盛詞・宮井

英一・栗島義明・岩瀬譲・菌 義則•田中・挺野麦生・江口尚史が撮影し、逍物与真は、田中

が行った。

8 本書の編集は資料部資料整理第 2課の田中か行ったn

9 本書にかかる資料は、平成4年度以降埼玉瞑立埋蔵文化財センターか管理・保管する。

10 本書を作成するに当たり、下記の方々からご敦示、ご協力を賜った。記して謝意を表したい。

岡田賢治 金 子 正 之 金 子 真 土 河 瀬信 幸 小池普録 斉藤国夫

酒井清冶 坂 井 秀 弥 品田高志 寺社下博 鈴木徳雄 平田重之

森 田 克 行 渡辺

（敬称略）



凡 例

1 本書内の挿図における指示は次のとおりである。

・遣構表記記号は、 SJ:竪穴式住居跡， SK:土壊， SD:溝， SB:掘立柱建物跡， P: 

ピットてある。

• x, yの座標表示は、国家標準直角座標第IX系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を示

す。グリッド呂称は、北東隅の杭名称を用い、南北優位で表示している。

。縮尺け、次の率を原則とし、それ以外は個別に表示した。

遺構竪穴式住居跡 1 /60 掘立柱建物跡・土壊 1 /80 

カマド詳細図。遺物出土状態図 1 /40 

逍物縄文土器拓影•石器 1 /3 土器 1 / 4 

土製品。土偶。鉄製品・石製漠造品 1/2 石鉗。玉類 1 / 1 

・図中におけるスクリーントーンは、下図のとおりである。

なお煮沸具使用痕跡の表記は以下のとおりとする。

A 煤の付着 または里色に変色した筒所。

B 過熱によって生じた器面の変色（主に赤色）と器面の剥離

c 粘士や砂等の付芯杓のこひりつき

D 器面の変色や剥離（器面をリング状に全周する内容物の跡も含む。）

じ 付着物のこびりつきなとその他

2 土器観察表の記載は以下のとおりである。

。器種分類は、臼時期の器種分類に従っている。

・法量の単位は、 rnlであろ。測定不可能な場合は一ーとした。容量は、蕎麦穀で測定した。

・残存度は、分数で表記した。

。手法の特徴・成形の！順序は、

各技法の抽出が可能な最小限

度の記載に留めた。

・色謁は、「新版標準土色帖」

（農林水産技術会議事務局監

修）による。

・出土遺物には、調査時点の取

り上け番号と、報告書記載の

煮沸只使用痕跡 須恵器

--―| -•—-.. 
推定線

＇／三＼
し- --―--ニーニ—\
黒色処理

こ こ
朴色塗彩

挿図番号か記載されている。 国心 カマト左ソデ 浣士カマト右ソデ＿B・ 暗文仕ヒ
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I 調査の脹要

発掘調蓋に至るまでの経過

一般国道17号は、東京から新潟に至る幹線道路で、増大する交通量に対処するため、建設省では

昭和凶7年以来、凸種バイパスを建設している。深谷バイパスもその一環として計画された。

埼王県粒育委員会ては、この事業と埋蔵文化財保詞との調整を図ろため、昭和45年に国庫補助を

得て分布調査を実施してきた。

昭和46年、深谷バイパスの計画にあたり、建設省関東地方建設局大宮国道工事事務所調査課長か

ら文化財保護室長（当時）あて、昭和46年11月25日付け大国調第146号をもって、「一般国道16号線

0)東大宮ハイパス、西大宮バイパスおよひ一般国道17号線の熊五バイペス、深百バイペス、上武バ‘

イパスの建没予定地内における埋蔵文化財の所在について（依頓）」があり、分布詞査の結果とを

昭合し、深谷バイパス線路Lに穀箇所の遺跡が確認されているため、即日、教立第854号をもって

埋蔵文化財か所在する旨回答した。

昭和4S年 7月30日付け大国調151号をもって、腐鉦費用等について協議があり、調査機関、時

朋、経費U)明細等については改めてl凶加義するよう回吝した。昭田55年財団1去人埼玉恥埋蔵文化財調

直事茫団が設立され、実施棧関は事輩団とし、昭和55年10月、新ヶ谷戸遺跡から発掘隅百は開始さ

れた，これについてほ昭和57年 3月に報告書が刊行された。

工事区間の延長にともなって、昭和57年12月16日付け大国調第167号をもって、大宮国道工事事

務所長から県教育長あて、［一般国道17号深谷ハイパス改良工事に伴う埋蔵文化財の所在について

（照二）」かあり、昭相5S年11月 8日付け敦文第755号をもって、上敷免遺跡ほか 4追跡か所在する

旨回答した。また、これにともない、昭和り9年：｝月14日付け大口調第27号で発掘調資について協議

かあり、昭和59年 3月16日付け粒文第1163号で、発掘調査は財団法人埼玉県埋葱文化財謁査事業団

に依頼して実施するのか適当と思われる旨回答した。これらの遺跡の調査は、昭和59年 4月から実

施された。

さりに、工事区間か岡部町方面に延長するにともない、その区間の埋蔵文化尉の所在について、

昭和GO年10月9日付け大日凋第117号で照会があり、昭和60年10月21日付け教文第690号をもって四

十坂下遺跡のほか 2遺跡が所在する旨回答した。これについてほ、埋蕨文化財包蔵地の範囲を明確

にするため予備調査を実施し、実施については文化財保護課と協議して欲しい旨付け加えた。

この回答をもとに、大宮国道工事事務所長から県教育長あて、昭相62年 3月3日付け大国詞弟17

号をし二「一般国道17号（深谷バイパス）改良工事に伴う埋蔵文化財0)発掘調査について（協

議）」があり、昭相62年3月23日付け敦文第1127号で、その後新たに苑見された明戸上敷免遺鱈を

加え、先に回答をした四t阪下潰跡、矢島遺跡、戸森遺跡の 4遺跡が発掘胴査を実施する必要があ

り、実施磯関を財団法人埼王県埋蔵文化財調査事業団にする旨の回答をした。これらの遺跡は昭和

62年4月から発掘調査か開始された。 （文化財保護課）
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調査研究部第一課長 今泉泰乏 主 任 汀 田和美

主 任調査員 小野義信(60年度） 主 事 本庄 朗人(2・年度）

II 中村倉可 (6l什以） II 斉藤勝香(2年度）

調 宜 員 濱 野 一 重(60勺／り） II 福田 昭美（＇〗年度）

II 橋本 勉(()1年度） II 腰 塚雄二(3年度）

II 議崎 ー (60• 61灯度） II 菊池 久

II 鋤持和夫(62灯度） 整 理（、平成元年度）

II 立 右 盛 飼(60年阿） 調査研究部副部畏 坦野 博

II 宮井 英一(60• 61分設） 調査研究部第五課長 今 泉泰之

II 栗島義明（60年度） 調 査 員 田中広明

/I 岩瀬 譲(60• (i：年度） 整 理（平成 2 • 3年度）

II 関 義則(61年度） 資 料 蔀 畏 栗原文蔵（ 2年度l

II 田 中 広 明(GO• 6lif度） II 中島利冶(3年度）

II 奥野麦生(61年度） 資 料 晶副部 長 兼

臼料整理第一課長 培田逸朗

沓料整理第二課長 石 岡憲雄

調 査 員 田中広明
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新屋敷東遺跡の調査経過

一般囚道17号深谷バイパス建訟予定地内に所在する 14の遺跡のうち、新屠敷東遺跡の発掘凋査

は、昭和60年 4月から昭和63年 8月にかけて行なわれた。途中丁事の関係や仮設市務所の移転など

から、断続的な調査となった部分もあるか、足掛け三年に亙る発掘調査となった。またこれに先立

ち昭和59年 4月からハイパス予定地内の事前調査（試掘謁査）か行なわれ、ある詮度の遺構，遺物

の包蔵量が推定されている-,とくに明戸地区は、避溝が下鮮明ながら、遺物が多置に確窓され、大

規模な集落跡があることが予想された。

逍跡か、自然堤防上、とくに周辺の低地の埋没か激しいことと、晶の土取りの激しいことから、

蜆在では1日状を留めておらず、旧末から行なわれてきた遺跡の線引（土困薗な状況にある。そのた

め発掘凋査は、便宜的に現在バイパス予定池内を走る道路。水路等によって、作業分担を決めた。

ここに報告する遺跡も同様て、当初、 C区と B区とした区域に当たる。その後字名から C区は、新

杞散東遣縛、 B区は、本郷前東遺跡として調査が進められた。 さらに望理市業か進むにつれ、 この

両潰跡は、本来—一つの集落跡の遺跡であったことが明らかになった。そのため報告に当たっては、

新屋敷東追跡として統一して報告することとした。これは沖積地の遺跡の認証か、いかに難しいか

を不していようQ

只下年度ことに凋杏の概要を配す。

昭和60年 4月 バイパス本線上り車線に仮設事務所を設置し、調査の体制を盤える。

5月

6月

7月

8月

9月

10月

l1月

祈田貞遺跡との培目、叫査区東側から重機！こより、無遺物／習を除去する）

恐l査筐東閲から遭構確竺。後、遺構の調査に入ろ。雨が多い

第 1• 2号堀の凋査を進める。湧水激しく、凋査に支障をきたす。

井戸。平安時代0)住居跡群の晶査をすすめる。台風て一夜にして水没。水引かず。

溝・住居跡の調査か引き涜き行なわれる。用水の水か容赦なく調査区へ入る。

東側部分の遺構実測。写真撮影をすすめる。中央部分の遺構確詔。住居跡多数。

訣い区域て圧居跡企100車f近く確誇。調査員を 3呂増員。 C-2区とする。
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第 1表 調査工涅表

i:」一｀—-ーロ 59年 I I I 
1日祈

□~--]9|11illlIl9l]□ーロ丁―—□]・げ瀬
鋪持・立石

．．，．  
~ ＇ 浜野（一）・栗鳥

寸石・岩瀬

小野・日中(/ム）．砥崎

翁JJ持

宮井

官井・江n• r靡本•関・岩瀬
中村・岩瀬

G
 

ド 汀， 心嚢影I, l 

区

明

戸

：

L
敷
免
逍
跡

原追闘

- E侶三 ！ 明戸恥迫跡

D［口：：
1 : I i : I l !, 1 i i, l i [ i, I' 

I 
I r l,  i 新屋敷 I I !1:i 

戸
森
遺
闘

矢，じ灌i

遺跳

四
卜
坂
卜
遺
跨

岡直跡

立石・岩瀬 62｛揺瀬・岩本
金+・四口

61 1 
（赤能・奥野・瀧瀬

I し儀鯰・ 11、1中（広）・栗島・岩淵

ロニ ／ロニ一ーロロ）岩瀬戸升げI1・橋本

剛•四日 62砂｝ji与・高崎
ー・

寺，関

-'.田中 (Iム）

冴•宮

寺。高崎

~ヤ・高崎

崎。宮

f・四 I] 
-

□／口／三□□：田

12月

昭和61年 1月

凍る。

2月

遺構の重複が激しく、調査は難行。北区とした部分では，，平安時代の水田跡確認。

C-2区の東側では、縄文時代後晩期の仕居跡を調査。覆士か固く、瓦のように

さらに調査員 4名増員し、 B区の調査に着手する。 B区も遺構の重複か激しい。
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］月 覆土と地山が、乾燥と；東土で判別が難行， 7人の調責目か 新屋敷東遺跡に集結す乙っ

4月 任度が改まり、調査員も新たに編成され、激しい遺構の重複に挑む。

：月 最も追構の直複の激しい部分U)発掘調査と完了'-9Lる。用水に水か未るのじ間近。

6月 C区昌全ての写真撮影。空間が終り、 B区を残ずのみとなろ。

7月 B区の重複遺構の調査を完了する。湧水と水田の用水か激しく、河川跡の調査は困難。

8月 工事計画0辺変更にともない、 B区の浦償追路部分が新しく謁査さ仇る。

0月 B区の調査も完了し、ー応の成果を上げるQ台回来る 調責区水没。

昭相62年 8月 工事計画の変更に伴い、 C区の仮設事務所部分の調査を行なう。住居跡 1軒。

夏は、激しい湧き水と水田の用水の1益れ水、冬は、いてつく凍土とからっ風に悩まされtJがら

も、補助員の献身的応努りによぅて、冑故佃く詞応が終了できた。

3 発湿胴査0]方哀

発掘謁査は、一船国道17号深百バイパスにかかる本線［‘•り由線及ひ化側浦償逆路部分に限り、対

象］周白区となった。そのため路線の中央部分は、，識査対象外というごとになり、現状のまま保存さ

れている。

主た調直区J連内に、水m写の川排7l＼認や這路・構造物）がある場合（，ょ、遺情の件畠等を考慮し、て

きろかぎり関係部分について、哩資区の拡明の処置を講じた。

グリッドの設定方法は、平面直角咆標第IX系に基つき、イー 1クリッドが、 X= +22, 294, Om 

¥ -・一応， 522.Omにあたるしこれよりり XGmグリットて、北ヘイ，ロ・ノ＼．．，、西へ l• 2 • 3 ・・。

の『！目にゲリッドを設定し仁南車の隅の杭を用い、，この BX 6 mの筒囲を予すこととした。

また30mおきに太杭を用い、標準硯準高とした。

』構C)夷測は、クリッi、抗を晶準に、地山に liu閣隔U)方眼と水ふて作り、勧易遺り方によって

実澗を行tよった。湧き水が激しし＼ため、、空［ド写真測量は、全く意味がなく行なわ贄かった。ただし

空中写真撮影は、適宜行なっている。
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rr 遺跡の］地と環培

新屋敷東遺跡は、深谷市明戸字駒帰前744-2番地他に位置する。縄文時代後期から古墳・奈良。

平安時代そして中。近柑に至る複合遺跡である。

遺跡は、北緯36゚12'東経139°25'に位置する。ちばみに現在の気候は、冬は北西の季節風か強

く、夏は涅度か高く暑い。三方は、遥かに山を厄信み、南に閂ける関京平野の中央に位置する。やや

盆地性の気候であるし，初冬から晩春にかけては、上埃を巻き上げ「からっかぜlか吹く。雪は、ほ

とんど降らない。初夏には、しばしば空海雨となり、秋には、大きな台風か時折来る。

現在では、冶水がしっかりしているため、洪水ははとんどみられない。しかし大正14年には、大

洪水か起こり、本遺跡を合めた妥沼低池のほとんどか、水0)なかに消えたことじあづ 1こ。祈屋敷東

遺跡か形成された当時は、常にこの仕［水と、極襄．猛暑と 0)戦＼ ＼で主ったはずごある，）発掘調査で

は、奇しくもこの三つを経験すろこととなった。

遺跡の周辺は、現状ではほとんど水田である。しかし明治時代までは、「畠七分に田が三分」と

呼ばれたように、圧倒的に畠池か多かったという。ところかこの地も、文明開化の波に乗り、明冶

経済界の立役者戌沢素ー(j)経営するレンカ上場か、lj長谷市明戸の小山川沿いに造られる。するとそ

())原けとして、畠に刊用さ九て＼＼た惰高地0)粘土が、ところかまわずレンガ工場に売られろことと

なるe，

さらに大正以降、とくに昭相に入って豪農の屋敷から、住宅の建替を契機に瓦葺とするものが培

一~ 1又O°25 - -
bで一／ ←̂  

第 2図 埼玉虹0)地質と祈屋敷東遺読位巖図

- 6 -



え、叫戸地区は、瓦産業が勃興する。昭和初期には、子供も枯土をこねる作業に参加したという。
昭和30~40年代が盛期だった。この瓦作りにより、良質の枯上を含んだ畠の土は売られ、微高地
をさらに低くしたという。

昭柑50年代のオイルショックを境に、瓦産業は、燃料の高騰や物不足、さらに安いコストの参州
瓦が、関東に参入してきたことで、マニファクチュア的経営か行き詰ったC ところが微高地の開発
は、ここでストップすることはなかっfこ政府の景気てこ入れ策は、圃場整備事業や道路。橋脚な
どの公共投資として地方に波及し、新屋敷東遺跡周辺の自然堤防をさらに細める結果となった。

現在では、後継者問題等の水田経営の抜本的な行き詰りが、商品作物である長葱「深谷殻」を栽
培させ、収穫期には、独特の香りを生むまてになっていろ。

この自然堤防は、以卜の地形的な条件の下て形成されたと考えられる。

祈屋敷東追跡周辺の地形は、南側の梱挽台地と北側の要沼低地からなる。二つは、東西に走ろ深
谷断層によって明瞭な崖続で区分され、その比高は、 5~10mにも及ぶ。この崖線にそって、小山
川の支流である福川が流れているa

I ]岡遺｀—- —- 口｀｀遺．跡 ―-l:今泉館跡―- 71 板~;::閂跡 95東川端選跡
ど原ケ谷戸造跡 24大寄B遺跡 48岡部町No.82古培 •72大沼弾正館跡 96白ツギ内遺跡
釘竜下迫跡 25大寄A遺跡 49本郷陣屋跡 73内ケ島氏館跡 97砂田迫跡
4砂田前遺跡 26西｝甫北遺跡 50百間堀館跡 74陣犀跡 98柳町遺跡

7起合遺跡

8戸森松原遺跡

9森下追勝

10上敷免追跡

27稲荷塚遺跡

謁六反田遺跡

29宮西遺跡

30河辺館跡

31東光芋裏追跡

32{Jl勢塚遥跡

51新井館跡 75瀧瀬氏館跡 90城化遺跡

52針ケ谷館跡 76横瀕氏館跡 100居立遺跡

53西谷遺跡 言新開荒次郎館跡 101前遺跡

冥水久保遺跡 78深谷町遺跡 102清水上迫跡

55上杉館跡 79深谷城跡 103粗絡遺跡

56西龍ケ谷遺跡 80菅場松屎遺跡 104横間栗遺跡
11本郷前東遺跡 岱安俣氏陣届跡 57喉野遺跡 81島之上遺跡 105関―F造跡
12新犀敷東遺跡 34榛尺六郎成1青館跡 58御手長山古墳 82前畠遺跡 106湯殿神社祭祀遺
I 13新田裏遺跡 35地神祇A遣跡 59寅稲荷塚古墳 83鼠裏追跡 跡
l4明戸東遺跡 36地神祇B造跡 60岡部城跡 84割山埴輪窯跡群 107西別府館跡

宮ケ谷戸堀ノ内遺跡 37関畑館跡 61四十坂追跡 85小台遺跡 108東別府古堵群
15原造跡 38水窟遺跡 62稲荷塚古墳 86人見館跡 109別府氏館跡
増田四郎重富館跡 39新井遺跡 63内出遺跡 87秋元氏館跡 110別府氏城跡

16木庄城跡 40十光寺古墳群 64臼山遣跡 88桜ケ丘石組遺構 111油原誕古墳群
17薬師堂遺跡 41西山古墳群 65岡部町No.3古墳 的庁鼻城跡 112蓮（召氏館跡
18諏訪新田遺跡 42川輪聖天塚古墳 66岡部六弥太忠澄館跡 90木の本古墳群 ］13荏原氏館跡
]9五十子城跡 43長坂聖天塚古墳 67愛宕神社古墳 91東方城跡 114焉城城跡
20牧西堀の内週跡 44諏訪山古堵群 68上原古墳 92幡羅太郎館跡
21東五十子城跡 45北坂遺跡 69源勝院館跡 931ill沼城跡
22庄小太郎頻家館跡 46格山遠跡 70曲田城跡 94上敷免北遺跡
し------ ---- --- -- ------
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第 3図祈屋奴東

櫛挽台地は、寄居町を頂点とした扇状に広がる台地である。西側の武蔵野段丘と東側の立川段丘

堆積ばから構阪され、両者のヰ間には、広沢川か北虚し［いろ。櫛悦台地上には、仙元山，観丘山
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遺跡と周辺の泊跡

等の第三記層の残丘か残っている。

一方新屋敷東喜跡の形成された店沼低池は 利相JII流域に広がる似い低地である3 境界は明確で
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はないか、東を加須低地、南を荒川低地に接し、広大な平野を形成している。妻沼低地は、利根川

の支流である小山川・星川（旧荒川）。福）1|等の堆積 s 侵食作用によって形成されたいわゆる「乱

記也帯」に当たる。

そのため自然堤防と後背湿地か発達し、各地に湖i召を残す。男沼・妻沼・別府沼。蓮沼・大沼・

皿沼等が叢近まで残っていた。一方発達した自然堤防は、度重なる共水の際の退避帯であり、集落

カ積極的に形成された。洪水時には、あたかも南件の島のように水面に浮かぶことから「Oし信［」
ちあらい

の地名が残る。血洗島・伊勢島。高島・矢島。内ケ島・大塚島・向島等である。

この自然塩防を中心に確認される人々の痕跡は、縄文時代前期末葉を今のところ遡らなしh しか

も明確な住居跡か、確認されているわけではなく、その実態は霧中といってよい。ただし新屋敷東

直跡に隣核する、深谷市本郷前東遺跡（川□ 1989)で数点の土器片か確認されており、今後資料

の増加が期待される。

縄文時代中期の資料についても妻沼低地内では、明らかにされていない。しかし中期の遺跡は、

櫛挽台地先端部の低地との境目に多く立地しており、調査された遺跡も少なくtよい。前畠逍跡・島

之上遺跡。出口遺跡（横川 1977)をはしめ、深谷町遺砂（沢出 1985)・小台遺跡（沢出 1989) • 

原ケ谷戸遺跡なとで確認されている。台地先端の湧水や）ii沿いの河川沼沢の水産資i原の確保等に埜

つく移動か考えられる。

縄文時代中期後葉から後期になると、彼らは、盗んに妻沼低地の各自然堤防上に進出ていく。縄

文時代には、現在とは相当掛け離れた自然・地形であったはずである。現状では、それを復元する

ことは困難てある。しかし台地の生体系から低地の牛体系へと転身した彼らの仕足跡は、自然堤防上

の随所にみることができ、発掘調査された遺跡も少なくない。先の深谷町遺跡・本郷前東迫跡・原

遺跡（i義崎 1989)・上敷免遺跡・前遺跡なと‘である。

さらに縄文時代晩期になると、妻沼低地では、前述のこれらの遺跡を継承した位置に、再ひ集落

か営まれるようになる。新届敷東遺跡も例外ではない。

ところが弥生時代に入ると、新たな形の低地との関わりか出てくる。水稲耕作にともなう低地の

開発である。低地の、しかも後背湿地を回えた自然堤防上に、墓域・住居域・水田域か、一体と

なった集落か形成される。それも、関東地方にあっては、古い段階からその痕跡か見られる。

墓域では、熊谷市横間栗遺跡。妻沼町飯塚南遺跡・深谷市上敷免遺跡・岡部町四十坂遺跡なとで

いわゆる和葬築が確認されている。集落としては、この段階の明確な遺跡は確記されていないが、

行田市小敷田遺跡。深谷市上敷免遺跡なとで最近確認されつつある。生産跡である水田遺構寺はま

だ確認されていないが、深谷バイパスの一連の整理が進行していけば、さらに細かなことも分かっ

ていこう。

さらに弥生時代も後期になろと、徐々にではあるが、地域間交流が激しくなったようであり、各

地の土器が、妻沼低地の各遺跡にみられ始まる。熊谷市東沢遺跡・行田市池守遺跡・明戸東遺跡な

どで、吉ケ谷式土器が確詞されている。 I王目すべきは、北関東の土器である二軒虚敷式土堺か、こ

れらの遺跡から共伴していることである。この土器、本庄市の薬師寺遺跡や群馬県境町の三ツ木遺

- 10 -



闊心とでも確認されており、今後注目される上器群である（長崎 1989)。

古墳時代に入っても、集落として大規模な展開をみることはできない。しかし東海系のいわゆる

s字甕に反映される、大きな土器の動きは、随所に認めることができる。とくに方形周溝墓や古墳

などでは、その傾向が強くみられる。ただ祈戸敷東遺跡周辺では、この段階の古堵は陀めることは

てき鯰し＼。

五泊式土器を出す遺跡は、妻沼低地ては大こく広がっている。新屋敷東遺跡の周辺ては、ちなみ
わきあい

に列挙すると、起会遺跡・森下遺跡。本郷前東追跡・明戸東遺跡•宮ケ谷戸遺跡・東川端遺跡。 1青
やとうご 力もえふくろ う もりにゆうたい

水上遺跡・根絡遺跡・横間栗遺跡・東別府条理追跡。弥藤吾新田遺跡。上江袋遺跡・鵜ノ森入胎遺

此心とがある。また戸は松原遺跡や東川端退跡などでは、方形周溝基が調査さ机、墓域の存在も確

認さ机ている。

さらに清水上遺跡では、この段階の水田跡が確認されている。

むしろ集落か大規模に展開するのは、和泉式土器後半の段階からである。各自然堤防上に雨後の

筍の上うに集落か出現い色速に沖槙地の開発か進展したごと左示す。しかし自殊堺防上の各集落

は、跛行の発展を）、［け、苫簗落の構成は、相吐に伸縮があった。その伸縮は、集浴変置の画期とし

てとらえられる。 5 川記後嚢• 6世紀前菫， 6世紀第m四干且Jl,7世紀後葉がその画期である。

この画期は、遺跡の移動という現象ではとらえきれない、もっと細かなメカニズムによって形成

されている。それは、遺跡内部の伸棺関係を分析することによって、次第に明らかになっていくこ

とてあろう。この段階の遺跡は、原遺跡・東川端遺跡・新犀敷東遺跡・本郷前東遺訪。上敷免遺

跡。砂田前遺跡・［己立遺闊。城北遺跡。+rill町辺跡。六反田遺跡。北烏遺跡・鵜ノ森入胎遺跡・飯塚

南遺跡・道ケ谷戸遺跡・弥藤吾遺跡・土用ケ谷戸遺跡。樋の上遺跡・新ケ谷戸遺跡・小敷田遺跡な

どで確認されている。

とくにこの古墳時代袴期集落の変動と、自然堤防上への精極的な進出は、一方で、後期古墳の造

募活動というかたちて巧えられていた。しかし祈屋敷東遺跳の周辺には、古墳時代後期の巨大な前

力後円墳はなく、 卜放拮単位の古墳群か、櫛挽台地の縁辺部や自吠堤防上に立地しているに過ぎな

い。この大型前方後円墳の不在こそか、新屋敷東遺跡の周辺部で、自然堤防上の集落が大きく展開

した原動力となったのであろう。

古墳時代後期の古墳翫として、櫛挽台地上の木の本古墳炉c a 籠原裏古墳群• t」山古培群・四十坂

古墳昇予、妻沼低地の日汰堤防上の上増田占墳群。鵜ノ森入り合古墳群・中条古墳群かある。立地条件

や古墳の構築材に若干の相運があるが、概6世紀から 8世紀初頭にかけて形成された古墳群とみて

よいであろう。これらの古墳群からは、それぞれ埴輪か採集されており、割山窯跡群との関係が注

目されろところであろ。

8世紀に入ると、計屋般東遺跡周辺も、律令制社会の枠組に組み込まれていったらしい。新屋敷

東遺跡及びその周辺は、榛尺郡と播羅郡か錯綜する地域で、その境は、おそらぺ旧小山）1|と考えら

れる。ちなみに埼玉郡・大里郡との境も、旧荒川のルートである星川と考えられる。

榛沢郡は、新居郷・榛沢郷・胸形郷•藤田郷・余戸郷、播羅郡は、上秦郷・下秦郷・広沢郷。荏

原郷。播羅郷・那珂郷 e 霜見郷。余戸郷から店っていたことが、『倭名類衆抄』や『延喜式』など
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第4図新屋敷東遺跡周辺に広がる条里地割
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からわかる。

しかし両郡の成

立が、いつである

かは定かではな

い。播羅郡が、そ

の郡郷名に、少な

からず渡来系氏族

の名称を含むこと

からすると、郡の

成立に彼らが加

わっていた可能性

はある。とくに渡

来系氏族の多く居

住する郡が、 7世

紀末以降のいわゆ

る建郡記事に当た

るとすれば、播羅

郡は周辺の旧来の

郡の分割統合に

よって成立した可

能性がある。新屋

敷東遺跡は、周辺

の地名などから、

榛沢郡の新居郷

か、播羅郡の播羅

郷であった可能性

が高い。筆者はと

くに後者を支持し

たしヽ。

平安時代には、

概この郡郷に近付

いていたと思われ

る。大同 4年(809)

には、播羅郡から

米五斗が、多賀城

に送られていたこ



とを示す木簡か見つかっている。坂東か、律令国家の東北経営の後方支援的立場にあったことが分

かる。 9世紀前葉の播羅郡の文献資料は豊富で、他にも、弘仁 9年 (818)の武蔵国大地震の記載

や、承和元年 (834)の播羅郡の荒廃田123町が、冷然院へ寄進される記事などがある。

奈良•平安時代の遺跡として、とくに妻沼低地の遺跡では、砂田前遺跡・高畑遺跡・上敷免遺

跡。籠原裏遺跡・土用ケ谷戸遺跡・鵜ノ森入胎遺跡。飯塚南遺跡・下辻遺跡・樋の上遺跡。台耕地

遺跡・北島遺跡。新ケ谷戸遺跡等著名な遺跡が多い。これらの遺跡は、やはり古墳時代以来の竪穴

式住居からなる集落で、一部に掘立柱建物跡を含む。それぞれ各河川の側に立地する水田経営を、

生業の基本とした集落である。

平安時代末以降、この地域は、武蔵七党などの中世武士団に象徴される『吾妻鏡』の世界が、繰

り広げられていたと思われる。ただし妻沼低地でも、深谷市明戸周辺は、横山党の別府・玉井・成

田・中条氏など、あるいは猪俣党の岡部・人見氏などに囲まれなから、名のある武士や彼らの「名

字の地」として史料には登場しなかった。

14世紀の末になると、深谷上杉氏の祖である上杉憲英が、庁鼻相城を現在の国済寺に築いた。中

世後期の新屋敷東遺跡をめぐる諸関係は、ここから始まる。康正 2年(1456)、上杉憲英の曾孫、

房憲が、深谷城を築くと、その周辺に出城的な中世城郭が多く造られた。天正18年(1590)、豊臣

秀吉の関東攻めにより、深谷上杉氏は、小田原北条氏と命運を共にした。替わって松平康長が、徳

川家康にともない深谷に一万石で陣屋を構える。そして近世に突入する。

こうした中世の遺跡は、決して少なくはなく、在地武士の居館跡をはじめ、寺跡等が新屋敷東遺

跡の周辺には見ることかできる。別府氏城・西別府館・蓮沼氏館・東方城・庁鼻和城・伝幡羅太郎

館・皿沼城等である。

近世の様子は、『新編武蔵風土記稿』によって概ね知ることができる。以下に該当部を転載する。

「O明戸村 明戸村は元悪戸とも書せりと云、家数百八軒皆畑なり、東は、宮ケ谷戸。上増田

の両村南は原ノ郷、西は榛沢郡上舗免村、北は当郡新井村なり、東西十一丁、南北九丁、当村

天正の頃は、上杉蔵人大夫所領なりと、御入国の後は、酒井讃岐守領分なりしが、夫も上がり

て寛永の頃は、松平大膳領の知る所にて、同十六年上りて御料となり、寛文四年今の大久保上

野介知行となれり、検地は慶長十六年また万冶二年にも、佐藤輿五右衛門・大谷惣右衛門・柴

山伊兵衛等紅せり、

高札場小名 本郷。入り枝・駒寄•田中・下郷・新田

諏訪社 村の鎮守なり、阿弥陀寺持、下同し、

大神宮

雷電社 別当大善院 青［且喜喜‘止1誓賢厚匹史且策喜認屡よな

弁天社 別当喜福院 前と同じ配下なり、本尊ぷ勁を置、

稲荷社二字 大善院持

阿弥陀寺嘉喜喜麟叡甕皐悶讐瓢言冒讐麟謬虞〗す、
天神社・護摩堂• O弥陀堂 雙冒予凸 • O地蔵堂 •O観音堂り胃｝：ち 〇薬師堂

このように新屋敷東遺跡の周辺には、縄文時代以来、多くの遺跡が存在し、たゆまない人々の生

活の痕跡を知ることができる。
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川 調査された遺構と遺物

新屋敷東遣跡は、縄文時代後晩期、古墳時代後期、奈良平安時代、中近世におよぶ複合遺跡であ

る。とくに古墳時代から平安時代にかけては、農密な遺構の重複関係が確認でき、武蔵国の古代の

集落のあり方を知ることのできる格好の遺跡である。

遺跡は、利根川の南側に広がる［中積低地、妻沼低地の自然堤防上に位置する。標高32.0~34. Om 

前後である。

調査区は、 17号国道深谷バイパスの本線車道（下り車線のみ）・北側補償道路部分及び、県道深

谷妻沼線取付け部にかかる23,300m'か対象となった。東西に細長い調査区で、遺跡の北側部分に長

いトレンチを入れた形である。なお東を新田裏遺跡、西を上敷免東遺跡と境を接している。

発掘調百の作業区分として、県道深谷妻沼を培に、東を新屋敷東遺跡 (C区）、西を本郷前東遺

跡(B区）を設定し、調査を行なった。これは現状では、遺跡を明確に区分できる根拠が、地表の

肉眼観察では不可能なため、地上の工作物を指標として境を設定したからである。

調査の結果、両者は、遺構の広かり具合や、埋没地形の検討から、同一の遺跡であることが確認

された。本稿ては、この点を重要視し、新屋敷東遺跡と本郷前東遺跡を一括し、新屋敷東遺跡とし

て分折を行うこととする。

ところで、すでに県道深谷妻沼線の拡複工事に伴う発掘調査か、当事業団によって行われてお

り、報告書も第78集として刊行されている。遺構。遺物等の分析のおりには、併読されることを望

む。閲査は、試掘調査を昭和59年度、本孟査を昭和60• 61年度にかけて行い、作業用仮設建物が存

在していた部分を昭和62年度に捕足調査した。

調査は、縦横 6X6mの方眼を、遺跡上にかけ、東から西へ算用数字、南から北ヘイロハ（ンの

次は、いろは）を各東南の杭に振り、この一桝を 1グリッドとして作業を行った。調査区は、コ～

ゎ、 229~354の範囲に広がっている。さらに標高の基準杭として、このグリッド30mおきに三寸角

の太杭をもって、代用した。

予想を上回る湧水と、逆に水分を全く無くした枯土は、瓦のようになり、調査に大変支障を来た

り
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第5図 新屋敷東遺跡遺構集中部割図

- 14 -



＋ ＋ 

＋
 

＋ 

醗｝咆

゜
e• o.  0 ⑮ 

0 

+ 0。..,

゜
゜゜

r ;.  

◎ O° ◎゜。

島 0..,
〇◎ +。

sJ50予 三＋十＋

＋ ＋ ＋ 

t- I 

• OSJ112 

'̂...̂6 h ¥̀ ＋ ＋ 駈n,~ ヽ＋

＋ 

336 335 334 333 332 331 330 329 328 

第 6図遺構集中部拡大（1)

した。そのため、遺物の取り上げも、本来は全点の出土位置を記録すべきところではあるが、いか

んせん自然条件に調査員の奮闘も叶わなかった場合も少なくない。時々刻々と変わる自然条件の下

で最善の記録保存を模索したつもりである。

竪穴式住居跡の遺物は、床面に接しているか、覆土中のものであっても完形品に近いものは、そ

の出土位置を明確に記載した。また覆土中の遺物は、竪穴式住居を四分割し、カマド側から時計回
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りに a・ b • c • d区とし、一括で上げるようにした。溝・土壊・水田跡・井戸等は、遺物が各遺

構の一部や、その遺構の性格を反映する場合に限り記録をし、他は遺構一括とした。

遺跡は、南側に広がる集落域と、北側の河川跡、河川跡の埋没した後に作られた水田跡から構成

されている。検出した遺構は、竪穴式住居跡159軒・掘立柱建物跡 6棟・土壊61基・溝51条・堀跡

2 条•井戸跡 5 井・水田跡 3 枚・畠跡 l か所の他、遺構ではないが河川跡 l 条・埋没谷 1 か所が確
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第 9図

279 278 277 276 275 

遺構集中部拡大(4)

認されている。

とくに遺構は、全体の中央部に濃密に分布しているといえる。細かくは、遺構の重複状態などか
ら、 3つの群に分けて考えることができる。

最も東の一群は、平安時代と中近世の遺構かみられる。新田裏遺跡に継続する遺構であろう。
中央の一群は、古墳時代後期から平安時代に及ぶー大複合遺跡であり、本報告書の中心的存在と

いえよう。集落は、南に大きく広がると思われる。

最も西の一群は、 7世紀に入ってから始まる比較的短期間な集落といえる。
また調査区全体縦横に、近世の溝が広かっている。

遺物は、土器を中心に、石器・石製模造品・板碑。石製品・土製品。鉄製品等豊富である。縄文

- 18 -
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第10図遺構集中部拡大(5)

時代の遺物は、縄文時代後晩期を代表する土器、石棒。石1II1・石鏃等の石製品、土偶・耳飾り等の

土製品かある。古墳時代後期から平安時代までの遺物は、生活雑器である土師器や須恵器、糸紡き

のための紡錘車・滑石製の石製模造品や玉類、鉄鏃・鉄製紡錘車・鉄鎌等の鉄製品等かある。さら

に中近世の遺物は、常滑産の大甕や軟質陶器・輸入陶磁器等の日常雑器を中心に、板碑や砥石・石

臼、さらには石製塔の一部等がみつかっている。

このように新屋敷東遺跡は、内容か大変豊富、かつ多岐に亙っているため、各時代。時期ごとに

- 19 -



/~sJ93、/ ［、
ン／

SJ4 

ス

／ ーセ

＋ 

ヒ

工

シ

゜
20m 

＋ 

◎ -·-~~—— 
~—··-·-~···-~·~— 

＋ 

メ

＼ 

＋ユ

゜◎
 

＋キ

-- 三------ + + 

-ー------------
--------

＋
 

＋サ

--------

264 263 262 261 260 259 258 257 

ア

256 
第11図遺構集中部拡大(6)

遺跡の推移を知ることを重点に本稿は進めていきたい。ここでは、遺跡の推移を縄文時代後晩期・
古墳時代後期（第 I期～第VII期）。奈良平安時代。中近世の10期に区分して、「遺構と遺物」の詳述
を進めていきたい。
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弟l2図 縄文時代後。晩期の新屋敷東遺跡

1 縄文時代後。晩期の遺構と遺物

(1) 遺構と遺物の概観

新屋敷東遺跡に始めて集落が営まれたのは、漸く縄文時代後期に入ってからてある。かっての調

査て隣接すろ木郷前東遺跡から縄文時代前期の土器片か確認されていたか、明確な住居跡等の遺構

は確詔されていなかった。

円形を基本とする竪穴式住届跡は、数本の柱で支えられ中央にば炉がつくられていた。そこから

は、農富な資料か出土している。糧文時代後期から晩期にかけての土器。打製石斧や石徽・石剣・

砥石等の石て造られ九多杉な道具。耳飾り・土偶。玉類なとは、新屋敷東遺跡に住んた人々の生（西

の復元をより豊かにしてくれる。

-21 --



謳集落の構成 縄文時代後・晩期の遺構は、竪穴住居跡と土購から構成されていた。遺構は、調査

区のほぽ中央に集中して確認されている。確認面は、細かな砂層中で、住居内の覆土も砂層であっ
たため、調査には手間取った。

鵬竪穴式住居跡 8軒確認されている。いずれも円形の住居跡で、柱穴と思われる小穴が床面に確
認されている。また床面中央には、炉跡が確認できる。

國縄文土器 時期的には、後期前葉から晩期前葉に限定される。出土土器は、第 1号住居跡におい

て後期前葉の堀之内 1式、第 4~6号住居跡において晩期前葉の安行 3b式がまとまっている。古
墳時代以降における集落形成は、少なからず縄文時代の遺物の遺存に影響を与えているかもしれな

いが、後期前葉と晩期前葉が、縄文時代の集落のピークと考えられる。

園土塙 土塙は、円形の土壊を中心に長楕円形の上塩を含め、 17の確実な土塙が確認されている。

このほかにもしみ状の部分がいくつか確認されたが、土器等の遺物をともなっておらず、また掘り
込み等か確認されないためここでは資料化していない。あるいは風倒木の跡であろうか。土塙から

出土した土器は、後期中葉、後葉の土器も散見される。

朧石器 出土した石器は、打製石斧や石鏃・石剣・石匙．砥石・石棒・磨石。石皿等の道具類を中
心に多彩である。これらの石器の組成も縄文時代後期の器種構成を示すものであるか、特に第 4.
6号住居跡から石棒・石剣頬が、各 2点出土している。また第 4号住居跡から出土した砥石は、共
伴する緑色玉類の性格を考えると決して無視できない存在である。

園そのほか そのほかに土偶や耳飾りなど、新屋敷東遺跡の内容を豊富にさせる遺物が出土してい
る。今まで少なかった妻沼低地のこれらの資料が増加したことにより、縄文時代を復元するうえで
新しい展開が予想される。

~~~ ~~」', \、~

―-- -~~-—- •-—----I~----—→---__ー--

0 40m 
1 | 1 

第13図 縄文時代後・晩期遺構全体図
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(2) 遺構各説 ー遺構構築段階一

第 1号住居跡（調査時C2区104号住居跡）

ミー272グリッドに位置する。重複関係は、第35• 138 • 69 • 36 • 34 • 32号住居跡よりも古い。縄

古墳時代の竪穴式住居跡との重複によって、遺構として確認で
文時代の遺構とは重複していない。

ごく僅かしかない。きる掘り込み部分は、
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第 1号住屈跡土層説明

1.暗恩色上 弱粘性、東Jl粒子上層。 褐

2.淡暗掲色t l陪とあまり違わない。弱枯性の黄

＇ 褐色プロ；クを多祉に含む。炭化物を多址含む。

3.淡褐色上 強粘性、粗粒f上層。炭化物なし。

4．掲色七 炭化物粒—｛多足に含む十陪、強粘 •I牛。

5.暗黒色十 炭化物を多斌に含む、柱痕跡。

(i.淡褐色上 強粘性、細粒子層、炭化物は含まず。

0 2m 

I-- - --i----=-==二

第14図 第 1号住居跡
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現模は、長軸。短軸共に不明確てあり、資料化できない。た

たし掘り込みは、 1りcm前後と考えられる。およそ図示した範囲

内に粗い胎土の土器片が、比較的蜜に確詔されることから、住
居跡とした。柱穴は、 この惟定される円内の壁面に冶う形で、

円形に配置されている。比較的柱痕跡も明瞭にわかる。

最も注目すべきは、やや南側て確認されている不定形の土堺

である。深さ lm程度の掘り込みて、前後にやや深い部分があ

る。大量の土器片が出土しており、 どのような施設かわからな

第15図 位置図
いか、竪穴式住居を構成する重要な部門てあろう。

直構の確認は、前述の古埴時代の竪穴式住居跡を確認中、あ
まりにも該期の土器片の出土の多いことから判明した。

第 2号住居跡（調査時C2区65号住居跡）

メー278グリットに位置すろ。重複関係は、近世の溝によづて、北。西の壁而の一部か破壊され
ているが、総して明瞭に確認された住居跡である。円形の住屈跡で、床面には、 3本の柱穴か確認
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第 2 号1主居剃~ （柱痕）上屈説明
暗褐色土 筑色粒—［を多址合も。締

りなし
褐色＿L ぽ色拉子を多量含む、締i)

なし

り ？m
三＝—-ニニニLニニ＝＝—＿__---J 

第16図 第2号住居跡
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第17図位置図

第18図位置図

第19図位置図

されている Cj長軸4.65m、短軸4.55mのほぽ円形の竪穴式仕居

跡である。掘灼込みの深さ30cmと比較的しっかりしてお灼、明

確に確認することがてきた。柱穴は、小穴て｛干痕跡等は不明確

である。炉跡等は確認されていない。

遺構の項複が少なく、確認にはそれほど手間取らなかった。

第 3号住居跡（調査時C区7号住居跡）

ユー257グリッドに位置する。重復閏係が、まったくみられ

す、総して明瞭に確認された住居跡である。長軸6.35m、知軸

6. OOmO)やや不正円形の仕居跡である。掘り込みの深さは、叫

cmとやや戌めである。床面には、小穴が、数多く確認され、 25

基を数える。そのほとんとが、一様に柱痕跡が残り、柱穴ない

しはそれに付随する小穴と考えられ、数回の建替も考慮してお

く必要があろう。

中央やや北寄りに、比較的大きめな掘り込みが見られるが、

炉跡てはない。明瞭ぢ焼土等は、確認されてい捻い。

第4号住居跡（調査時C区14号住居跡）

セー262グリッドに位置する。「fi東の一部を第92号住居跡に

よって破壊されているか、そのほか屯複関係は、まったくみら

れよ総じて明瞭に確認されに江届跳てある。長軸5.70m、短

軸5.62mを測る。やや不正円形の竪穴の掘り込みで、南側に張

り出しをもつ仔居跡てある。掘り込みの深さは、 50cmと比咬的

深い住居跡てある。

床面には、小穴か、壁のラインにそって確認され、張り出し

側では、 2個一対の柱穴か確認された。ほとんど一様に柱痕跡

か残り、柱穴ないしはそれに付随する柱穴と考えられ、数回の

建替も考慮しておく必要があろう。中央やや北寄りに、比較的

大きのな掘り込みがあり、微量の焼卜を含んだ堆積層が存在し

たことから炉跡と考えられる。

南側に張り出す部分は、細長い台形状に作られ、 2つの段に

よって構成されている 3 この部分の底面は、固く叩き締められ

た様子はなく、比較的ソフトであった。

出土遺物か多く、縄文時代の追構の中では代表的な住居跡といえよう。
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第3号住居跡土層説明
I.黙掲色十． 黄色粒子、木炭粒若干含む、締り良
2.黒色土 黄色粒子、木炭粒若干含む、締り良
3.黒褐色土 黄色粒子、木炭粒を若干含む、締り良 。i 叫
4.暗褐色土 黄色粒子を多歴に含む。
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第20図第3号住居跡

第 5号住居跡（調査時C区15号住居跡）

モー262グリッドに位置する。重複関係は、一切見られない。明瞭に確認された住居跡である。

長軸4.50m、短軸4.28mを測る。やや不正楕円形の竪穴の掘り込みで、床面には、柱穴を含めたい
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第4号仕居跡上層説明

］．黒掲色土 臼色粒子少星含む。

___El'. 締り良

2. 烈褐色土 白色粒子、黄色粒子

木炭粒少量含む。締

り良

3.褐色上 臼色粒子少鼠、黄色

粒子多鼠含む。

4.暗褐色土 黄色粒子多量含む。

木炭粒少旦含む。
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第21図第4号住居跡

くつかの掘り込みが見られる。掘り込みの深さは、 36cmと比較的深い住居跡である。

床面には、小穴が、ほぼ壁のラインにそって確認されている。 2箇所の土墟状の掘り込みを除き
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全て一様に柱痕跡が残り、柱穴ないしはそれに付随する柱穴と

考えられる。数回の建替も考慮しておく必要があろう。中央や

や北寄りに、 2箇所の土堀状の掘り込みには、焼土等の堆積層

が見られず炉跡とは考えられない。

とくに付属するほかの施設は見られず、この遺跡のなかでは

一般的な形態の住居跡といえようか。

翁裟：翁葵：；翁葦後翁裟：窯淡：葵：苓裟：務裟翁裟：後：忍蕊裟：苓婆燃：：： 第6号住居跡（調査時C区16号住居跡）
一忍季裔攀忍忍疇娑蕊攀苓：苓忍蕊攀忍季蕊：忍忍忍攀姿疇苓：忍：冬忍姿姿姿忍姿姿姿忍

モー261グリッドに位置する。重複関係は、北側を第92号住
第22図位置図

居跡によって破壊されているが、比較的明瞭に確認された住居

跡である。長軸5.61m、短軸5.15mを測る。やや不正円形の掘り込みで、床面には、柱穴を含めた

掘り込みが見られる。掘り込みの深さは、 45cmと比較的深い住居跡である。床面には、小穴が、ほ
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第5号住居跡士層説明
」ぎ ］．黒鍋色土 白色粒子、黄色粒子を少量含む。締り良

2.黒褐色士 白色粒子、黄色粒子、木炭粒を少量含む。締り良
3.褐色土 白色粒子を少量、黄色粒子を多量に含む。締り良、砂質。
4.暗褐色土 黄色粒子を多量、木炭粒少量含む。砂質

゜
第23図第 5号住居跡
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ぼ壁のラインにそって二重に確認されている。あるいは中心の四本の柱穴は、主柱穴になるのであ

ろうか。中央に 2箇所の土壊状の掘り込みがあり、大きい掘り込みには、焼土の堆積層が確認され

ていることから炉跡と考えられる。

とくに付属するほかの施設は見られず、この遺跡のなかでは一般的な住居跡といえよう。床面に
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第6号住居跡土層説明

I.黒掲色土 白色粒子、黄色粒子を少量含

△’． む。締り良

2.黒褐色士 白色粒子、黄色粒子、木炭粒

を少量含む。締り良

3.褐色士 白色粒子少量、黄色粒子を多量

含む、締り良、砂質

4.暗褐色土 黄色粒子多量含む。木炭粒少

量含む。
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g
 

0 2m 
I I I 

第24図第6号住居跡
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第25図位置図

は草木根による撹乱がある。

第7号住居跡（調査時C2区24号住居跡）

シー265グリッドに位置する。重複関係は、南側を第152号住

居跡によって破壊され、遺構全体の形状は不明である。遺構の

規模は不明確ながら、長軸4.OOm以上の不正方形と考えられ

る。床面には、柱穴等の掘

り込み状の遺構は見られ

ず、また壁面のラインも一

定していない。

掘り込みの深さは、 20cmと比較的浅い住居跡である。焼土の

粒子が、堆梢層の一面に確認されているが、明確な炉跡と考え

られる遺構は確認されなかった。

第 8号住居跡（調査時C2区63号住居跡）

ミー279グリッドに位置する。重複関係は、西側を第13。96

号住居跡、東側を第33号住居跡によって破壊されているが、
第26図位置図

~
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三＼＼＼＿□三三三□三三胃

／
 

l．淡灰褐色・上層

2．黒色土層

3．淡灰黒色土層

4. II 

5．黒色十．層

6．淡灰色上層

叫

粘性強く粒子粗い、土器片多数

炭化物を多羅に含む焼土層

枯性強く粒子加ヽ

末古1生取｝ ＜、朴1子細かし、

炭化物層

粘性強く粒子粗い

゜
2m 

第27図第 7号住居跡
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第8号住居跡上層説明

］．暗褐色士 強粘性、粗粒子土層、炭化物多星混

人

玉＇ 2．暗褐色上 ］層より暗い同様の土層、強粘性、

粗粒子土層

3. i農黄褐色土 強強粘性、粗粒子士層、炭化物粒子

を多星．黄褐色プロ・Jクをやや含む。

4. 黄褐色土 強粘性、粗粒子七層、黄褐色プロJ

クをやや含む。

旦

゜
2m 

第28図第 8号住居跡

遺構全体の形状は分かる。長軸3.28m以上の不正方形と考えら

れる。床面には、小さな柱穴が、壁面にそって確認されてい

る。壁面のラインは、一定していない。掘り込みの深さは、 20

cmと比較的浅い住居跡である。焼土の粒子が、堆積層の一面に

確認されているが、明確な炉跡と考えられる遺構は確認されな

かった。

第29図位置図
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(3) 遭構各説 ー遺物出士状態一

本米は主ての遺構について、』物の出士状恙の作図・解諒と9 行なえは艮いのであるか、先にも記

したように古墳時代の遺物との切りあい関係が激しく、良好な状態での遺物の取り上げ等かできな

かった。全回ここに図承したのは、比較的切りあい関係0)少tよく、出土遺物の豊富たづた第 6号住

居跡てある。なお品 2。3 • 4 • 5 • 6号任店跡については、出土遺物主点の出土地点の記録は保

存されている。

ここに図示したのは、第 6号仕肛跡出土の縄文七器の出t状態である。ほとんとか、床面からぷ

いた状帖ーC一定のレヘルで出土している。第48• J9図に図示した完形固体に近い出上上謡は、土；；；且

片の接合関係も含めて検討を行なった。また第48図ー 3に示した土器は、第 4号住居跡の覆土巾の

土器と拉合関係をもつ。

そのはかに竪穴式任居跡の遺物の出土状態しー特筆すべきは、第 4号住店跡の張り出し部分の手Hij

て確認された自然石と土器と石剣である（写真図版 4参照）。弘り出し部の手前に大形の目然石が

置か机、その横には、小形の第l'}図ー 1の.::1げ□か木黄倒しの、1大態で出土している。さらにそのかたわ

らには、弟59図ー 4の石剖が床面に突き刺さった状態で出土している。この張り出し部かどのよう

な機能を果たすか明らかではないが、土偶等の第 4号住居跡のそのほかの出土遺物とともに考えて

いく必製かあろうj

(4) 遺構各説一土購ー

新□虜い庚遺跡の糧文時代の土J-)岱は、 17翡仙謬，さ訊ているし見本的には円形ないし（よ岱円形の樹り

鉢状の土堀である。覆土は、細かなやや枯性のある砂粒状の土で構成されている。土堀は、調査区

の中央部でしかも東側に緩く傾斜する地点で多く確認されている 3 これらをみると、竪穴式住居跡

群とヒ塩群が、やや胃なった場由に占地していたことが分かる。

遣構確認面が、先にも記したように自然堤防0)ために細かな砂て形成されていることから、確

認。精査作業は大変困難であった。

以下特徴的な土J腐について若十記しておきたい 第4号土障は、東によったところて確認された

遺構で、 9.2m〉く 3.7mを測る長大な遺構てある。しかし掘り込みは1曳く、確認面からは20cm前後で

ある。遺物はほとんど確認されていない。当初住居跡として調資していたが、遺初が少ないことや

明瞭tよ／紅面の出てこないことなとから土塙とし〖―1及った。

(5) 遺物各説 一縄文時代後・晩期の出土土器一・

第 1号住居跡出土土器（第32図～事お図 6)

後期前葉の堀之内 l式かはとんどで、後期中葉、後葉の土器がこく少量認められる。

第32図の土器は胴部か張って、括れ部を有し、括れ部から口縁部に向かって外反する形態のもの

であるQ 1 ~13、いは口縁部に一条の沈線を巡らせる口紅部り）破片である0 1はほは全体を知り屑

るか括れ部にも装飾なく無文である。 5は括れ部に＿三条の沈線を巡らせる。 6~13、16は突詞が施
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ロ

』
第11

1 灰黄煤色¥・ 多研の白色粒子、焼 1-粒f含む

締りなし

2 暗褐色l 少盆の白色粒／、多歴の焼十・含む

3 暗褐色 l 黄色粒了多址含む、砂質である＂

第12号土り貨I＿溜説明

l ・掲色 1・ 木炭、焼土粒合む。砂質

質、締リなし

りなし

第13号上）J，1一1-．庖説明

I. 黄褐色 I 多景り）抗色粒J・、少靡の）克 l＿、木炭

含む。締りなし

2.灰仇閲色 I 少址の黄色粒・f．現し、木炭合も＿
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6. II和煕色」 焼 1、木炭粒多星に合む，，砂質

締りなし

0 2m 
ト・—ー・・一 卜・_ ___J 
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されている。 6~9は沈線と円文か施され、 9は波預部下に隆帯を垂下させている。 10、11の口縁

部の円文は貫通している。 12は突起下に沈線と円文、 13、16は隆帯を垂下させている。 14、17、18

は括れ部の破片である。 8の字状の貼付が施されている。 19~22は胴部破片である。地文は縄文

で、多条の沈線を弧状に施している。 20は隆帯を施している。 15は他とは形態を異にするもので、

波頂部を若干欠損している。二条の隆帯か垂下しており、斜沈線等か施されている。

第33図 l~3も括れ部を有する形態の深鉢形土器。地文はなく、沈線のみである。 4~9は胴部

が緩く張る形態のもの。地文縄文上に縦位の沈線、斜位の沈線等を施す。 10~13は緩く内湾する形

態のもの。 10、12、13は鉢形土器であろう。 14~20は粗製の深鉢形土器である。 14は細沈線を垂下

させる。 15、16は無文のもの。 18~20はLRの縄文を横位に施している。

第34図 lの無文の口縁部が外傾する深鉢形土器である。第34図2は地文に縄文を施すもので、や

や内湾する形態、D縁部に一条沈線を巡らせる。第34図3は半円形の沈線文を口縁部に施している。

第34図4~18は底部から□縁部にかけて直線的に惟移する形態のもの。 4~13は曲線的なモチー

フを施す。 14~18は沈線を多条に施し、三角形の区画文をモチーフにしている。

第34図19は波状縁の土器で口辺部に矢羽根状沈線を施す。加曽利B3式、第34図20~22は内湾す

る口縁部形態を持つもので、 20、21は無節のL、22は三条の横線を施している。曽谷式。第 35図

1 ~6に底部の破片をまとめた。

第 2号住居跡出土土器（第35図7、 8 第36図）

堀之内 2式かほとんとで、加曽利B1式を若干含む。

第35図7は1主口土器で、 1/G以下の残存度てある。器面は摩はしており、縄文施文の有無は明

確でない。第35図 8は単純な形態の深鉢形土器てある。無節Rを施す。 1/3残存。

第36図 1~4、 6~12は底部から口縁部へ外反気味に推移するもので、いわゆる朝顔形の形態を

呈する堀之内 2式の深鉢形土器である。横位の沈線区画の内部に三角形状のモチーフ等を施してい

る。 5は胴部が僅かに張る形態のもので横位の沈線区画内部に渦巻状のモチーフを施している。第

36図13~20は無文の粗製土器である。口縁部近くで円みを帯びて直立的になる形態のものが主体で

ある。 21は指ナデによる凋整痕が顕著である。 22、23は格子目状の沈線文を施す土器である。 24、

25はi主□土器の胴部破片てある。 26は小形の鉢形土器てある。口縁部に沈線と刻みを、体部には並

行沈線を施している。 23,25, 26は加曽利B1式。

第 3号住居跡出土土器（第37図、第38図）

曽谷式、安行 l式か出土している。

第37図 l~8、10を括れ部を有し、口縁部かくの字状に内傾する形態の深鉢形土器てある。

1~Sは平口縁のもの。 1は口縁部に無節L、Sは二条の横線を施しており、それ以外は無文であ

ふ 10は波状縁土器の波頂部である。口縁部には二条の沈線と無節Lを施す。波頂部には縦長の貼

付文を施している。第37図9は口縁部に横線とコプを施す平口縁深鉢形土器である。いずれも曽谷

式。
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第38図第 3号住居跡出土土器(2)

第37図11~18は底部付近から口縁部にかけて直線的に、あるいは口縁部付近でやや円みを帯びて

推移する単純な形態の無文の粗製深鉢形土器である。第37図19~21、第38図2は深鉢形土器の底部

である。 21の底部圧痕は二本超え・一本潜り・一本送りの網代と判別できる。

第38図 lは括れを有する安行 l式の平口縁深鉢形土器である。口縁部文様帯に横線とコブ、頸部

と胴部に弧線文による磨消縄文が配されている。 1/6程度の残存度である。

第4号住居跡出土土器（第39図～第43図）

後期中葉、後葉の土器も若干含むが、晩期前葉の土器が主体である。

第39図 l~22、26~29、第40図17、18、第41図4、6が後期の土器である。

第39図 l~7は加曽利B式土器である。 1、2は並行沈線を施した大形の鉢形土器。 3、4は括

れ部から口縁部へ大きく外傾する深鉢形土器。 7はいわゆる算盤玉形の鉢形土器で口縁部は直立す

る。 5、6は体部がはる形態の鉢形土器である。第40図17、18は釣手形土器の釣手の部分である。

第39図8~22、26~29、第41図4、6は曽谷式及び後期安行式である。第39図8~15は口縁部が

内傾する形態の深鉢形土器である。 8、10、11は平口縁で、 10、11は無文、 8はRLが施されてい

る。 9、12~15は波状口縁のもの。 9は口縁部に縄文、 12~15は隆帯、沈線が施されている。第39

図16、17は口縁部が内湾する形態。 16は横線とコプ、 17は横線と RLの縄文を施す。第39図18,19 

は単純な形態の鉢形土器で、口縁部に横線と縦長のコブを施す。第39図20は緩い波状を呈する帯縄

文の鉢形土器。第39図21はコブと横線を施した鉢形土器である。第39図22は深鉢形土器の胴部破片

で弧線文による磨消縄文を施す。第39図26~29は口縁部が直立気味になる粗製の深鉢形土器であ

る。条線が施されている。第40図lは口縁部が内湾する形態である。条線は施されない。晩期初頭

か。第41図4は台付鉢形土器の台部である。コブ、刻文帯、円孔を施す。縄文はLRである。第41
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図6は小形深鉢形土器の胴部である。弧線文により磨消縄文を配する。縄文はRLである。

第39図23~25、第40図2~16、19~23、第41図 l~3、5、7、第42図、第43図は晩期前葉の安

行式土器である。

第39図23は弧線と横線を施す平口縁深鉢形土器。第39図24は波状口縁の鉢形土器。口縁部に沿っ

て、点列を施す。胴部には磨消縄文を配する。縄文はLR。第39図25は波状口縁の深鉢形土器で、

ロ縁部に沿って弧線文を施す。

第41図 1は全体か楕円形を呈する浅鉢形土器である。体部には三叉文を横位に連続させている。

底部には「井」の字状に沈線文を施す。縄文はLR。ほぽ完形である。第41図2も浅鉢形土器であ

る。 4単位に口縁部の突起と玉抱三叉文を配する。完形品。第41図3は器壁の薄い小形品。無文で

ある。第41図 5は体部との境に隆帯をめぐらせている。横線によって磨消縄文を施す。縄文はL

R。第41図7は注口土器。胴部は球形で、直立する口縁部形態。三叉文を横位に施す。完形品。

第40図2~16、第42図、第43図 1、2は晩期前葉の粗製深鉢形土器てある。第40図9~12は口縁

部にコプを施す。第40図13~16は胴部で括れるもの。第42図、第43図2は口縁部が内湾する形態の

ものである。第42図 1~3は口縁部に隆帯を巡らせている。体部は無文で輪積痕を残している。第

42図 l~3は1/6以下の残存度てある。第42図4は口縁部の一部を欠くがほぼ完形。第42図5は

1 / 2が残存。第43図2は1/6以下の残存度である。第43図 lは底部から口縁部に丸みを帯びて

推移し、口縁部が直立気味になる単純な形態の深鉢形土器である。 4単位に突起を施している。上

半部にLRの縄文を施している。完形である。

第40図19~21は注口部、 22は台付鉢形土器の台部。第40図23、第43図3~8は底部の破片であ

る。

第5号住居跡出土土器（第44図、第45図）

晩期前葉の土器が主体を占め、後期の破片を少量含む。

第44図 lは朝顔形の深鉢形土器。堀之内 2式。第44図2は加曽利B式の鉢形土器。 3~6は口縁

部が内傾する深鉢形土器である。 3~5は平口縁で口縁部は無文てある。 6は波状口縁のもの。曽

谷式。 7は台付鉢形土器の台部である。安行 1式。 8は体部に縄文を施文する曽谷式の鉢形土器。

第44図9~18、第45図は晩期前葉の安行 3b式である。

第44図9、11は胴部か張り、口縁部か外傾する形態の深鉢形土器である。 10も深鉢形土器の胴部

で三叉文が施される。

第44図13、15、16、第45図5は粗製深鉢形土器である。 5の残存度は 1/6以下。第44図17~19

は底部。 18の圧痕は二本超え、二本潜り、一本送りの綱代痕である。 19は木葉痕か認められる。

第45図 1は胴部で括れ、口縁部付近でさらに括れを有し、口縁部か外傾する形態。口縁部には縄

文を施す。括れ部を境にして横線を施し、文様帯を区画している。二つの文様帯はともに三叉文に

よる入組文か施される。縄文はLRを施す。 1/3残存する。第45図2は底部から胴部下半にかけ

ての破片。胴部には入組文による磨消縄文が施される。縄文はLR。第45図3は小形の深鉢形土器

で口辺部を欠損している。縄文はLRである。第45図4は波状口縁深鉢形土器である。波頂部間を
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弧線文てつなぎ、磨消縄文を施す。波頂部下には三叉文、対向する三叉文を施す。 1/6以下の残

存度である。第45図5は口縁部か内湾する形態の粗製深鉢形土器である。口縁部に隆帯を施す。体

部には輪積痕を残している。 1/6以下の残存度である。

第6号住居跡出土土器（第46図～第50図）

晩期前葉の土器が主体を占めている。

後期の土器（第46図 l~14、第47図3~6、第48図 1、3) も見られるので先にこれらについて

ふれておく。第46図 1は堀之内 2式の深鉢形土器て、把手部の破片である。第46図2、3は加曽利

B式である。 2は体部のはる浅鉢形土器。 3に口縁部が外傾する深鉢形土器である。 4~13は曽谷

式である。 4~8、10、11は平口縁深鉢形土器で、口縁部に横線を巡らせる。 9、13は波状口縁土

器である。 9は波底部の破片で隆帯か施されている。 13は波頂部の把手部の破片である。 12は口縁

部が内湾する形態で、刺突とコブか施される。 14は平口縁の深鉢形土器で、口辺部に斜沈線を垂下

させ磨消縄文とするもの。安行 2式である。 15も同様たが晩期初頭か。第47図3~6は後期安行式

の粗製土器で、口縁部刺突を巡らせ、体部に条線を施している。第48図 lは帯縄文系の波状口縁深

鉢形土器の胴部以下である。括れ部の屈曲は緩やかである。頸部文様帯には矢羽根状沈線と孤線

文、胴部には縄文帯か施されている。縄文はRL。底部には一本超え、一年潜り、一本送りの網代

痕が認められる。安行 2式である。第48図3は帯縄文を施した台付鉢形土器の台部である。縄文は

RL。安行 l式てある。

晩期前葉の土器（第46図16~23、第47図 l、2、7~24 第48図2、4、5、6、第49図）は大

形の破片も多く、精製上器もまとまっている。これらは当地域の安行 3b式の構成を示す良好な資

料と考えている。

第46図16、17、第49図 l、2は後期以来の安行系波状□縁深鉢形土器である。第49図 l、2はロ

辺部に弧線文による磨消縄文と括れ部直上の縄文帯によって三角形区画文を配する。胴部には弧線

文によるレンス状の磨消縄文を横位に連続させている。縄文はLR。要所にブタ鼻状の貼付を施し

ている。 4単位である。波頂部には縦長に貼付文を施す。 1は波底部に突起を有する。 1は1/2 

残存。 2は1/3残存。

第46図18~21は胴部かはり、口縁部付近て括れ、口縁部か外傾する形態の平口縁深鉢形土器であ

る。 18、19のように口叉文による磨消縄文の入組文が施される。 20、21は口縁部破片である。第46

図22、23も平口縁の深鉢形土器である。弧縄文や三叉文を施し、磨消縄文を口辺部に配する。

第47図 l、第50図13、14は注口土器である。 1は無文の体部、 13、14は注口部である。第47図7

~24、第48図5、6は無文の粗製深鉢形土器である。第47図7~9は口縁部に隆帯を施す。第48図

10は貼付文を施している。第48図5、6は口縁部が外傾する形態のもの。 5はほぽ完形に近い。 6

は1/6以下の残存度である。

第48図 2、4は台付鉢形土器である。 2はコプ以外は無文で、やや粗雑なつくりである。小形

で、完形に近い。 4は外傾する口縁部に縄文を施す。体部には三叉文等により、入組状の磨消縄文

を施している。縄文はLR。
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第47図2、第49図4、5は大洞系の土器である。第47図2は鉢形土器。突起が施されている。ロ

縁部に短い弧線文を横位に連続させている。三条の横線を巡らせる。縄文はRL。口縁部が外傾す

る形態で、横線間に刺突を施している。 1/3残存。縄文はLR。第49図5は鉢形土器の口緑部で

ある。口縁部には刺突と横線を巡らせる。縄文はRLである。 1/6以下の残存度である。

第49図3は2段に括れて、口縁部が外傾する形態である。括れ部に横線、体部にコプを施してい

る。 1/2残存。第50図1~11に底部破片をまとめた。網代痕は 1が二本超え・ニ本潜り・一本送

り、 2が二本超え・一本潜り・一本送りである。第50図9は粘土塊である。

土壊出土土器（第51図～第53図）

第51図 lは後期の深鉢形土器の底部である。 2~5は称名寺式で、 2、4、5は沈線と列点文、

3は櫛歯状工具による細線を施す。第51図6、7は晩期前葉の土器で三叉文が施される。縄文はR

Lである。 8は口縁部が外反する形態の深鉢形土器である。後期前葉。 9、10は堀之内 2式の朝顔

形の深鉢形土器である。 11は口縁部に隆帯を施した加曽利B1式の深鉢形土器である。 12~16は胴

部で括れ、口縁部が内傾する深鉢形土器である。 13、14は平口縁、 12、15、16は波状口縁を呈する

ものである。 17は深鉢形土器の括れ部である。 18は磨消縄文にコブを施す。注口土器の口辺部であ

ろう。 12~18は後期後葉の土器である。 19、20は深鉢形土器の底部で20には二本超え・一本潜り・

一本送りの網代痕が認められる。 21、22は口縁部に隆帯を施した粗製深鉢形土器である。晩期前葉

のものである。

第52図 lは安行 1式の台付鉢形土器である。台部の破片で条線文が施されている。 2は注口土器

の体部か。 3~7は晩期前葉の土器である。 3は液状口縁深鉢形土器である。 4は口縁部が外傾す

る深鉢形土器である。突起が施されている。 5は口縁部に隆帯を施した晩期前葉の粗製土器であ

る。 7は口辺部に三叉文と沈線文を施し、磨消縄文を施す。 6、7はRLの縄文を施している。 8

~11、13、14は堀之内 l式である。 8は口縁部が外傾する深鉢形土器である。 9~11は地文にLR

の縄文を施している。

第53図1は口縁部に二条の隆帯を巡らせる加曽利B1式の深鉢形土器で、口辺部には地文縄文上

に鉤の手状の沈線文を施している。縄文はLRである。残存度は 1/6以下である。

第53図2~5は晩期前葉の土器である。 2は波状口縁深鉢形土器である。 4単位。口辺部に弧線

文による磨消縄文と括れ部直上の縄文帯によって三角形区画文を配する。胴部文様帯は玉抱三叉文

による入組状の区画に縄文を充填している。縄文はLR。 1/5残存。安行 3b式。 3は粗製土器

で、器面に輪積み痕を残している。口縁部に貼付文を施す。 1/4残存。 4は深鉢形土器の底部で

ある。 5は器面に指ナデ痕がみられる粗製深鉢形土器である。 1/2残存。

グリッド出土土器（第54図～第56図）

第54図 l~11、第55図 l、2は後期前葉の土器である。 1は区画内縄文充填、 2は沈線のみで施

文する。 3~10は口縁部に一条沈線を巡らせる深鉢形土器で、いずれも沈線のみによる施文であ

る。 11は器面全体に縄文を施す深鉢形土器で、 LRの縄文を横位、斜位に施している。 1/2残
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第52図土塙出土土器(2)

存。第55図 lも同様。 2は朝顔形の深鉢形土器である。

第55図3~10は後期中葉の土器である。 2~6は底部から口縁部にやや丸みを帯びて推移する形

態の深鉢形土器で、口辺部に並行沈線を施す深鉢形土器である。いずれも平口縁を呈する。 3、4

は内文を施す。 7、8、10は3単位に把手を有する深鉢形土器である。

第54図12、第55図11~17、第56図 1~5は後期後葉の土器である。第54図12は4単位の波状口縁

深鉢形土器で、口縁部には隆帯、コブが施される。波頂部には漏斗状の把手を施す。 1 /6以下の

残存度である。 11~14は口縁部が内傾する深鉢形土器で、無文のもの。 15~17は口縁部に沈線文を

施す。 15、16は平口縁、 17は波状縁のもの。 1、 2、 5は波状縁深鉢形土器の波頂部の破片であ

る。 3、4は口縁部に帯縄文を施す。いずれも平口縁で、口縁部か内湾する。

第56図6~20は晩期前葉の土器である。 6は口縁部に玉抱三叉文を施す鉢形土器である。 7は体

部の破片。 8は体部に弧縄文、三叉文か施された鉢形土器で、波状を呈する。 9は波状口縁深鉢形

土器。 10~14は大洞系の土器である。 10~12は口縁部の破片で横線間に列点が施されている。 13、

14は体部の破片である。 15~19は粗製土器である。 15、16、18は内湾する形態のもので、 17、18は

口縁部が外傾している。
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(6) 遺物各説 一縄文時代後・晩期の石器・石製品・玉類・土偶等一

打製石斧（第58図、第61図、第62図l~5)

遺構内出土のものを第58図にまとめた。第 4号住居跡出土のものが 5点あり、まとまっている。

長さ15cm以下のものが多く、 20cm以上のものがもうひとつのグループ（第61図）を形成する。

第58図 1は挟り部が基端部寄りの位置に設けられており、基端部の稜端を最大幅とする。表面の

基端部に一部自然面を残す。両側縁には整形加工が主軸に直行する形で行われ主軸方向に稜線が見

られる。刃部は入念な調整加工により円刃に仕上げられている。第58図2は短冊形を呈する。表面

の左側縁近くには自然面を残す。上半部には研磨が施される。一部を欠損する。第58図3は分銅形

を呈する。刃部を含む右側縁及び上半部を欠損している。刃部は直刃に仕上げられている。第58図

4は整った形状の分銅形を呈する。表面には自然面を残す。調整加工は周縁的に行われているが、

特に刃部に集中し円刃に仕上げられている。第58図5は表面に大きく自然面を残している。風化の

ため細かい調整は観察できないが、刃部に調整加工を若干施している。上半部は欠損している。第

58図6、7は表面に自然面、裏面に分割面を大きく残している。裏面から表面方向への調整加工は

挟り部に偏っている。第58図6は小形の部類に属する。薄手である。基端部の両側端を欠損してい

る。第58図6、7ともに刃部は円刃に仕上げられている。

第61図l、2は大形のグループに属するものである。 1は撥形を呈しており、基端部から刃部に

向かって徐々に広がり、刃部両側端にて最大径となる。刃部は円刃に仕上げられている。表面から

裏面方向への調整加工が顕著である。表面には大きく自然面を残す。 2は分銅形を呈する。角形の

厚みのある板状礫を素材にして、刃部は直刃に仕上げられている。表裏両面に自然面を残してい

る。

第62図lは厚みのある石斧で分銅形を呈する。周縁的に調整加工が施されているが特に刃部は入

念に行われ円刃に仕上げられている。第63図2はやや小形である。分銅形を呈する。表面には自然

面を大きく残している。第63図3は方形に近い形状で、基部中央に挟りを施している。表面に自然

面、裏面に分割面を大きく残している。刃部は直刃に仕上げられている。第63図4は分銅形を呈す

る。表面は自然面を残す。周縁的な調整加工によって裏面は分割面を残さない。裏面から表面方向

への調整加工はやや右側縁に偏っている。第63図5はやや薄手のつくりで撥形を呈している。周縁

的な調整加工が施され、刃部は直刃に仕上げられている。

横刃形石器（第59図 1)

表面に自然面、裏面に分割面を大きく残している。裏面の右側縁から刃部にかけて、表面方向か

らの調整加工が集中している。刃部の調整は顕著ではなく、分割面によって作出された縁辺部を刃

部として用いている。

礫器（第59図2)

拳大の礫を素材としており、裏面から表面方向に剥離加工を施している。

石剣（第59図3~6、第63図）

晩期前葉の第 4号住居跡、第 6号住居跡から各 2点出土している。第63図の 2点はグリッドから
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の出土である。石材はいずれも緑泥石片岩を用いたものである。

第59図3は身の断面か偏平な楕円形を呈しており、側縁を走る稜線が不明瞭で石棒に近い。把頭

は平面形が三角形に近く、直径 9mmを測る円形の上端面がある。身との境には翁い稜線か認められ

る。第59図4は把頭を欠いている。両面ともに稜線が側端から 8mm程度の部分に認められる。側端

にも稜線が走り、身の横断面は偏平な六角形を呈する。先端部は尖り気味になっており、対象形に

入念な仕上げかなされている。第59図 3、4は両側縁に剥離加工を施したままのやや粗雑なつくり

のものである。把部両側縁をえぐるように剥離して把頭部を作り出している。 5は把頭の上端にも

剥離加工を施している。 6は刀身の縦断面が大きく湾曲している。

第63図 lは両面ともに側縁から 5mm~10mmの位置に稜線を有している。側縁にも稜線が認めら

れ、身の横断面は偏平な六角形を呈する。把頭を欠くが右側縁には把頭に続く袂りの部分か認めら

れ、研磨によって面をなし稜線をつくっている。第63図 2は粗雑なつくりをしたもの。他に比べや

や厚手の素材を用いており、厚みは把頭に向かって薄くなっている。把部及び身の両側縁には剥離

加工がなされ側縁に稜線を作出する。身の部分の剥離面はさらに敲打されている。

石匙（第62図6)

上半部を欠損している。裏面から表面方向への調整加工は周縁的に行われている。裏面は主要剥

離面を大きく残している。刃部の調整加工は入念に行われている。

未製品（第62図7)

磨製石斧の未製品か。表面は自然面を大きく残し、裏面から表面方向への調整加工を両側縁に加

えている。刃部の研磨か両面に認められる。裏面は分割面のままである。

石鏃（第57図ー 1• 2) 

1は完形たか、 2は基部が欠けている。両者とも側縁部は、細かく丁寧に調整されている。両者

とも第 4号住居跡から出土している。

砥石（第57図ー 3~12)

砂岩系の石材で、すべて第 4号住居跡から出土している。偏平な石材で、片面ないしは両面に溝

状の刻み目がみられる。 3は、両面に 2条の刻み目が並行して長軸方向にある。 4は、片面に 2条

の刻み目か確認できる。 5は、片面に 3条の長軸方向斜めに刻みかみられる。 6は、両面に長軸方

向に 1条づつの刻みがみられる。 7は、両面とも偏平にされているか、溝状の痕跡はみられない。

8は、片面に 3条の長軸方向に並行した刻みがみられる。 9は、両面とも側辺か丁寧に加工されて

いるか、溝状の刻み等はみられない。 10は、両面に長軸方向に 1条ずつ溝状の痕跡がみられる。 11

は、片面に 1条の溝状の痕跡かみられる。 12は、片面に斜めに 1条の刻みがみられる。

石皿（第60図ー 1~4、21• 22) 

第 4 • 6号住居跡から石皿が出土している。全て破損品で、完形品は 1点もない。裏面及び側面

には、 1~3 cmの凹みを確認することができる。

磨石（第60図5~15、17~20)

第 4。5号住居跡からすり石が出土している。自然の円礫をもちいてさらに側辺部を円形に加工

している。石材は全て安山岩である。
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第63図 遺構外出土石器（3)

第 2表 石器計測表①

番号 出土位置 種別 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 石質

第57図 1 第 4号住居跡 石鏃 2. 5 1. 2 0.5 3.2 黒曜石
2 ” ” 2.3 1. 3 0.4 3.6 黒曜石
3 ” 砥石 (8.0) 5.0 0.5 7.2 砂岩
4 II II (6.6) (3. 2) 0. 6 12.8 ” 5 ” ” (6. 3) 5. 0 0.4 13.4 ” 6 ” ” (5.2) 4. 2 0.4 12.4 ” 7 ” ” (5. 4) 5. 1 0.4 13.2 II 

8 ” II (6. 0) 5. 1 0.3 11. 4 II ， 
” ” (7. 2) 3. 0 0.4 9.5 ” 10 ” II (8. 3) 5. 1 0. 5 23.2 ” 11 II 

” (5.0) 3. 0 0.5 13.4 ” 12 II 

” 13.0 5. 1 0. 6 34.5 II 

第58図 1 第 4号土壊 打製石斧 11. 0 6.2 2. 1 151. 19 安山岩
2 第 4号住居跡 ” (8. 8) 6.3 2. 7 195.49 凝灰岩
3 第 5号住居跡 II (5. 3) (5. 6) 1. 9 89.03 ホルンフェルス
4 第 4号住居跡 ” 14.8 9. 6 2. 7 413.00 凝灰岩
5 II 

” (5. 7) 5. 5 1. 5 56.99 ホルンフェルス
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第 3表石器計測表②

番号 出土位置 種別 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 石質

6 第 4号住居跡 ” 9. 3 6. 1 1. 6 126.56 砂岩

7 II II 14. 7 6. 8 1. 9 203. 53 凝灰岩

第59図 1 第 6号住居跡 横刃形石器 5.6 8.8 1. 3 83.07 粘板岩

2 第 60号土壕 礫器 7. 1 7. 1 4.0 235.09 ホルンフェルス

3 第 6号住居跡 石剣 (7. 4) 3.6 1. 7 72. 37 緑泥石片岩

4 第 4号住居跡 ” (27. 5) 3. 9 1. 9 366. 58 ” 
5 第 6号住居跡 II (18. 0) 5. 1 1. 3 252. 24 ” 
6 第 4号住居跡 ” (21. 7) 4. 2 1.8 249. 16 I/ 

第60図 1 ” 石皿 (11. 2) (9. 8) 5.6 545. 10 安山岩

2 ” ” (8. 3) (5. 2) (1 2) 74.05 ” 
3 II II (8. 2) (9. 2) 11. 0 100. 05 ” 
4 ” 

II Cl 5. 4) (6. 7) (4. 0) 1450. 70 ” 
5 ” 擦り石 10. 1 7.6 4.6 579. 78 ” 
6 II II 9. 7 8.0 2.6 301. 56 ” 
7 ” 

II 9. 8 6. 6 5.0 560. 23 ” 
8 ” ” 7. 2 6.2 2.6 295.35 ” ， II II (7. 0) 7.0 4.9 322.23 II 

10 II ” (5 0) 7.0 4.8 225.24 ” 
11 ” 

II 10. 6 5.8 4. 1 280. 07 ” 
12 If ” 9 6 5. 2 3. 8 390.08 II 

13 ” ” 8. 2 (8.2) 4.6 425. 45 II 

14 II II 7.8 6.0 4. 2 515.65 ” 
15 ” 

II 6.9 (4.0) 3.2 64. 08 ” 
16 第 5号住居跡，叩き石 (11. 2) (8. 2) 5.4 354 43 II 

17 ” 擦り石 10. 3 5.4 5.3 390.40 ” 
18 ” 

II 10. 0 6. 7 5. 8 408.65 ” 
19 ” 

II 6.2 6.0 4.2 126.09 ” 
20 II II 12.8 6.2 4. 3 500.60 砂岩

21 第 6号住居跡 石皿 (18. 0) 10.0 10. 0 666. 75 安山岩

22 II II (14. 0) 19. 2 9. 1 1200.80 II 

23 第 60号土壊 自然石 45.0 23. 1 13. 1 7500.00 ” 
第61図 l 表 採 打製石斧 22. 5 10. 5 3. 7 1006. 83 砂岩

2 ユー258 ” 20. 9 13. 2 5. 1 1905. 00 ホルンフェルス

第62図 1 メー273 ” 10. 8 8. 1 3.0 333. 15 安山岩

2 B-4区 ” 9. 6 6.3 1. 9 157.55 ホルンフェルス

3 ユー275 ” 12. 4 6.6 2.3 254.00 砂岩

4 ヒー260 ” 13. 0 6.9 2.6 254.00 ホルンフェルス

5 メー267 ” 11. 5 6. 5 1 4 123. 13 ホルンフェルス

6 ヒー284 石匙 (5. 0) 6 6 1. 1 41. 20 粘板岩

7 ユー267 磨製石斧 8. 2 4.8 1.8 108.65 砂岩

第63図 1 ヒー261 石剣 22. 8 4. 1 1.8 246.06 緑泥石片岩

2 ヒー258 ” 17. 2 5.3 2. 5 398. 60 II 
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第64図土偶

土偶（第64図）

新屋敷東遺跡からは 3個体の土偶が出土している。いずれも住居跡からの出土であるが、特殊な

状況で出土したものは見られなかった。土偶の総破片数も 3点で、接合事例も見られなかった。そ

れぞれの残存率は高い。土偶の時期は、晩期のものと考えられる。以下に個々の説明を加えていき

たい。

第64図ー 1は、頭部から胸部にかけて破片で、胴下半部以下と両腕を欠く。造りはさほど丁寧で

はなく、形もくずれている。胎土粒子は密で、焼成はしっかりしている。眉から鼻にかけてはT字

状の隆帯を貼りつけて表現されており、鼻孔はちいさな刺突で現される。眼は眉の根元にかすかな

沈線で、口は円形の刺突で表現されている。円形の貼りつけで豊かな乳房が表現される。文様は沈

線と LRの縄文が施されている。黒褐色で、一部に赤彩の痕跡を残している。 4号住居跡からの出

土である。

第64図ー2は、両腕と両脚を欠く。小型の土偶で、造りは粗雑である。胎土粒子は粗く、砂粒を

多く含んでいる。焼成はしっかりしている。鼻はやや隆起した状態で表現され、眼や口は刺突で現
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される。乳房の表現は無い。文様は沈線のみで現される。明るい褐色で、赤彩痕は見られない。 6

号住居跡からの出土である。

第64図ー3は、小型の土偶で、ほぼ完形である。右の手先と足先を欠く。造りは比較的丁寧であ

るが、胎土粒子は粗く、焼成はやや脆い。顔面の表現は無く、豊かな乳房だけが現されている。文

様は無い。明るい橙褐色で、一部に赤彩痕が残る。 6号住居跡からの出土である。

耳飾り（第65図一 l~14)

新屋敷東遺跡からは合計14個体の耳飾りが出土している。いずれも住居跡からの出土である。対

になっているものは見られず、それぞれ片方のみの出土である。出土住居跡の内訳は、 4号住 9点

（第65図 l~3、5、6、8、10、12、13)、5号住 2点（第65図11、14)、6号住 3点（第65図

4、7、9)であり、 4号住居跡からの出土が最も多い。

1~7は有文のもの、 8~14は無文のものである。第65図lは小型で、器壁も薄い。赤褐色を呈

している。 2は透かし彫のものである。丁寧な造りで、胎土も密である。灰黒褐色を呈し、赤彩痕

が残る。 3は円形の突起が 5個付けられ、両面とも細かい刻みで施文され、側面には爪形の刺突が

入る。胎土は密で、明るい橙褐色を呈している。 4は胎土も粗く、砂粒が多く混じる。焼成はあま

り良くなく、淡い黄褐色を呈している。 5は胎土も密で、赤褐色を呈している。 6の胎土は粗く、

淡い黄掲色を呈している。 7は造りが粗雑で、胎土も粗く、砂粒が多く混じる。淡い黄褐色を呈し

ている。 8• 9 • 10はいずれも胎土が密で、赤褐色を呈している。 11は破損品である。かなり大き

く、直径は約 7cm程になると思われる。胎土が密で、赤褐色を呈している。 12も破損品で、比較的

大きく、直径は約 6cm程になると思われる。胎土は密で、赤褐色を呈している。 13は胎土も粗く、

淡い黄褐色を呈している。 14は胎土も密で、赤褐色を呈している。

土製曲玉 (65図ー15)

土製曲玉は 5号住居跡から一点出土している。造りはあまり丁寧ではなく、孔は貫通しておら

ず、両側から突き刺している。胎土は密で、焼成もしっかりしている。赤褐色を呈している。

硬玉 (65図ー16• 17) 

6号住居跡から 2点出土している。比較的大きめの玉で、 16が約1.3cm、17が約1.1cmである。

土錘（65図ー18~21)

18 • 19 • 21が6号住居跡、 20が4号住居跡から出土している。 18• 19 • 20は胎土も密で、赤褐色

を呈している。 21は胎土に砂粒が多く混じり、淡い黄褐色を呈している。 18• 19 • 20はいずれも約

20 g、 21は約12gである。

石錘（65図ー22• 23) 

22は4号住居跡、 23は出土遺構が不明である。 22の重量は約16g、 23は約20gである。
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第66図 古墳時代第 I期の新屋敷東遺跡

2
 

古墳時代第I期の遺構と遺物

遺構と遺物の概観

カマドをもった竪穴式住居跡が、それぞれの集落で見え始めた頃、新屋敷東遺跡は、再び幕を開

ける。小山川が運んだ、肥沃な土砂の堆積する平野を開発するため、わずかな高まり（自然堤防）

(1) 

に、縄文時代以来見られなかった竪穴式住居が、ちらほらと見られ始まる。

カマドによる炊飯技術を携えた彼らではあるが、いまだに伝統的な土器を用いていた。調理のた

めの器は、カマドに掛けるのに、ぎこち無い丸い胴の甕。盛り付けは、ほとんど高杯が使われ、ま

虚・椀は、少ない。何を蓄えたか、各住居には壺がある。首が、ラッパのように開く、小形の壺

も見逃せない。
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■集落の構成 確認された竪穴式住居跡は、 9軒である。小山川、もしくは福川の河川跡が、調査

区域内を蛇行しながら走り、その南側の自然堤防上に集落が形成されている。この段階の河川跡

は、川底が、現地表面から 3m程度のところにあったことが、出土した土器から分かっている。

■竪穴式住居 全掘できた住居跡は一つもなく、どこかしら他の住居跡の重複を受けている。カマ

ドの確認された住居跡は、 6軒である。北東にカマドを設置するものが多いカマドは長煙道が 4

軒、短煙道が 2軒である。特別変わった住居内施設はない。竪穴の平面形が正方形の（第 9• 10 • 

13 • 15号住居跡）と、やや小形で長方形の（第11• 12 • 14 • 17 • 18号住居跡）とがある。

■カマド カマドの初源段階から長煙道が、付設されていたことは、特筆される。この煙道、トン

ネル式に壁の面を四角＜掘り、クランク状に壁の外に続く様に作られている。第12• 13号住居跡で

明瞭に確認された。従来こうしたカマドは、短煙道のカマドよりも、比較的新しくされがちであっ

た。これに対し、短煙道のカマドは、壁面を這うように垂直に作られ、壁の外へは、ほとんどでて

いない。第10• 17号住居跡が、明瞭である。またカマドが構築されていない住居も 3軒確認されて

いる。

■煮沸具 カマドで使われた器は、煮沸のための甕、食物を蒸すための甑、甕を支えるための支脚

である。カマドで煮沸された痕跡は、外面に煤・炎痕跡、内面に内容物の焦付きとなって残る。甕

は、口の大きく開く球胴の甕である。蒸し器である甑は、甕と同様の形態で、底が筒抜けとなって

いるものと、ロート状の小形の甑がある。どちらも内容物の付着が認められる。支脚として明瞭な

形で製作されたそれはなく、高妹の杯部を下にして、この上に甕を置き使われている。なおカマド

の袖の心材として、甕はまだ使われていない。

■食膳具 高杯と、杯とで構成される。それまで食膳具の一部でしかなかった杯が、この段階に急

速にその地位を確立してくる。高杯：杯＝ 2: 1の比率である。ただ、杯も高杯も器形にバラエ

ティーが多いが、いわゆる和泉式土器の系譜を引く土器が、主体的である。須恵器を模倣した顕著

な土師器は現われていない。

ロニ］ ｀ 
40m 

第67図古墳時代第 I期遺構全体図（1)
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鵬貯蔵具 大形の壺が、第12• 18号住居跡で出土しているか、煮沸具の甕を凌ぐほどの大きさでは

ない。他は、ほとんど煮沸具の甕よりも小振りである。第18号住居跡から11点の甕か、集中して出

土したことは、特筆しておく必要がある。なお明確な貯蔵穴は、確認されていない。

璽玉飾り 第13号住居跡の北壁に接した、竪穴式住居の床面から、一連の玉飾りか出土している。

全て片岩系の滑石製品で、勾玉・管王・臼王から構成されている。出土した当初、勾玉は薄い緑色

管玉は深い緑色、臼玉は乳白色であったが、時間が経過するに従い、現在の色調になった。この玉

飾りは、勾玉 2.管王 7.臼王 5から構成される頸飾り（腕飾り）と推定される。住居跡からこの

ような玉飾りが出土したことは、貴重である。

園鉄鎌 第10号住居跡の床面から、木柄部の遺存した鉄鎌が出土している。この鉄鎌は、刃部か水

平に伸びる直刃鎌である。刃部の状態から、比較的使い込まれている状態か良く分かる。
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土師器器種別生産量の推移

第 4表 古墳時代第 I期住居跡一覧

住居跡規模 カマド 貯蔵穴

No. 備考
長軸長さ 短軸長さ 掘込深さ 形態 煙道長さ 煙道幅 右袖長さ 左袖長さ 形態 幅 深さ

， 5. 08 4.65 D. 20 長方形 0. 58 0. 38 B類 シー226

10 5.40 4.80 0.50 正方形 1. 25 1. 08 A類 ミー270

11 5. 50 4.20 0.50 長方形 ミー271

12 4. 70 3. 75 0.33 長方形 0、80 0. 20 0.92 0. 86 C類 メー273

13 3. 20 0.55 長方形 1. 30 0.28 1. 55 0.65 C類 ユー272

14 3. 70 3. 70 0. 36 正方形 4.20 1. 80 ミー280

15 5. 00 4. 80 0. 52 正方形 ミー282

16 3. 60 0. 10 長方形 ミー282

17 5. 80 4. 58 0 28 正方形 ヱー290

18 3. 10 0. 03 正方形 ユー293
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(2) 遺構各説ー遺構構築段階一

第69図位置図

第9号住居跡 （誨査時C2区31号住居跡）

シー226グリッドに位置する。重複関係は、第30• 152号住居

跡よりも古い。西半分を地震の亀裂によって切られている。な

お北辺は、調査区域外である。住居跡の規模は、長軸5.08m短

軸4.65mを測る。掘り込みの深さは、 20cmである。

壁周溝は、西辺と、南辺の一部に残るのみで、完周していな

い。柱穴は、ーケ所も確認できなかった。カマドは、東辺に接

し、左よりに構築されている。左右の袖は、地山掘り残しで造

られ、壁外へ袖の長さと同程度煙道が延びる。燃焼部は、極端

に規模が小さく、わずかな焼土層をみるだけである。燃焼部か
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第9号住居跡土層説明

1.暗灰褐色土 粘性弱。
粒子粗い。

2.暗灰褐色土 焼土粒子。

少量含む。

3.暗褐色土 粒子粗い。

土器片多量

含む。粘性

弱

4.暗褐色土 粒子粗い。

粘性弱

゜
2m 

第70図第9号住居跡

- 81 -



ら煙道部までの立ち上がりは、あまり段差がなく造られている。

当初の遺構確認の時点では、噴砂が激しく、カマドの存在が

分かっただけである。噴砂の亀裂に堆積した覆土と、第 9号住

の覆土が撹拌され、水平堆積を示していない。

出土遺物は、土師器杯・高杯・甕．甑などがある。

第71図位置図

第10号住居跡 （調査時C2区89号住居跡）

ミー270グリッドに位置する。重複関係は、第11号住居跡よ

りも古い。西半分が、第11号住居跡によって壊されているが、

全体の形状は復元できる。住居跡の規模は、長軸5.40m、短軸

4.80mを測る。掘り込みの深さは、 50cIDである。壁周溝は巡っ

ていない。床面には、カマド側に柱穴が 1対存在している。き

y ． y
 

の ¥ 
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0 2m 

第72図第10号住居跡
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わめて浅い柱穴である。

カマドは、東辺に接し、右よりに構築されている。左右の袖は、地山掘り残しで造られ、壁外へ

煙道はほとんど延びない。燃焼部には、わずかな焼土の堆積層が認められた。燃焼部から煙道部ま

での立ち上がりは、高く造られている。

当初の遺構確認の時点では、確認することができず、第11号住居跡の床面確認のサブトレンチで

断面精査の際に確認された。覆土か、地山の堆積層と近似していて検出が困難であった。

出土遺物は、土師器胚・高杯・甕などがある。

第11号住居跡 （調査時C2区33号住居跡）

ミー271グリッドに位置する。重複関係は、第10号住居跡よりも新しく、第32• 128号住居跡より

t
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第10号住居跡士層説明

1 暗褐色七 粘性弱。粒子粗い。

炭化物、焼七粒子

多扇に含む。上器

片も多量に含む。

2.褐色土 粘性弱。粒子粗い。

炭化物含む。］層よ

り土器片含まれない。

3.暗褐色七 黄褐色の粒子多醤

に含む。t器片も

含む。粒子粗い。

4．褐色土 2層より明るい。枯

性弱

5.暗黄褐色土 粘性弱。粒子粗

い。溝のフク土

第11号住居跡上層説明 (A-A')

(B-B') 

1.暗褐色土 強粘性、炭化物粒子

焼土粒子を多栞に含む。

暗褐色士 強粘性、褐色上層

淡赤褐色土 強粘性、焼士層

淡赤褐色土 強粘性の賀褐色プ

ロックを主とした上層

5.淡貨褐色土 プロソク

B 
声~50

B' 

---—•• --了------

2m 
---- 、ヘー. ------ --------一~

第73図第11号住居跡
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第74図位置図

も古い。西半分が、第32• 128号住居跡によって壊されているが、

床面までは達しておらず、全体の形状は復元できる。住居跡の

規模は長軸5.50m、短軸4.20mを測る。掘り込みの深さは、 50

cmである。壁周溝は巡らない。柱穴は一本も確認されていない。

カマドは、明瞭には確認できず、わずかに中央東よりに、半

円型の地山掘り残し部分が、確認されたにすぎない。袖・焚き

ロ・煙道等は、検出されていない。また微量の焼土が、この部

分に存在しただけである。

当初の遺構確認の時点では、多量の遺物の散乱が認められる

のみで、遺構として確認できなかった。床面はサプトレンチの

断面精査で確認された。地山の堆積層と覆土が、近似し検出が困難であった。

出土遺物は、土師器高杯・甕．甑・小形壺などがある。

第75図位置図

第12号住居跡（調査時C2区94号住居跡）

メー273グリッドに位置する。重複関係は、第 7号住居跡よ

りも新しく、第119• 97号住居跡よりも古い。西南隅が、第119

号住居跡によって壊され、東半分が、第97号住居跡によって壊

されている。しかし、破壊は、床面までは達しておらず、全体

の形状は復元できる。住居の規模は、長軸4.90m、短軸3.95m 

を測る。掘り込みの深さは、 33cmである。壁周溝は、四辺を巡

りカマドの部分で切れる。幅12~15cm。柱穴は、 4本確認され

てはいるが、柱位置がずれており、上屋を支えることが可能

か、やや疑問が残る。

カマドは、第97号住居跡に壊されながらも、住居跡の東辺にかろうじて残っていた。東辺に接し

右よりに構築されている。左右の袖は、地山掘り残しで造られ、壁外へ袖の長さと同じくらい煙道

第76図位置図

が延びる。燃焼部は、比較的大きく、焚き口の下部には、円形

に淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃焼部から煙道部まで

の立ち上がりは、あまり段差がない。地山の堆積層と覆土が、

近似し検出が困難であった。

覆土中から第 7号住居跡に伴う、多量の縄文時代後期の土器

片が出土している。第12号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯

塊・高坪・甕．甑・堵・小形壺・壺など良好なセットがある。

第13号住居跡（調査時C2区52号住居跡）

ユー272グリッドに位置する。重複関係は、第96・ll8・ 128号

住居跡よりも古い。西半分は第118号住居跡によって壊され、

-84 -



東半分は第96号住居跡によって壊されている。しかし破壊は、床面までは達しておらず、また掘り

込み深さも深く、全体としては良好に検出されている。なお南半分は、調査区域外である。住居の

規模は、長軸3.20m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは55cIDである。壁周溝は、北辺・東辺で

確認したのみである。カマドの部分で切れる。幅12~15CID。柱穴は北壁側に 2本確認されている。

カマドは、かろうじて他の遺構によって壊されていない。カマド燃焼部の天井部分は落ちていた

が、煙道部の天井は良好に残っていた。東辺に接し右よりに構築されている。左右の袖は地山を一

部掘り残して造られ、壁外へ袖の長さの 2倍くらい煙道が延びる。燃焼部は、比較的大きく、焚き

口の下部には、円形に淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃焼部から煙道部までの立ち上がり

C 

D
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⑤
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C淫心

冒＇1,1,

二` 二`三冒

第12号住居跡士層説明

1.暗褐色土 粗粒子炭化物を多量に含む。大きな炭化物を含む。

_C' 2:暗褐色士 弱粘性粒子の粗い層。炭化物多量含む。

3.淡黄褐色土 やや黒ずむ。炭化物、焼土多量含む。弱粘性

4.淡黄褐色土 強粘性。粗粒子土層。炭化物含む。

5.暗黄褐色土 強粘性、粗粒子土層。炭化物、焼土多量含む。

6.黒色土 粘性強、柱痕

7.褐色士 粘性強、柱穴、掘り方

゜
2m 

第77図第12号住居跡
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は、段差が存在する。また煙道もクランク状に構築され、煙出し部は、隅丸長方形に見える。

遺構の確認は困難を極め、当初煙り出しの丸い穴しか確認す

ることができず、この部分からどの方向に住居跡が、展開する

のかもはっきりしなかった。

第13号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・坑・高杯・甕・

甑・壺など良好なセットがある。

第14号住居跡（調査時C2区109号住居跡）

第78図位置図

ミー280グリッドに位置する。重複関係は、第23号住居跡よ

りも古い。南 3分の 1が、第23号住居跡によって壊される。破

壊は、床面までは達しておらず、全体の形状はつかめた。住居

跡の規模は、長軸3.70m、短軸3.70mを測る。掘り込みの深さ

◎)  

'・0 

¥ " " " 
" 

第52号住居跡上層説明
I.淡灰褐色土 弱粘性、灰褐色のB軽

石を多量に含む。
2.淡褐色土 強粘粒子の粗い土層、軽

石を含まず。
3.暗褐色土 強粘性粒子の粗い層、炭

化物、焼土粒子多量含む。
4.淡黄褐色土 強粘性、細粒子土層、

黄褐色で固くしまる。
5.暗褐色土 強粘性、細粒子士層、炭

化物多量含む、 3層より
焼土粒千多

6.淡黄色士 強粘性、粗粒子
7.淡暗掲色士 大変強い粘性、粗粒子、土器片多量に含む、粗粒子

炭化物を含む。
8.淡黄褐色士 大変強い粘性、粗粒子、焼土粒子をやや含む。
9. 8層よりやや明るい、細粒子土層
10.淡褐色士 強粘性、粗粒子、強粘性で粘土のような層
11.淡褐色土 9層よりやや明る＜黄褐色の粒子多量に含む。
12.淡黄掲色土 固く締った黄褐色土粒子、強粘性、細粒子 ° 

第79図第13号住居跡
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は、 36cmである。壁周溝は、確認されていない。第23号住居跡のカマドに接して貯蔵穴か、確認さ

れているが、これは本住居跡に伴うものではない。柱穴は、確認されていない。

カマドは存在せず、煮炊の遺構は、確認することができなかった。炉跡の痕跡もない。

遺構の確認は、第23号住居跡のカマドの構築過程を探るサブトレンチの断面観察によって検出さ

れた。覆土が、地山と全く区別がつかず、調査は大変困難であった。

第14号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・甕の小破片が確認されただけである。

第so図位置図

第15号住居跡 （調査時C2区116号住居跡）

ミー282グリッドに位置する。重複関係は、第51。77号住居

跡よりも古い。南 3分の 2は、第51。77号住居跡によって壊さ

れ、西辺は、攪乱によって破壊されている。しかし破壊は、か

ろうじて床面までは達しておらず、全体のプランは、良好に検

出された。住届跡の規模は、長軸5.OOm、短軸4.80mを測る。

掘り込みの深さは、 52cmである。壁周溝は、一周するが、北辺。

西辺でやや途切れる。柱穴は、四本確認されており、住居の上

屋を支えるに足る大きさと考えられる。西辺が、やや開きぎみ
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なのは、住届平面プランと相似形であるためか。

カマドは、確認されていない。 しかし北側の柱 2本と北壁の間に、焼土の塊が二か所確認されて

いる。おそらく炉跡の痕跡と考えられる。

当初は、第77号住居跡の覆土中に、 この住居跡の遺物よりも相当古い遺物が、混じって出土して

いたことから、さらに古い住居跡の存在が予測されていた。しかし、第15号住居跡の覆土は、地山

とまった＜区別がつかず、遺構の確認は困難を極めた。

第15号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・高杯・甕．甑・壺。小壺、須恵器（器形不明）など

良好なセットである。
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第15号住居跡土層説明

暗黄掲色土 少祉の粒子、炭化物粒子を含む。
暗褐色土 少籠の炭化粒子を含む。粘性、締り良好
暗茶掲色土 少塁の炭化物粒子、細粒砂を含む。
茶褐色土 少醤の焼土粒子、炭化物粒子を含む。
淡褐色土 少覺の細粒砂を含む、粘性、締り共良好
暗黄灰色t 少歴の炭化物微粒子を含むc

暗灰色土 多羅の炭化物粒子含む。粘性、締り良好

0 2m 
I— ---1 -_  

第82図 第15号住居跡
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第84図第16（上）・ 17（下）号住居跡
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第16号住居跡（凋針時C2区82号住居跡） 134号住居跡よりも古い。北 3分の 2は、
ミー284グリッドに位置する。重複関係は、第27• 76。

第27号住届跡によって破壊されている。住居跡の
第76• 134号住居跡によって壊され、西半分は、

。壁周溝・柱穴は、見られな
規模は長軸~.60m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは10cmてある
かった。

カマドは、確認されていない。煮沸形態については、検討する材料がない。
重複か激しく、検出された部分は、ごく僅かてあった。
第16号住居跡に伴う出土遺物は、土師器高麻のみである。

第85図位置図

第17号住居跡（調資時B区53号住居跡）
ヱー;90グリッドに位置する。重複関係は、第42号住居跡よ

りも古い。西 3分の 1は、第42号住居跡によって壊され、東辺
は、調査区域外てある。床面まで破壊されておらす、全体のプ
ランは、良好に検出された。住居跡の規模は、長軸5.SOIIl、短
軸4.68mを測る。掘り込みの深さは、 28cmてある。壁周溝は、
検出されていない。柱穴は、確認されていない。

カマドは、煙道部を調査区外に残すか、燃焼部のほとんどを
調査することかてきた。カマド燃焼部の天井部分は落ちていた
か、使用の痕跡をうかかう資料か得られた。左右の袖は、基底
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第86図位置図・第18号住居跡

―-90 -



部の地山の一部を残して、ほとんどが他の粘土をもって造られている。

燃焼部は、比較的大きく、焚き口の下部には、円形に淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃焼

部と煙道部の関係は全く不明である。

第17号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・塊・高杯• i廿・甕・甑・壺などがある。

第18号住居跡（調査時B区35号住居跡）

ユー293グリッドに位置する。重複関係は、第81号住居跡よりも古い。南辺が攪乱によって壊さ

れており、全体のプランは不明確である。住居跡の規模は、長軸3.10m、短軸―-mを測る。掘り

込みの深さは、 3cmである。壁周溝は、検出されていない。

柱穴は、確認されていない。カマドも、検出されていない。

住居跡の覆土と、地山が近似しているため、確認に大変手間取ったが、出土遺物の分布状況も大

いに役立った。

第17号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・塊・高杯• i廿・小形甕・甕・壺などがある。

(3) 遺構各説ー遺物出土状態一

遺物の出土状態について、確認される明瞭なもののみ、遺物分布図とともに記述しておきたい。

第12号住居跡

（壁ぎわ） 南壁の中央付近から甑・小形甕が出土している。甑は、伏せて置かれ、小形甕は、｛到

されて置かれている。南東のコーナーに甕と小形甕が、壁面にへばり付くように置かれていた。

（床面） 南西よりの床面には、高杯・杯類が散漫に確認されている。確認されている遺物のほと

んどが、床直である。

（カマド内） カマド内の遺物は、高杯・杯・甕がある。燃焼部の最も奥に杯が、一点伏せて置か

れ、この前方の燃焼部中央に、脚部を欠損した高坪が伏せて置かれている。高杯は支脚として据え

られ、上部に甕が載っていたのであろうか、甕は潰された状態で、高杯の脚部を覆っていた。

（カマド左側） カマド袖に接して小形鉢が出土している。また貯蔵穴の位置には、高杯・小形

堵・小形甑・大型甑が雑然とおかれている。大型甑は、正位に置かれ、その口縁部は、坪によって

蓋がされていた。小形甑は、底部を上に向け、伏せた状態で置かれていた。

第13号住居跡

（壁ぎわ） 北壁付近に滑石製の玉類が、まとまって確認されている。臼玉・管玉・勾玉がおそら

く一連分出土している。壁ぎわから壁周溝にかけて、床直の状態で確認されており、住居跡からの

滑石製品を考える上で重要である。

（床面） 中央やや南寄りに土師器杯が、 2点確認されている。しかし床面からやや浮いた状態で

確認されていることから別の住居跡、すなわち第128号住居跡に伴う遺物である可能性が高い。他

は、顕著な遺物をみることができない。
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第87図 第12号住居跡遺物出土状態

（カマド内） カマド内の遺物は、高坪．甑・甕がある。燃焼部の奥まった部分のやや左よりに高

坪が転倒されておかれ、その上に甕が載せられた状態で出土している。ただ土圧によって甕自体は
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焚き口の方向に押し潰されていた。焚き口部には甕と甑か、横倒しのまま確認されている。甕は、

底部を北にし、甑も底部を北に向けていた。

カマドの両脇には、顕著な遺物の出土状態をみることはできなかった。

第17号住居跡

（床面） 中央やや南寄りに土師器甕・小形壺が、床直の状態で確認されている。とくに甕は、横

転した状態で確認されており、口縁部は南を向いている。小形壺は、破片程度である。

ロ

0 1m 
l ---―9 

第88図第13号住居跡遺物出土状態
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第89図第17号住居跡遺物出土状態

（カマド内） カマド内の遺物は、高杯・鉢・甕がある。燃焼部の中央部分に高杯が転倒した形で

据えられ、上を向いた脚部のその上には、甕の大形破片が覆っていた。鉢と高杯の杯部はこれを覆

うように確認されている。ただしこの二つの土器は、カマドに直接関係した土器か疑問である。

壁ぎわ・カマド脇などその他の部分には、遺物の出土を見ることができなかった。
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第90図 第18号住居跡遺物出土状態

第18号住居跡

（床面） 中央にまとまって大形の甕・甕・小突起付複合口縁壺・壺が確認されている。土器は全

て正位に確認されている。この甕類を取り巻くように、高坪が60~70cmおきにやや離れて等間隔に

おかれている。さらに北側の高坪列の中央には、小形射が高杯の横に置かれていた。高坪は、正位

に置かれていたらしく、また杯部を残すものは少ない。遺物の出土のあり方から、やや他の住居跡

とは異なった性格が伺えようか。

そのほかの部分は、顕著な遺物の出土状態をみることはできなかった。
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(4) 遺構各説ーカマドと煮沸土器一

古墳時代第 I期のカマドと、煮沸にかかわる土器の関係について述べる。

古墳時代第 I期のカマドの確認された住居跡とその構造については、すでに述べたが、 5軒のカ

マドについて詳細が分かっている。

第 9号住居跡

カマドに関係した遺物として、甕 2点と甑が出土しているが、これらに明確な使用痕跡は残って

いなかった。しかしこれらが、カマド周辺から出土していることから、カマドに何らかの形で関係

した遺物であることは間違いない。とくにカマド焚き口部に接して出土している大形の甕は、横倒

しの状態で出土している。

第10号住居跡

カマド自体明確な痕跡としては残っておらず、僅かに燃焼部覆土中に焼土の堆積を知るのみであ

る。遺物との関係も明らかではない。

第12号住居跡

カマド内からの遺物の出土状態も明瞭である。甕・甑などが、カマドに掛けられたままの状態で

確認されている。 99-2の甕は、胴上半に焼土（カマド構築粘土）の帯を見ることができる。頸部

にはこの帯は見られない。内面に付着物はみられない。 99-1の甑は、胴上半に焼土及び煤の付着

が見られ、下半部にはこの痕跡はない。内面下半には、粒状の付着物が見られる。また98-18の甑

は、小形の甑で外面全体に被熱痕跡が見られ、内面下半に粒状の付着痕跡が見られる。カマド以外

の被熱痕とも考えられる。

第 9号住居跡カマド土層説明

l 暗褐色土 住居跡覆土
2 暗褐色土 粘性強。粒子粗い。黄褐色プロック含む
3 淡黄褐色土 粘性強。粒子細かい。カマド袖
4 淡灰褐色土 粘性強。粒子細かい。カマド煙道部
5 淡赤褐色土 焼土

第！0号住居跡カマド土層説明
1 暗灰褐色土 l層よりやや明るい。粒子粗い。やや焼土粒子を含
む

2 暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い土層で、黄褐色プロック含む
3 淡黄褐色土 粘性の強い粒子の細かい。カマド袖
4 淡灰褐色土 粘性の強い粒子の細かい。カマド煙道部
5 淡赤褐色土 焼土層

第12号住居跡カマド土厨説明
1 暗褐色土 粘性の弱い粒子の粗い。炭化物を微量含む
2 暗褐色土 炭化物・焼土粒子を多量に含む。粘性強粒子の粗。
3 竃天井部焼土

灰

灰・炭化物の混人

粘土
炭化物

陪黄褐色土 粘性強粒子祖。炭化物・焼土粒子を多量に含む

第l3号住居跡カマド土層説明

1 暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い土層。カマド煙道内覆土
2 II音赤褐色土 焼土混じり、粘性の少ない粒子の粗い土屑カマド煙
道内覆土

3 赤褐色土 固く焼き締った焼土層、下方に至るに従い淡くなる
カマド焚き口部被熱部分

4 暗黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い土層で、固くしまっている
住居跡貼り床

5 赤褐色土 固く焼き締った焼土層、下方に至るに従い淡くなる
カマド煙道部天井焼上残存

6 暗灰褐色土 灰褐色の粘土を主体として、粒子の祖い粘土（黄褐
色）を若干まぜる。やや軟らかい カマド構築材

7 黄褐色土 粘土層、粒子の細かい固くしまった粘土層 カマド構
築材

8 黒色土 パサパサの炭化物層 カマド構築前の炭化物層
9 黄褐色土 6 層• 7層の中間 カマド構築前の粘土層
IO 淡黄褐色土 9層よりも軟質で、粘性の強い粒子の細かな粘土層

カマド構築材

II 灰褐色土 焼土混じりで 6層と同様 カマド構築材
12 黄褐色土 粘土のプロック
13 暗披褐色土 粘性の強い粒子の粗い土層で、炭化物をやや混入す

る 103号住居跡覆土

14 淡褐色土 14層よりも更に炭化物を混ぜるが他と同様 103号住
居跡覆土

15 赤褐色土 固く焼き締った焼土層 下方に至るに従い淡くなる
カマド被熱部分

- 96 -



SJ9 y
 

SJ10 

＼ 

ー・B・

- B'¥  

之l

＜
 

<
 

1阜、
<( 

葛
0c ＜
 

B B' 

貼~m
B/ 

冒卜 3

SJ9 

B¥ 

96-5 

SJ12 

96-3 

＜ 
I 

D_ II II ーン／

'"I 

B~ 

<I 山|

B' C 
~ 6 9 9 5 3 5 万-4 亨勾

＇ 
＇ 

9 4 ,  ．．  ， 

冒＼ ＼ ＼ ＼  

Bア—
D D‘ 一9り一

97-11 

99-2 

g
.
g
 3

 

冒
1m 

｀寧 I I I 

第91図 第9・10・12号住居跡カマド・遺物出土状態
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第13号住居跡（カマド）土層説明
］．黄褐色土 地山。粘性強。粒子の細かい層
2.暗馬色土 粘性強。粒子の細かい層。多麓の炭化物含む。
3.暗褐色土 粘性強。粒子の細かい層。多鼠の炭化物含む。
4.赤褐色土 焼七の塊り。粘性強。粒＋細かい
5.淡褐色t 粘性強。粒子の細かい層。天井部の崩落上
6.淡黒褐色上 粘性強。粒子の細かい層。炭化物含む。
7.淡褐色土 粘性強。粒子の細かい層 0 6層より明るい。
8.赤褐色土 粘性強。固く締った層。カマド焚「J部に推積した焼士層
9. 淡赤褐色土 8層の影響より淡赤色になった黄褐色層
10.淡暗娼色土 煙道。煙出日部の堆積層。枯性強。粒子細かい。
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II.淡褐色土 煙道。煙出口部の堆積層。粘性強。粒子細かい
12.淡褐色士 煙道。煙出日部の堆積層。粘性強。 11層より明るい
13.暗掲色土 粘性強。粒子粗い。焼土粒子。炭化物多量含む。
14.淡黄褐色土 粘性強。粒子粗い。炭化物少星含む。
15.淡灰褐色土 粘性強。粒子粗い。炭化物、焼上含む。貼床
16.淡暗黄褐色士 粘性強。粒子粗い。掘方の士
17.淡暗黄褐色土 粘性富む。 16層より明るい。掘方の士
18.黄褐色土 地山。粘性強。粒子細かい
19.黄褐色土 地山。粘性強。粒子細かい。やや明るい

第92図 第13号住居跡カマド・遺物出土状態
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第17牙住居跡土層説明

］．赤褐色上 焼七層

2.黄褐色七 焼土粒子、炭化粒-f•多鼠含む

3. 掲灰色七 灰陪、焼七粒子多堡含む

4.暗赤掲色土 焼土層、灰少歴含む

5.暗赤褐色t 焼土層

ア掲色土 焼上粒子多蠍含む

イ 褐色土 焼七粒子極少は含む

a 暗鍋色上 焼土粒子少且含む

b 褐色上 焼土粒子、炭化粒＋多益含む
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第13号住居跡

カマドの燃焼部中に支脚として高杯か残り、これに支えられた甕、さらにカマドの脇から正位に

据えられた甑が出土している。カマドを巡る 3つの土器が、共伴して出土したことは、カマドの使

用方法等を考えるうえで興味深い。高杯は、燃焼部の中心軸には置かれず、左半分に置かれてい

る。これは、煙道部が、燃焼部の左よりに設置されたことからくる措置であろう。甕は、高坪の支

脚上に据えられたままの形で、土砂の堆積による圧迫を受け、燃焼部内でも前方に押しやられてい

た。これらからカマド内部における燃焼部の空間が推定できる（第98図参照）。ただし出土した土

器の被熟痕等の痕跡が、不明確なことか残念である。

第17号住居跡

2点の甕に被熟痕等がみつかった。このうちの一点がカマドに掛けられていた甕である (104-

2)。とくにこの甕は、肩部より下が、焼土（カマド構築粘土）によって覆われている。高輝が、

支脚の代用として使用されている点は、第12号住居跡と同様である。復原図では、 122-15の甕を

代用している。この甕が、カマドに掛けられた状態では、口縁部に103-1の杯が載せられてい

た。単なるカマド部分における片付けなのか、それとも煮沸に関係した土器なのかは判然としな

かった。カマドの残存状態も良くなかったため、燃焼部の空間を復元することは難しいが、敢えて

今後の理解のために復元した。

このほかに二次的な被熟痕等のある土器は、谷住居跡から出土している。

97-10は、外面にはこれらの痕跡か見られないが、内面の中位に、帯状に粒状の付着物か見られ

る。下部 1/5程度のところにその脹跡が見られないのは、大形甑の機能の一端を反映しているの
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97-11は、古墳時代第 1期の製品ではないが、この段階の住居跡の覆土中から出土した遺物であ

る。外面いっばいに焼土等の粒子が付着している。カマド構築材として芯に使用されたのであろう

か。内面には、下半に付着物を見ることができる。

101-5は、胴中位に帯状に粘土痕跡が巡る。カマドの構築用粘土であろう。この粘土帯の直下

は赤くただれた被熱痕跡が残る。内面には付着物等は見られない。

102-15は、やはり帯状に胴中位に粘土痕跡が巡り、肩部やや上まで及ぶ。内面には、付着物等

は見ることはできない。

(5) 遺物各説一古墳時代第 1期以前の出土土器一

古墳時代第 1期以前の出土土器で図化できたものは、 10点だけである。これらは、ほー295グ

リッド付近に集中して確認された。旧河川に掛かる谷状の肩部に、破片で散らばっていた。明確な

遺構には伴ってはいない。しかし本郷前東遺跡（既報告分）でも、この段階の遺物は確認されてい

ることから、周囲にこの段階の集落の存在したであろうことは予想される。

第94図 lは、壺形土器の口縁部である。口縁部外面に縦位に 8mm前後の間隔で、細かなヘラミガ

キが施されている。口縁部の作りは、一度大きく外反したのちに、内湾しつつ立ち上がり、口縁端

部に到達する。そのため途中で一段稜をもつ。この稜は、口縁部に添付された稜で、断続的な圧着

不足から来る亀裂が見られる。内面は丁寧な断続的なヨコナデがみられる。

第94図2は、甕の口縁部である。口縁部内面と肩部の一部に、細かなハケメガ残っている。外面

のハケメは、ほとんどわからない。内面のハケメは、横方向に断続的に施されている。器形の特徴

として、口縁部の中央が、緩く肥厚化していることをあげられる。

第94図2~7は，台付甕の台及び接合部である。全て作りは同様で、甕を転倒させ、断面台形の

台部へ指押えによって圧着して付ける。外面には、圧着したあとにハケメによって、さらに接着効

果を増させる。エ具は胴部に使用したエ具と、同様のエ具を用いてハケメを施している。また外面

は、縦のナデのあと横のナデによって仕上げられている。

第94図8は、高坪の脚部である。中実の脚柱部で、他の部分は欠損していてみられなかった。外

面は丁寧に削られ仕上げられている。

第94図9は、i廿の胴部である。指押えと細かなナデによって丁寧に作られている。外面には、ヨ

コナデのあと、胴下半に細かなヘラケズリを施している。底部は、やや上げ底気味の底部である。

口縁部の形態は、全く分からないが、「く」の字に立ち上がっていくものと思われる。

第94図10は、器台の口縁部である。口縁部の作りは、緩やかに内湾しつつ立ち上がり、口縁端部

で急に立ち上がる。口縁端部は、面をもって作られ、外面は、ふっくらとしている。脚部は、大部

分欠損しているが、その付け根の部分が僅かに残っており、作りが分かる。細かなハケメが、横方

向に施されており、圧着した様子が良く分かる。脚部の穴は、下から上に向かって穿孔されていた

ようである。外面脚部には、僅かにハケメが残っている。土器は被熱痕がある。
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(6) 遺物各説 一古墳時代第 I期の出土土師器分類一

古墳時代第 I期の出土土師器を本来の機能をもとにまず大別し、次に成形の手法・器形によって

分類する。ここでは土器の変化を軸に、とこがどのように変化したのか、あるいは変化しないのか

を明確にしておく。一軒の竪穴式住居内に残された良好なセットを代表させ、土器の総合的な変化

をとらえるのではない。まず各器種の跛行の変化を縦軸にし、各住居跡の共伴関係で出来るだけ多

く横軸をとらえる。なお括弧内は略号。略号は、土器観察表と対応する。

l 坪坑類 食膳具の胚坑類には、 5つの器種がある。

内斜口縁胚 1（内杯 1)碗形の胴部で、口縁部でS字状に屈曲する。口縁内面は、扁平な面を形成

し、傾斜しつつ立ち上がる。口縁部と胴部の接合は、外面は緩やかだが、内面には稜かある。外面

は、底部を細かくヘラケズリし、口縁部を数回に亙る断続的なヨコナデによって仕上げる。内面の

稜を作り出す際に、断続的なヨコナデを行なう。在地の上器生産のなかに、すでに存在していた形

態である。

内屈口縁杯 1 （屈杯 1) 分厚い底部から緩やかに立ち上がり、口縁部で内側にやや屈曲する。胴

部は、細かな指押えによってていねいに成形され、底部は細かくヘラケズリされる。口縁部は、断

続的なヨコナデによって成形され、口縁部と底部の境は、内面で凹んでいる。底面は細かなヘラオ

サエが残る。在地の土器生産のなかにすでに存在している器種である。

碗 1（碗 1) 緩やかに内湾するいわゆる碗形の土器である。全体をヨコナデによって成形し、底

部を細かなヘラケズリでまとめる。底部から口縁部にかけては、際立った厚みの変化はない。口縁

部は素口縁で、端部は丸い。

須恵器模倣杯蓋 1 （蓋坪 1) 須恵器の蓋付杯の蓋を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK208~23の須恵器胚蓋Bに、プロポーション的には近似している。底部内面を円形にヘ

ラオサ工を行ない、口縁部を断続ヨコナデによって作りあげる。口縁部はややS字状になり、緩く

内湾しながら立ち上がる。外稜はあまり明瞭ではなく、エ具による押えはみられるものの甘い。底

部は細かくていねいにヘラケズリされている。口唇部はやや内側に傾斜している。この器種は、在

来の土器生産のなかには無く、須恵器の食膳具内への参入とともに、出現した器種であろう。

須恵器模倣杯身 1（身坪 l) 須恵器の蓋付杯の身を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK208~23の須恵器杯身Bに、プロポーション的には近似している。蓋杯 1と同様、底部

内面を円形にヘラオサ工を行ない、口縁部を断続ヨコナデによって作りあげる。口縁部は、垂直に

緩く外反しながら立ち上がる。しかし外稜よりも決して突出することはない。蓋杯 1とは、口縁部

が内湾するか、外反するか程度の差である。しかし須恵器を念頭に考えるとするならば、決して看

過できない問題である。底部は細かくていねいにヘラケズリされている。口唇部はやや内側に傾斜

している。この器種も、在来の土器生産のなかには無く、須恵器の食膳具内への参入とともに、出

現した器種であろう。

2 高杯・器台類 食膳具の高杯・器台類には、 6つの器種がある。

和泉式系高杯 1（和高 l) 和泉式土器に、普遍的に見られる高坪の系譜を引く高杯である。細長
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い柱状の脚は、輪積みによって高く作られている。外稜によって底部と口縁部が区切られ、緩く立

ち上がる底部と外反していく口縁部とで構成される。断続ヨコナデによってこの外稜は作り出さ

れ、底部を突出させ成形を終る。この突起を脚部の頂きに接合し、成形は完了する。従来から存在

した和泉式系の高坪である。

平底高杯 1 （平高 1) 高杯杯部が平底の高坪である。口縁部の長さが、脚部の長さと同程度まで

長く、緩やかに外反しつつ立ち上がるのが特徴である。外稜は明確で、外面はヘラオサエ、内面は

ハケメが施されている。しかし杯部と脚部の成形は、縦方向のナデのあとにハケメによる圧着が行

なわれていた。脚裾部もハケメが残り、全体の成形には、ハケによる成形が、行なわれていたと理

解できる。

有稜口縁高杯 1（有稜高 l)口縁部・裾部の中央に、突出した外稜が巡る高杯である。裾部・ロ縁

部の一方のみの場合もある。口縁部の突出する外稜は、ハケメが接合部に残り、ハケによる圧着が

行なわれていたと思われる。裾部も同様である。ただ裾部は、ハケメの痕跡を綺麗にヨコナデに

よって拭い去っている。拮本的には、和泉式土器のなかにある高坪を踏襲しているのだが、優れて

精巧な作りである。

素口縁高杯 1 （素高 1) 口縁部が内湾する、塊形の杯が乗る高坪である。口縁外面は、縦位のハ

ケメが残っている。このハケメを消すように脚接合部と口唇部には、ヨコナデが施されている。脚

部は、縦にていねいにヘラケズリされ、これをヨコナデによって整えている。胚部内面は、ていね

いなヨコナデが見られる。口唇部は、素口縁である。系譜は定かではない。

内斜口縁高杯 1 （内高 1) 内斜口縁坪に、脚部が付いた器形である。ただし杯部は、単独の杯よ

りもやや大振りで、しかも深い。各部位の成形方法は、ていねいである。脚部は一般的な裾と、有

稜の二者がある。従来の土器生産の内部に認められる器種である。

須恵器小形高杯模倣高杯（須高 1) 須恵器高坪の模倣をしたと考えられる高杯である。しかし明

瞭な坪部が、伴っておらずやや不明瞭である。脚接合部の著しいくびれ、脚から裾への激しい屈

曲、丁寧なヨコナデ等から、従来の高坪の内部には、この器形を抽出することは難しい。外来から

の要素、おそらく須恵器高杯の影響であろう。

3 小形製品 小形製品は、機能毎に本来多くの柱を立てるべきであるが、ここに一括した。 8つ

の器種を設定した。

琳 1(:t甘 l) 小形のJ廿形土器である。従来からの系譜を引く土器である。胴部は細かく、指押え

成形され、胴下半をヘラケズリされる。底部は上げ底気味になる。胴上半は、ヨコナデが施され、

ていねいな作りである。口縁部外面は、ヨコナデによって成形されるが、内面は、細かなハケメか

残っている。口縁部は、緩く内湾しながら立ち上がる。

小形丸底壺 1（小丸 l) 従来大形のJ廿とされていた器形である。胴部まで明瞭に残る資料は見ら

れない。しかし□縁部の特徴等から、相泉式土器の系譜を引いている土器である。外面・内面とも

にヨコナデが施され、内面には、断続ヨコナデが残る。口縁部は、緩く内湾する。

鉢B類 1（鉢B1) 小形の鉢形土器である。成形方法は、内湾杯のそれに類似する。形態的特徴

として、深めの湾形で、口縁部で内湾し、斜めの面をもって立ち上がる。底部は、非常に細かなへ
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ラケズリか施されている。内面は、断続ヨコナデが明瞭に残っている。

鉢D類 1（鉢D1) 小形の鉢形土器である。口縁部は素□縁で、ヨコナデによって成形されてい

る。底部から内面をハケで撫で付け、外面を指押えして作り上げる。外面は、そのあと細かくヘラ

ケズリされ、成形される。厚い底部から緩く内湾しつつ立ち上がる。

鉢 I類 1（鉢 I1) 大形の鉢で、きわめて丁寧な作りである。内高 1の口縁部の成形方法と似て

いる。底部を細かくヘラケズリし、口縁部は、断続ヨコナデによって作られている。強く内湾した

胴部からくの字に屈曲する口縁部へ至る。口唇部ては、一端外反気味に伸びたものが、再び内側に

戻る。内面底部には、ヘラオシアテ痕跡か残る。

小形壺 1（小壺 l) 枯土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで成形する。外面

は、胴部を縦にヘラ削りしたあと、横方向のヘラケズリを行ない調整する。口縁部は断続ヨコナデ

によって作られている。口縁は、球胴の胴部から強く屈曲して作られている。外反する。

小形甕 1 （小甕 l) 枯土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで、胴下半を成形

する。内面の胴上半は、断続的なヨコナデによって成形される。外面は、胴部を縦にヘラ削りした

あと、胴上半部には横方向のハケメか残る。短い口縁部は、球胴の胴部から強く屈曲し外反する。

球胴甕 1 （球胴甕 1) 球に近い胴部に、緩く立ち上かる口縁部か付く。外面は、縦にヘラケズリ

されたのちに、胴中位のみが再度縦にヘラケズリされる。口縁部は長い。内面は、横にヘラオサエ

される。口縁内側は、ハケメが残る。胴部に一対の貼付か見られる。

4 甑 甑は、土師器の全体のに占める割合は、決して多くない。しかし 4つの器種の設定が可能

である。

三角甑 1 （三角甑 l) 消火活動で使用する三角バケツに、プロポーションが近似する三角甑は、

和泉式土器以来の伝統的な甑のなかに存在する形態である。小さな底部から一直線に口縁部へ伸び

る形態で、小形の甑てある。胴部は、縦にヘラケズリされ、口縁部か僅かにヨコナデされている。

内面は、ヘラオサエによって成形されている。

壺形甑 1 （壺形甑 l) 大形の壺の底部が、筒抜けになった形態で、一見底部穿孔土器を想像させ

る。口縁部が長く、外反しつつ開き、ていねいにヨコナデされている。胴部は指押えの後、縦にヘ

ラケズリされ、肩部と底部が横にヘラケズリされている。内面は、ヘラオサエで成形されている。

初期的な大形甑であろう。

甕形甑 1（甕形甑 l) 頸部のあまり締まらない甕形の甑で、滑らかな S字カープを描き、口縁部

に到達する。外面は、縦にヘラケズリされ、口縁部は断続的にヨコナデされている。内面は、横に

ヘラオサエされている。作りにていねいさが見られない。新しく登場した器種である。

大形甑 1 （大形甑 1) 大形の筒抜けの甑で、底部近くでやや絞まる他は、一直線に口縁部に達す

る。口縁部は、短くしかも急激に屈曲する。新しく登場した器種である。

5 甕・壺 甕 e 壺は、煮沸・貯蔵用として多く生産され、各住居跡に普遍的に見られる。ここで

は、 4つの器種の設定か可能である。

複合口縁壺 1（複口壺 1) 扁平な球胴部に、口の広い口縁部がくの字に付く形態。口縁部は、途

中に稜を作り、いわゆる複合口縁となっている。ョコナデによって成形される。胴部は、縦に粗く
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第95図古墳時代第 I期の出土土器分類
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第 5表第 9号住居跡出土土器

法 星
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色閥・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第96図

1 内杯 l 14. 0 13. 7 6. 3 1/3 底部ユビオサエ→口縁部断続ナデ→底部ヘラケ 5 YR 6/8 

ズリ (3単位）。内面断続ナデ。

2 素高 1 13. 3 12. 9 10. 6 2/3 杯底部ユビオサエ→タテハケオサエ→ハケ痕の 2. 5Y R 6 / 8 

ユビスリケシ。脚部ユビオサエ→1黄位ナデ→脚

柱部 2段ヘラケズリ。

3 無花壺 I 19. 3 7. 3 30. 9 9,200 2/ 3 胴上半左上から右下ヘヘラケズリ→胴下半 2段 7.5YR 7 /6 

ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面ナデ。

4 無花壺 I 1/7 胴上半左上から右下ヘヘラケズリ→肩部横位へ 5 YR 4/8 

ラケズリ→口縁部断続ナデ。内面横位ヘラオサ

工→口縁部断続ナデ。

5 三角甑 l 20. 4 6. 8 13. 8 I, 800 2 / 3 口縁部断続I黄ナデ→胴部タテヘラケズリ→胴中 5YR5/8 

位横ヘラケズリ→胴下端ユビオサ工。内面右下

から左上ヘヘラオサエ→口縁部断続ナデ。

第 6表第10号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分頼 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容星

第96図

6 鉢A 14. 0 13. 2 9. 8 840 2 / 3 底部ユビオサエー•横位ヘラケズリ→胴下半さら 2. 5Y R 6 / 8 

に細かなヘラケズリ。内面底部ヘラオサエ→横

位ナデ→口縁部ナデ。

7 内高 l l 4. 7 11. 0 1/2 胴部左上から右下にかけてのヘラケズリ→横位 2. 5Y R 6 / 8 

ヘラケズリ。内面底部ヘラオサエ→口縁部ナデ。

8 内杯 l 15. 8 15. 3 5. 6 1/4 胴部横ナデ→底部ヨコヘラケズリ。内面ヘラオ 2. 5Y R 5 / 6 

サエ 2段。

9 内高 l 15. 6 13. 6 2. 4 920 1/2 胴部左右から右下ヘヘラケズリ→杯底部横位へ 2. 5Y R 5 / 8 

ラケズリ→口縁部断続ナデ。内面底部ヘラオサ

工→胴部横ヘラオサエ→口縁部ナデ。

10 和高 l 17. 9 11. 2 l/2 口縁部右下から左上ヘハケメ→口唇部ナデ。杯 5YR7/4 

底部脚部から杯部ヘハケメ。内面左上から右下

へハケメ。

II 平高 1 1/4 脚部タテヘラケズリ。口縁部断続横ナデ。杯底 2. SY R 6 / 6 

部内面ヘラオサ工。

12 有稜高 l l/3 j和部断続横ナデ。内面ナデ。 2. 5Y R 6 / 8 

13 和高 l 1/5 脚綿タテヘラケズリ→脚部横ナデ。脚部内面へ 5 YR 6/6 

ラケズリ→横ヘラケズリ。

14 小甕 3 16. 5 15. 7 9. 3 900 2 / 3 胴部横ヘラケズリ→胴下半ユビオサエ→口縁部 2. 5Y R 6 / 8 

断続ナデ。内面底部ヘラオサエ→横ナデ。

第97図

I 球胴壺 l 18. 5 24. 2 2 / 3 口縁部横ナデ→胴部左上から右下ヘヘラケズリ 5 YR 6/8 

→胴上半より傾斜ヘラケズリ→右上から左下へ

ヘラケズリ。内面横ヘラオシアテ。
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第 7表第11号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第97図

2 平高 l 19. 0 12. 0 2 /5 杯底部ハケナデ→口縁部ハケメをナデ消す→脚 7.5YR8/4 

部タテハケメ→タテナデ→脚折部横ナデ。内面

口縁部ハケナデ→脚柱内部輪積のまま。

3 有稜高 l 1/2 脚部タテヘラケズリ→横ナデ→横断続ナデ。内 5YR7/6 

面タテヘラケズリ→横ナデ。

4 有稜高 l 19. 6 1/4 口縁部右下から左上ヘハケメ→内面横ハケメ。 5YR6/6 

5 和高 l 1/4 外面タテヘラケズリ→内面横ヘラケズリ。 5YR6/8 

6 和高 1 1/6 外面タテヘラケズリ→内面横ヘラケズリ。 2.5YR 5/8 

7 和高 l l/6 外面タテヘラケズリ→上端部横ナデ→ハケメ。 2. 5Y R 6 / 6 

内面横ヘラケズリ。

8 小丸 l 1/7 横ナデ→下部タテヘラケズリ。内面横ナデ。 2. 5Y R 4 / 6 

9 小丸 l l/5 タテヘラケズリ→横ヘラケズリ。内面横ナデ。 2. 5Y R 3 / 4 

10 大型甑 l 31. 1 26. 1 1/3 下方から上方ヘタテヘラケズリ→口縁部横ナデ 7.5YR 7 /6 

内面タテナデ→口縁部横ナデ。

II 長下甕 I l4. 8 1/3 タテヘラケズリ→口縁部横ナデ。内面横ナデ→ 5 YR 5/8 

口縁部横ナデ。

12 
壺（須恵器）

破片 外面平行タタキ→横カキメ。自然釉が付着。内 5Y7/l 

面同心円文タタキ。

第 8表第12号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色温1・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 六合旱里

第97図

13 内杯 l 15. 1 14. 2 5. 4 3 / 5 口縁部断続横ナデ→底部左上から右下ヘハケメ 5YR6/6 

→底部横ヘラケズリ。内面断続ナデ。

14 内杯 l 13. 5 13. 0 5. 6 420 2 /3 口縁部断続横ナデ→底部タテヘラケズリ―•横ヘ 2.5Y R 6 / 6 

ラケズリ。内面断続ナデ。

15 内杯 l 13. 6 13. 0 5. 0 1/3 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タ 2. 5Y R 6 / 6 

テヘラケズリ。内面断続横ナデ。

16 内杯 l 13. I 13. 0 5. 4 1/2 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ。内面断 2. 5Y R 6 / 6 

続横ナデ。

17 内杯 1 13. 6 13. 3 5. 7 1/2 口縁部断続横ナデ (2段） →底部横ヘラケズリ 2. 5Y R 6 / 8 

→内面断続横ナデ。

第98図

1 内杯 l 13. 4 12. 5 5. 5 400 一部欠 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タ 5YR6/6 

損 テヘラケズリ。内面断続横ナデ→放射状暗文。

2 内杯 l 13. 4 13. 6 5. 9 600 1/2 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タ 2. 5Y R 5 / 8 

テヘラケズリ。内面断続横ナデ。

3 内杯 l 口縁部断続ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タテ 7.5YR 7 /6 

ヘラケズリ。内面断続横ナデ。

4 蓋坪 l 11.0 11. 3 5.1 300 完形 口縁部横ナデ→底部横ヘラケズリ。内面断続横 5YR7/6 

ナデ。

5 蓋杯 l 12. 9 12. 9 5. 1 400 2 / 3 口縁部断続横ナデ→底部タテヘラケズリ→底部 2. 5Y R 7 / 6 

横ヘラケズリ。内面断続横ナデ (2段）。
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第 9表第12号住居跡出土土器②

法 屋
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

6 身杯 1 12. 2 13. D 5. 5 1/3 口縁部断続横ナデ→底部タテヘラケズリ→底部 2.5YR 6/6 

横ヘラケズリ。内面口縁部断続横ナデ。

7 鉢F2 12. 4 14. 3 7. 1 600 1/2 口縁部横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部ヘラケ 7.5YR 8/4 

ズリ。内面底部断続オシアテ。

8 蓋坪 l 12. 9 12.1 4. 4 260 一部欠 口縁部断続横ナデ～刃戊部ヘラケズリ。内面底部 5YR7/6 

損 断続オシアテ→口縁部断続横ナデ。

9 碗 l 12. 3 12. 3 4. 7 340 一部欠 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タ 2. 5 YR 6 / 8 

損 テヘラケズリ。内面横ナデ。

10 和高 1 18. 9 12. 0 14.1 2 / 3 口縁部断続横ナデ (4段） →杯底部横ヘラケス~ 5YR5/8 

リ→脚柱部タテヘラケズリ→脚端部断続横ナ

デ。口縁部内面横ナデ。脚部内面断続ヘラケス‘

リ。

II 和高 1 17. 5 640 一部欠 口縁部断続横ナデ (2段） →杯底部ユビオサエ 2. 5Y R 5 / 8 

損 脚接合部横ナデ→脚部タテヘラケズリ。1J縁部

内面横ナデ。脚内面断続ヘラケスリ。

12 和高 l 17. 8 9. 6 13. 8 500 一部欠 口縁部断続横ナデ→lltll部タテヘラケズリ→脚接 2. 5Y R 6 / 8 

損 合部横ナデ。内面口縁部断続横ナデ。脚部タテ

ヘラケスリ→脚部断続横ナデ。

13 和島 l 16 5 9 0 1/4 口緑部断続横ナデ (2段） →庇部ユビオシアテ。 5YR7/6 

内面口縁部断続横ナデ。

14 和高 l I /6 脚部タテハケメ→断続横ナデ。内面横ヘラケズ 5YR6/6 

リ。

15 和高 l 1/4 タテヘラケスリ→タテハケメ。内面断続ヘラケ 2. 5 YR 6 / 6 

ズリ。

16 須高 l 1/5 タテヘラケズリ→横ナデ。内面横ナデ。 2. 5Y R 6 / 8 

17 素高 l 16. 3 16. l 6. 4 3 / 4 口縁部横ヘラケズリ。内面横ナデ。 5YR6/8 

18 三角甑 l 19. 0 13 3 1,300 1/3 胴下半タテヘラケズリー,JJ付上半タテヘラケズリ 5YR8/4 

→口縁部横ナデ。内面横ヘラオサ工。

I 9 三角甑 l Z/5 胴下半タテヘラケズリ→胴上半タテヘラケズリ 7.5YR7/1 

→底部脇横ナデ。内面打下から左上ヘヘラケズ

リ→同方向ヘハケメ。

20 小甕 l 13. 9 6. 2 13.1 1,000 一部欠 胴上半部タテヘラケズリ→胴下半部タテヘラケ 2. 5 YR 7 / 8 

損 ズリ→胴上半横ハケメー＞口禄部横ハケメ。内面

横ナデ→「］縁部断続横ナデ。

21 鉢Cl 9. 5 9, 0 7. 0 300 完形 底部横ヘラケズリ→lllo1中央部横ナデ→胴部上半 2. 5 YR 6 / 8 

下から上ヘハケメ→「1縁部断続横ナデ。内面底

部断続ヘラアテビキ→断続横ナテ~-411司上半部横

ハケメ→□縁部横ハケメ。

22 鉢DI 12. 4 12. 0 6. 4 340 完形 胴部横ヘラケズリ→□縁部断続横ナデ。内面ユ 2. 5Y R 6 / 8 

ビオシアテー＞下から上ヘハケメ→横ハケメ。

23 堪 7, 5 2. 5 8. 5 180 完形 胴部横ヘラケズリ→胴下半細かな横ヘラケズリ 7.5YR8/6 

→1J縁部断続横ナテ。内面断続横ハケメ。

24 複口壺 3 16. 4 1/4 胴上半部左上から右下ヘラケズリ＞胴中央部・

肩部横ヘラケズリー•i::1縁部断続横ナデ。内面横

ナデ→[l縁部断続横ナ己
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第10表第12号住居跡出土土器③

法 址
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容量

第99図

1 甕形甑 l 25. 0 8. 0 23. 5 6,400 3/4 開上半タテヘラケズリ→胴中位タテヘラケズリ 7. 5 YR 7 / 3 

→口縁部横ナデ。内面横ナデ→左下から右下へ

ナデアゲ→口縁部断続横ナデ。

2 無花壺 l 19. 0 7. 0 27. 8 7,200 3/ 4 胴下半ナナメヘラケズリ→胴中位ナナメヘラケ 5YR5/8 

ズリ→胴上半タテヘラケズリ→口縁部断続横ナ

デ。内面ナデ→口縁部断続横ナデ。

3 無花壺 l 16. 4 5. 7 22. 5 4,200 一部欠 胴部タテヘラケズリ→胴下半横ヘラケズリ→底 7. 5 YR 6 / 8 

損 祁タテヘラケズリ→口縁部横ヘラケズリ→口縁

部断続横ナデ。内面右下から左上ヘハケメ→底

祁ヘラオシアテ→口縁部断続横ナデ。

第11表第13号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分頼 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色謁・焼成・使用痕跡等口径 庇径 器高 容贅

第99図

4 壺形甑 l 18. 7 7. 3 4, 100 4 / 5 胴部タテヘラケズリ→胴下部横ヘラケズリ→肩 5YR6/8 

部横ヘラケズリ→口縁部断続横ナデ。内面横ナ

デ→肩部ユビオサエ→口縁部断続ナデ。

5 無花壺 l 18. 4 7. 5 27. 8 7, 100 4 /5 口縁部から胴部ヘタテハケメ •I個上半タテハケ 5YR8/4 

メ→底部タテハケメ。内面底部横ハケメ・→胴部

内面横ナギ牙1縁部横ハケメ。

6 球胴壺 l 16. 8 3 / 4 肩部ナナメハケメ→胴中位ナナメハケメ→口縁 2. 5 YR 6 / 8 

部断続横ナデ。内面横ナデ→口縁部横ナデ。

第 100図

l 内杯 1 13. 7 13. 0 6. 5 1/5 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ。内面横 5YR6/8 

ナデ→肩部断続横ナデ。

2 内杯 1 13. 0 12. 6 5. 6 1/3 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→底部タ 2.5YR 6/8 

テヘラケズリ。内面断続横ナデ→底部工具オシ

アテ。

3 内杯 I 1 4. 6 14. 3 5. 0 400 完形 口縁部断続横ナデ→ユビオシアテ→底部横位へ 2.5YR 5/6 

ラケズリ→底部タテヘラケズリ。内面横ナデ→

口縁部断続横ナデ。

4 内妬 l 14. 3 13. 5 5. 7 1/5 口縁部断続横ナデ→ユビオシアテ→底部横位へ 7.5YR7/8 

ラケズリ。内面断続横ナデ。

5 内杯 l 13. 0 12. 6 5. 6 1/7 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ。内面横 2.5YR 6/6 

ナデ。

6 内杯 l 14. 6 14. 3 5. 0 1/7 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ。内面断 2. 5Y R 5 / 6 

続横ナデ。

7 蓋杯 l 14. 0 13. 5 5. 5 300 完形 口縁部断続横ナデ→底部横ヘラケズリ→タテヘ 2. 5Y R 6 / 8 

ラケズリ。内面横ナデ→放射状ヘラミガキ。

8 身杯 l 12. 0 12. 4 4. 7 2 / 3 口縁部断続横ナデ (2段） →底部1黄ヘラケズリ IOYR7/4 

→タテヘラケズリ。内面断続横ナデ→横ナデ。 黒色処理

9 和高 l 16. 5 9. 8 1/5 口縁部横ナデ→断続横—J-デ→杯底部ヘラケズ 7.5YR 6/4 
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第12表第13号住居跡出土土器②

法 塑
番号 器種分顆 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容塁

リ。内面杯部横ナデ→底部タテハケメ→口唇部

断続横ナデ。

lO 和高 l 17. 4 1/5 横ナデ→断続横ナデ。内面横ナデ。 2. 5Y R 6 / 6 

11 和高 I 15. 8 9. 5 1/3 口縁部横ナデ→断続横ナデ→杯底部ヘラケズリ 5 YR 6/6 

→脚部タテヘラケズリ。内面横ナデ。

12 素高 1 17. 3 14. 6 14.4 500 2 / 3 口縁部横ナデ→口縁部ヘラケズリ→lJl/1部タテヘ 5 YR 6/8 

ラケズリ→脚接合部横ナデ。内面横ナデ→脚内

部横ヘラケズリ→横ナデ。

13 素高 1 2 / 5 タテヘラケズリ→横ハケメ。内面横ヘラケズ 2.5YR7/6 

リ。

14 素高 l l/5 タテヘラケズリ→横ナデ。内面I黄ナデ。 2.5YR6/8 

15 和裔 I 1/7 断続横ナデ。内面タテヘラケズリ→断続横ナ 5YR6/8 

ァ一。

l 6 和裔 1 1/7 断続横ナデ。内而横ヘラケズリ。 5 YR 6/6 

17 球胴甕 1 15. 8 9. 5 1/7 断続1蒻ナデ。内面横ナデ。 2.5YR6/8 

第13表第15号住居跡出土土器①

法 -9'1至1． 
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闘・焼成・使用痕跡等

口径 庇径 器高 容量

第 100図

18 屈杯］ 15. 6 15. 7 5. 4 l/2 横ユビオサエ成形→口縁部断続横ナデ→底部横 5 YR 8/3 

ヘラケズリ。内而断続横ナデ。

19 有稜高 1 19. 0 l l. 2 1/3 タテハケメ下からヒヘ―>|]縁部横ナデー>肛|1部タ 2.5Y R 7 / 6 

テヘラケズiJ。内面断続横ナデ→横ナデ。

20 桑高 1 15. 3 10. 5 13. 5 400 2 / 3 口縁部断続横ナデ→底部周辺ヘラケズリ→タテ 2.5Y R 6 / 6 

ヘラケズリ 4ltli洲タテヘラケズリ→横ナデ。内

面口縁部断続横ナデ…＞脚部横ヘラケズリ→脚裾

部断続横ナデ。

21 和高 1 18. 0 10. 0 14. 3 l/2 口縁部断続横ナデ→底部タテヘラケズリ→脚部 2.5Y R 5 / 6 

タテヘラケズリ→脚碩部ユビオサエ→横ナデ。

内面口縁部横ナデ→脚部横ヘラケズリ。

22 和高 l 17. 0 9. 7 1/5 口縁部断続横ナデ (2段）。内面断続横ナデ。 2.5YR 5/6 

23 和高 1 タテヘラケズリ→中位・下位横ナデ。内面横ヘ 7.5YR7/6 

ラケズリ→横ナデ。

24 和高 l 1/4 タテヘラケズリ。内面横ヘラケズリ。 5YR7/6 

25 和高 l 1/3 横ナデ→タテヘラケズリ→脚裾部断続横ナデ。 5 YR 6/6 

26 有稜高 1 1/5 断続横ナデ。内面横ナデ。 5 YR 6/8 

27 和高 1 1/4 横ナデ→タテヘラケズリ→断続横ナデ→内面タ 2.5Y R 6 / 8 

テヘラケズリ→断続横ナデ。

28 和高 1 1/5 タテヘラケズリ→横ヘラケズリ→断続横ナデ。 2.5YR 5/6 

内面横ヘラケズリ→横ナデ。

第 101図

1 甕形甑 l 14. 0 2 / 3 桐下半左上から右下ヘヘラケズリ→胴中位同方 5YR6/8 

向ヘラケズリ→胴上半同方向ヘラケズリ→口縁

部断続横ナデ。内面タテナデ→胴上半横ナデ。

2 無花壷 1 16. 8 1/5 胴上半タテヘラケズリ→左上から右下ヘヘラケ 2.5Y R 6 / 8 

ズリ→口縁部断続横ナデ。内而横ナデ→口縁部
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第14表第15号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類

口径 底径 器高 容量
残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

断続横ナデ。

タテヘラケズリ→口縁部断続横ナデ。内面右下

3 長下甕 I 14. 0 l/7 から左上ヘナデアゲ→口縁部断続横ナデ。 5 YR 5/8 

4 球胴壷 l 15. 5 1/4 左上から右下ヘタテヘラケズリ→口縁部断続横 5YR4/6 

ナデ。内面横ナデ→口縁部ナデ。

5 無花壷 l 18. 4 24. 5 5,200 2/3 胴部タテヘラケズリ→横ヘラケズリ→口縁部断 7.5YR 7 /6 

続横ナデ。内面ナデ→口縁部断続横ナデ。

6 小丸 l 1/5 肩部横位ヘラケズリ→口緑部ナデ。内面横ナデ 5YR5/8 

口縁部断続横ナデ。

7 球Ill計壷 l 7. 5 18. 8 1/3 中位タテヘラケズリ→下・上位横ヘラケズリ。 7.5YR 6/8 

内面横ナデ。

8 小丸 l 1/4 肩部タテヘラケズリ→胴中位横ヘラケズリ。内 5YR5/8 

面タテナデ→横ナデ。

9 小丸 l 1/6 横ヘラケズリ。内面横ナデのみ。 5YR6/6 

10 須恵器追 破片 ロクロナデ→頸部波状文。内面ロクロナデ。 須恵器 N5/0 

第15表第16号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 101図

11 和高 l
第101図

1/5 横ナデ→タテヘラケズリ（ハケメ） →断続横ナ 2.5YR 8/6 

デ。内面断続横ナデ。

第16表第17号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 101図

12 鉢 I1 18. 0 13. 9 9. 3 4/5 胴タテナデ→胴細かな横ナデ→底部タテヘラケ 5YR7/8 

ズリ→口縁部断続横ナデ。内面断続横ナデ。

13 鉢B1 13. 2 10. 8 6. 7 400 4/5 横ナデ→胴部下半細かな横ヘラケズリ→口縁部 2.5YR 6/8 

断続ナデ。内面断続横ナデ。

14 内杯 l 14. 3 12. 2 4. 9 1/5 横ヘラケズリ→底部タテヘラケズリ→口縁部断 2.5YR 6/6 

続横ナデ。内面横ナデ。

15 和高 l 18. 5 10. 0 16. 4 800 一部欠 口縁部断続横ナデ→杯底部横ヘラケズリ→脚柱 5YR6/6 

損 部タテヘラケズリ→脚頭・裾部横ナデ。内面口

縁部断続横ナデ→脚柱部螺練状ヘラケズリ。

16 和高 l 1/3 脚柱部タテヘラケズリ→坪底部タテヘラケズリ 2.5YR 5/6 

→脚裾部断続横ナデ。内面横ヘラケズリ→断続

横ナデ。

17 和高 I 1/4 脚柱部タテヘラケズリ→横ナデ。内面杯底部へ 2.5YR 5/6 

ラオシアテ→脚部ヘラケズリ→横ナデ。
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第17表第17号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分薙 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 102図

1 和高 l 1/6 口縁部横ナデ→断続横ナデ→内面横ナデ→断続 5YR7/8 

横ナデ。

2 和高 l 19. 9 11. 6 1/3 口縁部横ナデ→断続横ナデ→横ヘラケズリ。内 5 YR 6/6 

面断続横ナデ。

3 和高 1 18. 2 10. 2 1/3 口縁部横ナデ→断続横ナデ。内面断続横ナデ。 5 YR 6/6 

4 和高 l 18. 2 10. 8 1/6 口縁部横ナデ→断続横ナデ。内面断続横ナデ。 5YR6/8 

5 和高 l 17. 8 1/8 口縁部横ナデ→断続横ナデ。内面横ナデ。 2. 5Y R 5 / 8 

6 和高 1 15. 8 1/5 口縁部横ナデ→ヘラオシアテ。内面横ナデ。 2. 5Y R 5 / 8 

7 和高 1/3 タテヘラケズリ→タテハケメ→横ナデ。内面横 5YR7/8 

ナデ。

8 和高 1/4 タテヘラケズリ→断続横ナデ。内面横ヘラケズ 2. 5Y R 6 / 6 

リ→横ナデ。

9 須高 l 1/3 タテヘラケズリ→断続横ナデ。内面断続横ナデ 5YR6/6 

→横ナデ。

10 須高 l 1/3 タテヘラケズリ→断続横ナデ。内面横ナデ。 5 YR 6/8 

11 屈杯 l 13. 5 13. 5 5. 4 380 完形 横ヘラケズリ→底部タテヘラケズリ。内面底部 2. 5Y R 6 / 6 

ヘラオサエ→1黄ナデ。

l 2 小丸 l 1/7 横ナデ→頸部断続横ナデ。内面断続横ナデ。 5YR7/8 

13 小丸 l 1/3 横ナデ。内面横ナデ→タテヘラオサ工。 7.5YR7/8 

14 小丸 l 1/3 横ナデ。内面横ナデ。 7.5YR 6/8 

15 無花壺 1 19. 5 6. 2 27. 4 6,200 3/5 左上から右下ヘタテヘラケズリ→胴上半同方向 2. 5 YR 5 / 8 

細タテヘラケズリ→胴中位同方向タテヘラケズ

リ→胴下半右上から左下ヘタテヘラケズリ→底

部タテヘラケズリ。内面工具オシアテ→口縁部

断続横ナデ。

l6 無花壺 l 1/2 胴上半左上から右下ヘタテヘラケズリ→胴中位 2. 5 YR 5 / 8 

横ヘラケズリ→胴下半タテヘラケズリ→底部タ

テヘラケズリ→胴上半タテヘラケズリ。内面横

ナデ→ナナメナデアゲ。

第18表第18号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 103図

1 内坪 l 9. 5 10. 4 6. 5 1/2 底部横ヘラケズリ→底部タテヘラケズリ→口縁 5YR8/l 

部横ナデ。内面断続横ナデ→横ナデ。

2 鉢A1 11. 6 11. 5 7. 0 340 1/2 底部横ヘラケズリ→底部タテヘラケズリ→口縁 2.5YR 7 /6 

部断続横ナデ。内面底部工具オシアテ→断続横

ナデ→横ナデ。

3 和高 1 16. 2 10. 0 14. 8 340 2 / 3 口縁部横ナデ→断続横ナデ→J不底部周辺横ヘラ 2. 5Y R 4 / 6 

ケズリ→底部タテハケメ→脚部タテヘラケズリ

→横ナデ→タテハケメ→ナデ。内面口縁部横ナ

デ→断続横ナデ→脚柱部横ヘラケズリ。

-121-



第19表第18号住居跡出土土器②

法 憤
番号 器種分類 残行度 丁法の特徴・成(i脊）形の順序 色，J,11・焼成・使1ll1J]跡等

11径 屁往 器高 容惜

4 和高 l 18. 2 I I. 5 I /3 [1 縁部タテハケメ→断続横ナデ＞横ナデ— 4杯庇 5Yl<7/8 

部タテヘラケズリ（】内曲断続横ナテ。

5 禾日高 l 20. 0 I I. 0 800 2 / 3 LI縁部1枡続横ナテ。内面断続横ナデ。 5YR6/6 

6 和高 l 1/6 タテヘラケズリ→タテハケメ→横ナデ。 11-J面タ 2. 5 YR 5 / 6 

テヘラケズリ->横ナデ。

7 和高 1 1:1.1 l I. 5 4. 2 I /3 タテヘラケスリ→断続横ナデ。内面タテヘラケ 2. 5 YR 6 / 8 

スリ→横ナデ。

8 和高 l 1/3 タテヘラケズリ→断続横ナテ札横ナテ。r＇]面タ 2. 5 YR 5 / 6 

テヘラケズリ峨＞断続横ナテ。

， trl r立;1 I /4 タテヘラケズリ→横ナデ。内伽横ナデ。 2. 5 YR 5 / 6 

10 れ1高 1 1/4 タテヘラケズリ しタテハケメ・・断続横ナデ。内 2. 5 YR 6 / 8 

面阻i続横ナデ。

11 JIt l 7 7 1. 7 8. 6 180 部欠 Ill';1部タテハケメ→横ヘラケスリ＞［」縁部断紐惜 2. 5 YR 6 / 8 

iii ナデ。内面I氏部ヘラオンアテ 9 断紬横ナデー＞ユ

ビオサエ 1]縁部横ハケメ。

12 址ijf,J甕 l 1,1.2 I 2. 8 1/8 []縁部μJr続構ナデ。内而ナデ。 2. 5 YR 6 / 6 

13 球胴甕 I 11. 0 I 9. 7 2, ~110 2/3 111,1 I＇『タテヘラケズリ ・Ill中11位タテヘラケス‘ 底部焼成後守孔。

リ。下釘i,｝吋氏部横ヘラケズリ。内rfii横ヘラナデ 7.5YR7/6 

•I 」縁部横ハケメ。 Ih]中位やや上小突起 2 。

1 4 無花壷 l 21.5 3D. 3 3/1 II|991下‘ドナナメヘラケスリ→胴上平タテヘラケズ 7.5YR7/6 

リ 、II個1日立横ヘラケスリ→Ill叶叩拉タテヘラケズ

リ＞［・-―|縁部断続横ナデ。内1｛［横＿J-デ。

第 104図

］ 球胴壺 l 7,800 2/:1 横ヘラケズリ→屁部タテヘラケズリ→［］縁部断 5YR5/8 

続横ナデ。内1fiinl,i1部ヘラオンアテ→ll縁部断続

横ナテ

2 無花壺 1 18. 0 (1,21111) 2/3 胴部タテヘラケズリ→Ill吋J_部・中i立タテヘラケ 5YR7/3 

ズリ→肩部・底部横ヘラケズリ→口縁部断続横

ナデ。内面横ヘラオシアテ・→口縁部横ナデ。

3 無花壺 l I 7. I 1/4 lllal l：半タテヘラケス~リ→横ヘラケズリ→口縁部 2. 5 YR 6 / 8 

横ナデ。内面横ユビオサエ—>l]縁部横ナデ。

4 無花壺 l 19. D I /3 胴上半タテヘラケズリ→ヨコヘラケズリ→肩部 5YR6/8 

タテヘラケズリ→胴部タテヘラケズリ→胴下部

タテヘラケズリ (2段）。内面横ヘラオサエ→

肩部ヘラナテ→口縁部断続横ナデ。

5 球胴壺 l 1/5 肩部ナナメヘラケスリ→胴部横ヘラケズリ→胴 5YR6/6 

下半横ヘラケズリ。内面横ナデ→胴下半ナナメ

ナデ。

6 球胴壺 I 15. 4 1/6 肩部タテヘラケズリ→横ヘラケズリ・f]縁部断 7.5YR 7 /8 

続横ナデ。内面横ナデ→［］縁部断続横ナデ。

7 球胴壺 l 15. 2 2 / 3 胴部タテヘラケズリ→府部ナナメヘラケズリ 5 YR 5/6 

(2段）底部ナナメヘラケズリ→口縁部断続横

ナデ。内面横ヘラケズリ→口縁部横ナデ。

8 小壺 l 14.1 3 / 5 胴部タテヘラケズリ→胴部横ヘラケズリ→口縁 5YR6/6 

部断続横ナテ。胴部内面横ナデ→口縁部断続横

ナデ。
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第20表第18号住居跡出土土器③

番号 I器種分碩
法最

口径 1底径 1 器高 1 容量

球胴壺 II 12. 5 

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

1 /4 I胴部タテヘラケズリ→ナナメヘラケズリ。内面 l7,5YR5/6

ナナメナデアゲ→口縁部横ナデ。

成形されたあと、胴下半を横に細かくヘラケズリされている。内面は、丁寧にヨコナデ仕上げされ

ている。肩部には、一対の貼付が見られる。

無花果形甕 1（無花甕 l) 胴部が、無花果形をした壺を一括する。底部は、やや出っ張りを残し

緩いカープを描きながら口縁部に到達する。口縁部は、くの字に曲がり胴部と付く。胴部は、縦に

細かなハケメ調整をしたあと、削り取られたようで、ハケメの残るものと、残らないものが出土し

ている。口縁部も同様である。従来から存在する器種である。

球胴壺 1（球胴壺 1) 底部から、ほぼ円形に口縁部へ到達する。球胴の壺である。口縁部は、狭

く外反しつつ立上がる。口縁部はヨコナデ、胴部は、横方向の細かなヘラケズリが施されている。

内面は、ヘラオサエによって器面を押えている。従来から存在する器種である。

古墳時代第 I期として分頬した土師器は、さらに細分が可能である。しかしここでは、新屋敷東

遺跡の古墳時代集落の出現期の様相をとらえるために、大きくとらえておくこととする。またこの

段階の良好な資料が、隣接する上敷免遺跡から大量に出土しているため、こちらの資料とともに対

比させ検討していくこととしたい。
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第105図古墳時代第 I期の編物石

(7) 遺物各説一古墳時代第 I期の編物石一

第11号住居跡の覆土中から編物石が 5点、第12号住居跡の覆土中から 1点出土している。しかし

両者とも住居跡の使用時に伴う編物石ではない。古墳時代第 I期には、編物石をもつ住居跡は確認

されていない。

第21表古墳時代第 I期の編物石

番号 出土遺構 長さmm 厚みmm 重さ g 石質等

第 105図

1 SJ 11 168 65 1120 安山岩

2 SJ 11 180 61 715 安山岩

3 SJ 11 166 86 730 安山岩

4 SJ 11 120 52 190 緑泥石片岩

5 SJ 11 安山岩

6 SJ 12 132 71 720 安山岩
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古墳時代第II期の遺構と遺物

遺構と遺物の概観

小山川の自然堤防の開発を機に進出した集落は、ほほ同様な場所へ竪穴式住居を営んていた。行

田市埼玉稲荷山古墳の鉄剣に前後する段階の出来事である。

カマドによる炊飯技術は定型化し、

か、丸い胴の甕から、細長い胴の甕へと変化していく。あれほと多かった高杯は、徐々に少なくなどの住居跡にもカマドか付設されている。調理のための器

り、変って杯。碗の絶対量か増してくる。

の叩蓋を模倣した土師器の杯か、大量に各住居跡から出土するようになったことてある。
しかし何といっても、 この段階の殻大の特徴は、須恵器

な土師器の杯は、群馬県の平野部から埼玉県、東京都にわたる地域て普遍的に見られる。いわゆる

模倣杯（杯蓋模倣杯）である。

このよう
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闘集落の構成 確認された竪穴式住居跡は、 11軒である。第 I期同様、小山川、もしくは福川の河

川跡か、調査区域内を蛇行しながら走り、その南側の自然堤防上に形成されている。この段階の河

川跡も、川底が、現地表面から 3m程度である。いまだに本郷前東・新田裏の自然堤防上には、集

落の痕跡をみることがてきない。竪穴式住居跡は、北～北東にカマドを設置するものが多い。第26

号住居跡のみが、大形の住居跡である。他は、全て住居跡の規模にあまり変化がない。

鵬竪穴式住居跡 全掘できた住居跡は、わずか第23号住居跡の一軒のみである。他は、どこかしら

他の住居跡の重複を受けている。竪穴式住居跡の基本的な構造は、壁の回りに壁周溝をもち、一辺

にカマドを付設し、 4本の柱で上屋を支える。一般的な構造である。

國カマド 調査されたカマドは、初原段階から長煙遣を踏襲し、短煙道はみられなかった。だがこ

の調査区内て短煙道かみられなくても、この集落内の竪穴式住居跡に短煙道の付設された竪穴式住

居跡が、無かったことにはならない。カマドの構造は、壁の面を四角＜トンネル式に煙道を掘り、

クランク状に壁の外に作られている。第19号住居跡では、調査区ぎりぎりに、垂直に立ち上がる煙

道を、明瞭に確認した。まだ煙り出し穴の工作法について、第21号住居跡のカマドで明らかになっ

た。まず煙り出し穴の位置に縦に小穴を掘り、これに向かって住居跡の竪穴側から煙道を掘ってい

く。そのため煙道の底部よりも、煙り出し穴が深く掘られている。

朧煮沸具 カマドで使われた器は、煮沸のための甕、食物を蒸すための甑、甕を支えるための支脚

である。カマドで者沸された痕跡は、外面に煤・炎痕跡、内面に内容物の焦付きとなって残る。甕

は、長胴の下膨れの甕か出現し、球胴の甕が、カマドに掛けられることは少なくなっている。蒸し

器である甑も、甕と同様の形態で、大形で底が筒抜けか、小形のロート状てある。どちらも内容物

の付着が認められる。支脚は、明瞭な形で製作され始まり、円筒の筒状の支脚である。すでに中実

と中空の 2者か存在し、カマドの構築の際は固定的に使用されていたと考えられる。高杯の坪部を

下にして利用した支脚は、高杯の減少とともに少なくなる傾向にある。

國食膳具 高杯と杯とで構成されているのは、第 l期と同様だが、生産量は、高杯：杯＝ 1: gと

大逆転する。注目すべきは、須恵器の杯蓋を模倣した、いわゆる模倣坪か出現することである。こ

の模倣坪、他の関東地方の各地の模倣杯と違い、口唇の端部に至るまで忠実に須恵器を模倣した
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第107図古墳時代第Il期遺構全体図(1)
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土師器であり、これを作ったエ人か、かりに須恵器の原土を用い製作し、この製品を須恵器の窯で

焼成したならば、全く須恵器と見間違うであろう。こうした模倣杯が、定型化した形で出現してく

る背景を考えていく必要かあろう。ただし須恵器は、破片で出土しているが、食膳具の中へは全く

参入していなかった。

置貯蔵具 貯蔵具としての明瞭な甕・壼は、見られなかったが、第23号住居跡出土の甕は、ていね

いに作られた球胴の甕で、口縁部に波状のヘラ状工具による沈線文が施されていた。この沈線文、

おそらく須恵器の口縁部の波状文を、意識して付けられたものと予測される。貯蔵穴は、第19。23

号住居跡から確認されており、貯蔵穴に杯か落ち込むような状態で確認されている。

鵬手濁形土器 第20号住居跡から出土した手燭形土器は、他に類例の乏しい土器である。使用方法

やこの土器の性格等について、詳しいことは分かっていないが、まま集落遺跡から出土している。

いわゆる杓子形ではなく、コップ状に作られている。柄の部分は、欠けていて明確ではないが、お

そらく復元とうりであろう。

國第22号住居跡 第22号住居跡の床面からは、大量の胚。坑か確認されている。この住居跡の調責

が、カマド部分のみであったことを考えると、全体で果たして、どれくらいの土器があったことで

あろう。ちなみに出土した土器のうち実測可能だった土器は、坪頬だけで74個体があった。
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坪・椀類

II 

lil 173 

105 

265 

VI 

VII 93 

VIII 

冒冒呻口縁杯

」．~ • • • 9”• - • * • 9 

須恵器杯身模倣杯

比企型杯

無高台坑

ill[[[]婉

小針型杯

言盤形暗文土器

一削り出し高台坑

口須恵器杯蓋模倣杯

二有段口縁杯

口暗 文土 器

響脚高高台婉

3

資
料
数

5
 

1069 

杯・椀類器種別生産量の推移

第22表古墳時代第II期住居跡一覧

住 居 跡 規 模 力 マ ド 貯蔵穴

No. 備 考

／ 長輔長さ 短軸長さ 掘込深さ 形 態 煙 道 長 さ 煙道幅 右袖長さ 左袖長さ 形 態 幅 深 さ

19 3. 75 3. 05 0. 15 正方形 I. 37 D. 27 I. 85 I. 60 シー267

20 4. 00 0. ID 長方形 シー270

21 0. 10 I. 30 o. 32 0. 80 c類 ユー273

22 5. 30 1. 20 長方形 1.27 0. 38 0. 73 0, 84 C類 ユー278

23 4. 50 4. 35 0. 30 正方形 0. 42 0. 36 0. 46 o. 47 B類 メー280

24 0. 54 長方形 メー281

25 D. 05 長方形 ヒー277

26 7. 50 0. 38 長方形 ヒー282

27 3. 60 0. 20 長方形 ミー285

28 4. 10 0. 51 長方形 ミー293

29 4. 85 0. 58 長方形 l. 15 0. 14 0. 75 0. 74 メー293
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(2) 遺構各説 ー遺構構築段階一

第i9号住居跡（調査時C2区25号住居跡）

シー267グリッドに位置する。重複関係は、第64号住居跡。

第 2 号掘立柱建物跡よりも古い。北辺のカマドの—一部は、調査

区域外である。住居跡の規模は、長軸3.75m、短軸3.05mを測

る。掘り込みの深さは、 15cmである。壁周溝は、カマド部分を

残し、完周している。柱穴は、ーケ所も確認できなかった。

カマドは、北辺に接し、右よりに構築されている。左右の袖

は、地山掘り残して造られ、壁外へ袖の長さよりもやや長く煙

第 109図 位置図
道が延ひる。燃焼部は、第 2号掘立柱建物跡の柱穴によって壊

されており、わずかな焼土層をみるだけである。煙道は、クラ

p
 

y
 

l

l

¥

-

OB-
B' 

゜
髯

堀立柱建物跡

。

口
第19号住居跨＿十層説明

］．暗淡褐色土 焼十粒十多盤含む

2.賠褐色上 砂粒子、焼土粒＋多星

焼上プロJク少星含む

焼十多扇含む

粒『か細かし、
：3．暗褐色士．

4．明褐色j:

2m 

第 110図 第19号住居跡
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ンク状に造られ、調査区外に延びる。

他の遺構の重複か激しく、また噴砂も発達しており、遺構確認は困難であった。

出土遺物は、土師器坪類のみである。

第 111図位置図

第 112図位置図

第20号住居跡（調査時C2区49号住居跡）

シー270グリッドに位置する。重複関係は、第127号住居より

も古い。北半分が調査区域外で、西半分が、第127号柱によっ

て壊されている。住居跡の規模は、長軸4.OOm、短軸―- mを

測る。掘り込みの深さは、 10cmである。壁周溝は巡っていな

い。柱穴は確認できなかった。カマドは、調査区域外である。

覆土が、地山の堆積層と近似していて検出が困難であった。

当初、遺物の分布状態から住居跡の存在を感していた。

出土遺物は、土師器杯・小形甕。手燭形土器・須恵器壼破片

などかある。

第21号住居跡（調査時C2区70号住居跡）

ユー273グリッドに位置する。重複関係は、第34• 118 • 128 

号住居跡よりも新しい。これらの住居跡によって、遺構のほと

んどが壊されているが、辛うじて西側の一部か残っている。住

居の規模は、測定不可能。掘り込みの深さは、 10しIllてある。壁

周溝は巡らない。柱穴は一本も確認されていない。

カマドは、北辺に接し辛うじて残っている。煙道は、抽の長

A 

Cエ
C)勺）

澪

0

Q
 

3

僭

|
,
-

第20号住居跡十層説明

暗褐色土 枯性強い
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第 113図第20号住居跡
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さの二倍近くあり、煙出し部のピットは明瞭に残っている。焚き口部は、検出されていない。

当初の遺構確認の時点では、複数の重複によって、多量の遺物の散乱が認められ、遺構として確

認するのは、困難であった。出土遺物は、土師器杯類だけである。
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第 115図位置図

第22号住居跡（調査時C2区71号住居跡）

ユー278グリッドに位置する。重複関係は、第140号住居跡よ

りも新しい。遺構の大半が、調査区域外のため全体の形状は分

かりにくい。住居跡の規模は、長軸5.30m、短軸―-mを測

る。掘り込みの深さは、 120cmである。壁周溝は、北側 5分の

1を確認しただけだが、四辺を巡りカマドの部分で切れるので

あろう。幅12~15cm。柱穴は、確認されていない。

カマドは、袖の一部が調査区域外に存在する他は、完璧に確

認できた。北辺のやや右よりに存在し、長い袖と、長い煙道を

もつ。左右の袖は、地山掘り残しで造られる。燃焼部は、比較

的大きく、焚き口の下部には、円形に淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃焼部から煙道部へ

は、一旦段差をもって立ち上がり、煙出し穴に向かう。

地山の堆積層と覆土は近似し、また当初は、第140号住居跡のカマドが、重なっていることを予

測できずに調査をしてしまった。

第22号住居跡に伴う出土遺物は、大量の土師器杯（実測可能個体で、 74個体）と、高杯である。
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(A-A') 
1.暗褐色土 黄色土粒多量、木炭少量含む。締り良
2.黄褐色土 黄色土粒多量、木炭、焼土少量含む
3.黒褐色土 黄色士粒多量、木炭粒を含む
4.褐色土 黄色土粒多量に含む。締り良
5.黒褐色土 木炭粒多量に含む。締りなし
6.黒色士 木炭粒、焼土多量に含む。締りなし
7.黄褐色士 黄色土粒多量、木炭粒少量含む。締り良

第22号住居跡土層説明 (B-B')
1.褐色土 黄色士粒多量、焼土粒を少量含む
2.黄褐色士 黄色粒子多量、木炭、焼土少量

含む
3.暗褐色士 黄色土粒、焼土粒多量に含む
4.暗褐色土 黄色土粒、焼土粒多量に含む
5.黒褐色土 黄色土粒、焼士粒多量に含む
6.黒褐色土 木炭粒多量、焼土粒少量あり
7.赤褐色土 多量の焼土を含む。締りなし
8.オリープ色士 多棗の灰、少量の木炭

8.黒褐色土 多量の木炭、焼士含む。締りなし
9.褐色土 黄色土粒多量含む、締り良
10.黒褐色土 黄色土粒多量含む。締り良
11.灰黄褐色土 黄色土粒多量含む。締り良、木炭少量含む
12.暗赤褐色土 焼土多量含む。締りなし
13.褐色土 黄色士粒多量、締り良
14.黄褐色士 黄色土粒多量、木炭粒少量含む、海リ艮。゜

2m 
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， c, 第23号住居跳士層；必明 (A-A')

9013 --" 1. 灰赤褐色土 焼上粒子多盤含む。強粘性、灰色上を

主とした陪

2.灰赤褐色土 1陪より明るい黒褐色プロ・Jク多塁含

む

暗灰褐色士 強粘性、粗粒十、炭化物粒子、炭化物

り 4. 黄褐色1： 地山

暗灰褐色土 炭化物多禁に含む

赤褐色士 下方に干るに従い淡くなる。焼上中心

暗褐色士 炭化物多昼含む

黄褐色上 地111

暗褐色上 黄色粒子を多塁に含む。木炭少盤、締 I)

良

II 褐色上 黄色粒—f•を多協に含む。木炭、焼上少闊含

む。締り良

-E  llI 褐色上 黄色粒＋を多星含む。木炭微盤、締り良

w 暗褐色土 黄色粒子を多螢合む。締り良

(B-B') 

暗黄褐色十 微塁のカーホン粒―I-含む。粘性あり

灰褐色上 多益のカーポン徴粒子、少星の焼土粒—f•

橙褐色士 多堡の焼土プロソクを含む、枯性なし

暗灰色土 多旦のカーホンプロソクを含む。

暗橙褐色士 多景の焼上微粒手を含む、粘性なし

8.青灰色上 プロソク状に入った青灰色の粘士層。

9.黄褐色上 多星の賀掲色七プロJクを含む

-F' ]0．淡灰掲色上 混入物の少ない砂質土層、粘性なし

11.暗橙褐色土 多景の焼士プロ・Jク、カーポン粒含む

13.橙色土 多斌の焼土で構成される。弱粘性、締り良

15. 黄褐色上 少姑の細粒砂を含む。粘性、締り良

。
2m 

第 117図第23号住居跡
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第23号住居跡（調査時C2区86号住居跡）

メー280グリッドに位置する。重複関係は、第14号住居跡よりも新しい。西北隅が、一部攪乱に

よって破壊されているが、そのほかはほとんど壊されていない。住居の規模は、長軸4.50m、短軸

4. 35mを測る。掘り込みの深さは30cmである。壁周溝は、南辺で全体、東辺・西辺で一部を確認し

たのみである。西辺の周溝は、第一次構築のカマドが廃絶した後に、燃焼部を埋め戻し、再び掘ら

れている。幅12~15cm。柱穴は北壁側に 2本、南に 1本確認されている。

カマドは、西辺左より（第一次カマド）と北辺右より（第二次カマド）と、使用時期の異なるニ

つのカマドが確認された。［第一次カマド］袖部は全て破壊され、壁外に煙道が、延びるだけであ

る。貼り床の下に燃焼部の底面が確認でき、カマド袖の規模もおおよそ推定することができる。

［第二次カマド］天井部は落ちていたが、良好に残っていた。北辺右よりに構築され、左右の袖は

第 118図位置図

第 119図位置図

地山を一部掘り残して造られ、壁外へ袖の長さとおなじくらい

煙道が延びる。燃焼部は、比較的大きく、焚き口の下部には、

円形に淡い赤褐色の被熟痕跡が確認された。燃焼部から煙道部

までの立ち上がりは、段差がない。

遺構の確認は比較的簡便であったが、第23号住居跡の下に、

第14号住居跡が存在していることは、貼り床を剥すまで認識で

きなかった。

第13号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・椀・高杯・甕．

小形甕．甑・壼など良好なセットである。

第24号住居跡（調査時C2区110号住居跡）

メー281グリッドに位置する。重複関係は、第51号住居跡よ

りも古い。遺構の大部分は、調査区域外である。北隅のごく一

部分を調査したにすぎない。住居の規模は、長軸―-m、短軸

--m、掘り込みの深さは、 54cmである。壁周溝がめぐり、こ

こに遺物が落ち込んでいる。貯蔵穴．柱穴等は確認されていな

しヽ。

カマドも調査区域外である。

遺構の直接の確認は、第51号住居跡の土層断面の観察によっ

て検出された。

第24号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪・高杯だけである。

第25号住居跡（調査時C2区27号住居跡）

ヒー277グリッドに位置する。他の遺構との重複関係は全く無いが、河川跡の侵食によって、遺

構の東側の大半が失われている。覆土の多くもこの侵食によって失われてはいるが、かろうじて床

面は確認できた。住居跡の規模は、長軸・短軸ともに不明である。掘り込みの深さは、 5cm程度し
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か残っていない。壁周溝．柱穴は、確認できな ＼ 
しヽ。

カマドは、西辺に痕跡程度確認されている。

袖の長さと煙道の長さがほぼ同程度の長さであ

り、焼土や炭化物等は確認できなかった。

遺構確認作業の時点では、確認することがで

きず、河川跡の調査時に遺構の存在を確認し

た。

第25号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯類

のみである。

／
 

＾
 

第24号住居跡土層説明

1.暗茶褐色土 微量の炭化物粒子、

細粒砂を含む。粘性、締り良

2.暗黄灰褐色土 少量の焼土粒子

炭化物粒子を含む、粘性、締り

良

3.暗褐色上 少量の炭化物粒子、

焼士粒子を含む、粘性、締り良

4.灰褐色土 微量の炭化物微粒子

含む、粘性、締り良

5.暗灰褐色土 多量の焼土粒子、

少量の炭化物粒子を含む、粘性、

締り良

6.暗黄灰色土 少量の炭化物粒子

7.淡灰色土 少量の炭化物微粒子

8.茶褐色土 少量の炭化物粒子・

9.暗黄褐色土 少量の炭化物粒子

夕—

sJ:25 

第 121図位置図

第26号住居跡（調査時C2区41号住居跡）

ヒー282グリッドに位置する。重複関係は、

第74号住居跡よりも古い。南半分は、調査区域

外である。第74号住居跡によって壊され、床面

の大部分が失われている。住居跡の規模は長軸

゜
2m 

第 120図第24号住居跡
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SJ26 

第 123図位置図

第 122図第25号住居跡

7.50m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは38cm

である。壁周溝・柱穴は、見られなかった。

カマドは、確認されていない。煮沸形態について

は、検討する材料がない。
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第26号1T居跡士層説明

褐灰色七 焼土粒、炭化物多盤含む

貿恨色上 焼七粒、炭化物少堡含む

烈褐色土 炭化物多益含む。焼土粒少斌含む

暗灰黄色＿十 焼士粒、炭化物徴批含む

暗灰黄色上

オリープ褐色L 灰化物少斌含む。粘性強

オリーフ褐色土 枯性強

9．暗）火黄色七 焼十粒子少悶含む

10，黄褐色上 カーポン微昼、焼十粒含む

第27号住居蹄上層説明

灰オリープ色十 枯十フロ I クと炭化物含む

暗灰貨色十 焼十と炭化物含む

オリープ褐色土

。
2m 

第 124図第26。27号住居跡
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第26号住居跡に伴う出土遺物は、土師器輝。高杯てある。

第 125図位置図

第 126図位置図

第 127図位置図

第27号住居跡（調査時C2区76号住居跡）

ミー285グリッドに位置する。重複関係は、第16号住居跡よ

りも新しく、第40。125号住居跡よりも古い。南側か調査区域

外である。全体の形状は明瞭で、床面まで破壊されていない。

住居跡の規模は、長軸3.60m、短軸―-mを測る。掘り込みの

深さは、 20cmである。壁周溝・柱穴は、確認されていない。

カマドは確認されていないが、北側に焼土か痕跡程度残存し

ている。

重複か激しいうえに、調査区か狭いこともあって、遺構の確

認・精査作業は難行した。

第27号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪。有孔小形碗・高

杯・用・甕。壺などかある。

第28号住居跡（調査時B区41号住居跡）

ミー293グリッドに位置する。重複関係は、第80。43• 102号

住居跡よりも古い。西半分は、調査区域外である。北東隅を43

号住居跡によって、西北を102号住居跡によって破壊されてい

ii る。住居跡の規模は、長軸4.10m、短軸―-mを測る。掘り込

みの深さは51cmである。壁周溝。柱穴は、検出されていない。

カマドも、検出されていない。

住居跡の覆土と地山が近似し、重複も激しく、確認に大変手

間取った。

第28号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯。高杯。小形甕．

甕．甑。須恵器蓋などがある。

第29号住居跡（調責時B区11号住居跡）

メー293グリッドに位置する。重複関係は、第45• 101号住居

跡よりも古い。この二つの住居跡によって南側半分を破壊され

ている。住居跡の規模は、長軸4,85m、短軸―-mを測る。掘

り込みの深さは、 58cmである。壁周溝は、カマド部分と北東隅

で一部切れるが、完周すると思われる。幅12~15cm。柱穴は、

確認されていない。

カマドは、ほぼ完全に調査された。北辺のやや左よりに存在

し、長い袖と、長い煙道をもつ。左右の袖は、地山を掘り残し
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第28号住居跡土層説明
］．明赤褐色土 焼土粒、炭化物粒混
2.黒褐色士 焼士粒、炭化物粒混
3.灰褐色土 やや粘質
4.鈍赤褐色士 焼上粒、炭化物粒混
5.鈍赤褐色土 焼土粒、炭化物粒混
6.明赤褐色土 焼土粒、炭化物粒混

ローム粒混

7.鈍赤褐色土 焼上粒、炭化物粒

A 
33.oo A' 

2m 

第 128図第28号住居跡

造られる。燃焼部はやや狭く、焚き口の下部には、円形の淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃

焼部から煙道部へは、一旦段差をもって立ち上がり、煙出し穴に向かう。煙道は、トンネル状にや

や左よりに掘り抜かれている。

地山の堆積層と覆土は近似し、また他の住居跡との重複関係から確認が難しかった。

第29号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・碗・高杯・甑・甕である。

(3) 遺構各説ー遺物出土状態一

第19号住居跡

カマドの燃焼部を中心とする主要な部分が、掘立柱建物跡の柱穴によって破壊されているため、

カマド内部の遺物については全くわからない。しかしその他の部分では、土師器坪のみ検出される

というきわめて特異な出土状態を示している。

（床面） 中央部のカマド前方に 2点の坪が、正位に置かれていた。またやや左寄りにも一点正位

に置かれた杯がある。床面上には、杯類が床直の状態で散漫に確認されている。

（カマド脇） 袖の右側では、カマド袖に接し 3点の杯が、焚き口部よりに正位に置かれ、また貯
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第29号住居跡士層説明

］．鈍黄褐色土 締り弱。

粘性弱。焼土粒子少

量含む

2.黒褐色土 締り強。

粘性弱

3.暗褐色土 締り弱。

粘性強

4.鈍黄褐色士 壁等崩

壊に起因する層と思
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ロニロニニ`冒〇 2m 

第 129図第29号住居跡

蔵穴とカマド袖の間の空間に、 3点の杯と 1点の大形杯が、これも正位に置かれている。カマド袖

左側には、やや離れて杯が 2点正位におかれている。 2点はやや離れている。

あたかも貯蔵穴とカマドを取り囲むように、土器が整然と出土した。

第22号住居跡

（床面） 調査区域の端で確認された住居跡であったため、全体の遺物の出土状態を考えることは

大変難しいが、確認された部分のみを考えると、カマドの右側部分に限り、おびただしい数の杯類

が確認されている。とくにここでは、出土が坪類に限られること、床直の出土状態が多いこと、重

塊の状態で出土していることなどが特長としてあげられる。なお出土状態を図化されている遺物

は、最下層の部分だけであるため、本来的な遺物の出土はもっと激しい。

（カマド内） カマド内の遺物も、数点の杯類が占めている。ただし燃焼部と焚き口部の遺物につ
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第 130図 第19号住居跡遺物出土状態

いては、調査区域外のため不明である。

このような多量な土師器を出土する遺構は、深谷市上敷免遺跡にもみることができる。

第23号住居跡

第23号住居跡では、カマドの作り替えが確認されるが、出土遺物のあり方からは、第 2次カマド

に伴う出土遺物のみであることがわかる。

（壁ぎわ）第 2次カマドと反対の方向に坪が、 4点壁に接して置かれている。

（床面） 甕2点、壼 1点、小形甕 l点が、床面のほぼ中央に横倒しになって確認されている。甕

1点と壼は胴下半が破砕されている。壼は口縁部が上を向き、置き台として転用されていた可能性

がある。
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第 131図 第23号住居跡遺物出土状態
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第 132図 第22号住居跡遺物出土状態

（カマド内） カマド内の遺物は、甕か 1点横倒しになって、 口縁部を焚き口部の方向に向けてい

る。燃焼部でも最も奥の部分から出土している。

（カマド脇） 左脇の部分から、甕 5点・杯 1点・高杯 1点が出土している。それぞれの土器をあ

たかも集めたかのように置かれており、小形の甕の口縁部は、杯によって蓋かされていた。

なお貯蔵穴状の部分から、口縁部に鋸歯状の沈線による文様か描かれた壷か出土しているが、

れは、第15号住居跡に伴う遺物である。

こ

(4) 遺構各説 ーカマドと煮沸土器一

古墳時代第II期のカマドと、煮沸にかかわる土器の関係について述べる。

古墳時代第II期のカマドの確認された住居跡と構造についてはすでに述べた。以下主要な 4軒 5

例のカマドについて詳細を述べる。

第19号住居跡

カマドに関係した遺物としては、明確な遺物をみることができなかった。それは、カマド燃焼部
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に、掘立柱建物跡の柱掘り方が、重複していたことから理解していただきたい。にもかかわらずこ

こで上げたのは、カマド煙道が、調査区域のきわに位置し、クランク状に排煙していた状態が確認

できたからである。焼土の痕跡を追うと、煙道天井部、煙り出し穴の全面に赤く焼けた痕跡を
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第19号住居跡・カマド土層説明

1.暗淡褐色上 粘性弱、しまり強、焼土粒子多量に含む

2.暗褐色土 粘性弱、しまり強、砂粒子、焼土粒子含む。若千の焼土

プロック含む

3.暗赤褐色土 粘性弱、しまり強、多量の焼士含む

4.明褐色士 粘性欠けしまり強、粒子は細かい

5.暗淡赤褐色士 粘性強、粒子細かく若千の砂粒子を含む

第21号住居跡・カマド土層説明

1.暗褐色士 粘性弱。粒子粗い。 118号住居跡カマド袖

2.淡晴赤褐色士 粘性強。粒子細かい。 118号住居跡カマド袖

3'淡赤褐色士 粘性強。粒子細かい。 118号住居跡カマド袖

4.赤掲色土 粘性強。締り強。焼土層。 118号住居跡カマド土部。

5.暗褐色土 粘性強。粒子細かい。

6.淡黄褐色土 粘性強。粒子粗い。

7.暗褐色土 煙道部

8.淡赤黄褐色土 灰多量含む。カマド基底部

第23号住居跡・カマド土層説明（西カマドA-A')

1.灰赤褐色土 焼土粒子多量に含む、粘性強、灰色士が主

2.灰赤掲色士 1層より明るい、黄褐色のプロック多量に含む

3.暗灰褐色土 粘性強、粒子粗、炭化物粒子多量に含む

4.黄褐色土 地山

5.暗灰褐色士 炭化物多量に含む

6.赤褐色土 下方に至るに従い淡くなる焼土中心

7．暗掲色士 炭化物多量に含む

8.黄褐色土 地山

1m 

第 133図 第19・21号住居跡カマド・遺物出土状態
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SJ22 ~-「□一／ 箪22号・住居跡カマト上層魂明

焼」．粒子 (3~

含む、粘性、締り良好
2. 暗茶掲色十． 焼土粒子 (5~10mm) 炭化

物粒子 (7mm) 少星含む、

粘性、締り良好

3. 褐色上 焼士粒子 (3~5mm) 炭化

物粒子（徴贔～ 3mm)少旦

140-13 含む、粘性、締り良好
4. 掲色上 焼土粒子 (3mm位）少禁含

む、粘性、締り良好

5. 暗茶褐色十． 焼上粒子 (1cm位）多贔、

炭化物粒-f・ (5 mm位）少訊

--=-(¥ 含む、粘性、締り良好
'- ¥¥ 6.暗賀褐色土焼ヒ粒子（微粒ー 3mm) 炭

-- --―'’ 化物粒子（微粒ー 5mm) 少

醤含む、粘性、締り良好
7.暗黄灰色上焼七粒―{- (5~10mm)微拭

白色細粒砂、少賊含む、

! [ 09  ロ ー ニ9 cm 8 暗黄掲 色土三言言 悶

I I '!, ―'i 、9．暗茶褐色七 焼土粒＋ （3 -lOmm) 多旦、炭化物粒子 (5mm位）少荒含む、粘性、
締り良好

10 暗荼親色土 焼士プロノク (1~2cm) 多麓、炭化物粒子微星含む粘性、締り良好

11.橙茶掲色上 焼士フロック (5cm位）多醤含む、粘性、締り良好（天井崩落層）

12.暗黄灰閑色土 焼七プロソク (2cm位）多鼠含む、粘性、締り良好

13.暗灰褐色 焼士プロソク (2- 3 cm) 多塁、炭化物粒子

（微粒ー 5mm)極多最に含む、枯性やや弱

締り良好

良く焼けた酸化喚層、枯性弱、締り良好

良く焼け締った焼士より成る、粘性欠、締り

良好、カマト 1村壁
闊 暗賛色土 少贔の細粒砂含む、枯性、締り良好、カマド

の袖
0 • 1m 

1—--—•—+ - l 

D' 

SJ23 

14.暗橙色土

15.橙色士

y
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こ-ク--—---—•
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第23号住居跡・カマド士層説明（北カマド）

I. 暗黄灰褐色土 少醤のカーポン粒子 (3mm位）細粒砂含む、粘性、締り良好 9. 黄褐色ナ

2.暗黄規色上 微殿のカーポン粒子 (3mm位）含む、粘性、締り良好 10.淡灰褐色土

3.暗黄灰褐色土 少盤のカーポン粒子 (3mm位）焼土粒子 (5mm位）含む、粘性、締り良好 11.暗橙褐色土

4.灰褐色土 多砥のカーポン微粒＋と少益の焼土粒子 (5~10mm) 含む、粘性、締り良好

5．橙褐色土 多星の焼土プロソク (2~3cm)含む、粘性欠、締り良好（天井）

6.暗灰褐色土 多星のカーポンプロック (3~4cm) 含む、粘性欠、締り良好

7. 暗橙褐色上 多祉の焼土微粒子を含む、枯性欠、締り良好

8.青灰色粘土 プロ／ク状に入った青灰色の粘土層、粘性、締り良好

1m 

8 B' 
ー百 u, — 

1m 

12. 茶褐色土

13.橙色土

14. 淡灰褐色士

15. 黄褐色土

多量の黄褐色土プロック (1-2 cm) 含む、粘性、締り良好

混入物の少ない砂質、カーポン粒、焼士粒等含まず、粘性欠、締り良好

多旦の焼土プロック (1~2cm)及びカーポン粒 (5mm内外）を含む

粘性欠、締り良好、色調等第 7層に近似

少羅の炭化物微粒子含む、粘性、締り良好

多最の焼土で構成、粘性弱、締り良好

少堡の炭化物粒子 (3~5mm) 含む、粘性、締り良好

少是の細粒砂含む、粘性、締り良好（地山）

第 134図 第22・23号住居跡カマド。遺物出土状態
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146-2 第29号住居跡・カマド土層説明
］．黄褐色土 焼土、炭多量含む
2.黄褐色土 焼土、炭多量含む
3.鈍黄褐色土 締り悪く、粒子細かい、炭、焼士粒子

少量含む
4.鈍黄褐色土 炭、焼土多量混入。灰褐色粘土混入
5.暗赤褐色土 焼土プロック多量混入
6.褐灰色土 締り悪い、炭、焼士少量含む
7.明黄褐色土 締り悪し、粘性有り。炭、焼土少量含む

ロ
＜！ 

B--.-刃

c畠
B' 

C‘ 

` 1m 

SJ29 

12 

10.cm 

第29号住居跡カマド・遺物出土状態
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確認することができる。

第20号住居跡

カマドは確認されていないか、土製支脚が出土している。中空の土製支脚で、分厚い枯土帯から

できている。埴輪馬の脚部のようである。内面は指押えで作り、外面は、縦にヘラケズリしたあ

と、底部を部分的にナデている。おそらく上部が欠損していると思われる。

第21号住居跡

カマドの燃焼部の中央やや手前に、土製支脚か立てられたままの形で残っている。中実の土製支

脚で、粘土の塊を指頭押えによって仕上げている。完形品である。上部が、徐々に小さくなってい

る。なおこのカマドの特徴として、煙道部の工作方法が明確にわかっている。カマドの煙道は、燃

焼部よりも一段高い。

第22号住居跡

大量に杯碗類が出土した住居跡である。カマドの燃焼部と煙道部の境に、煙道部から転がるよう

に杯か‘ー点出土している。これは覆土の堆積状態から、カマド燃焼部の上に置かれた坪が、カマド

天井部の崩壊とともに、落下したためと考えられる。カマド内ではないが、 2点の被熟痕等の残る

土器がある。 140-13は、甕形土器で、胴下半か欠損しているが、胴部外面に被熟痕を認めること

かできる。また内面には、外面の同様の位置まて粒状の付着物を認めることかできた。口縁部にこ

の痕跡か認められないことから、口縁部は、熟の回りにくい煮沸形態であったと考えられる。 140

-14は、小形の鉢形土器て、内面には被熟痕等は確認できないか、外面に口縁部直下から、底部に

かけて全体的に被熱痕を観察することができた。

第23号住居跡

北。東二つのカマドか確認されており、大量の被熟痕等の残る土器をみることができた。カマド

は、東カマドか廃絶後、北にカマドを移動させたと考えられる。遺物は、集中して北カマド側から

出土している。北カマドには、煙追中に甕が 1点横倒しになった状態で出土している。被熟痕等が

確認された土器は、 11点に及ぶ。 143-7の甕の外面には、口縁部直下から全体に被熟痕か広がって

いる。内面には、底部斜めに粒状の付着痕がみられた。おそらく最終的な土器の放置の際に、液体

状の内容物か、斜めの状態で置かれたのであろう。 142-2の甕は、外面中位に帯状に枯土。焼土

塊か付着している。カマド構築用の粘土の痕跡であろう。内面には全く痕跡かみられない。 142-

1の甕は、肩部以下に被熱痕を確認することかできた。しかし肩部以上はこの痕跡が確認すること

はできず、カマドに掛けられる状態を反映しているのであろうか。内面には、なんら使用痕跡はな

い。 143-2の甕は、口縁部のみしか確認されていない。しかしやはり口縁部と肩部の境に、被熱

痕跡をみることかできた。内面にはなにもみられなかった。 143-3の甕は、胴下半部しか確認さ

れていないが、胴中位以下に被熟痕を認めることかできる。 142-5の甕は、胴下半部が欠損して

いるが、胴中位以下に被熱痕を認める。内面になんら痕跡はなく、また口縁部にもそうした痕跡を

認めることはできない。 143-1の甕は、やはり胴下半部しか確認されていないが、胴中位以下に

被熟痕を認めることができる。内面には痕跡はない。 142-2の甕は、完形品である。胴中位やや

下から底部にわたり、被熟痕を認める。内面には、中位以下に粒状の付着物を認めることかでき
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る。 141-17の甕は、底部の•一部か欠損している。胴中位以下から底部にわたり、披熟展を認め

る。内面には、中位以下に粒状の付着物を認めることができる。 141-16の甕は、完形である。胴

中位やや下から底部にわたり、被熟痕を認める。内面には、なにも痕跡はなかった。 141-15の

壺は、完形である。胴中位に帯状に、枯土と焼土の付着物を認めることができた。他は内面も含め

何等痕跡はない。

第27号住居跡

明確なカマドの痕跡はみられなかったものの、被熟痕等の痕跡の残る土器 2点と土製支脚を確認

している。土製支脚は、途中まて中空で、大半は中実てある。外面を縦にヘラケズリし、底部の一

部でヨコナデを行なっている。上部か欠損しているために全体の大きさはわからない。 146-2 

は、甕で、口縁部から肩部にかけた部分を除く、胴上半部に被熱底か認められる。内面では、胴中

位に枯土の付着痕か認められた。 145-21では、小形の甕たが、外面の底部下半部に被熟痕を認め

ることかてきた。

第29号住居跡

カマドは、煙道部かクランク状に残る残存状態の良いカマドである。小形高杯か転倒し、燃焼部

円に置かれており、これか、カマド支脚の代用となったのてあろう。 147-12か、カマド関連の土

器として上げられるか、なんら披熱痕等はみられない。

(5) 遺物各説 一古墳時代第II期の出土土師器分類一

1 .l不坑類 食膳具の坪坑類には、 5つの器種かある。

内斜口縁杯 2 （内坪 2) 碗形の胴部て、口縁部て S字状に屈曲する。 S字状の口縁部か、第 1期

よりも緩く作られている。口縁内面は、扁平な面を形成し、外湾する0 [J縁部と胴部の接合か、外

面は緩やかたか、内面には稜かある。校は緩い。外面は、指抑えのあと、底部を細かなヘラケズリ

し、口縁部を数回に亙る断続的なヨコナデによって仕上げる。内面には、ヘラオサエ痕か残る。稜

を作り出す際に、断続的なヨコナデを行なう。

碗 2 （碗 2) 緩やかに内湾する箋形の土器である。深めの土器で、口縁部が内湾する。口唇部は

面をもち鋭い作りである。全体をヨコナデで成形し、底部を粗いヘラケズリによって作っている。

底部から□縁部へかけての厚みの変化はない。口縁部は素口縁である。

須恵器模倣杯蓋 2 （蓋胚 2) 須恵器の蓋付坪の蓋を模倣した土師器の坪である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK47の須恵器胚蓋Aの形態を模倣している。成形の過程は、まず底部内面を円形にヘラオ

サ工を行ない、外面を指押えによって成形する。口縁部を断続ヨコナデし、底部を細かく削って仕

上げる。なお底部のヘラケズリの技法として、中心部を一定方向に連続して削り、底部周辺を縁に

沿って、断続的に削る技法か出現する。口縁部は、一端強く内側に屈曲し、 S字状帖土を折り曲げ

口縁部を作り出す。口縁部は緩く外反し、外稜よりも口唇部の怪か大きいJ外稜は明瞭。エ具によ

る抑えは強い。底部は細かくていねいにヘラケズリする。口唇部は、凹状に面をもって構成され、

作りは全てシャープである。普通製品と、大振りの製品か存在する。須恵器の食膳具内への参入に

伴い出現した器種を継承し、独自の発展を続ける土器である。
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須恵器模倣杯身 2 （身杯2) 須恵器の蓋付杯の身を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK47の須恵器杯身 (TK47の須恵器杯身のBの系譜を引く）に、形態は近似している。蓋

杯2と同様、底部内面を円形にヘラオサ工を行ない、外面を指押えによって成形する。口縁部を断

続ヨコナデし、底部を細かく削って仕上げる。口縁部は、内側に傾斜しつつ立上がり、 S字状に粘

土を折り曲げて口縁部を作り出す。外稜よりも口唇部の径は小さい。外稜は明瞭。エ具による押え

は強い。底部は細かくていねいにヘラケズリする。口唇部は、凹状に面をもって構成され、作りは

全てシャープである。この口唇部の面は内側に傾斜している。須恵器の食膳具内への参入に伴い出

現した器種を継承し、独自の発展を続ける土器である。

平底杯 1（平杯 1) 底部の扁平な杯で、径が大きい。水平な底部から僅かに立上がり、口縁部で

外反する。稜は明瞭で、口縁部の断続ヨコナデも良く残る。底部のヘラケズリも、底部ヘラケズリ

から周辺ヘラケズリヘと進んでいる。第25号住居跡で一点だけ確認されているが、あるいは、さら

に後出するもので、本来は共伴資料としては適確ではないかもしれない。

2 高杯・器台類 食膳具の高杯・器台類には、 5つの器種がある。

和泉式系高杯2 （和高 2) 細長い柱状の脚は、輪積みによって作られ、高さが減り、ラッパ状に

開く。杯部は、外稜によって底部と口縁部が区切られる。緩く立上がる底部は、湾形をし、長く外

反していく口縁部とで構成される。断続ヨコナデにより外稜が作り出される。口唇部は、緩く外反

している。脚裾部には、断続ヨコナデが見られる。脚部のくびれは失われている。

平底高杯2 （平高 2) 高杯の坪部が平底の高杯である。大形の高杯の杯部しか見られない。断続

ョコナデによってていねいに作られている。口唇部の形状は不明ではあるが、おそらく凹状であろ

う。外稜の部分は欠損しているが、存在すると考えられる。内面は、ていねいなヘラオサエが見ら

れる。

有稜口縁高杯 2 （有稜高 2) 口縁部の有稜部のみが確認されている。有稜高 1に比較し、外稜部

の突出が低くなっている。有稜高 lでは口縁部の突出する外稜にハケメが残っていたが、見られな

くなっている。精巧さが欠けてきている。

須恵器小形高杯模倣高杯2 （須高 2) 須恵器高杯の模倣をしたと考えられる土師器である。とく

に杯部が、いわゆる模倣杯であり、裾部もあまり広がらず、明瞭な杯部が、伴っておらずやや不明

瞭。しかし脚接合部の著しいくびれ、脚から裾への激しい屈曲、ていねいなヨコナデ等から、従来

の高坪にこの器形の抽出は難しい。外来の要素、須恵器高杯の影響であろう。

器台 1（器台 1) 受皿部しか残っていない。指押えで外形を作り上げ、口縁部をヨコナデによっ

て仕上げている。内面は、ヘラオシアテで作りあげる。点数は少なく、どのような用途があるか推

定は不可能であるが、高杯類に入れておく。あるいは型式的に先行するものか。

3 小形製品 小形製品は、機能別に柱を立てるべきだが一括した。 10の器種を設定した。

手燭形土器（手燭） 手燭形土器は、 1点のみ確認されている。基本的には、指押えによって成形

し、ハケメで細かな調整を行なったあと、細かなヘラケズリによって細部を整える。コップ型の杯

部と柄部から構成される。

小形丸底壺 2 （小丸 2) 口縁部から胴部まで残るが、底部までの製品はない。内面をヘラオサエ
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によって成形し、外面は縦にヘラケズリした後、胴下半を横にヘラケズリする。口縁部は、内外面

ともに断続ヨコナデしている。球形の胴部は、扁平化し広口の口縁部が接合されている。

鉢A類 1（鉢Al) 小形の鉢形土器である。成形方法等は、模倣杯蓋の影響を受け、各部にその

影響がみられる。深めの椀。強く外反し、底部から緩く立上がっている。口縁部は、底部との境で

強く屈曲する。外面のヘラケズリは、粗く雑になる。内面はていねいにヨコナデされている。

鉢B類2 （鉢B2) 小形の鉢形土器である。成形方法等は、内湾坪のそれを継承しているものと

思われる。深めの湾形の口縁部で、厚く作られ、底部との境で強く屈曲する。外面のヘラケズリは

前段階に比べると粗く雑になる。内面はていねいにヨコナデされている。

鉢E類 1（鉢E1) 小形の鉢形土器。扁平な球胴。口縁部は、素口縁で、口唇部でやや膨らむ。

底部は縦に連続したヘラケズリが成され、肩部を横方向のていねいなヘラケズリが施される。口縁

部はていねいに断続ヨコナデされる。口縁部に一対の穿孔がみられる。

鉢F類 1（鉢F1) 小形の鉢形土器である。成形方法等は、模倣杯身の影響が、各部に見られ

る。深めの塊形。口縁部は強く内傾する。底部から緩く立ち上がっている。外面のヘラケズリは、

粗く雑になる。内面はていねいにヨコナデされている。

鉢I類2 （鉢 I2) 大形の鉢形土器。扁平な球胴。球胴甕の胴下半部を切断した形状に近似して

いる。口縁部は、内斜口縁杯の口縁で外反が強い。口唇部でやや膨らむ。底部は細かなヘラケズリ

がされ、肩部には横方向にていねいなヘラケズリが施される。口縁部はていねいに断続ヨコナデさ

れる。内面はていねいに指押えがされている。

鉢G類 1（鉢G1) 深めの鉢形土器、球胴に近い胴部で、小甕と小壺と鉢の中間形態。外面は、

ていねいにヘラケズリされている。内面はヘラオシアテ。口縁部は、内斜口縁杯の口縁で外反が強

い。口唇部でやや膨らむ。

小形壺 2 （小壺 2) 粘土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで成形する。外面

は、胴部を縦にヘラ削りしたあと、横方向のヘラケズリを行ない調整する。口縁部は断続ヨコナデ

によって作られている。口縁は、球胴の胴部から強く屈曲して作られている。外反している。第 I
期に比較し、胴の張りがなくなり、頸部の締付けも緩くなっている。

小形甕 2 （小甕2) 粘土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで、胴下半を成形

する。内面の胴上半は、断続的なヨコナデによって成形される。外面は、胴部を縦にヘラ削りして

いる。短い口縁部は、胴部から強く屈曲し外反する。底部は扁平になり、外面のハケメが見られな

くなる。

4 甑 甑の土師器全体に占める割合は、多くない。しかし 3つの器種の設定が可能である。

三角甑2 （三角甑2) 消火活動で使用する三角バケツに、形態が近似する。底部が緩く締まる。

底部を横方向にヘラケズリする特徴がある。口縁部はていねいにヨコナデされている。底部の穿孔

は、細く作られている。内面は、ヘラオサエによって成形されている。

甕形甑 2 （甕形甑 2) 頸部のあまり締まらない甕形の甑で、滑らかなS字カープを描き、口縁部

に到達する。外面は、縦にヘラケズリされ、底部のきわで再度縦にヘラケズリされる。口縁部は断続

的にヨコナデされている。内面は、下から 1/5の部分までヨコナデされており、胴部は縦にナデ
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第23表 第19号住居跡出土土器①

法 量
畠号 器種分類 残存度 手／去の特徴，成 1整）形の1順序 色翡・焼成・ 1更／II/h}}1¥'亨

口径 底径 器高 c谷s•里~. 

第 137図

l 蓋坪 2 11. 3 11 1 4.5 240 —部欠 庇部ヘラケズリ→口村部横ナデ。内而描ナデ。 5YR6/8 

2 蓋杯 2 11.9 11. 7 4. 2 240 3/5 庇部ヘラケズリ→Il緑音II断執横ナテ',内面横ナ 5YR7/6 

デ→口縁部断続横ナデ。

3 蓋杯 2 12. 0 11. 6 4. 4 380 2/3 屁部ヘラケスリ→口緑部断続描ナテ。内面横—)- 1. 5 YR 5 / 8 

デ→口縁部断続横ナデ。

4 ；惚坪 2 12.2 12. 0 1. 2 260 1/2 底部ヘラケズリ→I]縁合l1断続横ナデ。内面横ナ 5 YR 1 /8 
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第24表第19号住居跡出土土器②

法 憤
番号 器種分類 残存度 手／大の特徴・成（整）形の順序 色晶・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 9心←旦屯． 

-rート。

5 証坪 2 12. J 12. 2 4. 7 300 ー＂部欠 庇部ヘラケズリ・ー1]縁部断続横ナデ。内面横ナ 2. 5Y R 1 / 6 
損

デ→断続横ナデ。

6 菟坪 2 12. 6 12. 6 5. I 340 3 / 5 底部ヘラケズリ→口縁部断続横ナデ。内面断続 2. 5 YR 5 / 8 

横ナデ。

7 盈坪 2 11. 8 11. 8 4. 7 320 完形 底部ヘラケズリ→口縁部断続横ナデ。 1対面断続 5YR7/6 

横ナデ。

8 五坑02 12. 0 12.l 5 0 340 2 / 3 底部ヘラケズリ→口縁部横ナデ。内面横ナデ。 2. 5Y ll 5 / 8 

9 益応 2 11. 7 12. 0 4. 8 340 3/4 底部ヘラケスリ→[l縁部断続描ナデ。内面断続 2. 5 YR 6 / 8 

横ナデ。

10 ぷ）不 2 11. 9 11. 5 4. 7 3110 冗形 底部ヘラケズリ→「1縁部断続描ナデ。内面断続 5YR7/8 

横ナデ。

11 益妬 2 12. 5 I I. G 4 4 I /5 且部ヘラケスリ→「］縁部断統横｝デ。内曲断続 5 YI, 6 / 8 

ナデ。

12 森jI、2 II. I 11. 2 ,1.1 280 完形 底氾ヘラケズリ 1]縁部断続横ナデ。内面断続 附面黒色処罪 5 YR 6/8 

横ナデ。

13 滋杯 2 12. 0 12.,I 4. 8 300 1/2 I氏部ヘラケズリ→1五1辺ヘラオサエ十］縁部横ナ 5YI'6/8 

デ。内面丁＿只I吏Jij断続ナデ。

14 慕胚 2 l l. 4 11. 5 4 0 破片 l_l縁部横ナテ。内而横ナデ。 2.:iYR 5/6 

15 苫J不 2 ll. 2 14. 2 5. 4 480 2/3 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 25YR6/6 

横ナテ。 1,J面横ナデ＞断続横ナデ。

16 盆）不 2 10 I 8. 5 4. 5 180 2/:1 庇部ヘラケズリー・4恥』ヘラケズリ→「］縁部横ナ 2.5YR 5/8 

デ。内lh]断続横ナテ。

17 浣 2 17.,, 17 5 8. 2 I, ODO 一部欠 li恥I！ユビオサエ→1氏部ヘラケズリ→「1縁部断続 5YR7/6 

損 横ナデ。内面横ナデー叶析続横ナデ。

18 碗 2 1 3 5 1,1. 3 5. 4 1/5 屁脅IIユビオサエ→庇部ヘラケズリ→ 11 縁部—J-デ 5YR6/4 

州朴］而断続横ナデ。

1 9 碗 2 11.3 11.7 4. 7 280 完形 I氏部ヘラケズリ→l―l縁部横ナデ→内面横ナデ。 5Yl<6/8 

第25表第20号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 印去の特徴・成（整）形の1順序 色凋・焼成・使用股跡等

口径 底径 器高 、f9し＜ヒ

第 137図

20 倫／~; 2 I I. 8 11. 5 4. 2 1/6 底部ヘラケズリ→口縁部横ナデ。内面横ナテ。 7.5YR 7 /6 

2 l 須恵器 破片 平右タタキ→惜カキメ。内面同心円文連続タタ 5YR5/l 

壺 キ 破片は他にもある。須恵器

22 小壺 2 12. 6 4. 2 13. 7 1,400 4 /5 胴部横ヘラケズリ＞底部ナナメヘラケズリ→［］ 5YR7/4 

縁部枡続横ナテ。内面ヘラオシアテ→□縁部断

続横ナデ。

23 球胴壺 rr 14. 0 2 / 3 服部タテヘラケズリ→横ヘラケズリ・→口縁部横 5YR7/6 

ナデ。内面ヘラオシアテ→「1縁部駈続横ナデ。

24 千燭 180 2 / 3 媒i休］面工具オシアテ→［］縁部横ナデ。外面碗部 2. 5 YR 5 / 6 

ヘラケスリ→把手部ヘラケズリ。
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第26表第21号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手1）；の特徴・成（整）形のII頂I"{, 色淵・焼成・ 1史／廿痕跡等

口径 底径 器高 容呈

第 138図

l 蓋坪 2 11. 2 10. 5 4. 6 260 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→II縁部横ナ 2 5YR 6/8 

デ。内面断続ナデ。

2 蓋坪 2 12. 5 12 0 4. 7 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 2 5YR 5/8 

ナデ。内面断続ナデ。

3 身奴92 1/3 底部ヘラケスリ→内面横ナデ。 2. 5 YR 6 / 8 

4 身坪 2 1/:1 屁部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ＞口縁部横ナ 25YR6/8 

テ。内而横ナデ＞断続横）ーデ。

5 蓋J不 2 11. 2 JO. 5 4 6 1/4 庇部ヘラケスリ→庇部）占］辺ヘラケズリ。内面横 2.:, YI, G / 8 

ナデ。

第27表第22号住居跡出土土器①

怯 星：
番号 器釉分類 残行度 干法の牡微・成（整）形のJI厭序 色晶・焼成・使用痕跡等

口径 底任 器高 •合ノ・ミよ9っ旦． 

第 138図

0 億）ィ、 2 II,1 l l. 4 4. 3 1/5 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケス~リ→ 11縁部断続 25YR6/6 

横ナデ。内面断続横ナデ。

7 位／；f2 380 部欠 底部ヘラケスリ＞周辺ヘラケスリー-11縁部断続 5YRG/8 

jii 横ナデ。内伽ヘラオシアテ—→「 1縁部 l枡悦横ナ

デ。

8 慕J不 12.1 12. I 4. 7 360 1/2 屁部ヘラケズリ鳴I辺ヘラケズリ 1LI縁部断続 2. 5 YR r; / 6 

横ナデ。内 1t11ヘラオンアテ—·I析絨横ナテ。

9 蓋J9F2 12. 5 11. 6 4. 4 1/5 底部ヘラケスリ 1]縁部断絨横ナデ。内面断絨 5Yli6/8 

横ナテ。

10 盗坪 2 12. 0 11.6 5. 0 360 2/1 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケスリ＞［J縁部横 爪跡か□縁部にタテにつく

ナデ→ヘラオシアテ斗析続横ナテ。 2.りYI!5 / 6 

II 慕杯 2 13. 2 12. 5 4. o 380 1/2 底部ヘラケスリ→周辺部ヘラケズリ→I.I縁部断 oYR7/4 

続横ナテ。 1村面断続横ナテ。

12 蓋Jボ 2 l l. 8 11. 3 4. 8 320 2/:l 氏部ヘラケスリー濯／翡辺ヘラケズリ、＞口縁部断続 2. 5Y l{ 4 / 6 

憧ナテ。内血屁部ヘラオヽノアテ•→ l析続横ナデ。

13 菜J不 2 12 I 11. 3 5. 0 300 完形 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ→II縁部横 oYRl/8 

ナデ。内而屁部ヘラオシアテ→横ナデ。

14 器j~; 2 11. 5 l l. 5 4 8 1/2 こlビオサエ→氏部ヘラケズリ→口縁部横ナデ。 5YR7/6 

内面ヘラオソアテ→口縁部断続横ナデ。

15 苫胚 2 11. 7 11. 6 5. 3 310 2 / 3 屁祁ヘラケズリ 4』辺部ヘラケズリ— >[1緑部断 2. 5 YR 6 / 8 

統横ナデo I村面1氏部ユビオシアテ王1縁部断続

横ナデ。

16 菟jI、2 11. 6 11.1 4. 8 300 完形 氏部ヘラケズリー＞周辺ヘラケズリ→II縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

横ナテ。内1訓底部ヘラオシアテ可7緑部断続横

ナデ。

l 7 蓋J不 2 12. 0 11. 0 4. 8 1/5 此部ヘラケスリ 4周辺ヘラケズリヽロ縁部断続 2. 5 Y ll 5 / 6 

＿J-テ。内［川断続横ナデ。

18 盗杯 2 12. 7 12. 0 4. 5 1/5 屁品ヘラケスリ吋＿1縁部断続横ナデ。内rfJil1iS部 :i YR 6/8 

ヘラオサ‘亡 •[7縁部断続横ナデ。
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第28表 第22号住居跡出土土器②

法 陀
訴号 器神分顆 残存度 手法の竹檄成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

[ li斧 屁径 器高 ,'合勺'四tl• 

← 
19 苫J不 2 12. 4 11 5 4 8 1/5 ／囚］』部ヘラケスリ→底部ヘラケズリー王］縁部断 5 YR 6/8 

続ナデ。内面口縁部断続横ナテ。

20 互以； 2 12. 5 12. 4 4 7 1/5 周辺部ヘラケズリ→庇部ヘラケズリ→口縁部断 2.5YR 5/8 

続横ナデ。内面 r•1縁部断続横ナテ。

21 盗Jィ92 12. 0 1 1. 9 4. 5 1/3 底昂ヘラケズリ→口縁部断続横ナデ。内面「」縁 5YR7/6 

部断続横ナデ。

22 誼拓 2 11.7 11. 7 5. 0 1/4 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ→[|縁部1祈 内面黒色処理

続横ナデ。内面断続横ナデ。 25YR6/6 

23 羞杯 2 12. 5 l l. 4 5. IJ 1/S 屁部ヘラケズリ←周辺ヘラケズリi]縁部横ナ 25YR5/6 

テ。内面断紋横ナデ。

2,1 紅J不 2 12. 7 11. 8 5. I 30 0 一部欠 庇部ヘラケスリ←「1縁部断涜横ナデ C] 内面ヘラ 2. 5 YR 6 / 8 

損 オンアテ→断絨横ナデ3

25 苫J,-f2 12, 2 11.7 4, 5 I /5 周jJJ部ヘラケスリ→口縁部横ナデ。内面惜—J-テ。 5 YR 6/8 

26 菜JA、2 l l. 6 11.2 4.4 1/4 底部ヘラケズリ→周』部ヘラケズリ→L]縁部断 5 YR 6/8 

続横ナテ、。内面ヘラオンアテ→口縁音Ill枡続横ナ

ごJ2 o 

27 辺J{2 12 5 11.7 4. 7 320 4 / 5 屁部ヘラケスリ→周辺部ヘラケスリ→[l縁部断 爪跡か口縁部にたてに残る

続ナテ。 1人」面ヘラオシアテ→横ナテ。 2. 5 YR 6 / 8 

認 蓋Jィく 2 1:1.2 l l, 8 4. 8 凶／ 3 屁部ヘラケスリ→周辺部ヘラケスリ→0縁部断 2. 5 YR 6 / 8 

続ナテ。内面II応部ヘラオサエ→断絨横ナデ。

29 蓋Jィ： g 12 !I I 2. 5 5. 0 1/6 叫埃部断続横ナデ。内血憧ナテ。 5YR6/8 

:111 義比 2 I I. G 11 2 4. 5 1/6 1氏孔IIヘラケズリ＞周辺部ヘラケズリ •II縁部断 5YR5/8 

続横ナデ。 1村面断読横ナテ。

i l 紅J,f2 13. 2 12 ll 4 5 1/5 1氏部ヘラケスリ王1縁部1折統横ナデ。内面断続 5YR5/8 

横ナデ。

32 9席）不 2 12 8 12 0 4 2 1/:l 庇部ヘラケスリ＞周辺部ヘラケズリ＞［］縁部断 2. 5 YRS/ 8 

絨墳ナデ。内面横ナデ。

33 叢J,f2 12. 0 l ] 4 5, 2 1/6 底部ヘラケスリ→周』部ヘラケズリ→□縁部断 2. 5 YR 5 / 6 

続横ナテ (2段）。肉血浙続横ナテ。

'.14 盈j1、2 12.1 I I. 7 4. 5 1/2 屁部ヘラケスリ→周辺部ヘラケズリ→1:]縁部断 5YR6/8 

続横ナデ。内面底部ヘラオサエ→横ナデ。

35 盆J,r2 11. 8 11 7 5 1 3/4 氏部ヘラケスリ （細かい） 4］禄部断続横ナ 25YR5/8 

テ。内血ヘラオシアテ→［］縁部浙続横ナテ。

36 籍坊 2 12. 0 l l. 5 5. I 34 4 / 5 周辺ヘラケスリ→底部ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

横ナデ。肉面庇部ヘラオンアテ→断続横ナテ。

37 苫J不 2 12. 5 12. I 4. 7 I /5 庇部ヘラケズリ＞周辺部ヘラケズリ→口縁部断 25YR5/6 

続ナデ。内向断続ナテ。

第 139図

l 椛Jf2 11 3 10. 6 4.4 1/4 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「」縁部断続 5YR6/8 

ョコナデ。内面ヘラオシアテ斗枡続ヨコナデ。

2 蓋坊 2 11. 8 10. 7 4. l I /5 周辺ヘラケスリ王1縁部断続ヨコナテ。内面断 2. 5Y R 5 / 6 

続ヨコナデ。

3 蓋杯 2 11. 8 11.0 4. 6 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→口縁部断続 75YR6/6 

ヨコナデ。内面ヘラオンアテ→断続ヨコナデ。

4 盗J,f;2 13 0 ll.2 4. 3 l/4 屁部ヘラケズリ→周』ヘラケスリ→[]縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ，断続ヨコナデ。
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第29表第22号住居跡出土土器③

法 沿
番号 堺種分妬 残介度 fl大の牡徴・成（整）形の順Ii 色晶l・焼成・使用痕跡宵

「l径 I氏1苓 ＂')9げ!1 f9 T 99 ヴ＇（ 卜ゞ99 ゴ且

5 苫J不 2 12. I 11. 5 1. " 1/5 周辺ヘラケスリ―•I I縁部断続clコナデ。断続ヨ Ll縁部縦に爪1且跡

コナデ。 2. 5 YR 4 / 6 

6 盈J1、2 l ]. 4 10. 7 4り 1/3 肛部ヘラケズリ、周辺ヘラケスリ→口緑部断続 5YR6/6 

ョコナデ。内面ヘラオシアテ— >11計続ヨコナテ。

7 慕J不 2 ] 2 4 11.7 4.・1 1/5 底部ヘラケス~リ＞周辺ヘラケスリ→口縁部断続 25YR5/6 

ヨこJナテ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

8 沿jィ； 2 12 0 II I 5. l :12 0 完形 屁部ヘラケズリ -I¥|』ヘラケスリー>|]縁部断続 2. 5 YR :i / 6 

ヨコナテ。 1月面ヘラオンアテ 4枡続ヨコナデ。

9 盆）~; 2 I 2. G 12. I 5. 2 :MO 一部欠 庇部ヘラケスリ→1占l)ルヘラケズリ ,1-1縁部断続 2. 5 YR 5 / 8 

札i ヨコナテ。 11、IIEiヘフオンアテヽ断続ヨコナデ。

Ill 盈J1:2 12. 6 11. 8 5. 4 氏，¥IIヘラケスリ→周辺ヘラケズリ汀1縁部断続

ヨコナテ'。 1)J Iliヘラオンアテ— •liJ r 続三l :] -)ーデ。

II ぷJォ、 2 12. U 12. 0 5. II 3,111 ーー：予II欠 1氏部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ＞「I筏部断絨 2. 5 YR 6 / 8 

似 ヨコナテ。内面ヘラオシアテ—寸枡続ヨコナデ。

12 忍／ィ、 2 12. 9 11 0 5 I 1 /3 IIし部ヘラケズリ信］）』ヘラケスリ•[J縁部断続 2 5YR 5/6 

ヨコナデ。内liIIヘラオンアテ→II昂続ヨ：」ナデ。

1 3 忍ii,1: 2 1 9] 0 12 :1 5 3 1/:1 li¥店|Iヘラケスリ叶，＇加 aヘラケスリー＞口縁部ヨコ 5YR7/G 

1 4 盆J•]、 2 12. 0 12 0 5. 6 :MO 1,iIIJA’、 恥'911ヘラケスリン周辺ヘラケズリ・→[]縁部断続 75YR7/6 

似 ヨコナデ。 1All11]I枡続ヨコナテ・,

15 ；位）1'2 12. :, 12 I 4. 8 :160 1 ／う 応聞ヘラケズリ 寸!,]辺ヘラケズリ→［」縁部l祈続 2. 5Y R 4 / :I 

ヨコナテ。内in断絨ヨ：」ナテ3

1 6 慕J,1、2 1 2. 4 12 II ぅ． 0 1/5 I応：Iiヘラケス~リ •1 古］ 1リヘラケスリ ·I」縁部断続 I―l縁部にi徒に1「限あり

ヨコナデ。内Iill枷読ヨコナテ‘。 2. 5 YR.I/ 8 

17 盈J』:2 I 2. :1 12.1 i.8 3211 噌Ii欠 氏，・；|：ヘラケズリー屯l山ヘラケスリ＞「l縁部ヨコ 5 YR 7 / 6 

捐 ナデ。内旧ヘラオシアテ→1枡試ヨコナデ。

18 盈)~、 2 12. 0 l l. 6 i Ii :120 ，1／う 恥泣L ヒォ•1)□「--1万1 山ヘラケスリ ·II縁部 llli続 SY R 6/ 8 

元形 ヨ：］J-テ。内面ヘラオサ工—屯断続ヨコナデ。

ID 芥J木 2 11.8 12. 1 5. 3 3/40 冗｝移 llk部ヘラケスリー、周辺ヘラケスリ 1[]縁部ヨコ 2. :i YR 7 / 6 

ナデ。肉而ヘラオサエー噌仇粒ヨコナテ。

20 益J不 2 1 2. 8 12. 0 4, 6 ll/5 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケスリー＞口縁部断続 2. 5 YR 5 / G 

ヨコナテ。内卯ヘラオサエ＾叶枡読ヨコナテ。

21 内外‘と 1 3 6 11. 8 4 1 31i(I 1/2 1氏部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリーと［］縁部断絨 2 5YR 5/8 

ヨコナテ。内血ヘラオサエ→ヨコナデ。

訟 内）ボ 2 1 3. 2 l l. 9 4. 8 l/'.I 底』Iユビオサエー1氏部ヘラケズリ→［］縁部ヨ：1 5YR6/8 

ナデ。内血ヘラオサエ＞断紬ヨコナデ。

23 五J不 2 12. 5 12. 5 5 0 1/4 此部ヘラケズリ->周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内血断続ヨコナデ。

2 1 盗坑、g 11. 8 11. 7 4．，1 :]1111 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケス｀「J,11縁部断続 内面患色処j'I'

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 5Yll5/3 

25 芯｝ィ、 2 12. 7 12. 7 ,I. 3 1/S 氏部ヘラケスリ粛1辺ヘラケス＇リ→［］縁部断続 2. 5Y R 5 / 5 

ヨコナデ。 l,J面断砂ヨコナデ。

26 身J不 2 10. 4 12. 3 4. 7 JOO 冗形 肱部ヘラケスリ、周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5 YR 7 / 8 

-)-デ。 1}、1面ヘラオサエ叶析続ヨコナテ‘。

27 升J不 2 11. 0 I Z. 7 4. 3 I /4 庇部ヘラケズリ屯l辺ヘラケズリ 干口縁部ヨコ 25YR4/6 

ナデ。 1勺1仙ヘラオサエ寸杜r続ヨコナデ。

28 身杯 2 11.ビ 1 3, 0 4 5 300 2/3 庇部ヘラケスリ→1古］）』ヘラケズリ寸1縁部浙続 2. 5 YR 5 / 8 

ヨ：1ナテ。内Lliiヘラオサエー,11叶続ヨコナデ。
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第30表 第22号住居跡出土土器④

法 菫
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闘・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 r谷→虫日

29 身）I、2 11.0 13. 0 4. 6 1/5 底部ヘラケズリ->周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR5/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

30 身坪 2 11. 8 13. 0 4. 7 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR6/8 

ナデ。内面浙続ヨコナデ。

31 身J不 2 12. 7 13. 4 4. 3 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/6 

ナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

32 身J不 2 12. 0 13. 5 4. 2 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→口緑部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR7/6 

33 身杯 2 12. 5 14. 6 1. 3 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 J.5YR J /6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

34 羨杯 2 15. 0 1 4. 2 6. I 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR4/3 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ速斤続ヨコナテ。

35 贅杯 2 15. 4 14.1 6. 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[J縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

'.16 蓋J不 2 15. 8 15. 6 6. 4 760 完形 朕部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー9 口縁部ヨコ 2. 5Y R 6 / 8 

ナデ。内面ヘラオサエ＞ヨコナデ。

第 140図

1 内坪 2 12. 3 II. 6 5. 3 1/5 屁部ヘラケズリー・厨辺ヘラケズリ→1_1緑部断続 2. 5 Y fl 6 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 菜杯 2 13. 5 14. 0 5. 0 1 /5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨ 2. 5 YR 6 / 8 

コナデ。

3 身）f2 14. 5 15. 4 6. 9 700 ＿―-部欠 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→11縁部断続 2. 5 Y fl 6 / 8 

拍 ョコナテっ内而ヘラオサコ コナテ。

4 置）f2 14. 5 14. 6 6. 2 2/3 庇部ヘラケズリ→1蘭辺ヘラケズリ→17緑部断続 5YR6/8 

ヨコナテ。内面ヘラオサエ」断続ヨコナデ。

5 内杯 2 14.•l 15. 0 6. 3 1 /5 周辺ヘラケズリ 1[j縁部ヨコナデ。内面断続ヨ 2. 5Y R 6 / 6 

コナデ。

6 鉢El 6. 7 9. 7 6 0 240 完形 庇部ヘラケズリ->周辺ヘラケズリ→口縁部廂続 口縁部に一対穿孔あり

ヨコナテ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 2. 5 YR 5 / 6 

7 須高 2 12 2 11. 5 10. 7 2/5 J不底部ヘラケズリ→周』ヘラケズリ→口縁部浙 2. 5 YR 5 / 8 

続ヨコナデ ・11!11部ヘラケズリ→裾部断続ヨコナ

デ。内面J不部断涜ヨコナデ＞脚部ヘラケズリ→

裾部ヨコナデ。

8 和高 2 16. 7 9. 5 1/5 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ刈 l縁部断続 5Yll7/6 

ョコナテ。内而断続ヨコナデ。

9 小丸 2 l/5 断続ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。 25YR6/6 

10 和高 2 1/6 縦ヘラケズリ→断続ヨコナデ。内面縦ヘラケス‘ 25YR5/6 

リ→断続ヨコ—J-デ。

11 須高 2 1 /5 縦ヘラケズリ→断続ヨコナデ。内血縦ヘラケズ 2. 5 YR 6 / 6 

リ→断続ヨコナデ。

12 須高 2 1/4 縦ヘラケスリ→断続ヨコナテ。内面縦ヘラケズ 2. 5 YR 6 / 8 

リ→断続ヨコナデ。

13 球胴南 2 13. 0 1/4 胴部横ヘラケズリ→胴t半部左1：かられ下へへ 5YR6/8 

ラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ナナメーJ-

デアゲ→1個上乎部ヘラオサエ—十］縁部断続ヨコ

ナデ。
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第31表第22号住居跡出土土器⑤

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

14 鉢 I2 18. 5 1/4 指頭オサエ→横ヘラケズリ→底部細かなヘラケ 2.5YR4/6 

ズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ

→底部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。

第32表第23号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 140図

15 蓋杯 2 12. 3 10. l 4. 2 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 2. 5Y R 6 / 8 

続ヨコナデ。

l 6 蓋杯 2 12. 0 11. 4 4. 7 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

17 蓋杯 2 12. 4 11. 6 4. 3 300 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ョコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

18 蓋杯 2 12. 0 11. 6 4. 8 320 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

19 蓋坪 2 12. 2 12. 0 4. 7 300 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコ

ナデ。

20 蓋杯 2 13. 0 12. 2 4. 7 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

2l 蓋杯 2 12. 0 11.7 4. 7 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

22 蓋杯 2 l2. 6 12. I 4. 8 340 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

23 蓋杯 2 11. 9 11. g 4. 5 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

24 蓋杯 2 12. 0 11.1 4. l 200 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

25 蓋杯 2 10. 5 10. 1 3. 8 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR4/3 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

26 内杯 2 13. 4 12. 0 4. 1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

第 141図

l 蓋杯 2 14. 6 13. 7 6. 0 1 /5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 蓋杯 2 14. 5 14. 0 6. 3 600 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

損 ヨコナデ。内面ヘラケズリ→断続ヨコナデ。

3 蓋杯 2 14. 5 13. 7 5. 1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

4 身坪 2 11. 5 13. 3 4. 5 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

損 ヨコナデ。内面ヘラケズリ→断続ヨコナデ。

5 鉢 F1 6. 5 9. 0 4. 6 140 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/8 
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第33表第23号住居跡出土土器②

法 績
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色謡・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容量

ヨコナデ。内面ヘラケズリ→断続ヨコナデ。

6 和高 2 16. 5 9. 8 11. 7 400 3/4 杯底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断 2. 5Y R 7 / 6 

続ヨコナデ→脚部ヘラケズリ→裾部断続ヨコナ

デ。内面胚部断続ヨコナデ→脚部ヘラケズリ→

裾部ヨコナデ。

7 和高 2 13. 4 12. 0 4. 1 1/4 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ (4段）。内面断続ヨコナデ。

8 器台 l 12. 3 13. 1 1/4 ユビオサエ→ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/8 

9 須高 2 断続ヨコナデ。内面縦ヘラケズリ→断続ヨコナ 2. 5 YR 5 / 6 

フ一ー。

10 和高 2 1/4 断続ヨコナデ。内面縦ヘラケズリ。 2. 5Y R 5 / 8 
II 須高 2 1/3 断続ヨコナデ。内面縦ヘラケズリ。 5YR7/6 

12 鉢G1 ID. I IO. 0 10. 7 800 4/5 胴ヒ半部斜めヘラケズリ＞庇部縦ヘラケズリ・・＞ 5YR5/8 

11.1中位横ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面へ

ラオシアテ→口縁部ヨコナデ。

l 3 小丸 2 1/3 胴上半部斜めヘラケズリ→胴中位横ヘラケズリ 5 YR 6/6 

→[l縁部断続ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→口

縁部断続ヨコナデ。

14 複口壺 2 21.1 I/,¥ 胴上半部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内 5YR6/6 

而ヘラオシアテ→口縁部断続ヨコナデ。

15 無花壺 2 17. 6 4. 0 28. 5 7,600 3 / 4 ヨコナデ成形→II月中位縦ヘラケズリ→庇部横ヘ 2. 5 YR 7 / 6 

ラケズリ→口縁部断続ヨコナデ—>鋸歯状文施文

内面縦ナデアゲ→横ヘラオサエ→口縁部断続ヨ

コナデ。

16 球胴甕 2 l l. 6 4. 5 18. 5 2,000 --•部欠 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部横ヘラケズリ→口 5YR7/4 

損 縁部断続ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→ヘラ

ナデアゲ→口縁部断続ヨコナデ。

17 球胴甕 2 l 4. 5 4/5 胴部縦ヘラケズリ (4段） ＞底部横ヘラケズリ 5YR6/4 

内面—J-デアゲ→横ヘラオサエ→口縁部断続ヨコ

ナデ。

第 142図

］ 長下甕 l 17. 2 5. 5 32. 0 5,300 5/6 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→胴上半 5YR8/4 

部斜めヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内而底部

ヘラオサエ→胴部ユビナデアゲ→ヘラオサエ→

口縁部断続ヨコナデ。

2 長下甕 l 18. l 5. 7 32. 0 5,800 5/6 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部縦ヘラケズリ→胴 !OR 6 / 6 

上半部ヨコナデ→口縁部ヨコナデ。内面底部へ

ラオサエ→ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

3 長下甕 l 19. I 26. 0 4,200 完形 胴部縦ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→胴上半 2. 5Y R 7 / 8 

部斜めヘラケズリ→胴上半部ヨコナデ→口縁部

断続ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→胴部ヘラ

ナデアゲ→底部ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナ

デ。

4 球胴甕 2 15. 0 6. 0 21.7 3,200 5/6 胴部縦ヘラケズリ (3段） →底部横ヘラケズリ 2. 5Y R 6 / 8 

→口縁部断続ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→

胴部横ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。
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第34表第23号住居跡出土土器③

法 呈
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色批l・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 グ合マ里早

5 長下甕 l 17. 7 2/3 胴部縦ヘラケズリ→胴上半部ヨコナデ→口縁部 lOY R 8 / 3 

断続ヨコナデ。内面胴部横ヘラオサエ→口縁部

断続ヨコナデ。

6 長下甕 l 18. 5 (5. 800) 2/3 胴部縦ヘラケズリ→胴J:.半部斜めヘラケズリ→ 5YR7/6 

底部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面

胴部横ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

第 143図

1 長下甕 l 22. 3 1/3 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 IOR 5 / 3 

胴部横ヘラオサエ→Cl縁部断続ヨコナデ。

2 長下甕 l 1/8 胴部斜めヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内 5 YR 6/6 

面口縁部ヨコナデ。

3 長下甕 l 5. 0 1/3 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面胴 2.5YR 6/8 

部横ヘラオサエ→縦ヘラナデアゲ。

4 長下甕 l 1/3 胴部縦ヘラケズリ。内面胴部横ヘラオサエ→縦 7.5YR7/3 

ヘラナデアゲ。

5 球胴壺 2 1/5 胴部斜めヘラケズリ→llla]中位横ヘラケズリ→肩 2. 5 YR 6 / 6 

部ヨコナデ―>口縁部断続ヨコナデ。内面胴部ナ

デアゲ→肩部ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

6 球胴壺 2 1/4 胴部横ヘラケズリロ縁部断続ヨコナデ。内面胴 5 YR 6/8 

部ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

7 長下甕 l 18. 9 4. 7 35. 0 6,900 1/3 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部斜めヘラケズリ→ 2. 5 YR 6 / 6 

胴上半部ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。内而

底部ヘラオサエ→II仙1部横ヘラナデ―-•口縁部断続

ヨコナデ。

8 大型甑 2 29. 5 10. 5 26. 9 6,400 一部欠 底部斜めヘラケズリ→胴部縦ヘラケズリ→胴上 5YR7/8 

損 半部斜めヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内

面ヨコナデ→Ill吋部縦ナデアゲ→口縁部断続ヨコ

ナデ。

第35表第24号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 144図

l 蓋杯 2 12. 0 12. 0 4. 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 蓋杯 2 ll.2 11. 3 4. 6 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

3 須高 2 13. 9 14. 2 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

第36表第25号住居跡出土土器①

番号 I器種分類，
法 量

口径 I底径 I 器高 I 容量
残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闘・焼成・使用痕跡等

第 144図

-169-



第37表第25号住居跡出土土器②

怯 祉
番号 器神分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕肱等

「l径 底径 器高 六介．甲口 ． 

4 蓋）不 2 11.7 11.4 4. 5 I /3 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリf口縁部祈続 2. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

5 点）不 2 12.11 I I. 5 4. 4 I /3 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

6 孟杯 2 12. 3 11. 3 4. 2 1/2 庇部ヘラケズリ→固辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/4 

ヨコナデ。内面屁部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

7 慕J1、2 11. 3 10 6 4. 7 2 / 3 庇部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ→l」縁部断続 5YR5/6 

ヨコナデ。1村面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

8 孤Jィ、 2 12. 2 12 9 4 6 I /5 ll℃店IIヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→r_.1縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。

9 叩/JL! 15. I 2/:1 庇部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリー］［l縁部断続 7.5YR 6/4 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

10 鉢 I2 16. :l 4. 9 10. 0 l, 20 0 1/2 III,i1部横ヘラケスリー→庇部横ヘラケズリ→［］縁部 2. 5 YR 6 / 8 

断続ヨコナテ。 1付面ヨコナデ→胴部ナテアケ→

口縁部断続ヨコナデ。

11 止下甕 l 17. 8 1/6 胴部縦ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 lDYR 8/4 

横ヘラオサエ→「l縁部断続ヨコナデ。

12 最下う熊 l Iii 3 :1. 2 26. 0 1/2 胴部縦ヘラケズリ (2段） ＞肩部横ヘラケズリ 5YR6/6 

→1氏部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内

面ヨこ］ヘラオシアテ＞口縁部断続ヨコー，l-デ。

13 無礼咄 2 1/6 横指頭ナテ。内面横指頑ナデ。 5YR7/4 

第38表 第26号住居跡出土土器

法 鼠
番号 器種分頚 残在度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

叫各 底径 器高 六合里F屯

第 144図

1 4 蓋M;2 12. 3 I I 6 4. 6 2 / 3 底部ヘラケズリー＞周辺ヘラケスリ→口縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

15 菜坪 2 12. 0 11. 0 4. G 300 完形 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリー江］縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

16 盗坊 2 12. 0 l l. 4 3. 9 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 4 / 8 

ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

17 韮坪 2 12. 0 10. 6 5. 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ＞口縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断読ヨコナデ。

18 身坪 2 11.4 12. 0 5. 5 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→l]縁部断続 2. 5 YR 5 / 8 

損 ヨコナテ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

19 須高 2 l/4 縦ヘラケズリ→ヨコナデ。内面ヘラケズリ。 25YR4/8 

第39表第27号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の11傾序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 144図

20 蓋杯 2 12. 3 12. 0 5. 2 2 / 3 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

-170-



第40表第27号住居跡出土土器②

法 沿
番月 器種分碩 残在度 丁法の特徴・成（整）形の1順抒 色』・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 9合六田亡 L

21 遥JォC2 12. 5 11. 6 4. 9 2 / 3 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケスリー＞［l縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ョコナデ。内由底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

22 菰杯 2 12. 0 11. 5 5. 3 2 / 3 庇部ヘラケズリ→）恥］辺ヘラケス‘リ十］縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナテ。内面庇部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

23 菰／不 2 12. 3 11. 8 4. 8 1/2 庇部ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ 1 口縁部断続 2.:, YR 5 / 6 

ョコナデ。肉面底部ヘラオサエ吋析続ヨコナデ。

24 盆J不 2 12. 5 12. I 5, 4 l/4 庇部ヘラケズリ→周』ヘラケズリ→口縁部断紐 5YR6/6 

ョコナデ。内面—>断続ヨコナテ。

25 益JJ2 12. 6 II I /4. 6 1/5 底部ヘラケズリ 9 周辺ヘラケスリ→「1縁部断続 5YR6/8 

三1コナデ。内而断続ヨコナテ。

26 益杯 2 12. 6 12. 7 1. 5 1/, 周』ヘラケズリ E 「1縁部励続ヨコナデ。内血断 2. 5 YR 5 / 8 

続ヨコナテ。

27 沿/T2 12 2 11. 7 4. 2 1/5 氏部ヘラケスリ＞周辺ヘラケスリ 4]縁部断絨 5 Y I< 5/6 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサニ→断続ヨコナデ。

第 145図

1 証杯 2 12. 0 11. 5 1. 2 1／り 周辺ヘラケズリー＞［」縁部断続ヨコナテ。断続ヨ 25Yll.5/6 

コナデ。

2 姦J不 2 l l. 4 ID. 6 ,I. 5 2/:l 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「l縁部断読 2.5YR 5/8 

ヨコナデ。内面庇晶ヘラオサ．｀丘叶1叶続ヨコナデ。

3 蓋J不 2 12. 2 11. 7 4, 4 l/4 氏部ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ斗1縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面J底乳IIヘラオサエ→1枡続ヨコナデ。

4 必J不 2 13. 0 12. 2 5. I 1/3 周辺ヘラケズ＇） →11縁部断続ヨコナデ。内面底 口縁部に爪般跡か残る

部ヘラオサエ淋』続ヨコナデ。 2.5Y R 6 / 8 

5 蓋）禾 2 12. 0 11 I 4. 6 2/3 此部ヘラケズリ ・I/i]辺ヘラケズリ→[I縁部断続 2.5YR 5 / 6 

ヨ：]-}-デ。内面底詐IIヘラオサエ→断読ヨコナテ。

6 菰杯 2 l 4. l 13.1 4. 4 1/5 I氏部ヘラケズリー＞周辺ヘラケスリ 1]縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内tin庇部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

7 菰坪 2 l :I. 4 12. I 3. R 2/:l 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケス｀リー＞口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナ況内面底晶ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

8 身杯 2 11.1 13 5 4. 5 1/6 周辺ヘラケズリジロ縁部ヨコナテ。 1村面ヨコナ 5YR6/8 

ァ--。

9 蓋杯 2 14. 6 14. l 5. 8 1/5 周辺ヘラケスリ→□縁部断続ヨコナデ。内而ヨ 2. 5Y R 5 / 8 

コナデ。

10 箸妹 2 11. 0 13. 6 5. 8 1/3 屁部ヘラケズリ｀＞周辺ヘラケズリ 1]縁部断続 2.5YR 5/8 

ヨコナデ。内面底部ユビオサエ→断続ヨコナデ。

11 蓋杯 2 14. 3 13. 8 6, 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「］縁部断続 2. 5 YR 5 / 3 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

12 鉢 El 6. 7 7. 9 4. 6 140 完形 底部ヘラケズリ｀＞周辺ヘラケズリ→口縁部断続 L]縁部に 4つの穿孔ある

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/8 

13 鉢B2 10. 7 9. 3 5. 1 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「J縁部浙続 7.5YR 6/8 

ョコナデ。 1勺面断続ヨコナデ。

14 羮J不 2 17. 5 15. 8 6. 2 360 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内血底部ヘラオサエ→断続 5YR5/6 

ヨコナデ。

15 和高 2 1/3 縦ヘラケズリ→ヨコナデ。向面ヘラケズリ。 2 5YR 6/8 

16 和高 2 1/1 縦ヘラケズリ→ヨコナテ。内面ヘラケズリ。 5YR6/8 
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第41表第27号住居跡出土土器③

法 平「

番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順所 色調・焼成・使用痕跡等
口径 屁径 器高 容量

17 須高 2 1/4 縦ヘラケスリ→ヨコナデ。内面ヘラケズリ。 5YR7/6 

18 平高 2 24. 1 1/4 ョコナデ→断続ヨコナテ。内面横ヘラオサ工。 2. 5Y R 4 / 8 

19 和高 2 1/6 横ヘラケズリ。内面横ヘラケズリ。 5YR7/8 

20 小並 2 12. 5 3. 0 14. 2 1,000 4/5 胴部横ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→口縁部 10YR8/2 

断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→口縁部断続

ヨコナデ。

21 小甕 2 13. 5 5. 5 12. 7 800 完形 胴部縦ヘラケズリ (4段） →底部横ヘラケズリ 5YR6/6 

→[J縁部断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→□
縁部斬続ヨコナデ。

22 長ド甕 1 26. 5 破片 肩部横ユビナデ→口縁部断続ヨコナデ。内面横 2. 5 YR 6 / 8 

ユビナデ→口縁部断続ヨコナデ。

23 球ll10]虚 2 10. 0 5 5 22 7 6,200 1/2 胴部横ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→口縁部 7.5YR 8/4 

断続ヨコナデ。内面ヨコナデ→口縁部断続ヨコ

ナデ。

第 146図

l 佃花壺 2 16. 7 1/5 胴部横ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 7.5YR 7 /6 

ヘラオシアテ→口縁部断続ヨコナデ。

2 長下甕 l 16. 7 33. 5 4/5 胴下半部斜めヘラケズリ→胴部縦ヘラケズリ→ 5YR6/6 

底部横ヘラケズリ＞口縁部断続ヨコナデ。内面

横ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナテ。

3 長下嗅 l 13. 5 1/3 府部横ヘラケスリー・1]縁部断続ヨコナデ。内面 7.5YR 8/4 

横ヘラオサエ→仁l緑部断続ヨコナデ。

4 小歪 2 11 3 1/5 口縁部断続ヨコナデ。内面口縁部断続ヨコナデ。 2. 5 YR 5 / 8 

5 長卜甕 l 15. 2 1/5 肩部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ→口縁 5YR7/6 

部鋸歯状文。肉面横ヘラオサエ→口縁部断続ヨ

コナデ。

6 無花壺 2 11. 7 1/6 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。杓面ヘラ 7.5YR 8/2 

オサエ→□縁部ヨコナデ。

7 球胴壺 2 1/6 横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラ IDYR4/6 

オサ工。

8 鉢 I2 17. 7 1/5 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナテ。内面ヨ 2. 5Y R 5 / 8 

コナデ。

9 長下甕 1 5. 4 1/5 縦ヘラケズリ。内面ヘラオサ工。 7.5YR7/6 

第42表 第28号住居跡出土土器①

法 星
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 146図

10 蓋j不 2 13. 2 12. 0 5. 0 400 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/8 

ョコナデ。内面→断続ヨコナデ。

11 叢杯 2 11.8 11.3 5. 3 340 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリーロ縁部ヨコ 5YR6/8 

ナデC 内面ヨコナデc

12 鉢 Fl 8. 9 10, 3 5. 0 200 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズ•}- 5YR6/4 

ョコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

13 蓋杯 2 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 
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第43表 第28号住居跡出土土器②

怯 惜
番閂 喘種分頸 残存度 手法の札徴・成（柊）形の1順It 色謁l，焼取。使用痕跡等

[l径 底径 器高 グ介マ中ビt

ヨコナデ。内面l析続ヨコナテ。

1 4 羞訴 2 12 I 10. 8 4. 9 1/3 底部ヘラケスリ→「1緑部断粒ヨコナテ。内曲ヘ 5YR7/8 

ラオシアテ→断続ヨコナテ。

15 須杯盗 11 3 10. 5 4 5 1/6 ロクロヨコナデ。 珀恵器（蓋） 5 Y 3 / 2 

16 狙高 2 13. 0 12. J 9 D 380 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR、5/ 8 

損 ョコナテ ・IJ!II部ヘラケズリ，断続ヨコナデ。内

面ヘラオシアテ→断読ヨコナデ＞脚部ヨコナデ

17 球11個l喪 2 1 4. 4 6. 3 17. 6 I, 800 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ叶コ縁部 5YR7/6 

損 断続ヨコナデ。内rfrlヘラオンアテ 1l縁部断続

ヨコナデ。

18 __ 1月甑 2 21.7 5. 0 17. 0 2,200 4 / 5 胴部縦ヘラケズリーサ氏部周辺縦ヘラケズリ→1」 2. 5Y R 7 / 6 

縁晶断続ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨ

コナデ。

第 147図

1 長下甕 l 19 4 1/6 胴部縦ヘラケスリ→口緑部断続ヨコナデ。内山］ UY  8/3 

ヘラオシアテ→［」縁部断続ヨコナデ。

第44表 第29号住居跡出土土器

怯 最
出号 器帥分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色訓・焼成・使用痕跡等

L]径 底径 "炉"．百f『 9] 容吊

2 益杯 2 12. 2 l l. 6 4 0 I /3 底部ヘラケズリー2周辺ヘラケズリ→□縁部断続 7.5YR8/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

3 為杯 2 12. 0 I l. 5 4 : 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 口縁部に縦に爪艇跡

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2. 5Y R 6 / 8 

4 災J{、 2 11. 5 10. 9 4. 2 260 完形 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリナロ縁部ヨコ 2. 5 YR 6 / 8 

ナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

5 盈沙f2 11. 3 13. 3 4. 3 ]/4 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→i_1縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ→細かな横ヘラミガキ。内面ヘラオサ 7.5YR7/4 

工→断続ヨコナデ→放射状ヘラミガキ。

6 身坪 2 13. 0 13. 9 4. 2 2/3 底部ヘラケスリ→固辺ヘラケズリ→口禄部ヨコ 7.5YR 8/3 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

7 鉢A2 H.O I /5 桐部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR4/8 

続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

8 有稜高 2 破片 周辺ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 5YR7/8 

続ヨコナデ。

9 和高 2 16. 4 9 2 11.5 200 2 / 3 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ→脚部縦 5YR7/8 

ヘラケズリ。内面ヨコナデ噸岳部ヘラケズリ。

ID 和高 2 1/5 縦ヘラケズリ。内面ヘラケズリ。 5YR7/6 

11 甕形甑 2 22. 7 1/5 縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨ 内面黒色処理

コナデ。内面縦ナデアゲ→底部断続ヨコナデ→ 7.5YR 6/6 

口縁部断続ヨコナテ。

12 側化壺 2 16. 4 1/4 肩部縦ヘラケスリ→胴部周辺ヘラケズリ→口縁 7.5YR8/6 

部断続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。
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第45表 古墳時代第II期の編物石

番号 出土遺構 長さmm 厚みmm 重さg 石質等

第 148図

1 SJ 19 109 49 465 安山岩

2 SJ 19 112 42 320 安山岩

3 SJ 26 140 56 430 安山岩

られている。横にヘラオサエされている。作りには、

ていねいさか見られない。

大形甑 2 （大形甑 2) 大形の筒抜けの甑である。形

状は、三角甑の大型化したもの。一直線に口縁部に達

第 148図古墳時代第II期の編物石 する。口縁部では短く、しかも急激に屈曲し外反する。

底部から 1/ 5程度のところかヨコナデされている。

5 甕。壺 甕。壺は、煮沸・貯蔵用として多く生産される。 4つの器種の設定か可能である。

複合口縁壺 2（複口壺 2) 扁平な球胴部は、欠損しておりここではみられない。口の広い口縁部

がくの字に付く。口縁部は、途中に稜を作り複合口縁となる。ョコナデによって成形。肩部は横方

向のヘラケズリによって成形される。口縁部の内外面は、断続ヨコナデされている。

無花果形甕 2 （無花甕 2) 胴部が、無花果形をした壺を一括する。底部は、やや出っ張りを残し

緩いカーブを描く。口縁部は、くの字に曲かり胴部と付く。口縁部は長く、複合口縁状を成す。ロ

縁部には、まま沈線によって波状文が施文されている。胴部はヨコナデによって成形され、細かな

部分をヘラケズリによって調整している。

大形甕 1（大甕 1) 口縁部のみの資料で全体を測れないか、非常に大形の甕と考えられる。口縁

部を断続ヨコナデし、胴部を縦にヘラケズリしている。内面はヨコナデ。新しく登場してきた器種

と考えられる。

下膨れ長胴甕 1（長下甕 l) 長胴でしかも最大径が、胴下半にある下膨れの甕を一括する。外面

は縦にヘラケズリをし、胴上半部に横方向のミガキを数条入れている。底部は、ヘラケズリされる

ものと、やや出っ張りを残し緩いカープを描くものがある。口縁部は、くの字に曲がり胴部と付

く。口縁部は短い。断続ヨコナデによって調整される。

(6) 遺物各説 一古墳時代第II期の編物石一

第19号住居跡の覆土中から編物石が 2点、第22号住居跡の覆土中から 1点出土している。両者と

も直接住居跡の使用時に伴うわけではない。
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第 149図 古墳時代第m期の新屋敷東遺跡

4

)
 ーヽ

古墳時代第m期の遺構と遺物

遺構と遺物の概観

自然堤防上の開発は、第lI期から継承し進められ、同様の地に竪穴式住居か営まれた。竪穴式住

居の数も 2倍に増え、本郷前東の自然堤防上にも住居跡かみられる。安定した農業経営が、行なわ

れた結果であろうか。

集落は、大きく 3群から構成されていた。北側を流れていた河川跡も、充分に物資の輸送に機能

していたと思われ、また水田への豊富な給水も行なわれていたと考えられる。

北武蔵最大の古墳群である埼玉古墳群でも、最大級の古墳か、稲荷山ーニ子山一鉄砲山へと続く

中間に当たっており、 ヒエラルキーの頂点にあっても、安定した交代かあったといわれている。

カマドにかかる調理や、食膳の道具、あるいは貯蔵等の器物は、前段階のそれを全く踏襲してい

た。模倣杯等の各器種は、前段から暫移的な変化を示したに過ぎす、大胆な変化はなかった。
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■集落の構成 確認された竪穴式住居跡は、 21軒である。第II期同様、小山川や福川の河川跡の南

側の自然堤防上に、集落が形成され、本郷前東の自然堤防上にも、 4軒の竪穴式住居跡を見ること

ができる。竪穴式住居跡は、その分散のあり方から、 3グループに分けて考えられる。便宜的に東・

中央・西群とする。東群は、 9軒の竪穴式住居跡から構成され、大形住居跡の第37号住居跡を中心

にほぼ同様の規模の竪穴式住居跡で構成される。

中央群は、やはりやや大形の第41号住居跡を中心に、 8軒の竪穴式住居跡が確認されている。調

査範囲が狭いために、集落の竪穴式住居跡全てのデータは揃っていないが、ある程度の傾向は確認

することができる。

西群は、 4軒の竪穴式住居が、散発的に確認されているに過ぎない。調査区がきわめて変則的で

あったため、一軒としてまともな形で確認された竪穴式住居跡はないが、この段階に本郷前東の自

然堤防に、新しく進出した集落の一部をみることができよう。

■竪穴式住居跡 全掘できた住居跡は、第38• 31 • 42号住居跡と増えたが、基本的には、遺構の重

複や調査区の設定によって、 3分の 1程度しか調査されていない。竪穴式住居跡の基本的な構造

は、壁の回りに壁周溝をもち、一辺にカマドを付設し、 4本の柱で上屋を支える。一般的な構造で

ある。前段階と変化はない。

■カマド カマドを調査した住居跡は、 10軒に及ぶ。煙道の良好に残るカマドも、第31号住居跡や

第41号住居跡などで確認されており、構築方法も前段階の形態を踏襲している。また短煙道のカマ

ドも、第38号住居跡から良好な状態で確認されている。概して短煙道のカマドは、燃焼部の幅が狭

く、長煙道のカマドは、燃焼部の幅が広いという傾向がある。第31• 38 • 44号住居跡のカマドで

は、煮沸具である甕が、カマドに掛けられたままの状態で出土している。

■煮沸具 カマドで使われた器は、前段階とあまり変化がない。煮沸のための甕、食物を蒸すため

の甑、甕を支えるための支脚から構成され、高杯転用による支脚は全く見られない。第38号住居跡

のカマドは、甕2個と小形甕 1個を同時に、圧着するようにして掛けられていた姿が検出された。

おそらく甕を掛けた状態で、カマドの天井部を構築した傍証になろう。甕は、長胴の下膨れの甕の

他に口径の大きな甕が出現してきている。内容物の付着が少なからずみられる。支脚は、カマドの

SJ竺

兄，

SJ47 口ロ

第 150図古墳時代第皿期遺構全体図（1)
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構築の際に、固定的に使用されている。

園食膳具 少ない変化のなかで、一定の変化を示したのは、食膳具てある。高輝と、杯の比率は前

段階の傾向を踏襲しているものの、いわゆる模倣坪にバラエティーが出現するようになる。プロ

ポーションも、口縁部か外反気味になり、大形製品も登場する。また杯身模倣杯が、一定量生産さ

れるようになることも見逃すことがてきない。整形技法上の変化として、口唇部の整形が、第 I期

ては、凹状であったのが、コの字状に変わり、また口縁部と底部の境を成す外稜が、やや曖昧さを

もってくる。

國貯蔵具 貯蔵具としての明瞭な甕・壺は、第43号住居跡でみられたが、他では確認することかで

きなかった。口径の大変大きな甕で、作りはあまりていねいではないか、他の住居跡から出土して

いないことを考慮すれば、この甕のもつ意味は重要であろう。また各住居跡から小形の甕．壺形土

器か出土している。これらかどのような使われ方をしたか明らかではないか、この時期以降、こう

した土器か増加していくことは、 1主目に値しよう。

霞須恵器 古墳時代第m期以降、須恵器の出土量か増す。第 l期に 2個、第II期に 2個だったか、

第m期には、 8個にまで増加する（破片資料を含める）。土師器との関係からみれば、決して多く

はないか、それにつけてもこの増加は、 1主目しておく必要があろう。

顧第31号住居跡 第31号住居跡の北東のコーナー部分に、白色の枯土が集中して確認された。 80X

120X20cmの範囲で確認され、この部分には、壁周溝は巡っていなかった。用途・性格等は全く不

明であるが、検出当時はまだ生乾きの柔らかい状態であった。

f
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第 151図古墳時代第皿期遺構全体図(2)
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第46表 古墳時代第皿期住居跡一覧

No、 住 居 跡 規 模 力 マ ド 貯蔵穴

|Jii 考
／ 長軸長さ 短軸長さ 掘込深さ 形 態煙道長さ 煙逍幅 右袖長さ 左袖長さ 形 態 幅 深 さ

30 4. 38 0. 13 正方形 シ～266

31 4. 80 4. 60 0. 48 長方賂 1. 63 0. 42 0. 77 0. 98 c類 ユー267

32 正方形 0. 83 0. 35 0. 32 0. 52 B類 ミ―-271

33 4. 82 4. 80 0. 50 正方形 1. 24 0. 31 o. 85 0. 80 c頸 ュ~271

34 3, 85 0. 45 正方形 0. 70 0. 63 A類 ユー273

35 正方形 ミー272

:16 5. 70 5. 30 0. 22 長方形 ミー273

37 0. i7 正方形 1.05 O. l5 l. 03 c碩 3. 60 I 611 シ―-272

38 5. 60 4. 92 o. 30 長方形 0. 28 0. 37 0. GO 0. 80 A頻 シ— 277

39 長方形 I 34 0.12 0. 85 0. 84 c碩 ヒー283

40 4. 55 0. 22 長方形 シー285

41 o. 20 lE方形 シ—-287

4 2 4. 20 3. 00 0. 18 長方形 I. 34 0. 30 0. 79 D. 80 C類 2 30 ヱ -291

4 3 5. 68 5. 52 0. /42 長方形 2. HI 0. 60 ンー292

44 4. 1 5 3. 70 0. 78 長方形 1.03 0. 20 0. 78 II. 76 （：類 メ -292

45 5. !JO 3. 82 0. 62 長方形 2. 50 メー293

46 1. 82 0. 08 長方形 ヱ 200

47 5. 55 0. 16 辰方形 モー317

48 2. 95 0. 07 正方形

口4 9 5. 41 3, 73 0 10 長方形 0. 62 0. 711 c頸

50 0. 05 正方形
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(2) 遺構各説ー遺構構築段階一

第 152図位置図

第 153図位置図

第30号住居跡（調査時C2区6号住居跡）

シー266グリッドに位置する。重複関係は、第 9号住居跡よ

りも新しく、第 3号掘立柱建物跡よりも古い。中央部に溝が南

北に走り、さらにこの遺構か、噴砂によってズタズタにされて

いたため全体の形状を知るのに困難であった。なお北辺は、調

査区域外である。住居跡の規模は、長軸4.38m、短軸―-mを

測る。掘り込みの深さは、 13cmである。壁周溝は、調査区域内

では完周している。柱穴は、ーケ所も確認できなかった。

カマドは、調査区域内では確認できなかった。

出土遺物は、土師器杯。甕などがある。

第31号住居跡（調査時C2区18号住居跡）

ユー267グリッドに位置する。重複関係は、第66号住居跡・

第 1号掘立柱建物跡よりも古い。ほとんど完掘に近く調査でき

た数少ない例である。住居跡の規模は、長軸4.80m、短軸4.60 

mを測る。掘り込みの深さは、 48cmである。壁周溝は北辺を除

いて完周している。床面には、カマドと反対側に一対の柱穴が

確認されている。西側に65cmほど西辺を拡張している。

カマドは、北辺に接し、左よりに構築されている。左右の袖

は、地山掘り残しで造られ、壁外へ袖の長さの 2倍ほど煙道
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第30号1t居跳卜層説明

暗褐色上 粘性有り。粒了柑

い。灰褐色粘tプ

ロック含む

暗褐色上 枯件有り。粒了粗

い。貨褐色プロゾ

ク状部分合む

B' 

。
2m 

第 154図第30号住届跡
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が延びる。燃焼部には、焼土と炭化物の堆積層が認められ、焚き口部の被熱痕跡も確認された。燃

焼部から一旦立ち上がり、煙道部がトンネル状に掘られ煙出し穴に続く。
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B' 第31号住居跡土層説明
I.黄褐色土 焼土粒子、炭化物粒子含む
2.褐色土 ］層より明るい
3.暗黒色土 炭化物粒子、焼土粒子多量含む
4．暗褐色土 粘性弱、粒子粗、焼土やや含む
5.黒色土 砂質粘土、炭化物、粘土粒子含む
6.淡褐色土 粘性強、黄色プロック含む
7.暗褐色土 炭化物粒子、焼土粒子多量含む
8．暗褐色土 やや焼士粒子含む、粘性弱
9.暗褐色土 黄褐色プロック含む｀粘性強

_C' 10.淡灰褐色土 黄褐色プロック少量含む、粘性の
非常に強い、粒子細かい

II.暗灰褐色士 10層より暗、粘性弱
12.暗褐色土 焼土粒子微量含む、粘性弱
13.暗褐色土 黄褐色プロック含をや粒性強
14.黄褐色土 粘性極強、粒子粗い、地山
15.暗褐色土 炭化物多量含む、粘性強、ローム

D＇ プロックをやや含む
―•16. 赤褐色土 焼土粒子多量含む、焼土層

17.暗掲色土 炭化物、焼土粒子多量含む

゜
2m 

第 155図第31号住居跡
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覆土が、地山の堆積層と近似していて検出が困難であった。

出土遺物は、土師器杯・高杯・甑・甕・壺などがある。

第32号住居跡（調査時C2区50号住居跡）

ミー271グリッドに位置する。重複関係は、第11号住居跡よ

りも新しく、第67• 128号住居跡よりも古い。重複関係によっ

て、北側の一部を残してほとんど壊滅的に壊されている。住居

跡の規模は測定不可能。壁周溝は巡らず、柱穴も確認されてい

ない。

カマドは、北側に確認され、袖の長さに比べ煙道が長い。燃

焼部から煙道にかけて一段高く造られる。微量の焼土が、全体

第 156図位置図
に確認されている。

当初、多くの住居跡が重複する部分であったため、遺構確認

に大変手間取ったが、カマドを中心に作業を進めた。

出土遺物は、土師器杯・碗などがある。

第33号住居跡（調査時C2区10号住居跡）

ユー271グリッドに位置する。重複関係は、第67号住居跡よ

りも古い。第 6号住居跡よりも新しい。北東隅が、第67号住居

跡によって壊されている。しかし破壊は、床面までは達してお

らず、全体の形状は復元できる。住居跡の規模は、長軸4.82 

m、短軸4.80mを測る。掘り込みの深さは、 50cmである。壁周

溝は、四辺を巡りカマドおよびカマド左側で切れる。幅12~15

第 157図位置図
cm。柱穴は、 4本確認されている。東西柱軸長と、南北柱軸長

は、 2: 1の関係である。

゜
2m 

第 158図第32号住居跡
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カマドは、他の遺構と関わらず右よりに構築されている。左右の袖は、地山掘り残しで造られ、

壁外へ袖の長さより長い煙道が延びる。燃焼部は、大変狭く、甕がやっと掛かる程度である。焚き

口の下部には、円形に淡い赤褐色の被熱痕跡が確認された。燃焼部から煙道部までの立ち上がり

は、段差が存在する。また煙道もクランク状に構築されている。

遺構の確認は、カマドを中心に調査を行ない全体像を把握していった。

覆土中から第 6号住居跡に伴う縄文時代後期の土器片が出土している。第33号住居跡に伴う出土

遺物は、土師器杯・小形壺．坑・高杯・甕・須恵器蓋など良好なセットがある。
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第 159図 第33号住居跡
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第34号住居跡（調査時C2区67号住居跡）

ユー273グリッドに位置する。重複関係は、第20号住居跡よ

りも新しく、第118• 128号住居跡よりも新しい。ほとんど第

118 • 128号住居跡によって壊され、残存する部分はごく僅かで

ある。規模は、長軸3.85m、短軸―-mを測る。掘り込みの深

さは45cmである。壁周溝は、北辺・東辺で確認した。カマドの

部分で切れる。幅12~15cm。柱穴は、確認されていない。

第 160図位置図

カマドは、燃焼部が小規模で、ごく僅かに煙道が延びるだけ

である。北辺に接し右よりに構築されている。左右の袖は地山

を掘り残して造られる。燃焼部から煙道部までの立ち上がり

は、段差が存在しない。

遺構の確認は、多くの重複関係から困難を極めた。

第34号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・須恵器蓋・高坪などである。

なお遺構平面図は、第114図を参照。

第 161図位置図

第35号住居跡

（調査時C2区105号住居跡）

ミー272グリッドに位置する。重複

関係は、第36号住居跡より新しく、第

69 • 117 • 139号住居跡よりも古い。全

体の 3分の 2が、他の遺構によって壊

されており、大変残りが悪い。規模

は、不明である。掘り込みの深さは、

15cmである。壁周溝は、確認されてい

る。柱穴は、確認されていない。

カマドは確認されなかった。

＼ 

第 162図第35号住居跡
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第 163図位置図

第35号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・高杯である。

第36号住居跡（調査時C2区100号住居跡）

ミー273グリッドに位置する。重複関係は、第69• 97 • 117 • 

35号住居跡よりも古く、第 7号住居跡よりも新しい。第69号住

居跡がすっぽりと入れ子状に納まっている。この住居跡によっ

て第36号住居跡の覆土のほとんどが失われており、残存状態は

良くない。住居跡の規模は、長軸5.70m、短軸5.30mを測る。

掘り込みの深さは、 22cmである。壁周溝は、一周するが、南

辺と、南西隅で途切れる。柱穴は、四本確認されており、住居

の上屋を支えるに足る大きさと考えられる。

y
 

B~ 

◎ _B' 

号住居跡土層説明

掲色士 炭化物、焼士粒子

粘土、多量含む
赤褐色土 焼土プロック

カマドの天井部
．灰褐色土 灰層、焼土、炭火

物含まず、粘性強
．暗色土 炭化物水平堆積、

粘性強、粒子粗
．赤褐色上 下方淡い、カマド

の焚き口被熱部
．淡暗褐色土 粘性強、粗粒子

土器多量含
．淡褐色士 粘性強、粗粒子

0.撹乱

］］．暗褐色土 粘性強、粗粒子
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゜
I
V
 

2m 

第 164図第36号住居跡
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カマドは、東辺左よりに確認されている。しかし規模的にも小さく、また明瞭な焼土痕跡もない

ことから、はたして機能していたか疑問も残る。袖部分は、地山掘り残し。

覆土は地山と全く区別がつかず、また多くの重複遺構の存在から遺構の確認は困難を極めた。

第36号住居跡の出土遺物は、土師器杯・高杯・甕．甑・壺・小壺、須恵器蓋などがある。

第 165図位置図

第37号住居跡（調査時C2区103号住居跡）

シー272グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では

確認されていない。全体の 8分の 1程度の調査で、他の部分

は、調査区域外である。住居跡の規模は不明だが、掘り込みの

深さは47cmである。壁周溝は、確認部分にみることができた。

柱穴は、一本確認できた。貯蔵穴が、カマドの左側に確認でき

た。

カマドは、南辺にみられ、袖の長さと同じ程度の煙道が残

る。燃焼部から煙道部にかけては、一段高くなる。

第37号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・高坪である。
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第37号住居跡土層説明 (A-A')

］．灰褐色土 耕作士

2.黒褐色土 粘性強

3.褐色土

4.暗褐色土 炭化物含む

5.黄褐色士 粘性強

6.淡掲色土 粘性強

7.淡掲色士 粘性強、炭化物含まない

粒子粗い

8.淡褐色土 焼土層

9.淡褐色土 粘性強

第37号住居跡士層説明 (B-B')

!.淡褐色士 粘性強、粒子粗い

炭化物含まない

2.暗掲色士 粘性弱、粒子粗い

炭化物多く含む

3.淡褐色土 1層に近似

炭化物徴量含む

4.淡黄褐色士 粘性極強、貯蔵穴

最終覆土、炭化物含

まない。
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第 166図第37号住居跡
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第 167図 位置図

第38号住居跡（調査時C2区64号住居跡）

シー277グリッドに位置する。重複関係は、全くみられな

い。全体のプランは、良好に検出された。住居跡の規模は、長

軸5.60m、短軸4.92mを測る。掘り込みの深さは、 30cmであ

る。壁周溝は、四辺を巡りカマドの部分で切れる。柱穴は、確

認されていない。貯蔵穴は、カマドと対称の壁に接し確認され

ている。やや楕円形で、比較的深い貯蔵穴である。

カマドは、西辺に接し、やや左よりに構築されている。煙道

部が極端に短く、壁外にほとんど出ていない。袖は、比較的長

く、地山掘り残しで構築されている。焚き口部は、薄く凹む。

比較的調査に当たっては重複も少なく、精査できた。

第38号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・甕・甑。小形甕・須恵器壺など豊富である。
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第 169図位置図

第39号住居跡（調査時C2区43号住居跡）

ヒー283グリッドに位置する。重複関係は、第52• 75 • 100号

住居跡よりも古い。南。西・北の各辺が、各遺構によって壊さ

れており、全体のプランは不明確である。住居跡の規模は、不

明であるが、 23cmを測る壁周溝は、検出されていない。柱穴

は、確認されていない。

カマドたけか東辺に接して存在している。煙道部天井が残

り、煙り出しかクランク状に立ち上がっている。袖は長く、さ

らに袖の 2倍近くの煙道か延びる。焚き口部分は凹んでおり、

燃焼部はやや狭い。燃焼部の天井は落ちている。

遺構の重複関係が激しく、また地山は覆土の色調か似通っており、当初はカマドの存在のみが明

瞭に分かった程度であった。

第17号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪．坑・高杯．i廿・小形甕・甕・壺などがある。
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強粘性・締 1)弱

焼士を微贔

焼土・炭化物多は

炭化物層

18.黄褐色土 噴砂の砂が多試

19.灰黄褐色上 炭化物、砂多量

混入

20.黒親色上 炭化物・焼土含む

21.明黄褐色土 炭化物少昼

22. 黄褐色土 焼土・炭化物少量

23.黒色土 炭化物極多輩

24.暗灰黄色上 炭化物プロック

混入

25. 明黄褐色ナ． 炭化物混入

26. 褐色土

27.黒色土 炭化層

28. 褐色土 焼七粒多址含む

29.黄掲色土

30.貨掲色土 焼士粒子を含む

31.賀褐色土 焼土粒子多昼含む

32.暗褐色土 焼土粒含む

33.鈍黄褐色ナ 砂、粘土混入

34. 暗灰黄色土 橙色焼土プロソ

ク多量含む。

35. オリープ褐色土 炭化物少埜

含む

36. 黒親色上 炭化物多昼含む
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第 170図第39号住居跡
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第 171図位置図

第 172図位置図

第 173図位置図

第40号住居跡（調査時C2区84号住居跡）

シー285グリッドに位置する。重複関係は、第134• 125号住

居跡よりも古く、第27号住居跡よりも新しい。他の遺構との重

複関係が激しすぎ、また調査区が狭いために、壁は、西辺と、

東辺の一部が確認されているに過ぎない。北側が調査区域外で

ある。住居跡の規模は、長軸4.55m、短軸―-mを測る。掘り

込みの深さは、 22cmである。壁周溝は、西壁の確認部分のみに

みられる。柱穴は、みられない。

カマドは確認されていない。

多くの重複遺構の存在から、遺構の確認は困難を極めた。第

40号住居跡の出土遺物は、土師器坪のみである。

第41号住居跡（調査時C2区74号住居跡）

シー287グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では

第53• 130号住居跡よりも古い。調査区が最も狭くなっている

ところで確認された遺構なので、北側部分については調査区域

外である。住居の規模は不明だが、掘り込みの深さは20cmであ

る。壁周溝は、確認部分で完周している。柱穴は、 2本確認で

きた。しかしこの住居跡に関係するのは、西側の 1本のみであ

ろう。

カマドは、確認されていない。

重複が激しく、また調査区が狭いため、確認に難行した。第

41号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯のみである。

第42号住居跡（調査時B区52号住居跡）

ヱー291グリッドに位置する。重複関係は、第158号住居跡よ

りも古く、第17号住居跡よりも新しい。南西隅の一部が破壊さ

れているだけで、他はほとんど完掘できた。住居跡の規模は、

長軸4.20m、短軸3.OOmを測る。掘り込みの深さは18cmであ

る。壁周溝は、巡っていない。柱穴は、確認されていない。カ

マドの右側には、貯蔵穴が痕跡程度に残っている。

カマドは、北辺左よりに確認されている。住居跡の規模に対してカマドが大きく、長い袖と、そ

の2倍ある煙道で構成されている。燃焼部はやや狭いが、一旦段をもって煙道となる。焚き口は凹

んで造られている。袖部分は、地山掘り残し。

第42号住居跡の床面精査中に、第17号住居跡を確認する。

第42号住居跡の出土遺物は、土師器坪だけである。
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第41号仕居跡土層説明

＼ ；比竺十
黒褐色土 焼土粒子を少批含む

オリープ掲色上 焼土粒＋、カーボン少

見含む

暗オリープ褐色上 焼士粒＋、カーホン

少禁合む
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第42号1中居跡」況如見明 (A-A')

暗掲色十． 多悶炭化粒了・娼色粒

＋含む、・全体的粘性無

し・締り良好

暗褐色j. ]と同様・ 1cm大・炭

化物粒f多祉含む

褐色十 多鼠炭化粒f.暗褐色粒

子含む・全体的粘性無し

締り良好

褐色 l： 少栞炭化粒子含む

(B-B') 

賠褐色上 多量褐色粒了・少址炭

化粒f含む・粘性無し

視色L 少址掲色粒子含む・粘性

なくやや砂っぽい

褐色上 徴星炭化粒十含む・枯性

無し・ 2層よりもっと砂

っぽい

烈褐色」一 少昼炭化粒了・褐色粒

子含む・僅に粘性布り

o
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第 176図位置図

第］75図第42号住居跡

第43号住居跡（調査時B2号住居跡）

シー292グリッドに位置する。重複関係は、第28号住居跡よ

りも新しく、第126• 158号住居跡よりも古い。東南の隅を除き

ほほ全体が確認された。住居跡の規模は長軸5.68m、短軸5.52 

mを測る。掘り込みの深さは、 42cmである。西壁と南壁に壁周

溝か、部分的に巡る。柱穴は西辺に 2本確認できた。あまり掘

り込みが深くなく、堆積層の状態からは、柱痕跡を確認するこ

とはできなかった。貯蔵穴が、カマドの左側に確認できる。

小形のカマドが、北辺にみられる。煙道は極端に短く、袖も

短い。燃焼部も狭く、焼土の堆積層は、明瞭ではない。

重複関係の激しい部分だが、比較的明瞭に確認できた。

第43号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯。高妹・甕・塊である。

第44号住居跡（調査時B区13号住居跡）

メー292グリッドに位置する。重複関係は、第45号住居跡よりも古い。西壁の一部を第45号住居

跡によって壊されているが、他はほとんど全体に近く確認されている。住居跡の規模は、長軸4.15m
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第 178図位置図

第 177図第43号住居跡

短軸3.90mを測る。掘り込み深さは、 78cmである。壁周溝が全

周している。カマド右脇には、棚状の掘り残し部分がある。柱

穴は、確認されていない。

カマドは、北辺に接して確認されており、比較的良好に残っ

ている。燃焼部天井はないが、煙道部天井は残り、カマドの構

造を理解するうえで良好な資料である。長い煙道はトンネル状

に掘り抜かれ、ピッド状に掘られた煙り出し穴に続く。燃焼部

はやや狭く、緩やかな段をもって煙道部へと続く。袖は、比較

的長く、地山掘り残しで構築する。焚き口部は、薄く凹む。焚

き口部には、赤い被熱痕が残る。

調査に当たっては比較的重複も少なく、精査できた。
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第44号住居跡土層説明

］］．鈍黄褐色土 臼色微粒子、炭微粒子少
星含む、締り悪い、粘性

やや高い
12.暗褐色土 灰色土多量、炭粒子含む

締り悪、粘性低い
13.黄褐色土 白微粒子、炭少量含む
14.鈍黄褐色土締り悪、粘性高い、粒子

類含まれず
15.灰黄褐色士締り悪、粘性高い、床面

直上の層で部分的に炭を

多量に含む

〇
ヒ ••一一

;jm 

第 179図第44号住居跡

第44号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯•高杯・小形甕などがある。

カマドは確認されていない。

遺構の重複関係が激しく、また地山と覆土の色調が似通って

おり、土層断面の確認によってこの住居跡の存在を確認した。

第 180図位置図

第45号住居跡（調査時B区15号住居跡）

メー293グリッドに位置する。重複関係は、第101号住居跡よ

りも古く、第29• 44 • 81号住居跡よりも新しい。遺構の中央部

分が第101号住居跡によって破壊されており、わずかに全体の

プランが知れるだけである。住居跡の規模は、長軸5.90m、短

軸3.82mを測る。掘り込みの深さは、 62cmである。壁周溝は、

確認された部分だけは、完周している。柱穴は確認されていな

い。北東隅に貯蔵穴が一つ確認されている。

第45号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・甕・小形甕・甑などがある。
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口
第45号住居判寸

8.黄橙色士 白色微粒子多昼含む、枯性弱、締り良好

9.鈍黄橙色土 白色微粒＋、赤色粒子少塁含む、粘性やや強い

10.鈍黄橙色十． 焼1、岩を多醤含む．枯性やや強い、締り良奸

第45 号•1中居跡（貯蔵穴）十陪説明

1.鈍黄橙色士 灰掲色と混合、炭粒＋微址含む

2.灰黄褐色十 炭多娯含む、焼上粒子少量含む

締り悪く、灰多景含む

B 明黄椙色土 炭粒f少鼠含む、地11」に近い、締リ悲い

0 2m 
ピ—--―→ •-―」

第 181図 第45号住居跡

第46号住居跡（調査時B区49号住居跡）

ヱー290グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では

みられない。北側か調査区域外で、全体像はわからない。住居

跡の規模は、長軸4.82m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さ

は、 8 cmである。壁周溝．柱穴はみあたらない。

カマドは確認されていない。

第46号住居跡の出土遺物は、土師器胚の小破片のみである。

第 182図 位置図
第47号住居跡（調査時B区20。21号住居跡）

モー317グリッドに位置する。重複関係は、第83号任居跡よ

りも古い。第83号住居跡が、すっぽりと重複しているためにこの住居跡の残りは非常に悪い。北側
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：
 第47号住居跡土層説明 (A-A')

I.褐灰色土 締り、粘性強、酸化鉄均一含
2.灰褐色士 締り、粘性強、酸化鉄均一含
3.愚褐色土 締り、粘性強、酸化鉄、炭化物均一含
5.灰褐色土 締り、粘性強、酸化鉄均一含

昌`ニニ` ＇`
A' 

＼ 第47号住居跡土層説明 (B-B')
4• 1．褐灰士 締り強、弱粘性、近世の遺構の履土

2.褐灰土 締り強、弱粘性、酸化鉄均一含む
3.灰褐士 締り強、弱粘性、酸化鉄均一含む
4.黒灰土 締り強、粘性強、酸化鉄炭化物含む、 20号住周溝の覆土
5.黒褐士 締り強、粘性強、酸化鉄少含、炭化物、焼士多含
6.黒褐土 締り強、粘性強、酸化鉄少含、炭化物、焼土多含、ピッ

トの覆土

7.浅黄土 締り強、酸化鉄均一含、（地山）
8. 褐色 締り強、酸化鉄全体シミ状含、 22号住覆土

旦。 B'

6二冒量冒／
一

゜I ~--•ロ
2m 
| 

第 183図第46• 47号住居跡
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第 184図位置図

第 185図位置図

第 186図位置図

と南側が調査区域外である。住居跡の規模は、長軸5.55m、短

軸―-mを測る。掘り込みの深さは、 16cmである。壁周溝．柱

穴は、みられない。

カマドは確認されていない。

重複遺構の存在から、遺構の確認は困難を極めた。

第47号住居跡の出土遺物は、土師器杯・小形甕のみである。

第48号住居跡（調査時B区47号住居跡）

ヘー325グリッドに位置する。重複関係は、第106号住居跡よ

りも新しい。北側は調査区域外である。住居跡の規模は、長軸

2. 95m、短軸―-m、掘り込みの深さは 7cmである。壁周溝

は、確認されなかった。床面に小穴が何ケ所か確認できたが、

柱穴とは断言できない。

カマドは、確認されていない。

調査区が狭く、覆土も薄く、確認には難行した。

第48号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯破片のみである。

第49号住居跡（調査時B区28号住居跡）

ンー330グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では

ほとんどみられず、南西隅を風倒木によって壊されているだけ

である。北側は、カマドの一部分が調査区域外である。他は全

て検出された。住居跡の規模は、長軸5.44m、短軸3.73mを測

る。掘り込みの深さは10cmである。壁周溝は、東辺に巡ってい

るだけである。柱穴は、確認されていない。

カマドは、北辺左よりに確認されている。袖は短く、煙道は

長い。燃焼部は広く、煙道と燃焼部の間には段差はない。煙道

部の長さは不明である。袖部分は、地山掘り残し。

第49号住居跡の確認は、容易であったが、覆土が薄いために

全体の残りは悪かった。

第49号住居跡の出土遺物は、土師器甕・高杯だけである。

第50号住居跡（調査時B区29号住居跡）

ンー331グリッドに位置する。重複関係は、第86号住居跡よりも古い。西側は、調査区域外であ

る。住居跡の規模は、不明である。掘り込み深さは 5cm。最近の攪乱によって大分痛め付けられて

いる。壁周溝．柱穴は確認されていない。

カマドは確認されていない。
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第48号住居跡土層説明

],暗褐色t 細かな暗黄
褐色上を班長状に混入
焼七プロソク少麗

3'黒褐色土 炭化木を主
体に、灰色土、焼上粒
子を少最混人する

4,暗赤褐色土 荼掲色化
した焼tプロソク少醤
黄褐色J-多益含む

4''暗褐色土 暗褐色土中
に、焼土プロソクを混
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第49号仕居岡上層説明
］．黄褐色j・ 粘性やや強、酸化鉄

を全体的に含む
2. 褐色上 締り強、強粘性

3.黙褐色七 焼十・カーポン少星
含む

B 
39 70 B' 

0 2m 
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第 187図第48。49号住居跡
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第 188図位置図

第50号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯の小破片のみであ

る。なお住居跡の平面図は、第297図を参照。

(3) 遺構各説ー遺物出土状態一

遺物の出土状態について、確認される明瞭なもののみ、遺物分布図とともに記述しておきたい。

第31号住居跡

（壁ぎわ） 南壁、とくに南東隅に接して遺物の扁りがみられる。杯・高杯・壺・甕などである。

南壁中央付近から小形甕の破片の上に置かれた杯が出土している。南東の角の壁周溝中から高杯が

正位の状態で出土し、これを取り巻き甕や壺の大形破片が出土している。

（床面） 中央ややカマドよりの床面には、甕・甑．杯がみられる。確認されている遺物のほとん

どが、床直である。とくに中央左右に置かれた甕は、細かく破砕された状態で出土しており、この

両者の間に検出された甕が、ほとんど無傷のまま出土しているのとは大きな違いである。坑は、こ

の中央にある甕からカマドにかけて総数 8点みられる。とくに中央部の甕に伴う坪は、 2点とも甕

の下敷きになっている。甕は横倒しだが、杯は 2点とも正位である。

（カマド内） カマド内の遺物は、高杯・杯・甕がある。燃焼部の最も奥に杯が伏せて置かれ、こ

の上に高杯が横倒しになって置かれていた。ただし高杯が支脚として使用されたか、カマドの上部

に置かれていたかは定かではない。燃焼部の中央には、甕が 2点正位で出土している。中央と右に

よった 2点で、右の 1点は、胴部の一辺をカマドの袖に圧着していた。中央部の甕は、底部が砕け

て支脚が、甕の内部に貫入された状態で出土している。おそらく土圧によって器壁が、耐えられな

くなって支脚を内部に取り込んだのであろう。

（カマド脇） 右袖と北壁に寄り掛かるように甕が、正位で 1点出土している。左袖に接して大形

の甑が、破砕された状態で確認されている。この破片は、床面中央部の甕の部分まで到達してい

る。右袖の先端や右袖と東壁の間の空間には、杯が 5点散漫ながら確認できる。それぞれ正位のま

ま確認されている。

第38号住居跡

（壁ぎわ） カマド右の西壁に接して、坪・小形甕．甑・甕が等間隔に置かれている。カマド袖側
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から杯ー小形甕一甑一甕（口縁部）一杯一杯ー小形甕の順に確認されている。全て正位に置かれて

おり、壁にほぼ接していることが特長である。

（床面） 中央やや南寄りに土師器甑の胴下半部が、倒位に置かれている。割れ口をていねいに磨

き二次加工され、何らかの置き台として転用されていたと考えられる。北側中央には、杯が 2点、
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第 189図 第31号住居跡遺物出土状態

-198-



11 

゜e_つ

巧

玉
3

／
笈

亨
之
＞

Q
 

6
 

／
 

ヽ

＼
）
＼
 

＼
 

8
 

．
 

ヽ

‘, 

，

ー

！

！

！

.

,

'

 

『
9
,

＇ 

＇ 

9
,
I
‘
 

＇ 

o Im 
ーニ-e_----- . . __  _ 

第190図第38号住居跡遺物出土状態

破砕された状態で置かれている。両者とも床直の状態である。

（カマド内） カマド内の遺物は、杯・甕・小形甕がある。燃焼部いっばいに手前から甕一甕ー小

形甕の順に隙間なく配列されている。中央の甕には、口縁部に土師器坪で蓋がされている。全て正

位に置かれ、これかこの形態のカマドによる、煮沸具の掛け方の一般的形態だろう。
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第 191図 第45号住届跡遺物出土状態

（カマド脇） カマドの左脇に坪か 1点、袖に接するように正位に置かれていた。

（貯蔵穴） 須恵器長頸壺を中心に貯蔵穴内に流れ込むように胚か、 13点確認されている。また小

形甕と小形甑か南壁寄りに伏せた形で置かれている。これらを総合すると出土状態からは、貯蔵穴

上に何らかの有機質の蓋が掛けられ、ある時期に上蓋か欠落し、上部の遺物か貯蔵穴内に流れ込ん

だと解釈したい。なおこの貯蔵穴と北壁の空間には、甕と甑か横倒しになった状態で置かれてい

る。とくに甕は、その下に正位の輝があり、これと同時に潰された状態で出土している。

第45号住居跡

（壁ぎわ・貯蔵穴） 北東隅の壁と貯蔵穴の間に、大形甑と杯 2点がまとまって出土している。杯

2点は正位に置かれているが、甑は粉々に破砕された状態で出土しており、対称的である。貯蔵穴

内には、貯蔵穴底面から浮いた状態て胚か 1点確認されている。貯蔵穴の全面には、甕か横倒しの

まま確認されている。

このほかに顕著な遺物の出土はみられない。
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(4) 遺構各説ーカマドと煮沸土器一

古墳時代第皿期のカマドと、煮沸にかかわる土器の関係について述べる。

古墳時代第皿期のカマドの確認された住居跡とその構造についてはすでに述べたが、 11軒のカマ

ドについて詳細が分かっている。

第31号住居跡

カマドに関係した遺物として、甕 6点と高坪・土製支脚が出土している。前述したように、甕に

土製支脚が、突き刺さった状態で出土しており、カマド内の甕・支脚の据えられていた位置が分か

る。この支脚は、底部が広がる柱状の支脚で、中心部は細い筒抜けになっている。おそらく棒状の

芯に、粘土を巻き付けて作ったものであろう。指押えによって大まかな形を作り、外面をヘラケズ

リして細部を成形する。上部と下部に指押えの痕跡が残る。カマド内には、甕が 2点燃焼部のほぼ

中央にあり、燃焼部の奥には、高杯が横倒しの状態で出土している。この高坪、当初からカマド内

にあったものではなく、燃焼部天井上から落下したものであろう。

200-5は、長胴の甕で、外面胴下半に帯状に被熱痕が認められる。底部付近や内面には、この

痕跡を認めることはできない。

200-2は、長胴の甕で、外面胴部に被熱痕跡がみられる。この痕跡、外面全体に認められ、と

くに口縁部と、底部に認められないことから、カマドの被覆粘土の範囲を示しているのであろう

か。内面には、胴下半に粒状付着物の痕跡を認めることができる。内面底部や胴上半部には、この

痕跡を認めることはできない。外面胴下半に帯状の被熱痕が認められる。底部付近や内面には、こ

の痕跡を認めることはできない。

200-1は、長胴の甕で、外面胴上半から底部にかけて被熱痕跡がみられる。口縁部や胴上半部

には見られない。また内面にも認められない。

200-3は、長胴の甕で、外面の全体、口縁部と底部を除き、被熱痕が認められる。内面には、

この痕跡を認めることはできない。

200-4は、長胴の甕で、外面胴下半部に被熱痕跡が帯状にみられる。内面には、この被熱痕の

ラインよりも下の部分に、粒状の付着痕跡が見られる。両者が、関係性をもった使用痕跡であるこ

とは、間違いないであろう。

201-1は、長胴の甕で、底部が欠損している。外面胴上半から底部にかけて、被熱痕跡がみら

れる。口縁部には見られない。また内面には、口縁部直下から底部にかけて、粒状の付着痕跡が見

られる。両者が、関係性をもった使用痕跡であることは、間違いないであろう。

第32号住居跡

カマドは、大変稚拙な作りで、僅かに焼土の痕跡が認められることから、カマドと分かる程度で

あった。ここから出土した201-17は、短口縁の壺であり、被熱痕が確認できる。外面には、一様

に被熱痕が残り、内面には、粒状の粒子が認められる。

第33号住居跡
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第32号住居跡・カマド土層説明

］．暗赤褐色土 焼tプロjク多量含む。炭化物粒子多鼠含む

2.暗赤褐色土 焼土プロソク多鼠含む。焼土プロック多閥

3.暗褐色t 粘性強。粒子粗い。炭化物多塁含む

4. 暗褐色土 粒子細かい

5.暗褐色士 粒子細かい

第33号住居跡カマド上層説明

I.淡灰褐色土 溝のフク土。粘性弱。灰褐色の軽石多量含む

2.淡褐色土 溝のフク土。粘性強。粒子粗い。

3. 暗褐色土 118局住居フク土。粘性強。粒子粗い。炭化物・焼土粒＋多醤含む。

4. 淡黄掲色土 118号住居フク上。粘性強

5. 暗褐色土 118号住居フク七。粘性強

炭化物、焼＿十粒子多星含む

第 193図

第34号住居跡カマト土層説明

］ ~淡灰褐色上 粗粒子．強粘性土層

2.淡掲色土 締りやや強、強粘性、粗粒子土層

3．淡黄渇色土 弱粘性、粒子の揃った土層。焼土粒子含む。

4.暗褐色土 強粘性、粗粒子士層。炭化物含む

5．焼土プロJク

6.赤褐色土 焼土層、強粘性、締り強

7.粘士 細粒子、締り強

8.暗赤褐色ナ 強粘性、粗粒子＿十層。焼上プロソク混入

第32• 33 • 34号住居跡カマド・遺物出土状態
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第37号・ 117号住居跡・カマト土層説明

］．淡褐色士 粘性強、粒＋粗、炭化物含ます

2.咄楳色上 枯性弱、粒子粗、炭化物多埜に含む
3.淡黄褐色十 粘件強、粒十祖、炭化物含ます

4.淡茶色土 粘性強、粒了細、炭化物多暴に含む

5.赤褐色土 焼七プロJク、天井部崩落土

6.暗黒謁色．i_ 炭化物・灰、枯性強、粒子粗

7. 黄褐色土 プロソク

第38号住居跳・カマド七層乱明

1.褐色土 黄色粒子多贔に含む、木炭少試有リ

2. 褐色土 黄色粒子多星に含む、木炭少量有リ（l庖より多い）
3.暗掲色土 多麓の焼—L •木炭粒含む、締りなし

黄褐色土 多益の黄色粒子含む、締りなし

褐色上 多世の黄色粒＋含む、木炭粒少祉有り
赤褐色士焼土多醤に含む、締りなし

黄灰色土 多歴の灰・木炭・少堡の焼士含む、締りなし

8.暗褐色七 黄色土粒・焼上・木炭含む、締りなし

9.黄褐色士 黄色七粒、焼七、木炭含む．締りなし
10. 掲色土 焼土・木炭粒少祉含む、締りなし

第42号住居跡・カマト土層説明

1.暗褐色ナ 炭化粒＋、褐色粒f含む。枯性無し。締り有り

l＇．暗褐色上 炭化粒了、暗掲粒子含む。粘性無し。締り 1fり
2. 褐色土 炭化粒＋少是含む

3. 褐色土 炭化粒子多量含む

4. 規色士 炭化粒子多批含む

第44号住居跡・カマト上培説明

1:i. 33 • 34フク上

14.33・34フク十

15.33・34フク土。焼上部分的小プロJク状に含む

17 _赤色土 焼士七体。カマド天井部崩落。煙進部灰陪を部分的にプロソク状に含む

18.赤灰色上 灰主体。炭粒子多蜃含む。焼土小プロック状に少姑混入。締り悪い。

粘I生強。黄掲土大ブロJク状に混入
24.鈍橙色 I: 15層主体。焼上、炭多く含む。締り悪い。粘性強。煙道屈折部にt器

横位に落ち込む

第39号住居跡土層説明

］．暗灰黄色土砂、粘上混人

2.鈍黄褐色士砂、粘土混入

3．明赤褐色上 砂、粘土混入

7.暗褐色土 焼t粒含む

8.黒掲色土 焼土、炭化物多麓含む。締り弱

鳳暗灰黄色土 橙色焼」ープロJク多拭含む。灰少扇含む
14. オリーフ謁色土 炭化物少最含む

23.黙色上 炭化物多麓含む

24. 明質褐色七 炭化物含む

第49号住居跡十層説明

黄褐色七 締り強。粘性やや強。酸化鉄を均ーに合む
暗青灰色上 粘土主体。均ーに焼！：塊含む

3.掲色士 締り強。粘性やや強。酸化鉄令体均ーに含む。焼九カーポン少盤含む
4.恨色土 締り強。粘性やや強。酸化鉄全体均ーかに含む

第 196図第49号住居跡カマド。遺物出土状態

長い煙道をもつカマドだか、燃焼部は狭く深く作られている。カマド内から関係した土器は出土

しなかった。しかし長胴甕と小形の甕が、被熱痕等を認められた。

202-21は、小形の甕て底部は欠損している。口縁部を除く全面に被熱痕が巡る。内面の胴下半

には、粒状の付着物か確認されている。胴上半部にこの痕跡はない。

201-18は、長胴甕で、胴下半は欠損している。内面に粒状の付着物を確認することができる。
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第34号住居跡

カマドの煙道部分のみ確認できたが、煙道の先端の煙出し穴の造りが、明瞭に観察できた。

第37号住居跡

調査区のきわに確認されたカマドで、焼土の堆積や土器片が、燃焼部に認められるが、被熱痕等

のある遺物は確認されていない。

第38号住居跡

短煙道のカマドが確認されている。燃焼部の奥に土製支脚、これに乗った甕と他に甕2点の 3点

が出土している。土製支脚は、筒形の中空の支脚で、中空部分は、ユリの球根状である。外面は、

縦に細かなヘラケズリが施され、また両端部には、ていねいなナデが施される。

207-3は、長胴甕で、胴上半部に焼土と粘土の付着痕跡が見られる。帯状に確認されており、

カマドの構築粘土の痕跡であろう。この部分より下には、被熱痕が確認されている。内面には、何

等痕跡はない。

207-1は、長胴甕で、胴上半部に焼土と粘土の付着痕跡が見られる。ただし207-1のように、

水平には確認されていない。甕自身がカマドヘ斜めに掛けられていたか、天井部の傾斜する部分に

掛けられていたかのいずれかであろう。この部分より下には、被熱痕が確認されている。内面に

は、粒状の付着痕が、胴中央に筋状に確認されている。

207-2は、長胴甕で胴中位を除く胴上半部に焼土と粘土の付着痕跡が見られる。カマドの天井

部構築粘土であろう。内面には、この付着痕跡の下のラインと同じ位置まで、粒状の付着痕が確認

できる。

206-9は、長胴甕で胴上半以上しか残っていない。内面の肩部以下に、粒状の付着痕跡が認め

られる。

207-5は、長胴甕の胴下半が残る。外面には、被熱痕が全面にわたり確認されている。内面の

下半部には、粒状の付着痕跡が認められる。

207-4は、長胴甕の胴部の資料で、胴中位に焼土や粘土の付着痕跡を見ることができる。内面

には、粒状の付着痕跡が認められる。

206-8は、大形の甑で、内面の下から 1/3の部分に、粒状の付着痕跡が認められる。

206-6は、大形の鉢で、外面の胴部中位以下に被熱痕が確認できる。

206-2は、小形の甕で、内面口縁部以下に、粒状の付着痕跡が認められる。

第39号住居跡

カマドの燃焼部中には、遺物はなにも残ってはいなかった。しかし、カマドの右袖の脇の空間に

は、食膳具を中心とした遺物が、床直の状態で確認できた。各土器が、どのように置かれたか推定

しておく（第195図）。

第42号住居跡

カマドは確認されているが、被熱痕の残る遺物は確認されていない。

第44号住居跡

カマドの燃焼部中には、遺物はなにも残ってはいなかった。長煙道のカマドの構造が、きわめて
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明瞭に観察できた。 210-11は、小形の甕で底部が筒抜け。外面肩部以下に被熱痕が確認できる。

内面には、粒状の付着物が確認できる。

第49号住居跡

カマドの燃焼部の中には、遺物はなにも残ってはいなかった。僅かに左袖の先端にカマド芯材と

して、甕が伏せられていた。焚き口部には、土器片が散らばっていた。

このほかに二次的な被熱痕等のある土器は、第45• 50号住居跡から出土している。

211-7は、長胴甕で、外面の肩部以下に被熱痕が見られる。内面には、口縁部以下に粒状の付

着物が見られる。底部が欠損しているので、明確なことはわからない。

210-13は、長胴の甕で、外面の胴中位に帯状に粘土・焼土の付着痕跡が確認できる。内面に

は、外面の付着痕跡の上の部分に平行した位置に、粒状の付着痕跡がみられる。

(5) 遺物各説一古墳時代第m期の出土土師器分類一

古墳時代第m期の出土土師器は、 27種の器種をみることができる。

l 杯塊類 食膳具の杯椀類には、 6つの器種がある。

内斜口緑杯3（内坪3) 塊形の胴部。口縁部でS字状に屈曲する。 S字状の口縁部が、第II期よ

りもさらに緩やかになっている。内面の扁平な面は形骸化し、外反の度合いが緩い。外稜は僅かで

ある。外面は指押えのあと、底部を細かくヘラケズリし、口縁部を数回に亙る継続的なヨコナデに

よって仕上げる。内面は、ヨコナデを行なう。

碗 3（碗 3) 緩やかに内湾する椀形の土器である。やや浅めになる。口縁部でやや外反する。全

体をヨコナデで成形し、底部を粗くヘラケズリする。内面は、ヨコナデを行ない、口縁部では、断

続ヨコナデが行なわれている。底部から口縁部へかけての厚みの変化はない。

須恵器模倣杯蓋2 （蓋坪2) 須恵器の蓋付杯の蓋を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK47~MT15の中間型式の須恵器杯蓋Aの形態を模倣していると考えられる。成形の過程

は、まず底部内面を円形にヘラオサ工を行ない、外面を指押えによって成形する。口縁部を断続ヨ

コナデし、底部を細かく削って仕上げる。底部ヘラケズリの技法である。中心部を一定方向に連続

して削り、底部周辺を縁に沿って、断続的に削る技法が定着化する。口縁部は、一端強く内側に屈

曲し、 S字状粘土を折り曲げ、断続ヨコナデし、口縁部を作り出す。口縁部は緩く外反し、外稜よ

りも口唇部の径は大きい。外稜はきわめて明瞭。エ具による押えは強い。口唇部は面をもつが、』

の字状に近づく。第II期に比べると扁平化し、大型化する。やはり普通製品と、大振りの製品が存

在する。古墳時代後期土器を代表する土器である。

須恵器模倣杯身3（身杯 3) 須恵器の蓋付杯の身を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK47~MT15の須恵器杯身 (TK47の須恵器杯身のBの系譜を引く）に、形態は近似して

いる。蓋杯3と同様、底部内面を円形にヘラオサエし、外面を指押えによって成形する。口縁部を

断続ヨコナデし、底部を細かく削って仕上げる。口縁部は、内側に傾斜しつつ立ち上がり、 S字状

に粘土を折り曲げて口縁部を作り出す。外稜よりも口唇部の径は小さい。口縁部の返りが小さくな

る。外稜は明瞭。エ具による押えは強い。底部は細かくていねいにヘラケズリする。口唇部は、面
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をもつが、コの字状になる。作りは全てシャープである。内側にこの口唇部の面は傾斜している。

大振りの製品と小振りの製品がある。古墳時代後期土器を代表する土器である。

平底杯2 （平杯2) 底部の扁平な杯で、径が大きい。水平な底部から僅かに立ち上がり、口縁部

で外反する。口唇部は厚く作られる。口唇部の内側に緩い沈線状の部分が見られる。成形方法は、

須恵器模倣杯と同様である。断続ヨコナデが明瞭に残る。本来は、この段階以降出現する形態であ

ろうか。須恵器の影響のもとに、成立した土器と考えられる。

内屈口縁杯 2 （屈杯2) 分厚い底部から緩やかに立ち上がり、口縁部で内側にやや屈曲する。底

部のヘラケズリは、須恵器模倣杯と同様である。口縁部はていねいな断続ヨコナデによって成形さ

れている。内面には、放射状のヘラミガキが施されている。第 I期の内屈口縁杯よりも、浅めにな

り作りがシャープになっている。

2 高杯・器台類 食膳具の高杯・器台類には、 4つの器種がある。

有稜口縁高杯3（有稜高 3) 口縁部の有稜部のみが確認されている。有稜高 2よりもさらに外稜

部の突出が短くなっている。精巧さがなく、末期的形態。破片資料。

須恵器小形高杯模倣高杯3 （須高 3) 須恵器高杯の模倣をしたと考えられる土師器である。とく

に坪部が、いわゆる模倣杯である。裾部もあまり広がらず、太い脚部が付いている。杯底部は、指

押えによって作られている。杯部に須恵器の影響を強く留めるが、独自の発展を繰り返している。

須恵器長脚高杯模倣高杯 1（長高 3) 須恵器の長脚高杯を模倣した形態と考えられる。須恵器も

田辺編年陶邑古窯跡群MT15から長脚化が進む。これと連動した変化であろうか。杯部は強く口縁

部が屈曲し、外反している。断続ヨコナデが明瞭である。脚部は極端に長く、脚の付け根も空間が

広い。外面は縦にヘラケズリされ、内面は、脚の絞り込みが少ない。新たに登場した形態で、須恵

器の影響を留めつつも、独自の発展を繰り返している。

器台 1（器台 l) 受皿部しか残っていない。指押えで外形を作り上げ、口縁部をヨコナデによっ

て仕上げている。内面も同様である。点数は少なく、どのような用途があるかわからない。一応、

高杯類に入れておく。

3 小形製品 小形製品は、機能毎に柱を立てるべきだが一括した。 10の器種を設定した。

小形丸底壺 3（小丸 3) 胴部だけが残存している。内面をヘラオサエによって成形し、外面は横

方向に細かなヘラケズリを行なわれる。球形の胴部は、さらに扁平化し、広口の口縁部が接合され

ると思われる。底部も欠損している。

長頸壺 1（長壺 l) 須恵器の長頸壺をまった＜模倣したもので、口縁部の沈線や、プロポーショ

ンなど驚くほど一致している。胴部は、細かな横方向のヘラケズリによって成形されている。口縁

部はていねいな断続ヨコナデが行なわれている。内面もていねいなナデである。球胴丸底の胴部

に、ハの字に開く口縁部が付く。

鉢B類3（鉢B3) 大形の鉢形土器である。成形方法等は、内湾杯のそれを継承し、口縁部は僅

かに屈曲している。深めの湾形の口縁部で、厚く作られている。外面のヘラケズリは前段階に比べ

るとさらに粗く雑になる。内面はヘラオサエの後、ヨコナデされている。

鉢E類2 （鉢E2) 小形の鉢形土器。扁平な球胴。口縁部は、素口縁で口唇部に面をもつ。底部
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は縦に連続したヘラケズリか施され、肩部を横方向にていねいなヘラケズリか施される。口縁部は

ていねいに断続ヨコナデされる。穿孔は見られない。

鉢F類2 （鉢F2) 小形の鉢形土器てある。成形方法等は、模倣杯身の影響を受け、各部にその

影響か見られる。坪身を深くした形態と考えれば良い。浣形の底部から球形に立ち上がり、口縁部

で内屈する。口縁は外反気味。外面は細かくヘラケズリされ、口縁部は丁寧にヨコナデされてい

る。

鉢G類 2 （鉢G2) 深めの鉢形土器。球胴に近い胴部で、小甕と小壺と鉢の中間形態。外面は、

ていねいにヘラケズリされている。内面はヘラオシアテ。口縁部は、小さく立ち上がる。明瞭なヨ

コナデが施されている。

鉢I類3 （鉢 I3) 大形の鉢形土器。扁平な球胴。球尉甕の刷下半部を切断した形状に近似して

いる。口縁部は、内斜□縁杯の口縁から外反する口縁部へ変化する。口唇部はコの字状である。底

部は細かなヘラケズリが成され、肩部は横方向のていねいなヘラケズリか施される。口縁部はてい

ねいに断続ヨコナデされる。内面はていねいに指押えされている。

鉢H類（鉢H) 小形の鉢形土器。深い碗形の器形で口縁部は、二段である。底部はまず、細かな

ヘラケズリで調整される。そのあと底部に縦方向の、胴部に横方同の細かなヘラミガキか施され

る。二段に作られた口縁部にも、波状のヘラミガキか施される。内面は、ていねいなヘラオサエが

され、そのあとヨコナデがされている。内外面には、黒色処理かされている。出日は明らかではな

いが、搬入土器である。

小形壺 3 （小壺 3) 枯土を輪積みし内面を指、あるいはヘラによる押し当てで成形する。外面

は、胴部を横方向のヘラケズリを行ない調斃する。口縁部は断続ヨコナデによって作られている。

口縁は、球胴の胴部から強く屈曲して作られている。口唇部内側が、僅かに屈曲する。小壺 2に比

べると、扁平化し、口縁部の開きか大きい。

小形甕 3 （小甕 3) 枯土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで、胴下半を成形

する。内面はヘラオサエで成形されたあと、胴上半は、断続的なヨコナデによって成形される。外

面は、胴部を縦にヘラ削りし、横方向のヘラケズリで調整している。短い口縁部は、胴部から強く

屈曲し外反する。

4 甑 甑の土師器全体に占める割合は、多くない。しかし 3つの器種の設定か可能である。

三角甑 3 （三角甑 3) 三角バケツに形態か近似する三角甑は、扁平化かさらに進む。底部を横方

向にヘラケズリする特徴がある。口縁部はていねいにヨコナデされ、強い屈曲で曲がっている。底

部の穿孔は、細く作られている。内面は、ヘラオサエによって成形されている。

甕形甑 3 （甕形甑 3) 頸部のあまり締まらない、ずん胴の甕形の甑である。口縁部はくの字に屈

曲している。外面は、縦にヘラケズリされ、底部のきわで再度縦にヘラケズリされる。口縁部は断

続的にヨコナデされている。内面は、下から 1/ 4の部分までヨコナデされており、胴部は縦に撫

でられている。描にヘラオサエされている。作りには、ていねいさか見られない。

大形甑 3 （大形甑 3) 大形の筒抜けの甑である。形状は、三角甑の大型化したもの。一直線にロ

綽部に達する。口縁部では短く、なだらかに屈曲し外反する。底部から 1/ 5程度のところがヨコ
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ナデされている。

5 甕・壺 甕・壺は、煮沸・貯蔵用として多く生産される。 4つの器種の設定が可能である。

球胴壺（球胴壺） 胴の中位が欠損しており、形状はやや不明瞭だが、球胴の壺と考えられる。ロ

縁部が二段に形成され、複合口縁状を成す。胴上半は、横にヘラケズりされ、胴下半は、縦にヘラ

ケズリされる。内面はヘラオサエされ、口縁部はヨコナデされている。

大形甕 2 （大甕2) 口径の大きな大形の甕である。下膨れの胴部で、胴部の全面をヘラケズリさ

れている。口縁部は緩く断続ヨコナデされている。内面は、ヘラオサエされており、口縁部はヨコ

ナデである。点数は少ないが確実に系列をたどれる。

下膨長胴甕 2 （長下甕 2) 長胴でしかも最大径が、胴下半にある下膨れの甕を一括する。外面は

縦にヘラケズリをしている。口縁部が、くの字に近く屈曲する。内面は、ヘラオサエのあと、ヨコ

ナデが施されている。

砲弾形長胴甕 1（長砲甕 1) 長胴でしかも最大径が、胴上半肩部にある甕を一括する。外面は縦

にヘラケズリをし、底部付近を斜め横に削っている。口縁部は、くの字に近く屈曲する。新しく出

現してきた煮沸用具である。

古墳時代第皿期として分類した土師器は、第Il期に出現した須恵器模倣の器種を多く取り入れた

土器組成を踏襲し、さらにいくつかの器種に新しい要素が加わり、第Il期を変形させた形となって

いる。さらに長胴甕に新たな器種が出現することと、長脚高杯が出現することである。しかし総体

としては、土器の変化は、暫移的な推移のなかにとらえられる。
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第47表第30号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量
| I I 

第 198図

1 蓋杯 3 11. 5 10. 6 4. 9 260 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

2 平杯 2 14. 0 13. 2 4. 0 300 1/2 底部ヘラケズリ→周辺指オサエ→口縁部断続ヨ 5YR5/8 

コナデ。内面ヨコナデ。

3 平杯 2 13. 5 12. 3 4. 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR5/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。
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第48表 第30号住居跡出土土器②

法 培
番号 器種分碩 残存度 手怯の特徴・成（整）形の順序 色閥・焼成・使用痕跡等

L」径 底径 器高 容望

4 蓋坪 3 12. 1 12. I 4. 2 l/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

5 蓋杯 3 15 5 1 4. 2 5 ・ 4 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

6 総杯 3 14. 5 13. 3 5. 2 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナテ。

7 証応 3 1/4. 8 14. 6 6 5 580 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナテ。内面ヨコナデ。

8 長下甕 2 20. 5 37. 7 0, 600 I /4 胴部縦ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→口縁部 7.5YR7/l 

断続ヨコナデ。内面縦ナデアゲ→口縁部断続ヨ

コナデ。

第49表第31号住居跡出土土器①

法 足
在,rfL弓了 器種分姐 残存度 和虫の特徴・成（柩）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口怪 屁径 器高 , 谷99呈Eヨ

I 

第 198図

9 羞杯 3 12 9 12 3 5. 0 300 3 / 4 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ＞口縁部断続 75YR8/6 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

Ill 憶杯 3 1:i.:1 12. 5 4. 7 300 一部欠 庇部ヘラケズリー＞）舌］辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/8 

損 ナデ。内面ヨコナデ。

II 盆杯 3 l2. 0 11.7 4. 9 2/: 眈部ヘラケズリ→拮］辺ヘラケズリー＞口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内聞断続ヨコナデ。

12 滋杯 3 12 6 12. 0 4. 3 300 1/:J 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

13 盗坪：l l :l. 0 l l. 8 3. 6 1/5 周』ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 5YR7/8 

続ヨコナデ。

14 益杯 3 11. 7 11. 7 4. 0 3/4 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→□縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

l5 蓋坪 3 14.l 12. 5 5. 0 1/5 此部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

16 恙J不 3 I I. 5 11.0 4. 9 1/5 尉辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段） 2. 5 YR 6 / 6 

内面ヨコナデ。

17 蓋坪 3 12. 8 11. 7 4. 8 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

I 8 蓋杯 3 11.7 11.5 5. 0 340 2/3 底部ヘラケズリ→1団辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

19 盗灯、 3 l l. 8 11. 0 4. 7 300 一部欠 周辺ヘラケズリ→［」縁部断続ヨコナデ。内面断 7.5YR 8/4 

損 続ヨコナデ。

20 蓋杯 3 12. 0 11 6 4. 5 300 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナテ。

21 蕊広，1 14. 0 12. 9 3 8 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

22 盆杯 3 13, 0 12. 5 4. D 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/8 

ナテ。内面ヨコナデ。
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第50表第31号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容罷

23 蓋杯 3 14. 2 13. 3 3. 9 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ (2段）

24 蓋杯 3 12. 4 11. 5 3. 6 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

25 平杯 2 12. 8 12. 0 3. 9 280 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラズケリ→口縁部断続 5YR4/3 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

26 蓋杯 3 12.1 11. 7 1/5 口縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR6/8 

27 平杯 2 14. 3 12. 0 4. 0 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→細かなヘラ 5 YR 5/6 

ミガキ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラオサエ

→断続ヨコナデ→底部放射状ヘラミガキ。

28 蓋杯 3 13. 0 12. 5 5. 4 1/3 底部ヘラケズリ柱状部分削り残し→周辺ヘラケ 5YR5/8 

ズリ。内面断続ヨコナデ。

29 平杯 2 14. 3 12. 2 3. 9 300 3 / 4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

30 蓋坪 3 10. 7 10. 2 4. I 200 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

31 蓋妬 3 13. 6 12. 0 4. 3 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/2 

ョコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

第 199図

I 身杯 3 15. 4 14. 3 4. 3 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ョコナデ。内面ヘラケズリ→断続ヨコナデ。

2 蓋杯 3 16. 5 15. 0 5. 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→IJ縁部断続 7.5YR 8/8 

ヨコナデ。内面ヘラケズリ→断続ヨコナデ。

3 平灯、 2 14. 2 12. 5 3. 4 1/6 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (3段）。 5YR6/8 

内面断続ヨコナデ (2段）。

4 身杯 3 12. 3 14. 5 3. 6 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

ョコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナ

デ→放射状暗文。

5 身杯 3 12. 2 13. l 3. 1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナ

デ→放射状暗文。

6 身杯 3 12. 4 13. 2 4. 2 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナ 7.5YR 5/2 

デ→放射状暗文。

7 身杯 3 12. 7 13. 5 4. 4 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部斯続 7.5YR 7 /6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

8 身杯 3 12. l 12. 6 4. 0 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/8 

ヨコナデ。内iJji断続ヨコナデ。

9 身杯 3 11. 2 12. I 4. 6 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

10 蓋坪 3 14. 3 14. 1 6. 0 l/2 底部ヘラケズリ—•周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ョコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

II 蓋杯 3 15. 2 14. 6 6.1 600 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/6 

12 蓋杯 3 14. 4 14. 5 6. 3 3 / 4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR6/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。
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第51表第31号住居跡出土土器③

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

13 蓋杯 3 15. 5 15. 2 5. 6 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/8 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

14 蓋杯 3 14. 5 15. 0 6. 2 600 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR 6/6 

損 ナデ。内面断続ヨコナデ。

15 蓋杯 3 14. 6 14. 6 5. 6 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面断続ヨ 5 YR 6/8 

コナデ。

16 蓋杯 3 15. 2 (600) 1/2 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 2. 5Y R 5 / 8 

続ヨコナデ。

17 平杯 2 14. 7 14. 0 5. 0 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面断続ヨ 5YR7/6 

コナデ。

18 平杯 2 13. 5 13. 2 5. 5 420 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ユビオサエ→周辺ヘラケ 5YR6/8 

ズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ

19 鉢E2 10. 5 11. 6 7. 0 420 完形 底部ヘラケズリ→周辺ユビオサエ→口縁部断続 5YR5/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

20 平坪 2 11. 5 11. 4 5. 0 320 1/2 ヘラケズリ→ユビオサエ→ヨコナデ。内面ヨコ 2. 5Y R 6 / 8 

ナデ。

21 平杯 2 12. 0 ll. 8 5. 2 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ユビオサエ→口縁部断続 5YR6/8 

損 ヨコナデ。内面ヨコナデ。

22 須高 3 8. 9 7. 8 6. 5 140 一部欠 杯部底部ヘラケズリ→断続ヨコナデ→脚部断続 5YR7/6 

損 ヨコナデ→脚裾部断続ヨコナデ。内面杯底部へ

ラオサエ→口縁部断続ヨコナデ→脚内面ヘラケ

ズリ→脚裾部断続ヨコナデ。

23 須高 3 12. 0 12. 3 9. 4 380 完形 J不部底部ヘラケズリ→断続ヨコナデ→脚部断続 5YR7/6 

ョコナデ→脚裾部断続ヨコナデ。内面杯底部へ

ラオサエ→口縁部断続ヨコナデ→脚内面ヘラケ

ズリ→l!ll裾部断続ヨコナデ。

24 長高 1 1/5 脚裾部断続ヨコナデ。内面脚裾部断続ヨコナデ 5YR7/8 

25 須高 3 1/5 →縦ヘラケズリ。内面横ヘラケズリ 2.5YR6/8 

26 大型甑 3 31. 1 8.4 27. 0 9,200 5/6 胴綿縦ヘラケズリ→胴下半横ヘラケズリ→口縁 5YR7/6 

部断続ヨコナデ。内面縦ナデアゲ→口縁部断続

ヨコナデ。

第 200図

1 長下甕 2 20. 7 3. 5 32. 5 6, 100 一部欠 肩部縦ヘラケズリ→胴部斜めヘラケズリ→底部 5YR7/4 

損 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面肩部

ナデアゲ→口縁部ヨコナデ。

2 長下甕 2 18. 1 6. 8 34. 0 6, 100 4 / 5 胴部縦ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→口緑部 5YR7/4 

断続ヨコナデ。内面胴部横ヘラオサエ→縦ヘラ

ナデアゲ。胴部縦ヘラケズリ。

3 長下甕 2 15. 9 5. 7 35. 4 5,800 3 / 4 胴部縦ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→口縁部 2.5Y 8/2 

断続ヨコナデ。内面胴部ヘラオサエ→口縁部断

続ヨコナデ→底部ナデアゲ。

4 長下甕 2 17. 5 6. 4 34. 1 6, 100 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→胴下位縦ヘラケズリ→口縁 2.5YR7/4 

損 部断続ヨコナデ。内面胴部縦ナデアゲ→肩部ヨ

コナデ→口縁部断続ヨコナデ。

5 長下甕 2 17. 5 5.8 32. 6 5,600 一部欠 胴部縦ヘラケズリ (3段） →口縁部断続ヨコナ lOYR 8/2 

損 デ。内面底部ヘラオサエ→胴部横ヘラナデ→口

縁部断続ヨコナデ。
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第52表 第31号住居跡出土土器④

法 屯E 

番局 器種分類 残存度 手怯の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等
口径 底径 器高 「谷←卑rコ

6 須恵器礁 13. 3 彼片 ロクロ成形→横位被状文 須恵器IOY7 / I 

7 小壼 3 12. 0 1. 0 13.1 1, 4 0 0 2 / 3 胴部縦ヘラケスリ→II"]部横ヘラケズリ吋氏部横 7. 5 YR 6 / 8 

ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナ

デ→肺1部縦ナデアケ・＿·•ロ縁部断続ヨコナデ。

第 201図

1 長下甕 2 19. 3 2 / 3 胴部縦ヘラケズリ→胴部ヨコナデ (5段） →口 5YR7/3 

縁部断続ヨコナデ。内面胴部ナデアゲ→口縁部

断続ヨコナデ。

2 大甕 2 21. 2 1/5 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 10YR 8/3 

ヘラオサエ寸］縁部断続ヨコナデ。

3 球llr，]壺 3 14. 0 1/8 胴部横ヘラケズリ→□縁部断続ヨコナテ (2 2. 5 YR 4 / 6 

段）。内面ヘラオサエ→[1縁部断続ヨコナデ。

4 Lkll伺壺：I 13. 3 I /5 「1縁部断続ヨコナデ (2段）。内面[7縁部断続 7.5YR7/6 

ヨコナデ。

5 球11H壼 3 16. 5 I/ 5 口縁部断読ヨコナデ→胴部縦ヘラケズリ。内面 5YR7/8 

胴部横ヘラオサエ→「］縁部断続ヨコナデ。

6 J求嗣壺 3 8. 0 I /5 胴下半斜ヘラケズリ→底部ヘラケズリ。内面底 5 YR 7 /6 

部ヘラオサエ→ヘラケズリ。

7 球Ii村壺 3 5. 0 1/5 胴下半斜ヘラケズリ→屁部ヘラケズリ。内面底 75YR8/6 

部ヘラオサエ→ヘラケズリ。

8 長砲甕 l 5. 5 I /10 胴下半斜ヘラケズリ 退底部ヘラケズリ。内面底 5YR5/2 

部ヘラオサエ→ヘラケズリ。

g 珀恵甕 破片 平行線タタキ→ヘラケズリ。同心円文タタキ→ 須恵器 5PB7/l

横カキメ。

第53表 第32号住居跡出土土器

法 呈
滸号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口怪 底径 器高 容星

第 201図

ID 須恵甕 破片 平行線タタキ。内面同心円文タタキ。 須恵器N4 / D 

II 平杯 2 14. 3 12. 5 3 9 I/ 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→仁1縁部ヨコ 5YR5/6 

ナデ。内面ヨコナデ。

12 蓋J不 3 12. 6 12. 9 4.1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR7/3 

ナデ。内面ヨコナデ。

13 平杯 2 13. 6 12. 5 4 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR3/4 

ヨコナデ。内面→断続ヨコナデ。

14 墓杯 3 12. 5 12. 0 4. g 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5Y R 6 / 8 

ナデ。内面ヨコナデ。

15 身杯 3 13. 0 14. 2 4. 3 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR 5/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

16 蓋杯 3 12. 3 11. 2 5.1 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR6/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

17 鉢G2 10. 8 4. 5 9. 0 800 4 / 5 胴部横ヘラケズリー＞ヨコナデ。内面ヘラケズリ 5 YR 5/8 

→口縁部断続ヨコナデ。
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第54表第33号住居跡出土土器①

枕 "L 1 

番号 喘種分類 残存度 臼大の特徴・成(j啓）形の順序 色凋・焼成・｛史用痕跡等

l]径 底径 器高 ワ合、r［旦． 

第 202図

1 須有紐蓋 4 2() 一部欠 ロクロナテ成形。内面ロクロナデ成形。 須恵僻蓋2.5 YR 4 / 1 

2 平杯 2 13. 5 12. 5 3. 6 1/5 周辺ヘラケズリ→「1縁部断続ヨコナデ。内面断 内外面黒色処理

続ヨコナデ。 2. 5Y R 5 / 6 

3 平杯 3 13. 5 12. I l.l 2 / 5 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外l薗黒色処罪

ヨコナデ→細かなヘラミガキ。内面断続ヨコナ 5YR6/6 

デ→ヨコナデ。

4 平杯 2 14 4 13.1 4. g 1/5 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ→II縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ，，内而断読ヨコナデ。 5YR4/2 

5 身訴 3 l3, 2 14. 6 4.-1 1/5 底部ヘラケズリ≫周辺ヘラケスリー＞「］縁部断読 内外面黒色処理

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。 5 YR,l/2 

6 身J不 3 13. ll 1 4. 4 ,. 0 2 / 3 庇音IIヘラケスリ 4団辺ヘラケズリ→rl縁部浙続 5YP6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 卦J不 3 13. :1 11. 9 4. 5 1/5 周辺ヘラケズリ→11縁部l析絨ヨコナデ。内面脈 25YR5/8 

続ヨコナデ。

8 翡J不 3 12. 2 13. 5 1. 3 3 0 0 3/ 5 底部ヘラケズリ→周 1J1ヘラケズリ→口縁部断続 内外面、開色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5 YR li/8 

， 身杯 3 11.0 11. 7 4. 2 200 冗形 庇部ヘラケズリ→1古］Jルヘラケスリ→［］縁祁断続 2. o YR 6 / 8 

ヨコナデ。内向断続ヨコナデ。

10 鉢G2 8. 5 8. 0 8. 0 3/111 IIIil音IIョコナデー頸部指オサエ→底部ヘラケズリ '> YR 7 /4 

ー＞口縁部断続ヨコナテロ内祖II氏部ハケメ→1」縁

部ヨコナデ。

11 鉢II 12. 5 12. 8 7. I 580 4/5 胴音II ヨ：」ナテ—吋氏，姻ヘラケズリ・→細かな横ヘラ 内外1ili黒色処l朋

ミガキ→庇部ヘラミガキ—-> □縁部断続ヨこ］•)-テ 2. 5 YR 3 / 3 

→l_1縁部鉗洵状ヘラミガキ。内祖11庄部細かなへ

ラミカキ ・II縁部劇続ヨコナテ。

12 長高 l 20. 5 12 0 1/3 1 む1 辺ヘラケズリ—>[]縁部断続ヨコナデ (2 段） 7.5YR7/6 

内iInl氏部ヘラオサ工→II升筑ヨコナデ。

13 須高 3 2/5 ヨコナテ屯揺1凋断続ヨコナデ。内面ヘラケズリ 5YR7/6 

→II肛続ヨコナテ。

14 須高 3 2/5 縦ヘラケスリ→周辺断続ヨコナデ。内面ヘラオ Z.5YR6/8 

サエ湛断続ヨコナテ。

15 長高 1 縦ヘラケズリ＞周辺断続ヨコナデ。内面ヘラケ

ズリ。

16 長高 1 1/5 継ヘラケスリ→周辺断続ヨコナテ。内面ヘラケ 2.5YR6/8 

ズリ。

17 長高 1 I /10 綴ヘラケズリ。内面ヘラケスリ。 5YR7/4 

18 長砲甕 I 21.7 1 / 3 胴部縦ヘラケズリー＞［l縁部断続ヨコナデ。内面 2. 5Y R 6 / 6 

横ヘラオサエ→祈続ヨコナデ。

19 大甕 2 27 5 1/8 樅ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。杓面ヘラオサ 2. 5 YR 5 / 6 

工—‘「l縁部断続ヨコナデ。

20 球胴壺 3 l.1. I 1/5 縦ヘラケズリ→「］縁部ヨコナデ。内面ヘラオサ lllYR7/3 

工→口縁部断続ヨコナデ。

21 棟胴甕 3 15 l 2 / 3 胴部縦ヘラケスリ→庇部ヘラケズリー41縁部断 2. 5 YR 5 / 8 

続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→ョコナデ。

22 無花壺 3 7. 5 1/3 縦ヘラケズリ→ヨコナデ（一条）。内面ヘラオ 1.5YR7/8 
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第55表第33号住居跡出土土器②

法 呈
番号 器柚分顛 残存度 手法の特檄・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容呈

サ工。

第 203図

1 須杯盃A 破片 ロクロ成形→外面に全体に自然釉がかかる。 須恵器N5/D

2 骰片 破片 ロクロ成形 IDBG6/I 

第56表第34号住居跡出土土器

怯 旦呈

番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等n径 屁径 器高 六合早屯

第 203図

3 蓋坪 3 13 6 12. I 4.4 360 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/4 

損 ヨコナテ。内面口縁部断続ヨコナデ。

4 盗杯 3 13. 3 12 I 4. 6 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5 YR 6 / 8 

損 ナデ。内面ヨコナデ。

5 長高 l 破片 裾部断涜ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5 YR 6/6 

第57表第35号住居跡出土土器

法 旦里

品号 器師分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色淵・焼成・使用痕跡等口径 底径 器裔 谷磁

第 203図

6 艮，ら 1 破片 縦ヘラケズリ→内面ヘラケズリ 2. 5Y R 5 / 8 

7 破片 破片 平行線文タタキ。内面同心円文タタキ。 須恵器N8/0 

8 半材、 2 11. 6 11. 8 4. 4 300 完形 周辺ユビオサエ→底部ヘラケスリ→口縁部ヨコ 5YR7/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

9 盆坪 3 12. I 12. 3 5. 3 I /5 因辺ユビオサエ→底部ヘラケズリ・ロ縁部断涜 2.5YR5/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

10 平坪 2 15. 0 13. 5 3. 4 1/6 口縁部ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR7/6 

第58表 第36号住居跡出土土器①

法 旦圭

番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の顧序 色凋・焼成・使用痕跡等口径 底径 器商 六合早屯

第 203図

11 平J不 2 14. 5 13. 0 4.1 1/3 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ＞口縁部断 2. 5Y R 6 / 8 

続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

12 平坪 2 14. 2 12. S 3. 8 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

13 蓋杯 3 13. 6 13. 5 4. 9 360 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー1]縁部ヨコ 7.5YR 8/4 

ナデ。内面ヨコナデ。

14 平J不 2 14. 0 12. I 3. g 300 I /5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 内外面黒色処理

ナデ。内面ヨコナデ。 7.5YR 6/6 

15 平坪 2 11 3 12. 0 3. 6 300 1/4 底部ヘラケズリ・→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

16 平坪 2 14. 0 12. 4 4. 4 300 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 
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第59表第36号住居跡出土土器②

法 匿
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容羅

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

17 平杯 2 14. 5 13. 3 4. 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 内外面黒色処理

ナデ。内面ヨコナデ。 5YR7/6 

18 盗杯 3 14. 3 12.4 4. 4 380 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

19 平杯 2 13. 9 12. 7 3. 9 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

20 平杯 2 14. 4 13. 3 3. 8 1/3 口縁部ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR7/6 

21 盗杯 3 15. 6 14. 8 5. 3 破片 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ→口縁部断 5YR6/6 

続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

22 半灯、 2 13. 9 12. 6 4. 4 380 一部欠 底祁ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

損 ョコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

23 蓋妬 3 13. 8 12. 8 4. 2 340 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR4/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

24 平胚 2 13. 0 13. 0 4. 0 破片 底部ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 7.5YR4/6 

ナ-・。

25 身胚 3 12. 3 13. 4 3. 6 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/8 

26 身杯 3 14. 0 15.1 4. 1 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

27 身坪 3 12. 6 14. 0 4. 2 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR4/4 

28 身杯 3 12. 2 13. 8 4. 2 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2. 5Y R 5 / 4 

29 身杯 3 12. 4 13. 8 4.4 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

30 身杯 3 I I. 9 12. 6 4, 8 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ→口縁部断 5YR7/6 

損 続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

31 身杯 3 12. 0 13. 5 4. 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺部ヘラケズリ→口縁部断 2.5YR 5/6 

続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

32 身杯 3 12. 3 13. 6 4. 4 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

33 身杯 3 12. 6 13. 7 4. 0 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR 8/6 

ナデ。内面ヨコナデ。

34 身杯 3 12. 7 13. 5 3. 8 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR5/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

35 身坪 3 12. 3 13. 0 4. I 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

36 身杯 3 11. 7 [3. 5 4.1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/6 

ナデ。内面ヨコナデ。

第 204図

］ 長高 l 20. 5 12. 0 19. 2 400 3/5 杯底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ→脚部 5YR7/6 

縦ヘラケズリ→裾部断続ヨコナデ。内面断続ヨ

コナデ→脚部横ヘラケズリ→裾部断続ヨコナ

ァ→。

2 器台 l 13. 0 1/5 底部ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 2.5YR 6/8 

--r一。
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第60表第36号住居跡出土土器③

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 六合亘里

3 須有紐蓋 1/4 ロクロ成形 須恵器蓋N6/0

4 長高 l 19. 7 11. 9 1/5 底部ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 2.SYRS/8 

プ一。

5 長壺 l 8. 6 14. 3 560 完形 胴部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR7/8 

続ヨコナデ。内面ヨコナデ。

6 長高 l 1/5 縦ヘラケズリ。内面ヘラケズリ。 7 YR 8/4 

7 三角甑3 17. 4 10.1 1/2 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ→底部 7. 5 YR 8 / 3 

ヘラケズリ。内面ヨコヘラオサ工。

8 鉢B3 21. 4 1/5 胴部横ヘラケズリ→口縁祁断続ヨコナデ。内面 5 YR 6/8 

ヨコヘラオサ工。

9 長砲甕 1 19. 4 2 / 3 胴部縦ヘラケズリロ縁部断続ヨコナデ。内面横 7.5YR7/8 

ヘラオサ工。

IO 長砲甕 l 17. 5 1/2 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 IOR4/6 

縦ナデアゲ。

11 球胴壺 3 10. 3 肩部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 2. 5Y R 6 / 6 

ナデアゲ。→断続ヨコナデ。

12 身下甕 2 17. I I /5 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2 2.5YR 6/8 

段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

13 大窒 2 19. 0 1/5 肩部縦ヘラケズリ→ヨコナデ（一条） →口縁部 2.5YR6/8 

断続ヨコナデ。内面ナデオサエ→口縁部断続ヨ

コナデ。

第61表第37号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分頬 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色翡・焼成・使用痕枕等

口径 底径 器高 容量

第 205図

1 平杯 2 14. 0 13.1 4. 0 7/8 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 平杯 2 15. 4 14. I 4. 0 380 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。 2.5Y5/6 

3 身杯 3 13. 3 15. 2 4. 2 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

4 身杯 3 13. 2 14. 6 3. 5 破片 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 7.5YR7/6 

続ヨコナデ。

5 身杯 3 13. 5 14. 9 3. 6 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外而黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。 2. 5Y R 4 / 2 

6 身杯 3 12. 5 14. 0 4. 2 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR 2/ 1 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

7 身杯 3 15. 7 17. 0 4. 7 1/7 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ョコナデ。内而断続ヨコナデ。

8 有稜高 3 破片 ヨコナデ。内面ヨコナデ。 2.5YR 6/8 
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第62表第38号住居跡出土土器①

法 協
番号 器種分類 残存度 -fi去の特徴・成（整）形の順序 色謁・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 '谷し*里r 

第 205図

9 慕坪 3 12. 0 11. 8 4. g 320 完形 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5 YR 8 / 6 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ叶祈続ヨコナデ。

10 蓋杯 3 11 8 I l. 3 4. 7 3/5 屁部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

II 蓋杯 3 12 0 11. 6 4. 6 300 一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

12 盗J不 3 12. 9 12. 7 5. 3 380 一部欠 朕部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→IJ縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 

損 ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

13 蓋),f、 3 12. 8 12. n 5. ~ 380 -合|S欠 IL（部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリー➔ 11縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

阻 ヨコナデ。内面ヨコナデ。

1 4 盈J』、 3 12. D 12. :1 5. 2 2/:l 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[_1縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

15 蓋);f、 3 12. 5 1 1. 4 4. 6 31i0 2/5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー→II縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

16 遊）f3 12. 6 11. 6 5. 3 :l60 一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ•→ [I縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

損 ヨコナテ。内血断続ヨコナデ。

17 慕J不 3 12. 5 11.7 4 5 I /5 I氏部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 5 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

18 蓋J不 3 13. 1 12. 3 5. 2 380 一部欠 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2.5YR5/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

19 義J不 3 12.1 12. 1 5. 0 I /6 IIふ部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→[1縁部［析続 2. 5 YR 6 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

20 羞J不 3 12. 7 11.2 5. 0 ]60 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→[|縁部断続 5YR9/8 

ヨコナテ。内面断続ヨコナテ。

21 益）ボ 3 12. 5 12. 3 4.5 3 60 7 / 8 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

22 益Jf3 13. I 12. I 5. 0 3 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5 YR 6/6 

ナデ。内面浙続ヨコナデ。

23 説）不 3 12. 7 12. 4 5. I 360 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

24 蓋杯 3 13. 8 12. 7 4. g 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/8 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

25 盆奴、 3 13. 4 12. 7 5. 0 1/3 庇部ヘラケズリ ~9周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

26 盗J不 3 12. l 11.0 5.1 380 I /8 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

27 盗杯 3 12. 2 11. 0 5. 3 320 一部欠 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口録部断続 2. 5Y R 5 / 6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

28 森J不 3 12. 9 11. 5 3. 9 1/6 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

29 義杯 3 14. 3 13. 2 5. 4 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5Y R 6 / 8 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

30 曲材、 3 12. 4 11 3 4. 3 1/8 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR 6/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ→口縁部ジグザグのヘ

ラミガキ。

31 蓋坪 3 9. 4 9. g 3. 0 160 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 
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第63表第38号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

32 蓋杯 3 14. 6 14. 3 6.1 640 4 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

33 蓋杯 3 14. 5 14. 0 6. 2 600 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 8 / 6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

34 蓋坪 3 14. 8 14. 6 6. 7 620 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5 YR 6 / 8 

ナデ。内面ヨコナデ。

35 蓋江 3 15. 0 14. 6 6. 7 660 一部欠 底部ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 5YR6/6 

損 丁一9。

36 須恵器述 9. 8 500 完形 ロクロ成形→胴部・ロ縁部波状文→胴部口縁部 N 7 /0 

波状文をはさむ 2条の沈線。

第 206図

1 小壺 3 13. 2 3. 0 II.I l, 100 3/4 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナテ。内面 2. 5Y R 5 / 8 

ユビオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

2 球桐甕 3 12. 7 3. 0 11.1 500 完形 胴部横ヘラケズリ→胴下半横ヘラケズリ→口縁 5YR7/4 

部断続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続

ョコナデ。

3 小甕 3 13. 8 5. g 11. 6 800 9 /10 胴部縦ヘラケズリ→肩部・ 1□1縁部断続ヨコナデ 7.5YR 7 /6 

内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

4 小丸 3 1/4 細かな横ヘラケズリ。内面ヘラオサ工。 75YR7/8 

5 小甕甑 l 17. 2 12. 3 1,200 完形 胴上半縦ヘラケズリ→II村中位斜ヘラケズリ→底 5YR7/,! 

部横ヘラケズリ→口縁部断読ヨコナデ。内面ナ

デアゲ→ヘラオサエ..,断続ヨコナデ。

6 鉢 I3 18. 3 4. 2 15. 0 2,200 4 / 5 胴上半縦ヘラケズリ→底部縦ヘラケズリ→胴中 2. 5Y R 6 / 8 

位横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ナ

デアゲ→断続ヨコナデ。

7 甕形甑 3 22. 4 2. 9 30. 9 6,900 一部欠 縦ヘラケズリ→屁部斜めヘラケズリ→口縁部浙 5YR8/l 

損 続ヨコナデ。内面ナテアゲ→底部横ヘラオサエ

→口縁部ヨコナテ。

8 大型甑 3 24. 5 9. 3 23. 7 5,200 一部欠 縦ヘラケズリ→底部斜めヘラケズリ→口縁部浙 2. 5Y R 6 / 8 

損 続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→底部縦ヘラオ

サエ→口縁部ヨコナデ。

9 長砲甕 l 18. 6 I /10 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ユビ 10 R 5 / 8 

ナデアゲ→口縁部断続ヨコナデ。

10 甕形甑 3 1/4 縦ヘラケズリ。内面ヨコナテ→縦ヘラオサ工。 7. 5 YR 8 / 8 

11 長砲甕 1 19. 1 1/10 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ユビ 5YR7/4 

ナデアゲ→口縁部断続ヨコナデ。

第 207図

1 長下甕 2 17. 5 5. g 31. 4 6,000 4 / 5 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部縦ヘラケズリ→口 25YR7/8 

縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ→胴上半部へ

ラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

2 長下甕 2 18. 6 7. 3 29. 6 5,300 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部斜ヘラケズリ→胴 2.5YR6/8 

損 上半部ユビナデ (5条） →口縁部断続ヨコナ

デ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

3 長下窒 2 22. 5 4. g 32. 6 6,000 3/4 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部斜ヘラケズリ→肝 5YR6/8 

部・ロ縁部断続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口
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第64表第38号住居跡出土土器③

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色関・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

縁部断続ヨコナデ。

4 長下甕 2 1/5 胴部縦ヘラケズリ→胴下半部縦ヘラケズリ。内 5YR7/6 

面ヘラオサ工。

5 長下甕 2 6. 5 1/3 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面へ 2. 5Y R 7 / 6 

ラオサエ→縦ナデアゲ。

第65表第39号住居跡出土土器

法 •里こ

番号 器種分顛 残存度 手法の特徴・成（整）形の順Iヤ 色闊・焼成・使用痕跡害

[J径 屁径 器高 容量

I 

第 207図

6 身杯 3 13. 5 12. 3 4.1 (280) ー一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→l_1縁部断続 2.5YR1/6 

損 ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

7 身杯 3 14. 3 12. 0 4. 0 260 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

8 身妹 3 12. I 13. 2 4. 2 300 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[I縁部断続 2. 5Y R 4 / 8 

ョコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

9 平杯 2 13.2 12. 7 3. 5 260 9 /10 氏部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

ョコナデ。内面ヨコナデ。

10 身拓 3 1:1. 0 14. 6 4. 7 4011 •ー一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー—>口縁部断続 7.5YR 8/4 

担 ョコナデ。内面断銑ヨコナデ。

11 身）不 3 12. 3 13 8 4. 3 (380) 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→［l縁部断続 7. 5 YR 5 / 6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

12 身杯 3 12. 5 13. 9 4. 2 (320) 完Jf多 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー可］縁部断続 7.5YR7/3 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ→放射状ヘラミガ

キ。

第 208図

1 鉢G2 11. 5 800 4/5 桐部横ヘラケズリ→底部ヘラケスリ→口縁部断 2. 5 YR 7 / 6 

続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナテ。

2 小鹿甑 l 16. 5 12.1 1,200 3/ 4 胴部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR6/6 

続ヨコナデ。内面ヘラオサエ—>断続ヨコナデ。

3 小甕甑 l 17. 0 14. 3 1,600 I /2 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→口縁部 7.5YR7/8 

断続ヨコナデ。内面ヨコナテ→ナテアゲ→断続

ヨコナデ。

第66表第40号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の1順序 色謁・焼成・使用痕筋等

口径 底径 器高 容量

第 208図

4 身J不 3 11.3 13. 7 4. 3 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 75YR8/1 

損 ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナテ
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第67表第41号住居跡出土土器

法 械
沿号・ 器種分類 残存度 手怯の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使川痕跡等

口径 底径 器高 容蛾

第 208図

5 蓋）不 3 13. 0 12.4 5. 0 I /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

6 身杯 3 JO. 2 I 1.4 4. I 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR5/6 

ナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

7 身杯 3 12. 0 12.1 3. 7 340 完形 底部ヘラケズリ・→口縁部断続ヨコナデ。内面断 5 YR 6/4 

続ヨコナデ。

第68表第42号住居跡出土土器

法 蘇
沿号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の顛序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 庇径 器高 容蟄

第 208図

8 平杯 2 15. 7 la. 5 1.1 I /10 口縁部断続ヨコナデ(2段）内面ヨコナデ。 2.5YR 6/6 

9 平杯 2 13. 0 11. •I 4. 2 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

10 平J不 2 15. 0 14. 0 3. 5 360 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 7 / 6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

II 身杯 3 12. 4 14.4 4. l 1/5 屁部ヘラケズリ、●周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR5/3 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

12 蓋杯 3 17. 8 17. 2 5. 8 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

13 屈J不 2 12. 3 12. G 4. 7 280 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 7 / 6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ→放射状ヘラミガ

キ。

第69表第43号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 208図

14 身杯 3 11. 7 13. 3 1. 5 320 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ→放射状ヘラミガ

キ。

15 平杯 2 15. I 12. 6 4. 6 400 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7.5YR 7 /3 

16 身杯 3 12. 0 13. 8 4. 6 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/6 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

17 内杯 3 13. 2 12.1 5. g 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/6 

ナデ。内面ヨコナデ。

18 鉢 F2 11. 2 13. 3 7. 8 560 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

損 ヨコナデ。内面底部ヘラオシアテ→断続ヨコナ

フ遠

19 長高 l 18. 5 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

ヨコナデ→脚部縦ヘラケズリ→裾部断続ヨコナ

デ。内面底部ヘラオシアテ→断続ヨコナデ→脚

部ヘラケズリ→裾部断続ヨコナデ。

20 長砲甕 I 16. 2 1/2 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 7.5YR8/4 
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第70表第43号住居跡出土土器②

怯 屈
番号 器種分顆 残h度 1法の特徴・成（整）形のIi阻Ir" 色調・焼成・｛史）I]痕跡惰

II径 屁枠 器高 'む'"国

Ill祠部ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

21 鉢K3 22. 5 21. D 1/5 胴部横ヘラケズリ→口縁部断絨ヨコナデ (3 7.5YR 7 /8 

段）。内面横ヘラナデ→［］縁部ヨコナデ。

22 無花壺 2 7. 0 I /10 底部斜めヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面 2. 5 YR 6 / 8 

ヘラオサエー→ョコナデ。

第 209図

1 大甕 2 23. 2 9 0 31 4 12,000 1/4 胴下半部斜めヘラケスリ→庇部Ill吋上1噂II糾めへ 2. 5 Y [! 7 / 6 

ラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内而ii個1部縦ナ

テアゲ→ヨコナデ―•I―l縁部 1析続ヨコナデ。

2 長砲甕 l 4. 5 1/4 1]|991ド摯部斜めヘラケズリー寸氏部針めヘラケズリ IOI, Ii/ 6 

内面縦ナデアケ→1:J -)ーテ。

第71表第44号住居跡出土土器①

法 箪
番り 器柿分類 残仔度 手法の札徴・成（整） ］診のIIIOIt 色調・焼成．i史月］痕跡芥

[I径 I氏怪 器高 グ合マ9"且

| 

第 209図

3 蓋坪 3 12. 3 11.6 5. 5 320 1/2 i起IIヘラケスリ，周辺ヘラケズリ～寸1縁孔II断続 2. 5 YR 7 / 8 

ヨコナテ。内血断続ヨコナデ。

4 叢jィ;3 12. 7 11. 4 4 7 3 2() I /2 底部ヘラケスリ＞周辺ヘラケズリ ,11縁部断続 25YR5/8 

ョコナデ。内曲ヘラオサエ斗枡続ヨコナテ。

5 ，？苓坊：l 12. 7 12. 0 5. •I :140 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ，「］縁品廂続 5YR7/6 

ョコナデ。内liliヘラオサエ切断続ヨコナデ。

6 誼J,1く3 11. 0 11. 6 5, 3 1/5 9氏部ヘラケズリ、＞周辺ヘラケズリ＞［I縁部断続 7.5Y R 7 /6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 蓋Jf、 3 12. 0 12. 0 5. 1 1/4 底部ヘラケズリー周山ヘラケズリー＞［］縁部ヨ：］ 5YR7/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

8 叢坪 3 11. 8 JO. 5 4. 2 24 0 3 / 4 瓜部ヘラケスリ→周』ヘラケスリ→[J縁部ヨコ 2. 5 YR 5 / 8 

ナデ。内面屁部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

9 鉢E2 4/5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→Il縁部ヨコ 2. 5Y R 5 / 6 

ナデ。内面断続ヘラオサエ→1析続ヨコナデ。

10 須高 3 12. 7 11. 5 340 1/2 氏部ヘラケズリ→周』ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。→脚部ヨコナテ。内面断続ヨコナデ

→脚部断続ヨコナデ。

11 蓋妹 3 IL 0 13. 3 5 0 冗形 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「1縁部ヨコ 7.5YR6/4 

ナデ。内面ヘラオサエー・I枡続ヨコナデ。

12 身応 3 12. 5 14. 0 /4.3 1/3 底部ヘラケス~リ→周辺ヘラケズリ→ l]縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR6/4 

13 蓋広 3 16. 6 16. 0 6. 3 1/2 底部ヘラケズリ吋且］辺ヘラケスリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

14 蓋坪 3 15. 6 15. 4 6. 8 760 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

15 盗妬 3 16. 5 16. 2 6. 3 (700) 一部欠 肱部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→1二l緑部断続 2. 5Y R G / 8 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

16 鉢E2 7. 7 9. 6 5. 7 1/3 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ 1]縁部断続 口縁部一対の穿孔あり

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2. 5 YR 6 / 8 

17 須高 3 1/10 晰続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR7/6 
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第72表第44号住居跡出土土器②

法 塁
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

18 須高 3 1/10 断続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/8 

19 須高 3 I('8 縦ヘラケズリ→断続ヨコナデ。内面底部ヘラケ 2.5YR 6/8 

ズリ。

20 小丸 3 一部欠 胴部横ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→口縁部 5 YR 7 /6 

損 断続ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→口縁部断続

ヨコナデ。

21 甑 破片 ヨコナデ。内面ヨコナデ。甑底部の受のための 5YR7/4 

穿孔。

22 小丸 3 I /10 胴部横ヘラケズリ。周辺ヘラケズリ→内面ヘラ 5 YR 6/6 

オサエ→ヨコナデ。

第73表第45号住居跡出土土器

法 星
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 210図

l 蓋杯 3 13. 5 11. 7 4. 4 280 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー●口縁部断続 5YR6/8 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 内杯 4 13. 6 14. 4 6. 2 560 3 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→周辺部ユビ 7.5YR4/2 

オサエ→口縁部断続ヨコナデ。内面断続ヨコナ

プ一。

3 身杯 3 13. 0 14. 0 4. 4 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

4 身杯 3 13. 0 14. 3 4. 5 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5Y R 6/6 

ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ

5 身杯 3 13. 5 14. 8 4. 7 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

6 身杯 3 12. 2 13. 9 4. 5 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/3 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

7 身杯 3 12. 7 13. 5 4.1 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /6 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

8 身杯 3 12. 6 13. 7 4. 0 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

損 ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ

9 身妬 3 12. 8 14. 0 4. 5 360 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5Y R 6/8 

損 ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ

→放射状ヘラミガキ。

10 須高杯 破片 ロクロ成形→横カキメ。内面ロクロ成形。 須恵器N5/0

l l 球胴甕 3 15. 6 4/5 胴縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ナ 5YR7/4 

デアゲ→断続ヨコナデ。

12 甕形甑 3 23. 8 9. 6 29. 2 3,300 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→底部横周辺ヘラケズリ→口 7.5YR 8/8 

損 縁部断続ヨコナデ。内面縦ナデアゲ→底部・胴

上半ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

13 長砲甕 l 19. 0 4. 7 39.4 6,400 4/5 胴部縦ヘラケズリ→底部周辺横ヘラケズリ→口 2.5YR7/6 

縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ→口縁部断続

ヨコナデ。
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第74表第47号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 210図

l 4 鉢B3 13. 5 13.1 5. 9 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

15 平杯 2 13. 7 12. 0 4. 3 340 一部欠 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 7. 5Y R 8 / 6 

損

16 身坪 3 13. 2 14. 3 4. 4 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR3/4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

17 身杯 3 12. 8 13. 0 4. 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

18 球胴壺 3 破片 横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラ 内外面黒色処理

オサエ→ヨコナデ。 5YR7/4 

第75表第50号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闊・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 六合早旱

第 211図

l 身坪 3 12. I 13. 7 4. 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ→放射状ヘラミガキ。

2 身坪 3 13. 3 14. 4 4. 5 340 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR 6/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

3 長高 l 1/2 縦ヘラケズリ→ヨコナデ。内面縦ヘラケズリ→ 5YR7/4 

断続ヨコナデ。

4 長砲甕 l 16. 6 1/3 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラ 7. 5Y R 7 / 6 

オサエ→断続ヨコナデ。

5 須恵器腿 13. 5 1/5 ロクロ成形→頸部波状文→胴部・頸部中央横沈 須恵器

線 2条 I単位。 lOY 4/ 1 

6 長砲甕 2 22. 5 1/3 縦ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ→断続ヨコナデ 7.5YR8/6 

内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

7 長砲甕 2 22. 0 1/2 胴部縦ヘラケズリ→肩部斜めヘラケズリ→口縁 7.5YR7/6 

部断続ヨコナデ (3段）。内面ヘラオサエ→口

縁部断続ヨコナデ。

(6) 遺物各説一古墳時代第皿期の編物石一

第33号住居跡では、まとまった編物石が出土している。しかし直接住居跡の使用時に伴うわけで

はない。このほかに古墳時代第皿期の住居跡では、確実に編物石をもつ住居跡は確認されていな

しヽ。
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第 212図古墳時代第m期の編物石

第76表 古墳時代第11I期の編物石

！ 
番 号 出 土 遺 構 長 さ mm 厚 み mm 重さg石買等

第 212図

1 SJ 33 119 57 240 緑泥石片岩

2 SJ 33 91 55 205 安山岩

3 SJ 33 安山岩

4 SJ 33 安山岩

5 SJ 33 146 53 540 緑泥石片岩

6 SJ 34 120 61 335 安山岩

7 SJ 36 160 61 615 安山岩

8 SJ 42 112 41 285 安山岩， SJ 39 134 60 435 緑泥石片岩

10 SJ 33 156 60 650 緑泥石片岩
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第 213図 古墳時代第IV期の新屋敷東遺跡

5
 

古墳時代第w期の遺構と遺物

遺構と遺物の概観

竪穴式住居跡の展開が、第肛期に比べると極端に後退し、竪穴式住居跡の集中も中央群だけとな
(1) 

る。本郷前東の自然堤防上では、竪穴式住居跡か姿を消し、集落の構成史に大きな展開かあったこ

とかわかる。全て大形の竪穴式住居跡て、一辺の軸を揃えおおむねカマドを北にもつ。いままてと

は、一味違った竪穴式住居跡群てある。河川跡も、土砂か堆積していたにもかかわらす、充分に物

資の輸送や、水田への盟富な給水も行なわれていたと考えられる。

北武蔵の一集落の大きな転換は、そのまま在地首長層間の権力闘争に反映し、『日本書記』に記

載された安閑紀のいわゆる政蔵国の内乱を生む。埼玉古墳群て鉄砲山古墳を境に、首長墓の交代か

暖昧となっていくことも、あながち見逃すことはてきない。

一方、生（舌様式の反映てある器物は、カマドにかかる調理や貯蔵等、前段階の様相を踏襲してい

た。 しかし有段口縁杯か、食膳具の主要型式として出現する。最大の特徴てある。
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園集落の構成 確認された竪穴式住居跡は、 9軒である。第IlI期の 3グループかり中央群の一群に

変化する。これは、実質的な集落内の竪穴式住居跡数の減少、あるいは竪穴式住居跡群の占地の移

動等によるのであろう。少なくともこの段階に大規模な集落の再編成が行なわれた結果であろう。

この集落の再編成は、それまでの変化と異なり、きわめて組織的に行なわれたらしい。竪穴式住

居跡の各壁面の軸か、ほほ東ー西、南ー北を指し、カマドは北壁に設置されるのである。各住居跡

の配置もこの軸をもとに決められたようであり、とくに第51• 52。53• 54 • 55 • 56魯 57号住居跡に

みられる共通性は、何らかの規準尺や規矩術の存在をにおわせていよう。

ただし重複遺構が多く、調査区か狭く的確なことがわからない。

圏竪穴式住居 当初から全掘できた住居跡はない。遺構の重複や調査区の設定によって、 3分の 1

程度しか調査されていない。ただしこれまでの住居跡に比較して、一回り規模が大きくなったこと

は特筆されよう。つまり第IlI段階の大形竪穴式住居跡と、一般竪穴式住居跡の中間的な専有面積を

抱えるようになる。

朧カマド カマドを調査した住居跡は、 7軒であるか、短煙道・長煙道のカマドとも確認され、両

者か併存していたことか分かる。短煙道は、第51。59号住居跡、長煙道は、第52• 54 • 56 • 57 • 58 

号住居跡で確認されている。第54• 56。57号住居跡では、カマド支脚が、燃焼部に立てられたまま

の姿て確認され、カマドに掛けられる甕と火回りの関係、カマドの構築に関係することなどが確認

された。また第56号住居跡では、カマド左袖の先端に正位に立てられた甕が確認されており、ある

いは、袖の芯材として甕が使われていた可能性もある。

霞煮沸具 カマドで使われた器は、前段階とあまり変化がない。責沸のための甕、食物を蒸すため

の甑、甕を支えるための支脚から構成される。甕は全て砲弾形の長胴甕となり、球胴形の甕は跡を

残さず見られなくなる。第57号住居跡では、甕とカマドの関わりか明瞭に確認されており、第IV期

の指標となろう。

園食膳具 しかし叢大の変化は、坪類に現われた。いわゆる有段口縁坪の出現である。北武蔵の 6

~7世紀の土師器を特徴付けるこの有段口縁坪は、口縁部を 2~4の段をもって構成する。その出

所は明確ではないものの、大振りの須恵器杯身模倣胚に伴なって出現する。整形技法は、きわめて

i―--._ _ _ ___ ___ __._ __ _ 
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第 214図古墳時代第IV期遺構全体図（1)
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ていねいで、段の構成も当初は、 4段以上の段をもつタイプが多い。底部も細かくヘラケズリの後、

細かくていねいにヘラミガキされている。段は、一度のヨコナデで作られるのではなく、 7~12回

程度の断続的なヨコナデによって作られている。また器面には、黒色処理が行なわれる。

いままでの模倣杯が全く作られなくなるわけではないが、きわめて生産量は減少し、小針型杯の

模倣杯とも呼べる大振りの杯が、この段階にはみられる。

■貯蔵具 貯蔵具として明瞭な甕・壺は、みられない。しかし各住居跡から、小形の甕・壺形土器

が出土している。これらがどのような機能を果たしたか明らかではないが、貯蔵の品目に多様性の

あったことが伺われよう。

■須恵器 この段階に須恵器を伴う住居跡は、確認されていないが、須恵器を丁寧に模倣した漣や

高坪がある。第58号住居跡から出土した遜は、大きくラッパ状に開く口縁部が、小形で球形の胴部

に付く器形で、大阪府陶邑古窯跡群TKlO型式に併行する須恵器を模倣したと考えられる。とくに

口縁部が 2段になる手法は、有段口縁杯の影響かとも思われる。

また同じ第58号住居跡から出土した高杯の脚部の断片は、透かし穴をもつ高坪の脚部の断片であ

る。おそらく長脚三方二段透かしの須恵器高杯を模倣したものであろう。両者とも黒色処理によっ

て作られており、有段口縁杯との関係が注目される。

■黒色処理の土師器 第IV期以降、新屋敷東遺跡にも、食膳具の表面を黒色に仕上げた土師器が、

出現してくる。それまでの土師器の中に、こうした器面の仕上げ処理を施す土器が、なかったわけ

ではないが、有段口縁杯の出現に伴い、広範囲にみられるようになった。おそらく東北地方仙台湾

を中心とする地域で、伝統的に生産され続けていた黒色処理土師器に色彩的影響を受け成立したと

思われる。

土師器も生地に見られる色彩以外に、表面彩色•特殊加工により、色彩的共通性を一定の集団内

あるいは集団間相互の認識に当てていたことは、充分考えることができる。さらにその現象をてこ

に、首長層による地域社会の支配構造も分析が可能であろう。

～ 一疇疇口

匂 51

゜
40m 

第215図古墳時代第W期遺構全体図(2)
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資

料

数

渭

冒冒疇口縁高杯 □□ 和泉系高杯 素口縁高杯

須恵器模倣高杯 二有稜口縁高杯 1111器 台

冒雪疇口縁高杯 冒有段日縁高杯

高杯類器種別生産量の推移

150 

第77表古墳時代第IV期住居跡一覧

住 居 跡 規 模 力 マ ド 貯蔵穴No. 

備 考／ 
長軸長さ 短軸長さ 掘込深さ 形 態煙道長さ 煙道幅 右袖長さ 左袖長さ 形 態 幅 深 さ

51 6. 90 0.10 長方 0. I I o. 23 1.01 I. 04 A類 2. 90 I. 50 ミー282

52 4. 90 4. 80 0. 26 長方 I.IO o. 38 o. 94 0. 83 C顆 ヒー284

53 6. 48 0. 30 長方 ミー286

54 5. 80 0. 42 長方 o. 77 o. 42 0. 84 0. 78 A類 ミー290

55 6. 25 0. 15 正方 ユー291

56 5. 75 0. 25 長方 ]. 24 〇.38 0. 41 o. 52 C類 サー291

57 5.67 0. 42 正方 I. 95 o. 35 o. 75 0. 80 C類 2. 00 サー293

58 4. 40 0. 30 長方 I. IO o. 32 o. 88 0. 97 C類 ヱー274
59 4. 30 4. 00 0. 08 長方 0. 77 0. 78 A類 2. 80 ヒー292

-246-



(2) 遺構各節 ー遺構構築段階一

第51号住居跡（調査時C2区108号住居跡）

ミー282グリッドに位置する。重複関係は、第15• 24号住居跡よりも新しく、第77号住居跡より

ー、，ヽ
l

゜
、3

ーロ
9

ー

し

ー

＼

＼

□
 

―-A' 

゜
。E-A 

百ぞ30 k 

｀ “0麟冒
第51号住居跡土層説明 (A-A) (B-B') 

］．暗褐色上 炭化物混り、黄褐色プロック多量含む、粘性強

2.暗褐色土 ］層より暗い、粘性強、粒子粗い、土器片含む

3.暗黒褐色土 炭化物層、粘性強、粒子細かい、土器片含む

4.黄褐色土 炭化物全く含まず、粒子細かい、粘性強

5.黄褐色士 4層に似るが若干暗い、炭化物含む

6.暗灰褐色土 粘性極めて強、炭化物粒子含む、粒子細かい

7,黄褐色土 77号住居跡貼床層、締り強

8,黄褐色土 軟質な粒子粗い、炭化物全く含まない

9,暗黒褐色土 炭化物層

10,黄掲色上 8層と似るが炭化物含む、粘性強、粒子粗い

］］．淡灰黄掲色土 炭化物多量含む、・粘性強、粒子粗い

12.黄褐色土 渇色の地山プロック、粘性極強

2m 

13.赤色士 カマドの焚き口部の焼土推積層

14.淡灰赤褐色土焼土粒子多量含む、粘性強、粒子粗い

淡黒色土 炭化物層、パサバサに軟らかい、粒子細かい

第51号住居跡貯蔵穴土層説明 (C-C')

!.暗灰褐色士 炭化物粒子含む、粘性極強、粒子細かい

2.黄褐色土 77号住居跡、貼床層、締り強

3.暗黒色土 粘性富む、炭化物、焼士粒子多量含む

4.黄褐色士 粘性極強、粒子細かい

5.暗黄褐色土焼土多量含む、粒子粗い

6.黄褐色土 黄褐色プロックより成る、粘性強

第216図第51号住居跡
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第 217図位置図

で、一旦立上がり垂直に立上がる。

も古い。他の住居跡との重複関係は激しいが、全景は知ること

ができる。なお南辺は、調査区域外である。住居跡の規模は、

長軸6.90m、短軸―-mを図る。掘り込みの深さは、 40cmであ

る。壁周溝は、調査区域内では北辺の一部を除き完周してい

る。柱穴は、東辺に 2本確認された。北東の隅には、貯蔵穴が

確認されている。ややいびつな方形の貯蔵穴で40cmと深い。

カマドは、北辺に接し、右よりに構築されている。左右の袖

は、地山掘り残しで造られ、煙道は、壁外へほとんど延びな

い。燃焼部には、焼土と炭化物の堆積層が認められ、焚き口部

の被熱痕跡も確認された。カマドの底部は、燃焼部から壁ぎわ

覆土が、地山の堆積層と近似していて検出が困難であった。

出土遺物は、土師器杯・壺・短頸壺などがある。

第 218図位置図

第52号住居跡（調査時C2区57号住居跡）

ヒー284グリッドに位置する。重複関係は、第39号住居跡よ

りも新しく、第100• 129号住居跡よりも古い。また南西隅は、

噴砂の影響によって層位が乱れており、明確ではなかった。し

かしほとんど完掘に近く調査できた数少ない例である。住居跡

の規模は、長軸4.90m、短軸4.80mを測る。掘り込みの深さ

は、 26cmである。壁周溝．柱穴は確認されていない。

カマドは、北辺に接し右よりに構築されている。左右の軸

は、地山掘り残しで造られ、壁外へ軸の長さの1.5倍ほど煙道

が延びる。燃焼部には、焼土と炭化物の堆積層が認められる。

焚き口部は深く掘り込まれており、最前部は小穴状になっている。煙道は、壁の線で燃焼部から一

旦立上がり壁外に延びている。

覆土が、地山の堆積層と近似し、多くの遺構と重複したため検出が困難であった。

出土遺物は、土師器杯・高杯・小形壺・甕・壺・甑などがある。

第53号住居跡（調査時C2区85号住居跡）

ミー286グリッドに位置する。重複関係は、第40• 41号住居跡よりも新しく、第125• 130号住居

跡よりも古い。調査以前に宅地であったため北側は破壊されており、また南側も調査区域外であ

る。重複関係も激しく、検出された部分はごくわずかである。住居跡の規模は、長軸6.48m、短軸

--mを測る。掘り込みの深さは、 30cmである。壁周溝が、東辺にみられるが、柱穴はない。

カマドは、北側にも確認されていない。調査区域外であろう。

重複が激しく、遺構の確認は困難であった。
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第219図第52号住居跡

出土遺物は、胚．i廿がみられる。

第52号仕居跡•上層説明
(A-A') 

］．暗灰黄色上砂ましり

言：言巴
灰色¢2％枯上ましり

黄灰色土焼七微含む

オリーフ熊焼土徴含

む

6.賠灰黄色上 炭化物、

焼土含

7.鈍い黄褐色焼土粒を

含む

黒掲色焼上炭化物を

多含む、締り弱、七

器出土多し

9.羨料色上締り強、粘

性強

10.灰黄褐色＿L 橙々の焼

土プロJク多絨含む

少塁の灰も含む

II.掲色上焼士微昴含む

12. 褐色七焼土炭化物多

籠含む

13.黒色上炭化物層士器

多盤含む

14. オリープ褐色t 炭化

物と上器片少含む、

やや砂っぽい

(B-B') 

I.黒褐色士焼七少含

2. 橙色土 焼土プロ I

ク多含む、硬い

3. 灰色土 粘性強灰層

4.暗赤褐色士焼土、灰

多塁含む

5. 褐色土焼土少楚含む

6.鈍い赤渇赤色十． 焼土

プロソク少、焼士粒

子多星含む

7. オリープ褐色土焼土

プロ／ク少址含む

8.暗オリープ褐色上

2m 
| 1 

第220図位置図

第54号住居跡（調査時B区4号住居跡）

ミー290グリッドに位置する。重複関係は、第78• 126号住居

跡よりも古い。東側が調査区域外である。また北西隅は、住居

跡の重複によって消滅している。住居跡の規模は、長軸5.so 

m、短軸―- mを測る。掘り込みの深さは、 42cmである。壁周

溝．柱穴は、確認されていない。

カマドは、他の遺構とかかわらず、左よりに構築されてい

る。左右の袖は、地山掘り残しで造られ、壁外へ、袖の長さと

同じくらい煙道が延びる。しかし煙道は、基本的には壁外に僅かに延びるタイプと同様と思われ

る。カマド底部は、床面とほぼ同レベルに構築されていき、壁をごく僅かに出たところて、極端に
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第53号住居跡土層説明

4.オリープ褐色土 焼＿十粒子・カーポンを少藷含む
5.暗オリープ褐色土 焼土粒子・カーポンを少星含む

Aす 40 A' 

□ 
2m 

第 222図位置図

第 221図第53号住居跡

立ち上がっている。燃焼部は、大変狭く、甕かやっと掛かる程

度である。焚き口の下部には、円形に淡い赤褐色の被熱痕跡が

確認された。

覆土が遺構構築層と極めて近似していたため、遺構の確認

は、カマドを中心に調査を行ない全体像を把握していった。

第54号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪・壺・甕である。

第55号住居跡（調査時B区6号住居跡）

ユー291グリッドに位置する。重複関係はみられない。遺構

の大半は、調査区域外である。規模は、長軸6.25m、短軸ー一

mを測る。掘り込みの深さは15cmである。壁周溝・柱穴は、確認されていない。

カマドは、調査区域内では確認できなかった。

覆土が、遺構の構築面と近似していたため、確認に困難を極めた。

第55号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯。高杯。甑。甕・小形甕・小形壺など多彩である。

なお壁の立ち上がりについては、やや正確さに欠ける。
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第54号住居跡士層説明

35.暗赤褐色土焼土、炭多量含む

36.褐色土 白色微粒子多含炭、

焼土粒子少量含む

37.鈍黄振色土 36層に近い質、白

色微粒子少々、焼士、炭多量
混入

38.黒褐色士炭が主体、部分的に

焼上プロック状に混じる。ぅ

すく部分的にアンペラ状に検

出、或は床面上の敷物とも考え

えられる

39.褐色土床直上層、本層の下面

が床面と思われる、焼土、炭

の粒子少量含む

40.明黄褐 いわゆる貼り床に相当

地山の上が主体粘性高い、焼

土、炭を少量含む、カマド付

近では極めて多量含む

8
怜

＜
 

号OO
B' 

2m 

第223図第54号住居跡

第56号住居跡（調査時B区40号住居跡）

サー291グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では確認されていない。ただし東側半分

は、調査区域外となっている。規模は、長軸5.75m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは、 25cm

である。壁周溝は、西辺部と北辺部の一部に確認されているが、完周するかわからない。柱穴は、

2個確認されているが、そのほかについては不明である。

カマドは、北辺に確認されている。地山掘り残しの袖は短く、 2.5倍程度の煙道が延びる。燃焼

部は広く、煙道にかけてはゆるい段があり煙り出し穴に通じる。
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第 224図位置図
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第 225図位置図
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2m 

第 227図第55号住居跡

第56号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・高杯・甕であ

る。

第 226図位置図

第57号住居跡（調査時B区39号住居跡）

サー293グリッドに位置する。重複関係は、第82号住居跡よ

りも古い。西辺は、調査区域外である。住居跡の規模は、長軸

5. 67m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは、 42cmである。

壁周溝は、南辺で確認されているが完周しない。柱穴は、当間隔に四本確認されており、住居の上

屋を支えるに足る大きさと考えられる。カマドの右に貯蔵穴が確認されている。

カマドは、北辺右よりに確認されている。袖は短いか、煙道は、その 2倍程度はある。袖は地山

掘り残しで造られている。煙道は、やや左よりに造られており、天井部か良好に残る。煙り出し穴

は、ピット状に掘られ、クランク状に煙道とつながる。燃焼部は狭く、甕か一個掛かるか掛からな

い程度である。焚き口部には、多くの遺物が確認されている。
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第56号住居跡土層説明
(A-A') 

(D-D') 

I.黄褐色士 締り有り・粘性弱

炭層状多量含む

2. 明黄褐色士 締り無し・粘性

有り

3.鈍黄褐色土 2層をベースに

しているが、炭

焼土多量混入

4.明黄褐色士 2層同。但し炭

焼士殆ど含まれ

ない

5.明黄褐色土 締り無し。粘性

弱。砂質土。地

山極めて近し
(C-C) 

1.鈍黄褐色土 径 2~3 mm炭・

焼士粒子かなり

含む。白山微粒

子少量含む。粘

性やや強

2,灰黄褐色土 炭・焼士粒子含

む。 1層比し、

焼土少＜炭多し。

白色微粒子少量

含む

3.明黄褐色土 やや砂質気味。

粘性弱。白色微

粒子多量含む。

炭少量含む。地

山の土ベースに

なっていると思

われる

D' 

呈

冑

y
 

c_o 

冒
2m 

第 228図第56号住居跡

覆土は地山と全く区別がつかず、また重複遺構の存在から、遺構の確認は困難を極めた。

第57号住居跡の出土遺物は、土師器杯・椀・甕・小形甕・壺・小形壺、須恵器などがある。

第58号住居跡（調査時B区38号住居跡）

ヱー294グリッドに位置する。重複関係は、第102• 144号住居跡よりも古い。南側は、調査区域

外である。壁外に低いテラス状の部分が、竪穴の形状とは一致しないが巡っている。住居跡の規模

は、長軸4.40m・短軸―-mである。掘り込みの深さは30cmである。壁周溝は、北側半分に確認す

ることができた。この部分では完周している。柱穴は、等間隔に 4本確認され、それぞれ中央から

放射状に楕円形に広がる掘り方をもつ。
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第57号住居跡ヒ層説明

1.鈍黄掲色土 締まり良、粘•r+やや有、白色徴粒子を多醤に含む
炭、わずか含む

2. 明黄褐色土 1層に近い土を少は混人、やや砂質、弱粘t牛

3.鈍黄褐色土 締まりやや悪、強粘性、白色微粒子・炭・焼土をわずか

に混入

4.暗赤褐色土 焼上・炭を主とする層、ペースは 3層の土

5.黄橙色土 締まりやや良、弱粘性、やや砂質気味の層、炭・焼土少星

含む。地山の土に近い。

6.灰色七

7.暗褐色土 焼土混入。灰層

B' 

第 229図第57号住居跡

- 254 -

2m 



C 
32& 

C' 

D 
33COO 

D' 

E 
32B0 

，
 

E
 

第 230図位置図

第 231図位置図

カマドは、西辺にみられ、袖の長さの1.5倍ほどの煙道がや

や右よりに造られている。燃焼部から煙道部にかけては、一段

高くなる。燃焼部は狭く、甕を一個掛ける程度の大きさしかな

い。煙道は煙り出し穴の部分で一端やや低くなり、また一気に

立ち上がる。

調査区域のきわでまた遺構確認面まで大変深く、調査には手

間取った。

第58号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・甑・甕である。

第59号住居跡（調査時B区51号住居跡）

ヒー292グリッドに位置する。重複関係は、溝・土墟に壁の

一部を切られるほかは、全くみられない。全体のプランは、良

好に検出された。住居跡の規模は、長軸4.30m、短軸4.OOmを

測る。掘り込みの深さは、 8Clllである。壁周溝は巡っていな

い。柱穴は、等間隔に 4本確認されており、南東の一本を除

き、柱痕跡も確認されている。また貯蔵穴は、カマドの右側に

大きく円形に確認されている。比較的深い貯蔵穴である。

カマドは、西辺に接しやや右よりに構築されている。煙道部

が極端に短く、壁外にほとんど出ていない。袖は、比較的長く

地山掘り残しで構築されている。燃焼部はややへこんでいる
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第58号住居跡土層説明
］．鈍赤褐色士 黒褐色粒子混入
2.暗赤褐色土 黒褐色粒子混入、焼士粒子若干混入
3.暗赤掲色土

4.暗赤褐色土 黒褐色粒子混入、焼土プロック多量
5.黒褐色土 黒褐色粒子混入、焼土プロック多量
6.黙褐色士 黒褐色粒子混入、焼土粒子多量含む
7.掲灰色土 炭化物多量含む、焼土粒子少量含む
9.橙色士 炭化物多量含む
10.暗赤褐色土 上面焼士粒多量含む
］］．暗赤褐色土 炭化物・炭化材・焼土多量混入。

D/ 

2m 

第 232図第58号住居跡
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第59号住居跡

上層説明

I.暗褐色土

黒色粒子多

蜃含む。

焼土粒子少

漿含む。

粘性無し。
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第 233図第59号住居跡

か、極端に狭い。焚き口部は、明瞭ではない。

調査に当たっては、比較的重複も少なく精査できた。しかし覆土の堆積か薄かったために、不明

確な部分も多い。

第59号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪・甕・脚付小形甕なとてある。

(3) 遺構各説 ー遺物出土状態一

古墳時代第IV期の遺構で、遺物の良好な出土状態を保っているのは、第57号住居跡のみである。

第57号住居跡

住居跡の北半分、カマドの周囲に遺物か集中する傾向がある。なお南東は重複遺構によって破壊

されているため、全くわからない。
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第 234図第57号住居跡遺物出土状態

（床面） 中央部に杯が 1点だけ正位に検出されている。

（カマド内） 甕が、 2点カマド内から出土している。 1点は、燃焼部のほぽ中央付近から出土し

ており、もう 1点は、その前方やや右よりに出土している。手前の甕は転倒しているが、おそらく

中央の甕と同様、正位の状態でカマド内に掛けられた状態であったが、土圧によって倒れたのであ
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ろう。

（カマド脇） 抽の右側では、カマト袖に接し小形甕と甕が、右袖に接して立て掛けられるように

正位に出土している。右袖の焚き□部からは、 4点の杯が、重ね合せた形で出土している。全て正

位である。さらにこの隣には、大形の鉢が正位に出土している。左袖の先端には、胚が 2点これも

正位に置かれている。これらは全て床直である。このほかこのゾーンには、大形壺の口縁部を置き

台として、この上に杯を置き、さらに小形甕が置かれていた。さらに 4枚重ねの坪の手前には、甑・

甕を横倒しに、杯を正位に置いたところがある。

(4) 遺構各説ーカマドと蒸沸土器一

古墳時代第w闊のカマドと、煮沸にかかわる土器の関係について述べる。

古墳時代第W期のカマドの確認された住届跡とその構造についてはすでに述べたが、 7軒のカマ

ドについて詳細か分かっている。

第51号住居跡

カマドに関係した遺物は、出土していない。しかし短煙道のカマドとして残存状態も良く、重要

視しておく必要かあろう。

第52号住居跡

長煙道のカマドて、燃焼部の中央やや左よりに、土製支脚か立ったままの状態で出土している。

カマド内の覆土中の焼土の堆積状態から、立てられたまま天井部か崩壊したものと考えられる。土

製支脚は、このほか住居跡覆土中から一点出土しており、合せて 2点の出土をみる。 235-1は、

緩やかに据広かりの台形状で中実の土製支脚てある。縦にヘラケズリを行ない、底部を横方向に連

続したヨコナデを行なっている。 235-2は断片資料だが、ていねいな作りで外面を縦にヘラケズ

リ、内面には、輪積み痕跡が残っている。

241-6は、長胴の甕て外面胴下半に帯状に被熱痕か認められる。胴中位には、焼土の塊や枯土

の付着か認められた。内面には、胴部の 3/5の部分に粒状の付着痕跡を認めることができた。底

部付近や口縁部には、この痕跡を認めることはできない。

241-11は、長胴の甕で、底部付近か欠損している。外面胴中位に、帯状に被熟痕跡がみられ

る。内面には、口縁直下から残存部いっぱいに粒状粒子の付着が確認されている。外面の痕跡は、

カマドの被覆帖土の範囲を示しているのであろうか。内面いっばいに、粒状の付着物が確認できる

ことは、この甕による煮沸が、他の器種、例えば甑や鉢などとともに使用されたのではなく、単独

に煮沸用具として使用されていたことを示すのであろう。

241-8は、長胴の甕で口縁部と底部を欠く。外面の底部から 1/ 4のところから上部にかけて

全体に被熟痕跡がみられる。外面の被熟痕のラインから底部にかけて内面には、粒状の付着物を見

ることができる。

第54号住居跡

カマドは、短煙道である。燃焼部の中央やや左よりに土製支脚が、立てられたままの状態で出土

している。住居跡に伴う煮沸痕跡等の残る土器は、確認されていない。
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〇。第51号住居跡カマド土層説明
］．暗褐色土 粘性強。粒子粗い。炭化物混入。黄褐色プロック多量含む
2.暗褐色土 粘性強。粒子粗い。土器片多量含む
3.暗褐色土 粘性強。粒子細かい。炭化物層
4.黄褐色土粘性強。粒子細かい。
5.淡黄褐色土 粘性強。粒子細かい。焼土混入
6.黄褐色上若干暗い。炭化物含む。
7.暗灰褐色土 粘性強。粒子細かい。炭化物粒子含む
8.黄褐色土粘性強。粒子細かい
9.淡赤黄褐色士 カマド天井部。粘性強。粒子細かい
10.淡黄褐色土
II.淡灰黄褐色土 粘性強。粒子粗い。炭化物多量含む
12.黄褐色土地山プロック。粘性強
13.赤色土 カマド焚き日部
14.淡灰褐色部粘性強。粒子粗い。焼土粒子多量含む
15.淡黒色土炭化物層。粒子細かい。

：
 

241-6 

10pm 

第52号住居跡カマド上層説明
］．暗赤褐色士焼士少量含む
2.橙色土 焼土プロック多量含む
3.灰色土 粘性強
4.暗赤褐色土焼土、灰多量含む
5.褐色土 焼土少量含む
6.鈍赤褐 焼士プロック少量含む。焼土粒子多量含む
7. オリープ褐色士 焼土プロック少量含む
8.暗オリープ褐色土

第 235図 第51• 52号住居跡カマド・遺物出土状態
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第 236図 第54。56号住居跡カマド。遺物出土状態
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第237図第57• 58号住居跡カマド・遺物出土状態
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246-1 

田
245-21 

246-3 

第54号住居跡カマド土層説明

1. 7ク土

2. フク土焼土混入多い

2'.フク士焼士混入多い

3.鈍赤褐色土 焼土主体。橙色の焼土プロック状に混入

．暗赤灰色土 灰を主体。締り悪い。焼土粒多量含む

5.鈍赤掲色土締り悪い。粘性強。

6.鈍黄褐色士 締り悪い。粘性強。部分的に焼土、炭多く混入

7.灰赤色土 地山黄褐色土をベース。粘性やや高い

0 20，cm 

245-18 

SJ59 

y
 

<l 

B B‘ 
一 心

` o 

第56号住居跡カマド士層説明

I.暗褐色土粘性弱い

2.暗恨色土粘性強い

3.暗赤褐色土焼士プロック多量含む

4.鈍褐色士締り悪い。粘性強。やや灰混入。焼士少々含む

第57号住居跡カマド土層説明 (A-A')

I.暗褐色土

2.暗褐色士

3.暗褐色土

4.暗褐色士天井崩落土

5.暗褐色土
6.灰色土

7.暗褐色士焼土混入。灰層

第57号住居跡カマド土層説明 (B-B'、c-c'、D-D')

I.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗掲色土

4.赤褐色土焼土主体。天井崩落士

248-1 

248-3 

1m 

第58号住居跡カマド土層説明

I.鈍赤褐色土黒褐色粒子混入

2.暗赤褐色土 黒褐色粒子混入。焼土粒子若干混入

3.暗赤褐色上
4.暗赤謁色土 黒褐色粒子混入。焼土プロック粒子多量含む

5.黒褐色土 黒褐色粒子混入。焼土プロック粒子多量含む。天井崩落土

6.黒褐色土 黒褐色粒子混入。焼土粒子多量含む

7.褐灰色土 炭化物多量含む。焼土粒子少量含む

8.橙色土 焼土層

9.橙色土 炭化物多量含む

10.暗赤褐色上上面焼士粒多量含む

11.暗赤褐色土 炭化物、炭化材、焼士多量混人。

第59号住居跡カマド上層説明

I.灰黄褐色上 焼士粒子多量含む。炭化粒子少量含む

2.暗赤掲色土焼土層。灰黄褐色粒子少量含む

3.暗褐色土 焼土粒子少量含む

4.掲色上 焼土粒子微量含む

5.褐色土 黒褐色粒子多量、灰褐色粒子含む。焼土粒子少量含む

第 238図 第59号住居跡カマド・遺物出土状態
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弟56号住居跡

カマドは、長煙道である。燃焼部の袖部より手前に、土製支脚が立てられたままの状態で出土し
ている。この土製支脚は、脚部が欠損しており全容はつかみにくいか、裾広かりのやや長い支脚で

ある。下 1/3ほどは、保存状態が悪くぽろほろになっていた。

243-3は、小形の甕で底部は欠損している。外面には被熟痕等は見られない。しかし内面のロ
縁部直下から、全面に粒状の付着物が確認されている。

244-7は、甕の底部である。外面に大変強い被熟痕か認められる。

244-11は、やや小形の甕で、底部が欠損している。外面に胴下半か、被熱痕によって劣化して

いる。カマドの燃焼部内に残る支脚に倒れ掛るようにして出土している。

332-14は、長胴甕である。外面の胴中位に、 5cmほどの帯状の被熱痕が確認できる。この位置

に対応するように、内面に筋状の粒状の付着痕跡が確認されている。

第58号住居跡

長煙道のカマドで、燃焼部の一部から土器片が出土しているが、明確な出土遺物はなかった。

第57号住居跡

天井部の残る保存状態の良い長煙道のカマドである。燃焼部手前に土器が集中し、とくに 2点の

支脚は注目する必要かあろう。 237-1は、下部の欠損した支脚で、外面を縦方向のヘラケスリに
よって仕上げている。中空の支脚て、途中まて輪積みの痕跡が残っているか、中央より下部は、横

方同の細かなヘラケズリか見られる。 237-2は、上部の欠損した支脚である。中空。分原い器肉
で外面は、指押えがされたままである。

246-1は、長胴甕で底部の一部を欠損する。外面胴部上半は、帯状に焼土・枯土が付着してい

る。内面では、胴下半に粒状の付着物を見ることがてきる。底部まで達しているのてあろう。

246-2は、長胴甕て完形である。外面胴上半から底部にかけて、全体的に被熟痕を確認するこ

とができる。しかし内面には、粒状痕跡等は確認することはできなかった。

246-3は、長胴の甕て底部か欠損している。外面には、口縁部直下から底部から 1/5にか
け、被熟痕が確認できる。内面では、底部から 1/ 3の部分まで、粒状の付着痕跡が確認できた。

245-21は、小形の甕て外面には、尉中位に帯状に被熟痕が確認されている。内面には、この被
熟痕の上部の対応する位置に、筋状に粒状の付着痕跡が確認されている。

245-18は、小形の甕で外面底部に被熱痕が確認されている。

第59号住居跡

短煙道のカマドが確認されている。燃焼部からは、被熟痕の残る土器は確認されなかった。

248-3は、長胴甕て胴部の外面全体、口縁部を除いて被熟痕か見られる。内面も口縁直下から

底部にかけて粒状の付着物を確認することかできる。

248-1は、長胴甕で胴下半は欠損している。外面の口縁部直下から残存している部分まては、
焼土。枯土の付着痕跡か見られる。
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(5) 遺物各説 一古墳時代第IV期の出土土師器分類一

古墳時代第IV期の出土土師器は、 25種の器種を見ることができる。

l 杯椀類 食膳具の杯坑類には、 6つの器種がある。

須恵器模倣杯蓋 4（蓋杯4) 須恵器の蓋付杯の蓋を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑

古窯跡群TKlO~TK43にかけての須恵器杯蓋Aの形態を模倣していると考えられる。しかし前段

階のように忠実な模倣ではなく、土師器模倣坪の内部の型式変化とみてよい。成形の過程は、やは

り前段階と同様だが、底部のヘラケズリの技法が定形化している。まず底部内面を円形にヘラオサ

工を行ない、外面を指押えによって成形する。口縁部を断続ヨコナデしている。口縁部の折り曲げ

が緩くなり、外稜は不明瞭化してくる。内面の S字状の戻りは緩くなる。外稜よりも口唇部の径は

さらに大きくなる。エ具による押えは緩くなる。口唇部は丸みを持ってくる。第皿期よりも扁平

化・大型化する。やはり普通製品のみになり、大形製品は、他の器種と交換する。

須恵器模倣坪身 4（身杯4) 須恵器の蓋付杯の身を模倣した土師器の杯である。田辺編年陶邑

古窯跡群TKlO~TK43の須恵器杯身に、形態は近似している。ただし須恵器模倣杯蓋 4とセット

となるのではなく、次に上げる小針型杯 lや有段口縁杯Alにともなって出現してきたものであ

る。成形技法は、前段階同様、底部内面を円形にヘラオサ工を行ない、外面を指押えによって成

形。口縁部を断続ヨコナデし、底部を細かく削って仕上げる。口縁部は、内側に傾斜しつつ立上が

り、 S字状に粘土を折り曲げて口縁部を作り出す。口縁部の返りが短くなる。底部は分厚いが、細

かくていねいにヘラケズリされている。口唇部は、丸く作られている。大振りの製品である。須恵

器の大形化を意識しているのであろうか。

小針型杯 1（小針杯 l) 行田市小針遺跡から出土するきわめて特徴的な土器の系譜を引くと思

われる一群の土器を一括する。須恵器の蓋付杯の蓋の模倣の一形態と考えられる土師器の杯であ

る。とくに小針型胚は、口径が大きく、口縁部が、大きく外反しながら開いていくのが特徴。白色

の土器である。しかし新屋敷東遺跡から出土している土器は、この系譜上にありながらも、さらに

いくつかの点で退化傾向にある土器である。口唇部の内側に沈線を持ったり、口縁部がさらに大き

く外反している点などである。この土器自体、田辺編年陶邑古窯跡群TKlO~TK43に併行すると

考えられる。成形技法は、須恵器蓋付杯の蓋模倣杯とほぼ同様。底部のヘラケズリの技法が定形化

している。まず底部内面を円形にヘラオサ工を行ない、外面を指押えによって成形する。口縁部を

断続ヨコナデしている。口縁部の折り曲げが緩くなり、外稜は不明瞭。内面のS字状の戻りは緩く

なる。エ具による押えは緩くなる。大形製品である。

有段口縁杯A1 （有杯Al) 須恵器の蓋付杯の蓋の模倣の一形態と考えられる。田辺編年陶邑

古窯跡群TKlO~TK43に併行する段階から出現する。口縁部を 3段以上の多段で構成するものを

A類とする。細かな断続ヨコナデが確認され、口縁部は内湾しながら立上がっている。おそらく須

恵器蓋付杯の蓋の形態を踏襲するためであろう。底部は、ヘラケズリのあと細かなヘラガキが施さ

れている。底部は概して扁平である。内面には、丁寧な断続ヨコナデが施されている。口唇部は丸

みを持っており、面をもつものはない。ただし、内面に沈線状のへこみが生ずるときもままある。

-265-



大形製品で、黒色処理される製品てある。

有段口縁杯B1 （有坪I31) 須恵器の蓋付坪の蓋の模倣の一形態と考えられる。田辺編年陶邑

古窯跡群TK43に併行する段階から出現する。口縁部は、二段以上はない。従来の胚蓋模倣杯の形

態的特徴を充分加味した器形てある。口縁部が二段以内の点を除けば、坪蓋模倣杯と変わらない。

ただし胚蓋模倣杯よりも丁寧な作りである。これをB類とする。口縁部には、細かな断続ヨコナデ

か認められ、やや外反気味に立上がる。底部は、ヘラケズリのあと細かなヘラミガキが施される場

合がある。底部はやや扁平である。口唇部は丸みを持っており、面をもつものはない。ただし、内

面に沈線状のへこみが生ずるときもままある。普通製品である。黒色処理される製品もある。

比企型杯 1（比胚 l) いわゆる比企型胚と呼ばれる一群てある。薄く作られた底部は、細かな

ヘラケズリか施され、口縁部は、丁寧な断続ヨコナデか施されている。口径は大きく、深めの製品

である。口縁部で魚激に S字状に屈曲して立上かる。外面の底部を除く胴部と、内面の全体に赤色

塗彩か認められる。大変シャープな作りである。

2 高胚・器台類 食膳具の高麻・器台類には、 2つの器種がある。

有稜口縁高坪4 （有稜高 4) 口縁部の有稜部のみか確認されている。有稜高 3よりもさらに外

稜部の突出か短い。破片資料。

須恵器長脚高杯模倣高杯 2 （長高 2) 須恵器の長脚高胚を模倣した形態。脚部のみか確認され

ているため、全体の形状等は分からない。脚部は極端に長く、脚の付け根は、さらに空間か広い。

外面は縦にヘラケズリされ、内面は、脚の絞り込みが少なく、横方向のヘラケズリか施されてい

る。

3 小形製品 小形製品は、閲能毎に柱を立てるべきだか一括した。 9の器種を設定した。

長頸壺 2 （長壺 2) 須恵器の長頸壺をまった＜模倣したもの。口縁部の沈線や、プロポーショ

ンなど驚くほど一致している。胴部は扁平化か進み、広口の口縁部が付く。胴部は、細かな横方向

のヘラケズリによって成形され、口縁部には、丁寧な断続ヨコナデがされている。内面も丁寧なナ

デである。

須恵器腿模倣腿（模倣辿） 須恵器の腿を忠実に模倣した製品である。扁平で球胴の胴部に、

大きく八の字に広がる口縁部が付く形態である。口縁部には、二条に沈線か巡っており、有段口縁

を意識しているのであろうか。頸部は無文帯である。焼成後に胴部に注ぎ口のための穴が明けら

れ、この穴を挟んだ部分には、文様をみることはできない。内外面ともに黒色処理が施されている

田辺編年陶邑古窯跡群TK43に併行する段階の須恵器に近似している。

鉢B類 4 （鉢B4) 大形の鉢形土器である。成形方法等は、口縁部は内側に屈曲し、深めの坑

形となっている。外面のヘラケズリは前段階に比べるとさらに粗く雑になる。内面はヘラオサエの

後、ヨコナデされている。

鉢J類（鉢J) 小形のコップ形の鉢形土器で、底部に小さな脚をもつ。この脚は、コップ形の

胴部を作ったあと、ヘラケズリによって削り取られるはずの底部であろう。指押えのあとが明瞭に

残り、製作途上の製品であったことが色濃く出ている。口縁部はていねいにヨコナデされている。

内面はていねいに指押えされている。
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鉢k類（鉢k) 大形の鉢形土器。深い碗形の器形で口縁部は、二段である。横方向に細かく断

続ヨコナデされている。底部は、細かなヘラケズリで調整される。内面には、放射状のヘラミガキ

が残る場合がある。被熱痕の残る土器が多く、あるいは、煮沸用の土器であろうか。内外面に黒色

処理がされる場合がある。

小形壺 4（小壺4) 粘土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで成形する。外

面は、胴部を横方向のヘラケズリを行ない調整する。口縁部は断続ヨコナデによって作られてい

る。口縁は、球胴の胴部から強く屈曲して作られている。口縁部は胴部から大きく開いている。ロ

唇部内側が、僅かに屈曲する。

小形甕 4（小甕 4) 粘土を輪積みし、内面を指、あるいはヘラによる押し当てで、胴下半を成

形する。内面はヘラオサエで成形されたあと、胴上半は、断続的なヨコナデによって成形される。

外面は、胴部を縦にヘラ削りし、横方向のヘラケズリで調整している。短い口縁部は、胴部から強

く屈曲し外反する。器高が低くなり、胴部は厚い作りになる。

4 甑 甑の土師器全体に占める割合は、多くない。しかし 4つの器種の設定が可能である。

三角甑 4 （三角甑4) 三角バケツに形態が近似する三角甑は、扁平化がさらに進む。器壁はや

や薄くなり、全体のプロポーションは、小形甕形甑に近付く。口縁部は丁寧にヨコナデされ、強く

屈曲している。内面は、ヘラオサエによって成形されている。

甕形甑4 （甕形甑4) 頸部のあまり締まらない、ずん胴の甕形の甑である。口縁部はくの字に

屈曲している。外面は、縦にヘラケズリされ、胴下半でヘラケズリされる。口縁部は断続的にヨコ

ナデされている。内面は、縦にナデられている。作りにていねいさが見られない。

大形甑 4 （大形甑4) 大形の筒抜けの甑である。形状は、三角甑の大型化したもの。一直線に

口縁部に達する。口縁部では短く、なだらかに屈曲し外反する。内面は、底部から 1/3のところ

までしかヘラオサエされていない。

小形甕形甑（小甕甑） 小形の筒抜けの甑である。口縁部がほとんど屈曲せずに立上がる。甕形

甑の小形版。口縁部は断続ヨコナデされている。外面は細かなヘラケズリ。内面は、底部から 1/

3のところまでしかヘラオサエされていない。

5 甕・壷 甕・壷は、煮沸・貯蔵用として多く生産される。 4つの器種の設定が可能である。

球胴壺 4 （球胴壺 4) 胴下半が欠損しており、形状はやや不明瞭だが、球胴の壷と考えられ

る。口縁部は素口縁で構成され、胴上半は、横にヘラケズリされている。内面はヘラオサエされ、

口縁部はヨコナデされている。

大形甕 3（大甕 3) 口径の大きな大形の甕である。胴部の全面をヘラケズリされている。口縁

部は緩く断続ヨコナデされている。内面は、ヘラオサエされており、口縁部はヨコナデである。点

数は少ないが確実に系列をたどれる。口縁部は複合口縁状。

下膨長胴甕 3（長下甕 3) 長胴でしかも最大径が、胴下半にある下膨れの甕を一括する。外面

は縦にヘラケズリをし、胴下半をさらにヘラケズリしている。口縁部が、くの字に近く屈曲し、断

続ヨコナデが施されている。内面は、ヘラオサエのあと、ヨコナデが施されている。

砲弾形長胴甕2 （長砲甕2) 長胴でしかも最大径が、胴上半肩部にある甕を一括する。外面は
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縦にヘラケズリをし、底部付近を斜め横に削っている。肩部が斜め縦にヘラケズリされるのが特徴

である。

古墳時代第IV期として分類した土師器は、有段口縁坪の登場に見られるように、第lII期までの須

恵器模倣系統の土師器の生産を塗り替えるほど、新たな展開があった。この出現は、新屋敷東遺跡

の集落としての展開にも大きく関与していた。また比企型杯の出現にも見られるように、他地域の

土器が、この集落に徐々に入りつつも、土器生産の各項目を変化させることはなかった。集落の展

開が、爆発的になるのは、次の第V期からなのである。
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第 239図古墳時代第W期の出土土器分類
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第78表第51号住居跡出土土器①

法 旦里

番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 六合里匡

第 240図

l 蓋杯 4 12. 3 II. I 4. 3 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 蓋杯 4 12. 6 11. 2 4. 3 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR 6/6 

3 蓋杯 4 13. 4 12. 6 5. 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

4 菟杯 4 14. 0 12. 8 4. 9 l/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 2. 5 YR 4 / 8 

続ヨコナデ。

5 盗杯 4 13. 0 11. 5 4. 6 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5 YR 7 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

6 小杯 l l4. 4 13. 5 4. 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR 8/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

7 有杯B1 13. 8 12. 9 5. 0 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

8 有杯BI 15. 7 14. 6 4. 8 1/5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7. 5Y R 4 / 4 

9 小）不 1 17. 5 13. 6 4, 7 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。 5YR7/8 

10 小J不 l 16. 6 13. 5 4. 6 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

11 小杯 l 16. 8 13. 0 4. l 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/8 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

12 小杯 l 17. 3 13. 3 4. 9 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR8/4 

ナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

13 小杯 I 15. 9 13. 3 4. 4 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

14 小坪 l 17. 0 13. 3 4. 8 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/8 

ヨコナデ。内而ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

15 小杯 l 18. 1 15. I 4. 7 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR7/4 

16 小杯 l 17. 7 15. 0 5. 3 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

17 小杯 l 18. 0 14. l 4. 7 1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR8/3 

18 身杯 4 14. 1 15. I 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR8/3 

19 身杯 4 13. 5 14. 7 4. 5 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5 YR 6/4 

20 身杯 4 14. 0 15. 0 4. 2 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR8/3 

21 身杯 4 14. 5 15. 7 5. 0 400 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR8/4 

22 身坪 4 14. 8 16. 0 4. 5 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

23 身杯 4 15. 2 16. 9 4. 9 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /6 
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第79表第51号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

24 身坪 4 14.1 15. 6 1. 5 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部浙続 内外面黒色処理

ヨコナテ。内面ヘラオシアテ→ヨコナデ。 5YR7/6 

25 有杯A1 16. 2 13. 8 3. 5 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。 2.5YR5/6 

26 有杯Al 15. 6 14. 2 4.1 400 4 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナテ (3段）。内面断続ヨコナデ。

27 有杯A1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部廂続 5YR5/4 

ヨコナテ (4段）。内面断続ヨコナデ。

28 鉢 B4 12. 3 13. I 5 8 1/4 底部横ヘラケズリ―•周辺ヘラケズリ→「l縁部断 5YR7/6 

続ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

29 大甕 3 5. 7 1/5 横ヘラケズリ。内面ヨコナデ。 5YR5/4 

第80表第52号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色靡）・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 六合里早

第 241図

］小J不 I 16. 8 14. 0 4. 0 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

2 有杯Al 14. 5 13. 8 3. 9 1/6 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 内外血黒色処理

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。 5YR1/3 

3 有杯A1 14. 2 12. 0 3. 8 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断絨 5YR6/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

4 長高 2 1/3 縦ヘラケズリ→裾部ヨコナデ。内面縦ヘラケズ 5YR7/6 

リ→ヨコナデ。

5 小壷 4 8, 5 10 0 560 1/3 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 1DYR5/l 

ユビオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

6 長砲甕 2 20. 6 3. 8 36. 0 3,600 4 / 5 11,]部縦ヘラケズリ→胴下半斜めヘラケズリ→口 7. 5 YR 7 / 4 

縁部断続ヨコナテ。内面ヘラオサエ→r:1縁部断

続ヨコナデ。

7 長砲甕 2 17, 5 1/5 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 7. 5 YR 7 / 1 

ナテアゲ→口縁部断続ヨコナテ。

8 長下甕 3 1/3 縦ヘラケズリ。内面ヘラオサ工。 IOYR6/3 

9 長下甕 3 17. 8 1/5 縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ナデ 7. 5 YR 8 / 3 

アゲ→断続ヨコナデ。

10 長砲甕 2 22. 0 1/4 縦ヘラケズリ→肩部横ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5 YR 7 / 3 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナ

ァー0。

11 長砲甕 2 24. 0 1/2 縦ヘラケズリ→肩部ヨコナデ→口縁部断続ヨコ 7.5YR7/4 

ナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

第 242図

1 I長砲甕 2 26. 5 彼片 縦ヘラケスリ→胴部横ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 7 / 4 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

2 球胴壺 3 2. 0 1/5 ヨコナデ→縦ヘラケズリ。内面ユビオサエ→ヨ 75YR7/8 

コナデ。
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第81表 第52号住居跡出土土器②

番号 I器種分顆
法 惜

口径 I 底径 I 器高 I 容鼠

3 I球胴壺 4 6. 8 

第82表第53号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分顆

口径 底径 器高 容星

第 242図

4 ;裔J不 4 13. 6 12.1 4. 8 340 

5 小杯 l 15. 6 13. 2 1. 3 

6 小/Tl 15. 9 13. 3 5. 9 

7 小）不 1 17. 3 13.1 3. 3 

8 小杯 l 16. 5 13. 2 5, I 

9 身Jボ 4 15. I 17. 0 4. 5 

10 身杯 4 15. 3 17.3 4 4 

II 有）ポAl 17. 5 16. 9 3. 8 

12 有杯Al 16. 6 

13 有坪Al 15. I 13. 9 4. 7 

14 有杯A1 16. 0 14. 0 3. 9 

15 長壺 2 9. 0 

第83表第54号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分顆

口径 底径 器高 六合早ヱ

第 242図

16 有沐Al 14.l 12. 4 4. D 360 

17 蓋杯 4 14. 6 12. 9 4. 3 360 

18 葦江 4 14. 0 12. 3 4. 6 400 

19 身江 4 12. 3 14. 1 4. 5 300 

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

1 /31縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面横ヘラ 110YR7/2

オサ工。

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

損 ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナテ。

1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 

ョコナデ。内面ヨコナデ。

1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

1/2 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 7.5YR7/6 

続ヨコナデ。

1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ 1]縁部ヨコ 5YR:i/6 

ナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ、1口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

被片 口縁部断続ヨコナデ (4段）。内面断続ヨコナ 内外面黒色処理

プー→9。 2. 5 YR 5 / 6 

1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続

ヨコナデ (4段）。断続ヨコナテ。

破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 

ヨコナデ (5段）。内面ヨコナデ。

1/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 6 

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。

1/5 胴部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部ヨ 5 YR 6/8 

コナデ→口縁部沈線。内面ヘラオシアテ→ヨコ

ナデ。

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/6 

損 ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 
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第84表第54号住居跡出土土器②

怯 上’—I i‘ 
番号 悩種分頴 残存度 fI去の特徴・成（整）形のII伯lf 色』］・焼成・使Jl]痕跡等

口径 II豆苓 器高 容吊

担 ヨコナデC｝内而ヘラオンアテ→断続ヨコナデ。

20 長高 2 1/2 縦ヘラケスリー寸枡粒ヨコナデ。内面ヘラケズリ 2.5YR5/8 

→断絨ヨコ＿J-デ。

21 無花壺 4 9. 0 破片 底部ヘラケスリーシ。内血断続ヨコナデ。 5YR7/8 

第 243図

l 球胴壺 3 20. I I /10 月部横ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 1.5Y R 8//4 

ナテアゲ→断絨ヨコナデ。

2 球胴壺 3 II.I I /10 肩部横ヘラケスリー＞口縁部断続ヨコナテ。内而 5YR7/4 

断続ヨコナデ。

3 に砲壺 2 1 5. 8 1/2 胴部縦ヘラケズリ ,1:1縁部断続ヨコナデ，， 1j,lii] 5YR6/4 

ヨコナデ。

4 長砲咄 2 1 7. 9 破）•,1 IJ~ij：糾縦ヘラケズリー―•II縁合II浙続ヨコナテ。内面 7. 5 YI! 8 / 3 

ヨコナデ。

第85表第55号住居跡出土土器①

法 凪
沿け 器柿分類 残存殷 [1人の牡徴・成（整）形の1順I・（， 色調・焼成・使用痕跡惰

I li斧 底径 盛高 ’谷’→里rコ

第 243図

5 盗t,1、4 1:1.8 11.0 4.5 1/2 仇；tIIヘラケズリ→周山ヘラケスリ‘「1縁部11JI軌 5YR7/6 

ヨコナデ，，内間断続ヨコナデ。

6 盆杯 4 I~ 5 12. g 3. 7 l/4 庇部ヘラケズリ→周山ヘラケズリ ・[I縁部ヨコ 内外而黒色処埋

ナデ。内血断続ヨコナデ。 5YR7/4 

7 盈i』、 4 13. •I 12. J 4. 5 3 00 ー●：l|；欠 底屈ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ叩1縁部断続 5YR7/6 

li i ヨコナデ。内面断紡ヨコナデ。

8 身J|;4 13. 9 15.1 4. l 破片 底部ヘラケズリ->周辺ヘラケズリ→II縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。内祖l斬続ヨコナデ。

9 身J』、 4 12. 5 12. 8 4. 5 1/3 屁部ヘラケズリ 4周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/8 

ナテ。内Ihiヘラオサエ→浙続ヨコナデ。

ID 身杯 4 13. 0 14.4 4. 5 1/:l 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ汀J縁部断続 5YR3/l 

ヨコナデ。内而浙続ヨコナデ。

II 化．）ィ、BI 12. 7 10. 5 4. I 280 —部欠 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→ll縁部断続 5YR7/6 

損 ヨコナテ (2段）。内面ヘラオサエ消紅続ヨコ

ナデ。

12 有杯BI 13. 3 11.7 4. 4 380 3/4 底部ヘラケズリー＞周辺ヘラケズリ→「1縁部ヨコ 7.5YR 8/8 

ナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

13 角坪 131 1,1. 5 13. 0 5. 3 1/5 底部ヘラケズリ→問辺ヘラケズリ・＞口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

] 4 有杯BI 11 7 12. 5 4.1 1/2 底部ヘラケスリ→周＆ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

15 有訴Al 13. 0 ll.O 4. 1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 2. 5 YR 5 / 6 

16 盆坪 4 13. 3 12 2 4. 7 l/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［□1縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→駈続ヨコナデ。

17 有）TA1 14. 2 12. 4 3. 8 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部柾続 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオシアテ→断続ヨ
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第86表第55号住居跡出土土器②

法 菫
番号 器種分類 残存度 F怯の竹徴・成（賠）形のIl順1字 巳，J,l]・焼成・使）il痰跡等

口径 底径 器高 ',合'マ立涅

コナデ。

18 有杯Al 14. 3 13 4 4.5 340 1/5 屁部ヘラケズリ吋吾］辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナデ (4段）。内面断続ヨコナデ。

19 有杯A1 14. 5 12 5 4. 8 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナテ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

20 有坪A1 16 0 15. I 4. 0 1/5 庇部ヘラケズリ―•周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外而堪色処理

ヨコナデ (3段）。内而ヘラオンアテ→断続ヨ 5YIH/3 

コナデ。

21 長高 2 破片 縦ヘラケズリ。横ヘラケズリ。 2. 5 YR li / G 

22 長高 2 1/5 縦ヘラケスリ→裾部ヨコナデ。横ヘラケズリ。 2. 5Y R 6 / 6 

裾部枷続ヨコナデ。

23 破片 Ii村部横ヘラケズリ。ョコ')-デ。 lllYR 8/2 

24 小丸 4 破片 縦ヘラケスリ斗桐部横ヘラケズリ。内面横ヘラ 5Y「i5 / 6 

ナデ。

25 球胴甕 4 14. 4 「J.[ J 12.1 9 DO 1/3 11,1部横ヘラケズリ＇口緑部ヨコナデ。内面ヘラ IOYR7/3 

オサエ→ヨコナデ。

第 244図

］ 大型甑 4 27. 1 22. 7 23 7 1,900 1/2 111，i部斜めヘラケズリ』厨lll横ヘラケズリ ・I_]縁 5YR7/4 

部断続ヨコナデ。内面胴部縦ナデアゲー＞ヨ：l-)一

デ→［］縁部断続ヨコナデ。

2 長砲甕 2 19. 8 3/4 胴部縦ヘラケズリー底部糾めヘラケズリ 1]縁 lOY R 6/2 

部ヨコナテ~。内面ヨコナデ。

3 長砲甕 2 16. 5 破片 胴部縦ヘラケスリ 1 口縁部ヨコナデ。内[h]ヨコ JOY l< 8 / 2 

ナデー・□縁部ヨコナテ。

4 長砲甕 2 19. 7 破片 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断絨ヨコナテ。内面 2. 5 Y ll 7 / 6 

ヨコナデ→口縁部ヨコナデ。

5 長砲甕 2 19. 4 I /8 胴部縦ヘラケズリ→［］縁部断続ヨコナデ。内面 JOYl<7/3 

ナデアゲ→II縁部ヨコナデ。

6 長下甕 3 17. 5 1/3 胴部縦ヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナデ。内面 5 YR 7 /3 

ナデアゲ→口縁部ヨコナデ。

7 長砲甕 2
"・ 5 

破片 底部横ヘラケズリ→胴部縦ヘラケズリ。内面断 7.5YR4/4 

続ヨコナデ。ナデアゲ。

8 長下聾 3 17. 5 1/5 胴部縦ヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナデ。内面 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ→口縁部ヨコナデ。

第87表第56号住居跡出土土器①

怯 呈
番号 器種分頬 残存度 手法の特徴・成（整）形の1順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容墜

第 244図

9 小）不 1 16. 1 1/4 底部ヘラケスリー＞周辺ヘラケスリ→口縁部ヨコ 7. 5 YI< 7 / 8 

ナデ。内面断読ヨコナデ。

JO 有稜高 4 破片 口縁部ヨコナデ→脚部ヨコナデ氾］面ヨコナデ。 25YR6/6 

11 球胴甕 4 15 3 3/4 胴部縦ヘラケズリ―•胴下半斜めヘラケズリー•>口 2. 5Y R 6 / 6 

縁部断続ヨコナデ。内面—J-デアゲ•->ヘラオサエ
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第88表第56号住居跡出土土器②

法 贔

番号 I器種分類 I 口径 1底径 1 器高 1 容量 I残存度
手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

→断続ヨコナデ。

と幻

第89表 第邸号住居跡出土土器③又：i

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 245図

l 小杯 l 15. 5 13. 4 4.1 380 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 2.5YR5/6 

2 小杯 l 14. 6 13. 0 4. 3 4 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

3 蓋杯 4 13. 8 12. 3 3. 9 320 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

4 小杯 l 15. 6 12. 2 4. 0 380 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

5 小杯 l 15. 2 l 3. 2 3. 7 380 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 口縁部一対の穿孔あり

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2. 5Y R 5 / 6 

6 小杯 l 15. 4 13. 0 4. 2 380 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

7 小杯 l 15. 0 13. 0 3. 5 340 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

8 小杯 l 15. 9 14. 0 4. 5 400 ー一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 2.5YR5/8 

9 身杯 4 11.7 13. 0 4. 3 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヨコナデ。 7.5YR 8/3 

10 身妬 4 13. 3 14. 5 3. 9 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR7/2 

11 身杯 4 13. 5 14. 9 4. 0 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

12 身杯 4 13. 1 13. 7 4. D 360 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 7 /6 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

13 身杯 4 14. 0 14. 9 3. 8 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR6/3 

14 有杯Al 16. 5 l4. 8 3. 3 ]/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

ヨコナデ (4段）。内面断続ヨコナデ。

l 5 有杯Al 14. 4 13.1 4.1 340 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。 2.5YR 6/6 

16 比杯 l 13. 3 13. 7 4. 6 360 l/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 比企型杯

ヨコナデ→外面赤彩。内面断続ヨコナデ。 7.5R4/6 

17 鉢K1 23. 2 20. 2 8. 0 1,800 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ (2段）。内面ユビオサエ→ヨコナデ→

放射状ヘラミガキ。

18 小甕4 17. 5 15.1 I, 600 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR7/4 

損 続ヨコナデ。内面ヨコナデ→ヘラオシアテ。

19 鉢K2 26. 2 11. 0 2/3 縦ヘラケズリ→口縁部横ヘラケズリ→底部ヘラ 5YR5/4 

ケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナデ。
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第90表第57号住居跡出土土器：：

法 羅
番号 器種分頬 残存度 手怯の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容星

20 小甕 4 13. 8 12. 2 13. 0 I. 600 完形 胴部縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR7/8 

続ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→ヨコナデ。

21 小甕 4 15. 9 14. 2 11. 7 1,400 完形 縦ヘラケズリ→口縁部横ヘラケズリ→底部ヘラ 2.5YR6/6 

ケズリ。内面横ヘラオサエ→口縁部ヨコナデ。

22 長壺 2 IO. 5 I /10 胴部ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラ 5YR7/4 

オシアテ→口縁部断続ヨコナデ。

第 246図

1 長下甕 3 17. 8 37. 5 6, 700 4/5 胴部縦ヘラケズリ→底部斜めヘラケズリ→口縁 7.5YR 7 /3 

部断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→口縁部断

続ヨコナデ。

2 長下甕 3 18. 8 4. 5 30 2,300 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→底部周辺縦ヘラケズリ→口 5YR6/6 

損 縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ→口縁部断続

ヨコナデ。

3 長下甕 3 18. 3 (5,600) 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→底部斜めヘラケズリ→口縁 2. 5Y R 6 / 8 

損 部断続ヨコナデ→胴部上半ヨコナデ (2条）。

内面ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

4 甕形甑 4 25. I 10. 0 34. 5 8,800 l/4 胴部縦ヘラケズリー屯底部周辺斜めヘラケズリ→ 1DYR8/4 

口縁部断続ヨコナデ。内而ナデアゲ→肩部ヘラ

オサエ→口縁部ヨコナデ。

第 248図

5 球胴甕 4 15. l 2. 0 13. 7 完形 胴部縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→口縁部 2. 5Y R 6 / 6 

断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→ヨコナデ。

6 球胴壺 3 15. 5 1 /10 口縁部断続ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。 2. 5Y R 5 / 6 

7 長砲甕 3 5. 5 1/8 縦ヘラケズリ。内面ヨコナデ。 2. 5Y R 6 / 8 

8 小甕甑 2 19. 8 4. 0 17.4 1/4 胴部縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5 YR 6/8 

続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ→ヨコナデ。

9 球胴壺 3 16. 0 I/IO 横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断続 2. 5Y R 6 / 6 

ヨコナデ。

第91表第58号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色謡・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 247図

l 有杯B1 13. 2 12. 2 4. 5 340 2/ 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/4 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

2 小杯 l 16. 0 14.1 4.6 520 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

3 小杯 l 17. 3 14. 5 4. 9 l/6 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR 5/4 

4 小杯 l 16. 6 14. 6 5. 0 520 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5 YR 6 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

5 小杯 l 17. 0 14. 2 4. 0 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

6 小杯 1 16. 5 13. 3 4. 2 420 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 2.5YR 5/6 
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第92表第58号住居跡出土土器②

法 量
番笥 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

7 身杯 4 13. 7 15. 5 4. 3 380 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2.5YR 5/6 

8 身杯 4 15. 5 17. 3 5. 0 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

9 有杯Al 16. 7 14. 6 4. 0 500 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/6 

ヨコナデ (2段）。内面ヨコナデ。

10 有杯Al 15. 0 13. 8 4.1 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/8 

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。

11 有杯Al 14. 6 13. 2 3. 4 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。 5YR4/3 

12 有杯A1 14. 0 12. 7 3. 3 I /10 口縁部断続ヨコナデ (4段）。内面断続ヨコナ 内外面黒色処理

To 5YR4/3 

13 模倣漣 12. 0 13. 0 380 2/3 胴部ヨコナデ→底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨ 内外面黒色処理

コナデ→ 2条の沈線。内面ヘラオシアテ→ヨコ 7.5YR6/4 

ナデ→口縁部断続ヨコナデ。

14 長高杯 破片 断続ヨコナデ。内面ヘラケズリ→裾部断続ヨコ 三角形の透かし穴あり

ナデ。 内外面黒色処理 7.5YR6/4 

15 三角甑4 17. 7 13. 5 l/2 胴部縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 5YR6/6 

続ヨコナデ (2段）。内面ナデアゲ→口縁部断

続ヨコナデ。

16 長砲甕 2 23. 4 破片 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 2. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ→口縁部断続ヨコナデ。

第93表第59号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 247図

17 蓋杯 4 14. 0 12. 2 4. 7 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

18 小杯 l 17. 4 15. 0 4. 9 580 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

19 蓋杯 4 14. 2 13. 5 4.1 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

20 蓋杯 4 13. 5 12. 2 3. 8 260 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

21 小杯 l 17. 3 14.4 4. 2 500 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

22 小坪 l 15. 2 13. 7 4. 6 440 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

23 小杯 l 16. 9 14. 2 4. 0 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 5YR7/6 

続ヨコナデ。

24 小杯 l 16. 8 14. 2 4. 3 480 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

25 小杯 l 15. 7 14.4 5. 0 480 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 
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第94表第59号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形のJI傾序 色謁・焼成・使川痕跡等

口径 底径 器高 容量

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

26 蓋杯 l 15. 3 14. 2 3. 0 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2.5YR6/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

27 身杯 4 14. 9 15. 7 4. 7 400 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

28 小杯 l 16. 0 破片 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨ 2.5YR6/8 

コナデ。

29 有杯A1 16. 9 15. I 4. 2 460 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR5/4 

ヨコナデ (4段） →底部細かなヘラミガキ。内

面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

第 248図

1 長下甕 3 18. 4 1/2 ll,1部縦ヘラケズリ→底部斜めヘラケズリ→口縁 7.5YR7/l 

部断続ヨコナデ (2段）。内面ナデアゲ→口縁

部断続ヨコナデ。

2 鉢J 9. 8 完形 胴部ヨコナデ→庇部ヘラオコシ→口縁部1析続ヨ 7.5YR5/8 

コナデ。内面ナデアゲ→口縁部ヨコナデ。

3 長下甕 3 19. 2 5. 5 35. 0 6, 700 一部欠 胴部縦ヘラケズリ→胴―ド半横ヘラケズリ→口縁 5YR7/4 

損 部断続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ナデアゲ→

口縁部断続ヨコナデ。

4 小別甑 2 19. 8 5. 5 19. 2 3,200 完形 胴部縦ヘラケズリ→底部斜ヘラケズリ→口縁部 IIIYR7/2 

断続ヨコナデ。内面ヨコナデ・・ロ縁部断続ヨコ

ナデ。

第95表古墳時代第W期の編物石
(6) 遺物各説

番号 出土遺構 長さ mm 厚み mm 重さg 石質等
一古墳時代第w期の編物石一

第 249図

1 S J55 153 52 

2 SJ 55 133 70 

3 S J55 135 52 

4 SJ 55 120 67 

5 S J55 

6 S J55 97 57 

7 S J55 129 44 

8 SJ 57 166 70 ， S J57 146 55 

10 S J57 151 43 

11 SJ 57 147 65 

12 SJ 57 149 71 

13 SJ 57 142 69 

14 S J57 135 62 

15 S J57 140 57 

16 S J57 137 46 

17 SJ 57 

18 SJ 57 

19 S J57 

490 緑泥石片岩

425 安山岩

490 安山岩

450 安山岩

安山岩

235 安山岩

185 安山岩

665 南隅床直

585 安山岩

720 安山岩

635 南隅床直

665 南隅床直

550 南隅床直

670 安山岩

600 南隅床直

280 安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

-287-

第55• 57号住居跡で数点まとまっ

て、編物石が出土している。 55号住居

跡では、 7点の編物石が出土してい

る。 450g前後の石材で、扁平な形の

揃った編みもの石である。出土状態が

確認されていないが、おそらく第55号

住居跡に伴なうものであろう。

第57号住居跡では、 12点の編物石が

出土している。 5点については、南隅

から床直の状態で出土している。 625

g前後の石材で、大きさ形とも揃って

いる。

古墳時代第w期の住居からは、まと
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第249図古墳時代第IV期の編物石

まった形でしかも床直の出土状態で編物石が出土しており、この段階には、確実に編物石がとも

なっていたことが分かる。
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第 250図 古墳時代第V期の新屋敷東遺跡

6
 

古墳時代第V期の遺構と遺物

遺構と遺物の概観

竪穴式住居跡の展開は、第VI期と比へると、愕然するほと構築数を増加した。一概にこの現象を
(1) 

集落の規模の拡大と解釈てきないか、再びいくつかの住居跡のまとまり（単位）へ発展したことは

事実てあろう。とくに大形住居跡と小形住居跡の各種の粗み合わせは、集落内の複雑な諸問題を反

映している。

本郷前東の自然堤防上にも、再ひ集落か形成され、河川跡も充分機能していたことをうかかうこ

とかできる。
しかし集落に、第IV期のような整然とした竪穴式住居跡の配置はみられない。一見、

竪穴式住居跡のスラム化と受け止められる配置は、実は集溶の構成原理に則った、配置規範に添っ

ているはずであり、それか現状では語識できないだけかもしれない。

一方、生活様式の反映てある器物は、食膳具の主要型式として君臨した、有段口縁杯の漸移的て

緩やかな変化に代表される。調理のための大形の鉢か、見られ始まるのもこの段階てある。
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■集落の構成確認された竪穴式住居跡は、 29軒である。第IV期の 1群から、 5群へと変化する。

実質的な集落内の竪穴式住居跡数の増大をもとに、他集落からの竪穴式住居跡群の占地の移動等に

よる集落構成者の伸縮があったことがうかがえる。前段階の大規模な集落の再編成を基に、生まれ

変った新生集落の勃興とも言えようか。東からグルービングを行なえば、第 1群 (60• 61 • 62 • 63 

• 64 • 65 • 66)第2群 (67• 68 • 69 • 70 • 71 • 72)第3群 (73• 7 4 • 75 • 76 • 77)第4群 (78• 79 

• 80 • 81 • 82)第5群 (83• 84 • 85 • 86 • 87 • 88)となる。このまとまりは、集落内の血縁関係

や、そのほかの紐帯を反映しているとは必ずしも言えない。あくまでも各竪穴式住居跡の構築され

た場所が、近接しているかどうかに過ぎないからである。また調査区が狭く、各群のまとまりも明

瞭ではない。

■竪穴式住居跡 当初から全掘できた住居跡が、いくつか確認される。それは、この遺跡の形成が

この第V・VI期を境に、急速に居住域としての様相を失速させるからである。竪穴式住居跡の構造

はそれまで通りであり、住居跡の規模によって構造的な差が存在したとは言えない。ただきわめて

大形の竪穴式住居跡、第82号住居跡は、一辺 8m以上の住居跡であり、他の竪穴式住居跡を逢かに

凌いでいる。

■カマド カマドを調査した住居跡は、 17軒に及ぶ。短煙道・長煙道のカマドともに確認されてい

る。短煙道は、第70• 71 • 76号住居跡、長煙道は、第61• 62 • 63 • 66 • 67 • 69 • 72 • 7 4 • 77 • 82 • 

87 • 88号住居跡で確認されている。圧倒的に長煙道が多い。カマドの袖の補強材として、甕が使用

される住居跡もみられるようになる。第61• 82号住居跡である。第82号住居跡では、カマドの天井

部の補強材としても、甕を組み合わせカマド天井部の補強材としても使用している。

■煮沸具 煮沸具が、甕であることは、前段階とあまり大きな変化はない。しかし下膨れの甕が減

少し、肩部を斜めにヘラケズリする長胴甕が、大量に生産されている。器壁の厚みが、急速に薄く

なっていくのも、この段階からである。また大振りの鉢形土器が、カマドと関係するところから出

土したり、底部に被熱されていたり、あるいは内面に炭化物の付着を見たりするのも、この段階か

らである。

■食膳具 有段口縁杯が、食膳具の過半数を占めるようになる。それまで 3段以上で、口縁部を構

ロロニ五三＼口→
SJ85 S涵 SJ四

SJ86 

□□ SJ83 ロニ］ 口＇

I
、

一

40m 

第251図古墳時代第V期遺構全体図（1)
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成する製品が多かったが、この段階以降は、 2段だけになる。しかも口径が、 12cm前後と小型化し

底部の細かなヘラミガキも、施されなくなっていく。共伴するはずの杯身模倣杯が、姿を消し、伝

統的な食膳具の組成が崩れた。ただし器面の黒色処理や、口縁部の段の表出手法は、継承されてい

たと考えられる。

■貯蔵具 貯蔵具としての明瞭な甕・壺は、第75• 81 • 82号住居跡を除いてみられない。貯蔵用の

大形の壺が、それまで見られなかった数軒の竪穴式住居跡から確認されていることは、重視すべき

ことである。小形の甕・壺形土器が、各住居跡から出土しており、これらがどのような内容物、貯

蔵形態に関係したかは不明である。

■ミニチュア土器 一般に土師器・須恵器を問わず、既成の土器を小形、手のひらに載る程度に、

模倣して作ったミニチュア土器と呼ばれる製品がある。多くの場合、いわゆる祭祀遺跡と呼ばれる

ところから出土する。しかし、このミニチュア土器が、一般の集落から、一般の土器に伴って出土

しており、この種の土器の使用に当たり、祭祀性のみではなく、中には、日常什器の一部としての

認識も持つ必要もあろう。第71号住居跡からは、この 3点セットが出土している。

■須恵器 須恵器を多く出土した第67号住居跡（大甕．杯蓋・短頸壺・横瓶・大形器台・短脚無台

高杯） •第68号住居跡（長脚高坪・長頸壺・漣）などでは、比較的整った須恵器のセットを保有し

ている。しかし須恵器は、各住居跡に一点あれば良いほうである。

■編物石 いわゆる編物石と呼ばれる、十点前後まとまって出土する棒状の石材がある。新屋敷東

遺跡からは、第V期以降、各住居跡からまとまった形で出土している。とくに第72号住居跡は、カ

マドの脇に片付けられた状態で出土する最初の例である。このほか第60• 61 • 62 • 63 • 85 • 87号住

居跡でまとまった形で出土しているが、第72号住居跡のような残り方はみられなかった。

＼ 

と、●；見• .... 

幻 75 幻才4

第 252図古墳時代第V期遺構全体図(2)
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第96表古墳時代第V期住居跡一覧

住 居 跡 規 模 力 マ ド 貯蔵穴
No. 

傭 考
／ 

長軸長さ 短軸長さ 掘込深さ 形 態煙道長さ 煙道幅 右袖長さ 左袖長さ 形 態 幅 深 さ

60 4. 30 0.13 長方 ユー258

61 5. 82 5. 70 〇.55 長方 I. 27 0. 43 o. 86 o. 98 B類 3. 80 サー259

62 6. 22 5. 65 0. 15 長方 o. 55 o. 38 0. 80 0. 78 A頬 1. 80 I. 00 メー265

63 4. 55 3. 20 0. 19 長方 o. 70 o. 29 0. 62 0. 78 A顆 ミー266

64 4. 77 3. 79 0. 28 長方 ユー273

65 5. 00 4. 70 0. 23 長方 ミー267

66 4. 35 3. 40 0. 28 長方 1. 30 0. 54 ユー266

67 6. 90 6. 70 0. 64 長方 1. 42 D. 34 0. 74 0. 76 C類 2. 20 メー270

68 正方 ミー271

69 4. 60 4. 20 o. 30 長方 o. 54 0. 36 o. 52 o. 59 A類 ミー272

70 7. 15 6. 25 0. 23 長方 0. 16 0. 30 o. 92 1. 00 A類 3. 60 ミー273

71 5. 10 5. 00 o. 30 正方 o. 19 〇.42 o. 78 o. 92 2. 20 2. 90 シー277

72 5. 80 4. 75 0. 42 長方 I. 05 〇.29 〇.81 D. 93 C類 シー276

73 5. 90 5. 20 o. 07 正方 ミー280

74 3. 95 0. 42 正方 1. 31 0. 35 〇.56 0. 56 C類 1. 10 ヱー281

75 3. 60 0. 36 正方 ヱー283

76 3. 60 〇.20 長方 シー284

77 5. 30 5. 30 〇.28 正方 I. 35 〇.34 o. 90 0. 78 C頬 I. 90 ヱ--200

78 4. 28 3. 95 0. 54 長方 ミー290

79 3. 58 0. 07 長方 ヒー29l

80 4. 43 長方 シー293

81 ユー293

82 8. 30 8. 18 o. 32 正方 I. 44 o. 43 0. 70 o. 92 C類 3. 00 サー292

83 3. 77 0. 30 長方 0. 30 〇.44 C類 モー317

84 正方 ほー320

85 長方 ヘー326

86 5. 28 4. 67 0. 13 正方 2. 50 い一332

87 3. 95 3. 18 0. 30 正方 I. 21 0. 27 〇.72 o. 59 C頬 I. 60 I. 50 セー328

88 6. 10 o. [5 長方 1.15 o. 31 0. 63 o. 12 C類 ヘー324
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(2) 遺構各説ー遺構構築段階一

第60号住居跡（調査時C区9号住居跡）

ユー258グリッドに位置する。重複関係はみられないが、北

側半分が第一次調査のトレンチによって攪乱をうける。住居跡

の規模は、長軸4.30m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さ

は、 13cmである。壁周溝。柱穴は、みられない。南壁よりに小

穴かあるが、柱穴ではない。

カマドは、調査区域内では確認できなかった。

出土遺物は、土師器杯・甕・甑などがある。

第 253図位置図 第61号住居跡（凋査時C区8号住居跡）

サー259グリッドに位置する。重複関係は全くみられない。規模は、長軸5.82m、短軸5.70mを

測る。掘り込みの深さは55cmである。遺構の確認面が、やや南に傾斜していたため、残存状態は決

して良くない。南東隅は、不整形となっている。壁周溝は、北辺のカマド部分を除いて完周してい

る。床面には、各隅に柱穴か確認されている。但し大きさも小さく、あるいは補助柱穴の可能性も

ある。カマドの右側には、貯蔵穴かある。横長の楕円形で、やや深めの貯蔵穴である。

カマドは、北辺に接し右よりに構築されている。左右の袖は大変長く、地山掘り残して造られ、

壁外へ袖の長さと同しくらいの煙道か延ひる。燃焼部には、焼土と炭化物の堆積層が認められ、焚

~
 、V

こ》

＜
 

第60号住居跡1陪，；兌明

暗掲色上 強粘性

B 
32咀

B' 

冒：＼＼＼` 二`冨：＼＼、、` ＼`` ｀` ＼`` ｀`＼、言言

。̀ P -C' 

冒
2m 

第 254図第60号住届跡
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第61号住居跡土層説明

(A-A') 

暗褐色土 8.賠掲色十．

灰黄規色土 ］2. 糾色土

3.賠褐色上 13.ふ中易色土

4.灰黄褐色t 14.暗赤褐色上

暗褐色土 ］5.灰色士

黄褐色上 ］6.赤褐色十一

熟掲色十＿ 17.暗褐色土
(B -Iダ）

1.暗褐色七 臼色・黄色粒子

を含む。

2.灰貨褐色十． 多埜の白色・黄

色粒了を含む

3．灰黄褐色土 多星の臼色・少

益の黄色粒子、微昼の木炭

黄褐色七 多量の黄色粒―f

少娼の木炭粒含む

5.灰黄褐色七 多罷の禎色粒子

少讚の木炭・焼七含む

6.褐色＿L層 多歴の黄色粒f

2m 

第 255図第61号住居跡
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第 256図位置図

第 257図位置図

き口部の被熟痕跡も確認された。燃焼部はやや／曳い掘り込みか

認められる。燃焼部から煙道へは、徐々に傾斜しなから垂直に

掘られた煙り出し部へと続く。住居跡内の覆土の堆積状況か

ら、カマドが一旦崩壊した後、竪穴部分へ土砂が入ったことが

分かる。

覆土が、地山の堆積層と近似していて検出は困難であった。

出土遺物は、土師器坪。高杯。甑・甕。壺。単頸壺。須恵器壺

なとがある。

第62号住居跡（調査時C2区23号住居跡）

メー265グリッドに位置する。重複関係は、第152号住居跡よ

りも古い。西側の壁を噴砂によって引き裂かれている。また東

南の隅は、調査区域外となっている。住居跡の規模は、長軸

6. 22m, 短軸5.65m。掘り込み深さは、 15cmと浅い。壁周溝は

カマドの部分を除いて全周している。明確な柱穴は、確認され

ていない。カマドの右側に貯蔵穴か確認されているか、半分以

上は調査区域外である。円形のかなり深い貯蔵穴である。

カマドは、東側右よりに確認され、抽の長さと同程度の煙道

か、壁の外に延びる。燃焼部から煙遁にかけて一段高く造られ

る。煙り出し穴は垂直に掘られ、煙道部分よりも深い。

当初、多くの住居跡か重複する部分てあったため、遺構確認に大変手間取った。カマドを中心に

作業を進めた。

出土遺物は、土師器杯の破片かあるのみてある。

第 258図位置図

第63号住居跡（調査時C2区5号住居跡）

ミー266グリッドに位置する。重複関係は、第64• 65号住居

跡よりも新しい。たたしこの両住居跡から出土した土器は、本

住居跡の出土土器と型式的な変化か少なく、重複関係のみで新

旧を確認するに留めておきたい。また東側は、第62号住居跡と

同様の噴砂現象によって破壊されており明瞭てはない。さらに

第 2。3号掘立柱建物跡の柱穴によって、．部分的に破壊されて

いる。しかし破壊は、床面までは達しておらす、全体の形状は

復元できる。住居跡の規模は、長軸4.55m、短軸3.20mを測

る。掘り込みの深さは、 19cmである。壁周溝は、東壁を除きめ

ぐっている。柱穴は、東南を除き 3本確認されている。東南の

柱は噴砂で破壊されている。
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3290 
C’ 第62号住居跡土層説明 (A-A')(B-B') 第62号住居跡土層説明 (C-C') 

I.暗掲色士 I.淡褐色土
2.赤褐色土 焼土 2.黒色土
3.暗赤褐色土焼土、粘土質 3.黄褐色土
4.黒色士 炭化物含む 4.黒色土 炭化物層
5.灰褐色土 5.淡灰色土 粘性強
6.赤掲色士

7.黒色土
8.暗褐色士
9.黄褐色土 0 
10.淡黄褐色士

2m 

第259図第62号住居跡

カマドは、他の遺構とかかわらず、右よりに構築されている。左右の袖は、地山掘り残しで造ら

れ、壁外へ袖の長さと同じくらい煙道が延びる。燃焼部は、やや狭い。燃焼部の火床は、深く掘り

込まれており、煙道部へは、一旦段をもって立ち上がる。煙道もクランク状に構築されている。

遺構の確認は、他の遺構と重複が激しく、また噴砂現象の爪跡も深く、困難であった。

第63号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・短頸壺．甑・甕などがある。
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第63号住居跡土層説明

1.暗掲色土 強粘性、粗粒子士層、炭化物を含む

2.暗掲色土 弱粘性、細粒子土層、炭化物を含む

3.黄褐色土 強粘性、黄褐色士の粒子を多量に含む

4.暗褐色土 弱粘性、炭化物を多量に含む

5.赤褐色土 焼土層、強粘性

6.黄掲色土 黄掲色土のプロック

_j)' 7.暗灰褐色士 弱粘性灰層

ピット

1.淡灰褐色土 強粘性、粗粒子上層

2.暗褐色土 強粘性、細粒子層。柱痕

3.淡掲色土 強粘性、細粒子土層。やや締っている。

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘言［
第260図第63号住居跡

2m 

第64号住居跡（調査時C2区20号住居跡）

ユー273グリッドに位置する。重複関係は、第65号住居跡よりも新しく、第64号住居跡よりも古

い。また第 2号掘立柱建物跡の柱穴によって壊され、残存する部分はごく僅かである。規模は、長

軸4.77m、短軸3.79mを測る。掘り込みの深さは28cmである。壁周溝は、北辺の一部を除き確認さ

れている。柱穴は、確認されていない。

カマドは、確認されていない。

遺構の確認は、多くの重複関係から困難を極めた。

第64号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯の破片のみである。
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第261図位置図

第2G2図位置図

第263図位置図

第65号住居跡（凋査時C2区17号住居跡）

ミー267グリッドに位置する。重複関係は、第63• 64号住居

跡よりも古い。第 1。 2号掘立柱建物跡の柱穴によって部分的

に壊されている。大変残りが悪い。規模は、長軸5.OOm、短軸

4. 70mである。掘り込み深さは、 23emてある。壁周溝は、南西

の部分かときれるか、他は完周すると思われる。なおこの部分

には、小穴か 1個あり、入り □施設と関係すると思われる。柱

穴は、 4本確認され、等間隔にあることから本住居跡を支える

に足る柱穴と考えられる。

カマドは確認されなかった。

第65号住居跡に伴う出土遺物は、土師器胚の破片である。

第66号住居跡（調査時C2区］5号住居跡）

ユー266グリッドに位置する。重複関係は、第31号住居跡よ

りも新しい。第 1号掘立柱建物跡の柱穴に、ー判部分破壊されて

いる。残存状態は良くない。住居跡の規模は、長軸4.35m、短

軸3.40mを測る。掘り込みの深さは、 28cmてある。壁周溝は、

南東の隅て切れるか、ほかは回っている。柱穴は、確認されて

し＼なし＼。

カマドは、北辺左よりに確認されている。袖の部分か欠落し

ており、当初から存在しなかったのか、それとも袖の部分のみ

か先に破壊されたか不明である。しかし燃焼部は大きく、焚き

口部も広い。また深い。煙道部は、徐々にせり上かっている。

しかし明瞭な焼土痕跡かなく、はたして機能していたか疑問も

残る。袖は、地山掘り残しと思われる。

覆土は地山と全く区別かつかず、遺構の確認は困難を極め

た。

第66号住居跡の出土遺物は、土師器胚である。

第67号住居跡（調査時C2区46。47号住居跡）

メー270グリッドに位置する。重複関係は、第11• 32 • 33号住届跡よりも新しく、第128• 130号

住居跡よりも古い。第 6号掘立柱建物跡よりも古い。当初南側に調査時第47号住居跡か、調査時第

46号住居跡によって壊されたと判断していたか、その後の検討の桔果、同一の住居跡を南側と西側

ヘ1.20m拡張したものとわかった。第 6号掘立柱建物跡が、すっぽりとこの住居跡に納まってい

る。住居跡の規模は、長軸6.90m、短軸6.70m。掘り込みの深さは、 64cmである。壁周溝は、カマ

ド、貯蔵穴部分を除き完周すると考えられる。柱穴は東側 2本が確靱されたに過きない。貯蔵穴
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第65号住居跡土層説明

B' 1.淡掲色土 弱粘性・粗粒

—• 子土層、少量の炭化物含

む

2.暗褐色士 強粘性・粗粒

子土層

3.暗褐色土 2層より明る

い、粗粒子土層、少星の

焼土粒子含む

4.淡褐色土 強粘性、細粒

子上層、焼士粒子少量含

む

5.淡灰褐色土 強粘性・象ll
粒子土層、焼土粒f•多最

含む

゜
2m 

第264図第64• 65号住居跡

が、カマドの右側に確認できた。円形の小振りの貯蔵穴であるが、平面形の割りには深い貯蔵穴で

ある。

カマドは、北辺左側にみられ、袖の長さの 2倍程度の煙道が延びる。燃焼部から煙道部にかけて

は、ゆるい段をもって構成される。焚き口部は、浅く掘り込まれている。燃焼部はやや狭く、ほぼ

同じ幅で煙道へ続く。煙道はクランク状に構築され、煙り出し穴へ続く。煙り出し穴は、垂直に掘

られ、煙道の下部よりも深く掘り込まれている。おそらく煙り出し穴を目指して、燃焼部からえぐ
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第67号住居跡土層説明
l 暗黒褐色土 粘性弱。粒十粗い 3 暗褐色上 黄褐色粒了多最合も、 5 暗黄褐色上粘性弱。粒―r粗い
2 褐色t 粘性弱。粗子粗い 4 褐色土 粘性弱

第 265図第67号住居跡
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第66号住居跡上層説明

1.暗褐色十．

2.暗褐色上 枯性強。粒子細かい。炭化物少墓含む

3.淡褐色土 粘性強。粒＋細かい。

4.淡褐色土 枯性強。粒了細かい。炭化物多鼠含む

5.暗掲色ナ 粘性弱。粒子粗い。炭化物少械含む

6.暗褐色七

7.褐色土 粘•I牛弱。粒子細かい

8.黄衛色土 粘性強。炭化物多星含む。粒子粗い

0 2m 
| | -_-- I 

第 266図第66号住居跡

り込んで連結させ、構築したと思われる。

他の遺構との重複が大変激しく、また微細な土師器片が多量に覆土中から出土したことから調査

は難行した。しかし良好なカマドの精査が出来た。

第67号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪・高坪・甕・須恵器杯蓋・無蓋高杯・短頸壺・器台脚

部。甕など須恵器に良好な資料があった。
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第 267図位置図

第268図 位 置図

第68号住居跡（調査時C2区105号住居跡）

ミー271グリッ心に位置する。菫複関係は、第36号住居跡よ

りも新しく、第69。117。139号住居跡よりも古い。なお本遺構

は、第35号住居跡の覆土上層中に形成された遺物群からなり、

決して住居跡として認識できるものてはないが、第68号住居跡

としてあげておくこととする。また規模等については、第35号

住居跡を参照していただきたい。

出土遺物は、土師器杯・小形甕・甕・甑・高輝・須恵器横瓶

長首壺・無蓋高坪など良好な資料がある。

第69号住居跡（調査時C2区99号住居跡）

ミー272グリッドに位置する。重複関係は、第 7• 36号住居

跡よりも新しく、第97。117号住居跡よりも古い。第36号住居

跡と入れ子状になっている。そのため全体のプランは、良好に

検出された。住届跡の規模は、長軸4.60m、短軸4.20mを測

る。掘り込みの深さは、 30cmてある。壁周溝・柱穴は確認され

ていない。

カマドは、北辺に接し、右よりに構築されている。袖部は短

いか、同しくらいの長さの煙道が延びる。燃焼部から煙道部に

かけては、明確な変換点は見られず、緩いカープで構成されて

いる。

第69号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪・甕である。

第70号住居跡（調資時C2区98号住居跡）

ミー273グリッドに位置する。重複関係は、第 7号住居跡よ

りも新しい。北隅が一部調査区域外であるが、他はほとんど完

掘できた。全体のプランは、明確である。住居跡の規模は、長

軸7.15m、短軸6.26mを測るが、掘り込み深さか短く、 23cmし

かない。壁周溝は、北壁側に存在するのみで、全体にはめぐっ

第 269図位置図 ていない。柱穴は、等間隔に 4本確認され、柱穴には、柱痕跡

も確認されている。カマドの右側には、円形の貯蔵穴かある。比較的大きめな貯蔵穴であり、深い

造りである。

カマドは、東辺右よりに構築されている。煙道部の極端に短いカマドで、壁外にほんの僅か突出

しているだけである。袖部は長く、地山掘り残しで構築されている。焚き口部はほとんど凹まず、

燃焼部も決して広いとは言えない。

地山と覆土の色調か似通っており、当初はカマドの存在のみが明瞭にわかった程度であった。
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第69号件居跡十．I怜説明

淡掲色土 6.賠黒色七 II.暗褐色七

赤褐色上 7. 赤褐色」． ］2.暗煤色上

灰褐色十． 8.淡暗褐色土 13.暗赤褐色上

赤褐色上 9.淡褐色上 ］4.賠黄褐色t
灰褐色．I: JO.撹乱

゜
2m 

第271図位置図

第270図第69号住居跡

第70号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・鉢・高騨。甕・

須恵器などがある。

第71号住居跡（調査時C2区77• 78号住居跡）

シー277グリッドに位置する。重複関係は、不思義なことに

みられない。調査時には、本住居跡の北側に、平面プランをほ

ぼ等しくするもう一つの住居跡があると想定して調査を進めて

いたか、この部分は、第71号住居跡の掘り方と判明した。住居

跡の規模は、長軸5.10m、短軸5.OOmを測る。掘り込みの深さ

は、 30cmである。壁周溝は、カマドの部分を除いてほぽ完周し

ている。柱穴は、等間隔に 4本確認されており、本住居跡を支

えるに足る柱であろう。柱穴には、柱痕跡も明瞭に確認できた。貯蔵穴か、カマドの右側に造られ

ている。やや楕円形の比較的深い貯蔵穴である。

カマドは、西辺のやや右よりに構築されている。煙道の極端に短いカマドで、煙道は壁外にほん
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第70号仕居跡．LI糾見明

暗褐色t: 強粘件、粗粒 r屑
賠灰褐色十 炭化物・灰・焼上を多磁含む

暗掲色上 炭化物。焼七粒子を多埜含む

ピット
暗褐色ヒ 弱枯性、炭化物多扇含む

淡褐色上 炭化物徴械含む

淡黄供色上 強枯性・祖粒了
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第 272図第70号住居跡

の僅か出ているだけである。袖は比較的長く、地山掘り残しで造られている。燃焼部も決して広く

はなく、ほぼ同じ幅で煙道部へ続くと思われる。燃焼部から緩い段をもって、火床面は続いている

が、焚き口部は明瞭ではない。

比較的調査に当たっては、順調に行なえた遺構である。

第71号住居跡の出土遺物は、土師器坪。鉢。甕の他にミニュチュアの短頸壺。甕。韓式土器の模

倣土師器がある。
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第72号住居跡

（調査時C2区88号住居跡）

シー276グリッドに位置

する。重複関係は、第121

• 122号住居跡よりも古

い。北壁に沿って近世の溝

が走り、上部は破壊されて

いる。また南側は、調査区

域外である。住居跡の規模

第 273図位置図 は、長軸5.80m、短軸4.75 

mである。掘り込みの深さは、 42cmである。壁周溝．柱穴は、確

認されていない。

カマドは、西辺右よりに確認され、煙道部が大変良く残ってい

る。袖部は比較的長く造られているが、煙道部の天井が、住居跡

の壁のラインよりも中に入っているため、燃焼部が浅く見える。

燃焼部は狭く、焚き口部は、明瞭な凹みが見られない。しかし

徐々に燃焼部が奥まるにつれ深くなり、煙道部との境目で一旦段

を構成する。煙道部はクランク状に造られ、垂直に延びる煙り出

し穴へ続く。煙り出し穴は、煙道部の底面よりも深く掘られ、煙

道が、燃焼部から掘り抜か

れて造られたことが予想さ

れる。煙道部は、煙り出し

穴に向かうに従って徐々に

細くなっている。

重複が激しく、また調査

区の際に遺構が存在するた

め、確認に難行した。

出土遺物は、土師器杯・

高杯のみである。第 274図位置図

゜
2m 

第73号住居跡（調査時C2区107号住居跡）

ミー280グリッドに位置する。重複関係は、第23号住居跡と重複しているようだが、最近の攪乱

によってその関係は不明である。北隅の部分が、調査区域外となっている。住居跡の規模は、長軸

5. 90m、短軸5.20mを測る。掘り込みの深さは 7cmしかなく、平面プランがかろうじて知れるに過

ぎない。壁周溝は、おそらく四辺にめぐっていたと思われるが、柱穴は確認されなかった。

カマドは、確認されておらず、おそらく調査区域外に存在するのであろう。
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第 275図第71号住居跡

第71号住居跡土層説明
I.褐色士 黄色粒子多董に含む。締り

良
2.褐色土 黄色粒子多量、少最の木炭

焼土粒含む、締り良
3.黄褐色土 黄色粒子多量、少量の木

炭・焼士粒含む、締り良
-U 4．暗褐色土 賀色粒子多量含む、少量の

木炭・焼土粒含む、締り良
5.灰黄褐色土 粘土層、粘性に富む
6.黄褐色士 黄色粒子多量含む、焼士

粒・木炭少量含む。締り良

2m 

第 276図位置図

遺構確認の時点では、企画的規模が大きいので期待された

が、覆土が薄く予想外であった。

第73号住居跡の出土遺物は、土師器杯だけである。

第74号住居跡（調査時C2区39号住居跡）

ヱー281グリッドに位置する。重複関係は、第26号住居跡よ

りも新しい。南側は、調査区域外である。住居跡の規模は、長

軸―-m、短軸3.95mを測る。掘り込みの深さは、 42cmであ

る。確認部分では、カマド部分を除き、壁周溝がめぐる。柱穴

は確認されていないが、カマドの右側に貯蔵穴がある。比較的
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第71号住居跡土層説明

1.褐色土 黄色粒子多量含む。

2.褐色土 黄色粒子多量含む。少量

の木炭あり、締り良

，、 口 3.橙色土 多量の焼土・焼土プロッ

、，＇ ク含む

4.黄褐色土 黄色粒子を多量、木炭

焼士を少量含む

5.黄灰色土 焼土・木炭・灰を多量

含む、締りなし

6.褐色土 多量の黄色粒子、木炭・

焼土を少量含む

7.黄色土 多量の黄色粒子、焼土・

焼土プロックを含む、締り良

8.黄色土 多量の黄色粒子、木炭を

少量含む、締り良

第72号住居跡土層説明

1.黄褐色土 弱粘性、粗粒子土層、

黒褐色のプロック多景に含む

2.暗褐色土 強粘性、粗粒子土層、

焼土粒子・炭化物を含む

3.淡暗撮色土 強粘性、粗粒子士層

炭化物・焼土粒子を多盤含む

4.淡茶渇色土 強粘性、粗粒子土層

軟質
5.黄褐色土 強粘性、固く締った層

6.赤褐色上 強粘性、焼土プロック

7.赤褐色土 焼土プロック

8.暗黒褐色士 炭化物・灰層

9.暗黒褐色土 炭化物層

|<( 

に三三』ここ ゜
2m 

第277図第72号住居跡

深く、円形の貯蔵穴である。

カマドが、東辺にみられる。袖はやや短いが、煙道はその袖の 2倍程度はある。袖の長さに比べ

ると燃焼部は広く、火床は、やや掘り凹められている。燃焼部から煙道部にかけては、壁のライン

で一旦段をもって高くなる。袖は極端に短い。燃焼部も狭く、焼土の堆積層は、明瞭ではない。煙

道部は、煙り出し穴にむかって徐々に狭くなっている。

重複関係の激しい部分だが、比較的明瞭に確認できた。

第74号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・甕．甑・小形壺・小形甕である。
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／｀［阿言＇り炭化物粒・f
少凪含む。枯•11強
締り良好

2.暗黄灰色土 炭化物少磁含む。粘性

弱。締り良好

炭化物粒＋多悶含む

枯性弱。締り良好

焼七粒子多星、炭化物

少址含む。粘I生強。締

リ良好

炭化物粒＋少扇含む。

粘性強。締り良好

6.暗筑樹色十． 焼土粒f少凧含む。枯

性強。締り良好

炭化物粒子徴塁合む。

粘性弱。締り良好

暗灰色十

暗褐色上

5．暗樹色i.

員褐色十
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第74号住居跡十層説明

1. 褐灰色土 焼十．粒・炭化物多試含む

2. 黄褐色上 焼上粒・炭化物少堡含む

3.黒褐色t・ 炭化物多埜、焼土粒少呈合む

4. 暗灰黄色上 焼十．粒、炭化物微品含む

5.暗灰黄色七 焼土粒、炭化物徴量含む

6.雌灰賀色上 焼十粒、炭化物微贔含む

7. オリーフ褐色上 炭化物少霰含む。粘性強
8. オリープ褐色十 粘性強

9.暗灰員色十． 焼上粒f少扇含む

10.鈍黄褐色土 カーボン微昼、焼上粒十含む

A拉心
一

9,  
1 

＼マ—

〇／

ロ ニ 8 '

--・・_J  

第 278図 第73,74号住居跡
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第279図位置図

第280図位置図

第281図位置図

第75号住居跡（調査時C2区42号住居跡）

ヱー283グリッドに位置する。重複関係は、第39号住居跡よ

りも新しい。南側は、調査区域外になっている。住居跡の規模

は、長軸3.60m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは36cmで

ある。壁周溝・柱穴は確認されていない。

カマドは、調査区域内には確認されていない。

地山と覆土が近似しており、確認が難行した。

出土遺物は、小形壺があるだけである。

第76号住居跡（調査時C2区62号住居跡）

シー284グリッドに位置する。重複関係は、第132• 134号住

居跡よりも古く、第16号住居跡よりも新しい。遺構の北側が調

査区域外となる。住居の規模は、長軸3.60m、短軸―-mを測

る。掘り込みの深さは、 20cmである。壁周溝は、カマドと反対

側の西壁・南壁にみられ、東壁では途切れている。柱穴は確認

されていない。

カマドは北辺に接し構築されたと思われるが、この部分が、

第131号住居跡の構築によって破壊されているために、燃焼部

から煙道部にかけては不明である。しかし、残存する袖部分

は、焚き口部と一部燃焼部を含んでおり、幅の狭いカマドだっ

たことが分かる。

遺構の重複関係が激しく、また地山と覆土の色調が似通って

おり、調査区の北壁に設定した土層の断面確認によって、住居

跡の存在を確認した。

第76号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯・短頸壺・小形甕

甕．甑などがある。

第77号住居跡（調査時C2区106号住居跡）

ヱー290グリッドに位置する。重複関係は、第15• 51号住居

跡よりも古い。北側の一部が、最近の攪乱によって大分痛め付

けられてはいるが、全体を知る好例である。住居跡の規模は、長軸5.30m、短軸5.30mを測る。掘

り込みの深さは28cmである。壁周溝は、カマド部分を除いて完周している。柱穴は、東側に 2本確

認されているが、西側には確認できなかった。ただ柱痕跡は確認していない。北カマドの左側に貯

蔵穴が存在する。第46号住居跡の出土遺物は、土師器杯の小破片のみである。

カマドは、 2基確認されており、第 1次構築の東カマド、第 2次構築の北カマドがある。東カマ

ドは、東壁左よりに構築されたカマドである。北カマドの使用時には、袖が外され煙道・焚き口部
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第 75号住居跡土層説明

16.暗灰賀色土焼土・炭化物含む

24.暗灰黄色七 炭化物プロソク状に混入
25. 明黄娼色土 炭化物混入
26.褐色七

27.黒色土 炭化層

28．褐色上 焼土粒多益含む
29.黄褐色上

30. 黄掲色土 焼上粒子含む

31.黄褐色t
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第 282図第75• 76号住居跡

が、埋め戻されていたと考えられる。煙道部は、細長く造られている。北カマドは、攪乱によって

左袖のごく一部と、右半分がかろうじて残っているにすぎない。しかし焚き口部か広く、煙道の長

いカマドであったことがわかる。長い袖は、地山掘り残しで構築され、その1.5倍の煙道が延び

-310 --



る。北壁の左より構築されている。焚き口部・煙り出しの構造については不明である。

最近の攪乱と、他の遺構の重複が激しく、調査には難行した。

出土遺物には、土師器杯・甑がある。

第78号住居跡（調査時B区l号住居跡）

ミー290グリッドに位置する。重複関係は、第54号住居跡よりも新しく、第126• 141号住居跡よ

りも古い。東側の一部が調査区域外となっている。基本的には、方形の住居跡であるが、東側に張
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5.褐色土 ， ＇冒

土層説明

I.暗褐色土

2.暗茶褐色土

3.暗黄灰褐色土

4.暗黄褐色土

5.暗黄褐色土

6.暗黄灰色土

7.暗灰褐色土

8.暗茶褐色土

9.暗灰色土

10.暗褐色土

II.淡灰褐色土

12.黄褐色土 ＇→介

貯蔵穴 (C-C')

虞冒

馴 B’。口 2m

ー
、

V

第283図第77号住居跡
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り出し部分があり、 この遺跡内ては極めて特殊な形態を示している。住居跡の規模は、長軸4.28 

m、短軸3.95mを測る。掘り込みの深さは、 54cmとかなり深い。張り出し部分は、幅1.21m ・長さ

2. 09mで、深さは変りかない。中央部分にやや凹んだ部分かあるが、柱穴とは関連しないであろ

う。壁周溝は、張り出し部分の一部を除き、完周していると考えられる。
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-------―：ーロロニロロ：言亨：9）、:-t:菜子立子炭イ火ヒロロ□、 1̀．明黄樹色七 微．屈の焼上粒fを含む
、 4．黄掲色上 微拭の焼七粒了、少．域の炭化粒子

C， 灰包粘七粒子を含む、締り良、弱粘性口
―- 5.灰黄褐色上と焼上の混十陪（ 3: 7) 炭化

粒子を多罷合む、締り良、枯性打
6.黄褐色土 多斌の灰褐色枯十粒fを含む。締

り良、わずかに枯件あり
7.暗灰負色 r i散呈の焼十＿粕了、少械の炭化拉

子を含む、締り良、枯I牛あり
8. 明黄褐色••七 極く多昼の焼七粒＋、炭化粒子

を含む
9.黄閑色＿1 微鼠の焼上粒＋を含む。締り良、

粘性あり

10. 褐色七 微星の焼上粒千を含む、締り良、粘
性あり

］］．明黄屈色t 多鼠の白色徴粒子、灰褐包粒了ユ
を含む。粘性なし、やや粒了が柑い

12.鈍い黄樹色七 少堡の白色微粒子、）尭七粒子
を極少含む、締り良、わすかに粘性有り

D/ 

口 0 2m 
| | --- -I 

第 284図 第78号住居跡
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カマドは存在しなかったと考えられる。

重複遺構の存在から、遺物の確認は困難を極めた。

第78号住居跡の出土遺物は、土師器小形壺。壺・坪のみである。

第79号住居跡（調査時B区50号住居跡）

ヒー291グリッドに位置する。重複関係はみられない。北側は、調査区域外である。住居跡の規

模は、長軸3.58m、短軸―- m、掘り込みの深さは 7cmであ

第285図位置図

第286図位置図

第287図位置図

る。壁周溝．柱穴は、確認されなかった。床面に小穴が確認さ

れたか、柱穴とは断言できない。

カマドは、確認されていない。

調査区のきわてあり、覆土も薄く、確認には難行した。

第79号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯のみてある。

第80号住居跡（調査時B区7号住居跡）

シー293グリッドに位置する。重複関係は、第29号住居跡よ

りも新しい。西側は、調査区域外である。住居跡の規模は、長

軸4.43m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さは45cmである。

壁周溝．柱穴は、確認されていない。

カマドは、確認されていない。
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第 288図 第79号住居跡
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第82号住居跡土層説明

］．褐灰色土 焼土を多麓含む、灰も多最。

2．明赤褐色上 焼土を主とするプロJク。

3.鈍掲色上 焼土・炭を多旦含む。

4.褐灰色土 灰褐色粘土を主とする
7.褐色土

8. 明褐色土 7層を主とし、焼土プロック
混入土層

9.灰色土

10.暗褐色土 炭化物を多筵に含む。締り悪
く、強粘性

］］．暗掲色土

12.灰色土 炭化物を多星に含む

16.掲色七 7層を主とし、灰・炭化物多量
混入、 11層に近い

B/ 

-J→  -—— ニマ—

第 289図第82号住居跡
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遺構の確認は、重複遺構か激しくまた覆土は薄く、調査区域の際

に存在していたため調査は容易ではなかった。

第80号住居跡の出土遺物は、土師器杯・高杯・鉢である。

冒
｀
口

o 1m 
I I 

第81号住居跡

（調査時B区18号住居跡）

ユー293グリッドに位置す

る。重複関係は、不明であ

る。堆積層中に多量の土師器

が確認されたが、重複・攪乱

が激しく、住居跡として認識

することができなかった。 し

かし、出土土器の多いことか

ら、ここに住居跡の存在を推

定した。

第81号住居跡に伴う出土遺

物は、土師器坪。高胚・短頸

壺．甕・鉢．壺などの他に製

作途上の枯土塊や、中途作品

のまま焼成したものなどがあ

る。

第 290図

られる。燃焼部はやや狭い。煙道は、

第 291図

位置図

位置図

第82号住居跡

（調査時B区19号住居跡）

(1989年度報告第 2号住居跡）※

サー292グリッドに位置する。重複関係は、第57号住居跡よりも

古い。また1989年度報告の第 3号住居跡よりも新しい。私道によっ

て破壊されている。住居跡の規模は長軸8.30m、短軸8.10mを測

る。掘り込みの深さは、 32cmである。調査された竪穴のなかては、

最大の床面積を誇る。壁周溝．柱穴は、確認されていない。

カマドは、北辺左よりにみられる。袖は長く、また煙道も長い。

煙道は、袖の 2倍程度の長さに造られる。袖は、地山掘り残しで造

クランク状に構築されてい

る。燃焼部でやや低く造られた底部は、水平に次第に幅を狭めなが

ら、煙り出し穴に向かう。煙り出し穴は、唾直に掘られており、こ

れと連結している。
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調査範囲か狭く、調査には難行した。

第82号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯。高坪・短頸壺・甕．鉢。壺。須恵器高杯脚部なとか

ある。

※財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団『本郷前東遺跡一県道深谷妻I召線関係埋蔵文化財発掘調

査報告ー』 1989年埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第78集を参照。

第 292図位置図

第 293図位置図

第83号住居跡（調査時B区20号住居跡）

モー317グリッドに位置する。重複関係は、第47号住居跡よ

りも祈しい。南辺、北辺は、調査区域外である。住居跡の規模

は、長軸3.77m、短軸ー mを測る。掘り込みの深さは、 30cm

てある。壁周溝・柱穴は、確認されなかった。

カマドは、北辺に接し、右よりに構築されている。左右の袖

は、地山掘り残して造られ、煙道の先端は調査区域外てあるた

め規模や形態はわからない。燃焼部には、焼士と炭化物の堆積

層か認められる。抽は極めて短いか、燃焼部は比較的規模か大

きい。

覆土が、池山の堆積厨と近似し、調査区域も狭く検出か困難

であった。

出土遺物は、土師器坪・甕・甑なとかある。

第84号住居跡（調査時B区44号住居跡）

ほー320グリッドに位置する。重複関係はみられないか、調

査区域の際に位置しているため、住居跡の規模等は不明な点が

多い。掘り込みの深さは、 7cmである。壁周溝。柱穴は確認さ

れていない。

カマドは、確認されていない。調査区域外であろう。

調査区域が狭く、遺構の全体像の椎定か困難であった。

出土遺物は、上師器胚のみてある。

第85号住居跡（調査時B区48号住居跡）

へ一326グリッドに位置する。重複関係は、第106号住居跡よ

りも古い。南側は、調査区域外である。検出されたのはわずか

である。住居跡の規模は、不明だか、掘り込みの深さは、 18cm

である。壁周溝が、西・北辺にみられるが、柱穴はみられな

第 294図位置図 い。

カマドは、確認されていない。調査区域外てあろう。
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3.黒褐色土

4.暗褐色土

6.黒褐色土

7.黒褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

B瓢疇冒｀冒

物｝

2.暗褐色士 暗黄褐色土、含鉄の茶褐色

フク土中焼土粒子、炭化木少量混入

炭化木主体。焼士粒子少量混入

混入物無し

暗黄褐色士少量霜降り状に混入

暗黄褐色土多量混入。

｀心

_c’ 

゜
2m 

第296図位置図 第295図第84• 85号住居跡

重複が激しい上に、調査区域が狭く遺構の確認は困難であった。

出土遺物は、土師器鉢・甕．甑がみられる。

第86号住居跡（調査時B区31号住居跡）

いー332グリッドに位置する。重複関係は、第50号住居跡よりも新しい。西・北側が、調査区域

外である。住居跡の規模は、長軸5.28m、短軸4.67mを測る。掘り込みの深さは、 13cmである。壁

周溝・柱穴は、確認されていない。住居跡南隅にやや大きめな落ち込みがあるが、柱穴やそのほか

の施設とは違うであろう。

カマドは、確認されていない。

覆土は浅く、また遺構構築層と極めて近似しており、重複も激しく、調査は難行した。

第86号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯だけである。
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1.暗褐色士 粘性強、締り

やや弱、酸化鉄をシミ状

に含む
2.暗掲色土 粘性、締り共

にやや強、酸化鉄微菫含

3.暗褐色土 粘性、締り共
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第 297図第86号住届跡
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二□□三三二B'i：言言；百もスロ
的に含む、カーポン少最含む

_C' 5.暗オリープ椙色土 酸化鉄を均ー・

に、パミスを少星含む

6．暗灰黄色土 酸化鉄を全体的に含む

7.灰色土 酸化鉄を均ーーに、焼上

塊を少量含む

8.灰色土 酸化鉄を全体的に、焼

土塊を少祉含む

言

冒

員

言二
(D~') 

］．暗樹色士

2.鈍黄褐色」C

3, 褐色土

4.暗褐色士

5.暗オリー

プ掲色土

0 2m 

ト―――←-_---」

第298図第87号住居跡

第299図位置図

第87号住居跡（調査時B区33号住居跡）

セー328グリッドに位置する。重複関係は、みられない。規

模は、長軸3.95m、短軸3.18mを測る。掘り込みの深さは30cm

である。壁周溝は、西壁際に一部分確認されているだけであ

る。

小穴は、床面にいくつか確認されているが、明瞭な柱穴は、

確認されていない。カマドの右側に貯蔵穴か確認されている。

円形の比較的深い貯蔵穴であり、カマドと並行し壁ぎわまで

いっぱいに造られている。

カマドは、北辺右よりに確認されている。袖は長く、地山掘

り残しで造られ、さらに1.5倍程度の煙道か延びる。燃焼部は

深く掘り込まれ、やや狭く造られている。煙道はクランク状に
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第88号住居跡土層説明

a 黄褐色士 少量焼土粒子含む。極めて均ーな層

b 暗赤撮色土 焼上のほぽ純層炭化木粒子混入

c 褐灰色土 炭化木灰層のほぽ鈍層。少量焼士小プロ I 
ック混入

く・

］．黒掲色土 鉄分士多量に混入。下半に黄褐色地山土

をプロック状に混入

2.黒褐色士 ］層より僅に明るい。粘性有り。基本的

には同一層

A 黒褐色上 単ーな一層、焼土プロック。炭化木混入

B 黒褐色土 単ーな一層。焼土プロック。炭化木少量

混入。住居跡周辺のpitと同じ
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第 301図位置図

第300図第88号住居跡

構築されており、幅のそれほど変わらない燃焼部と連結してい

る。焚き口部もややへこんでいる。

他の遺構との重複関係がなく、調査は比較的順調だった。

第87号住居跡に伴う出土遺物は、土師器坪．甑である。

第88号住居跡（調査時B区45号住居跡）

ヘー324グリッドに位置する。重複関係は、調査区域内では

確認されていない。ただし南側半分は、調査区域外となってい

る。規模は、長軸6.10m、短軸―-mを測る。掘り込みの深さ

は、 15crnである。壁周溝は、東辺部と北辺部の一部に確認され

ているが、完周するかわからない。柱穴は、確認されていない。

カマドは、北辺に確認されている。地山掘り残しの袖は短く、 2.5倍程度の煙道が延びる。燃焼
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部は広く、煙道にかけてはゆるい段があり煙り出し穴に通じる。焚き口部は、燃焼部とともに深く

掘り込まれており、凹地状になっている。煙り出し穴は、ピット状に深く掘り込まれており、煙道

がクランク状に続くと思われる。

第88号住居跡に伴う出土遺物は、土師器杯破片のみである。

(3) 遺構各説 ー遺物出土状態一
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第 302図 第61号住居跡遺物出土状態
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古墳時代第V期の遺構で、遺物の良好な出土状態を保っている遺構について次に記す。

第61号住居跡

（壁ぎわ） 北西の角に坪が一点横倒しで、しかも壁に圧着した状態で出土している。

（床面） 北西の隅の柱穴の周囲に小型甕が 3点、口縁部を西壁に向けたまま出土している。この

やや南側には、小形の長頸壺が一点確認されている。全て床直の状態である。

（カマド） カマド構築材として、右袖に甕が倒位で 2点使用され、左袖に倒位で 1点使用されて

いる。カマド内に遺物の出土はみられない。

（カマド脇） 右袖の前方には、小形甕が破砕された状態で出土しており、左袖の前方には、深め

の杯と普通の杯がセットで出土している。この二つはあるいは杯蓋の関係になるのかもしれない。

乞言声I 27 

□□□ /,,---i j 
こ l

舌三 16
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三量＇麟岱心。
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第 303図 第69号住居跡遺物出土状態
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第 304図 第77号住居跡遺物出土状態

（貯蔵穴） 貯蔵穴の上方から 5点の甕、 2点の輝が出土している。それぞれ甕は横倒しの状態、

杯は正位に出土している。とくに貯蔵穴の最下端で出土しなかったことは、第38号住居跡同様の貯

蔵穴の構造が、この住居跡にもあったのではないかと思われる。

第69号住居跡

住居跡の西半分に遺物か集中する傾向がある。

（壁ぎわ） 西壁ぎわに杯類が、集中して確認されている。北からみると、高胚一杯一杯ー坪一坪

一杯一甕の順序である。甕は横位であるが、他は床面に圧着し、正位で出土している。

（床面） 北西の柱の位置には、粉々に砕けた甕かある。ほぼ中央に杯が 2点、重ね椀の状態で出

土し、その脇に伏せられた小形甑が出土している。

（カマド脇） 左袖の先端には、胚が 2点重ね椀の状態で確認されている。また右袖と東壁の中間

には、甕が横転して出土している。

第77号住居跡

遺構の重複関係や攪乱が激しく、各遺物の帰属関係については、やや疑問の残るものの、第77号

住居跡に帰属する遺物のみをあつかっておく。
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第305図 第82号住居跡遺物出土状態
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（床面） カマド前方の床面から甕・高坪・坑煩か、散漫に確認されている。とくに北東の柱付近

に確認された土器は、破砕された状態で出土している。

（カマド脇） 右袖の前方には、高杯が袖に接して転倒して確認されている。カマドの直前には、

坪と甕が粉々になって出土し、この中に須恵器小形壺の口縁部破片か混じっていた。またカマドの

左側に接して甕・高胚の脚部が出土している。

（貯蔵穴） 貯蔵穴の上方から甑か出土している。貯蔵穴の縁に口縁部を貯蔵穴内にむけて横倒し

の状態で出土している。

第82号住居跡

遺物の明瞭な分布は、カマドと貯蔵穴の周囲に偏る傾向にある。

（床面） 床面中央には、甕の胴上半部のみの製品か、横倒しの状態て出土している。西北部には

杯類を中心に (5点）、甕を混ぜた製品か、散漫に分布している。

（カマド） カマド構築材として、両方の袖に甕か倒位て 1点づつ使用され、まぐさに甕が横位に

使用されている。カマド内部には土器は認められない。

（カマド脇） 右袖の脇に脚付短頸壺か横打押しの状態て確認されている。左袖の脇には、甕と杯

2点か、まとまって床直の状態で確認されている。

（貯蔵穴） 貯蔵穴の上方から大形の壼 2点、 l不6点か、貯蔵穴に同かって傾斜した状態で出上し

ている。またここから最も離れたところには、高坪か倒位の状態て確認されている。

(4) 遺構各説ーカマドと煮沸上堺一

古墳時代第V期のカマドと、覧弗にかかわる土器の閲係について述べる。

古墳時代第V期のカマドの確認された住居跡とその構造についてはすてに述べたが、 16軒のカマ

ドについて詳細か分かっている。

第61号住居跡

長埋道のカマドである。カマドの燃焼部からは、関係した土器は出土していないが、カマド袖に

心材として使用された甕か出土している，）右袖に 2点、左袖に 1点である。このほかの出土は、カ

マド以外の床面からである。

317-1は、甑で口縁部以下の外面には、一面に被熟痕が認められる。内面には、胴部の 3/5

以下の部分に粒状の付着痕跡を認めることかできた。底部付近や口縁部には、この痕跡を認めるこ

とはできない。

317-2は、長胴の甕て、外面胴中位斜めに帯状に枯土や焼土の付着痕跡か確認できる。底部付

近には、被熱痕跡かみられる。内面には、口縁直下から底部いっばいに粒状粒子の付着が確認され

ている。

317-4は、底部か欠損している長胴の甕である。胴中位から底部にかけて、枯土や焼土の付着

痕跡か確認できる。また内面には、口縁部直下から残存部いっばいに粒状の付着物か見られる。カ

マド右袖の先端に、心材として使用されていた。
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第61号住居跡カマド1]員説明

1.暗糾色l： 臼色粒子、焼士

2.灰黄褐色L 少鼠の(1色＿十粒
3.暗閑色土 多葉の木炭粒

4.灰貨褐色七 多星の黄色土

5.暗掲色土 黄色粒千を多鼠

6. 黄褐色士 黄色粒子を多痰

7.黒褐色上 少埜の木炭、焼土

8.暗褐色十一 少贔の木炭、焼十

9.褐色土 多醤の黄色土

冒汀;;虐］ ：：：言；粒
"'12. 褐色十 多盤の黄色士粒

13. 赤褐色上 多祉の焼上

14.暗赤掲色 多婿の焼土

15.灰 色t 灰のほぽ純陪

16. ぶ、褐色上 多控の焼上

17.賠褐色十 焼七粒及び木炭

8 
ー王口 33

8' 

゜し--1 ---
]m 

317-1 

ロぷ口言冒冒9二 cm

--
---▲ 

一／ 

／ 
／ 

ー一

317-2 

318-2 

20.cm 

318-1 

第 306図 第61号住居跡カマド・遺物出土状態
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第62号住居跡カマド土層説明

I.暗褐色土

2.赤褐色土

3.暗赤褐色土

4.黒色土

5.灰規色土

6.赤褐色上

焼土

焼土。粘土質

炭化物含む

503-4 

20cm 

ロ
B' 

第63号住居跡カマド土層説明

1.暗褐色土 炭化物含む。焼土少々含む。粒子粗い。粘性強

2.暗褐色土 炭化物やや含む。粒子細い。粘性弱

3.黄褐色土 粘性強

4.暗褐色土 炭化物多量含む。粘性弱

5.赤褐色上 焼土層。粘性強

6.黄褐色土 プロック状

7.暗灰褐色土粘性弱

8.暗褐色土 焼土混じる。粘性弱

1m 

第66号住居跡カマド土層説明

1.暗褐色土 粘性弱。粒子粗い。

2.暗褐色土 粘性強。粒子細かい。少鼠炭化物含む

3.淡褐色土 粘性強。粒子細かい

4.淡褐色土 粘性強。粒子細かい。多量炭化物含む

5.暗褐色土 粘性弱。粒子粗い。少量炭化物含む

6.暗褐色土 5層と似ているがやや明るい

7.淡褐色土 粘性弱。粒子細かい。 1層より軟

8.黄褐色土 粘性強。炭化物多量含む。土層、粒子粗い。

第307図 第62• 63 • 66号住居跡カマド・遺物出土状態

318-1は、底部が欠損しているが、長胴の甕である。外面の肩部に、粘土や焼土の付着痕跡が

確認できる。内面には確認されていない。カマドの右袖の心材として、先端から二番目に使用され

ている。

318-2は、底部の欠損した長胴の甕である。外面の胴下半には、被熱痕が見られる。また内面
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第67号住居跡カマド土層説明 (B-B'、c-c'、D-D'、 E-E'、F-F')
!.明赤褐色土 弱粘性で強くしまった焼土層、カマド被熱面、袖部分
2.赤褐色土 強粘性の焼土層、 1層よりやや暗くしまっている。カ

マド袖部分
3.暗赤褐色土 あまり強く焼けていない弱粘性のパサパサした土層。

粗粒子の上層、カマド袖部分
4.淡赤掲色土 弱粘性の粗粒子士層、熱をあまり受けていない。カマ

ド袖部分
5.淡黄褐色土 強粘性の細粒子の土層。粘性多、カマド袖部分
6.淡黄褐色士 5層よりやや暗、焼士粒子、炭化物含まぬ強粘性士層

カマド袖部分
7.明赤褐色土 弱粘性｀強くしまった焼土層、カマ［彼藍囲？

8.赤褐色土 強粘性の焼土層。 1層よりやや暗くしまっている
-G‘ 9．暗褐色土 強粘性の粗粒子土層、焼士粒子多、pit土層

11.暗黄褐色土 弱粘性の細粒子の土層、淡黒色土含む、 67号住居跡地
山

12.明黄褐色土 弱粘性の細粒子土層、 11層に含む黙色士を含まない、
67号住居跡の地山

13.暗褐色土 弱粘性の固くしまった土層、焼土粒子、炭化物をやや
含む、 67号住居跡の貼床

14.暗褐色土 67号住の切っている住居跡
15.暗褐色土 67号住の切っている住居跡

1m 

第308図第67号住居跡カマド・遺物出土状態

には、肩部以下に、粒状粒子の付着痕跡を確認することができる。カマドの左袖の心材として使用

されていた。

第62号住居跡

カマドは、短煙道である。住居跡に伴う煮沸痕跡等の残る土器は、確認されていない。

第63号住居跡

カマドは、長煙道である。住居跡に伴う煮沸痕跡等の残る土器は、確認されていない。

第66号住居跡

カマドは、長煙道である。ただし不正形をしており、本来のカマドの形状を留めていない。覆土

中から煮沸痕跡等の残る土器が、一点確認されている。

503-4は、胴部の欠損した壺である。底部に被熱痕が認められる。内面には見られない。
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第70号住居跡カマド土陪説明

暗掲色十． 粘性少なく粒子粗、炭化物を多量に含む、柱痕跡

淡褐色土 粘性強粒子が粗、炭化物を微星含む、柱穴、柱周囲の上

淡黄褐色土 粘性大変強く粒子が細かい、地l]」粘土を入れる

暗褐色土 粘性強粒子が粗い、炭化物多景に含む、 98号住居跡の貼り床

淡黒色七 炭化物多鼠含む、粒＋か粗い、縄文式上器片多最に含む、土塙

第71号住居跡カマド土層説明

褐色土 黄色粒子多閾含む、締り良

褐色土 黄色粒子多量含む、少拭木炭有り、締り良

橙色土 多羅の焼土・焼土プロ／ク含む

黄褐色土 黄色粒子多く含む、木炭・焼土少埜含む

賀灰色上焼土・木炭・灰多く含む、締りなし

褐色土 多址の黄色粒＋・木炭・焼土少星含む

7.黄色土 多旦の黄色粒子・焼士・焼七プロック含む、締り良

8.黄色土 多餓の黄色粒子・焼土・木炭少最含む

第67笥住居蹄カマド土層説明 (A-A')

暗褐色士 粘性弱く粒子細かい

赤褐色上 焼土層

褐色土 粘性強く粒子粗い

黄褐色土 粘性強く粒子細かい。炭化物、焼L多く含む

暗灰掲色十， 灰多星含む

暗灰褐色土粒子粗い。焼十、，粒子含む

暗赤褐色七 焼士の砂質化

賛褐色上 粘性強い。粒子粗い

第 309図第69• 70 • 71号住居跡カマド。遺物出土状態
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第67号住居跡

カマドは、長煙道である。残存状態か良く、煙道の天井部か良好に残っている。カマドに直接関

係した土器は見られなかった。二点の土器に、被熱痕等の痕跡か残っていた。

319-10は、長胴の甕で底部付近が欠損している。外面の胴扁部には、帯状に被熟痕がみられ他

にはない。内面には、胴中位にやはり粒状の付着物が確認されている。

319-9は、長胴の甕で胴下半が欠損している。外面には、口縁部の直下から残存部にかけて被

熟痕が確認されている。内面には、口縁部から肩部にかけ粒状の付着物が確認されている。

第69号住居跡

カマドは、短煙道である。カマドに伴う土器は確認されていない。

第70号住居跡

カマドは、短煙道である。カマドに関係した土器は確認されていないが、被熱痕等の残る土器が

確認されている。

321-11は、完形の長胴甕である。肩部以下に被熟痕か残っている。さらに底部付近には、被熟

痕を覆うように、粘土。焼土の付着痕跡が確認されている。内面には、胴中位以下に粒状の付着物

が、確認されている。

322-27は、長胴の甕で、胴部以下か欠損している。内面に、粒状の付着物を確認てきる。

204-10は、覆土中から確認された第36号住居跡の遺物である。長胴の甕で、胴下半が欠損して

いる。外面には、被熱痕か口縁部以下に確認され、内面には、やはり口縁部以下に拉状の付着物が

みられる。

204-7は、やはり覆土中から確認された第36号住居跡の遺物である。小形の三角形の甑であ

る。外面の口縁部以下に被熟痕を確認できる。内面にはこれらの痕跡はない。

323-25は、長胴の甕で、口縁部から肩部にかけてのみである。外面には被熟痕等は確認されて

いないが、内面に、口縁部直下から粒状の付着痕跡が確認されている。

321-12は、長胴甕の胴下半部である。外面には、底部を除き、胴部一面に、枯土・焼土の付着

痕跡が確認されている。内面には、胴中位以下に、粒状の付着物が確認されている。

322-28は、底部の欠損した大形の鉢である。外面位は何等痕跡が確認されておらず、内面に

は、口唇部から残存部全体にかけて粒状の付着物か確認できる。

322-29は、長胴甕の底部である。外面に被熱痕か残り、内面に粒状の付着痕が残る。

第72号住居跡

カマドは、長煙道である。燃焼部には、何等カマドに伴う土器は確認されていなかった。カマド

は煙道の天井部が良く残っていた。

第74号住居跡

カマドは、長煙道である。カマド内からは、カマドに関係した土器は確認されていないが、被熱

痕等の残る土器は 2点確認されている。

324-23は、球胴の壺で、底部付近の外面に、披熟痕が確認される。内面にはなにも見られない。

325-5もやはり球胴の甕で、胴上半の外面肩部を中心に、帯状に焼土・粘土の付着を見る。内
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第69号住居跡ヵマド土層説明

I.淡掲色土粘性強粒子粗

4.赤褐色土焼土プロック、カマド天井部

5.灰褐色土 灰層、焼土・炭化物全く含まない粘性強

6.暗黒色土 炭化物層、水平堆積している、粘性強粒{•が哀ll い
7.赤掲色士 下方に従い淡くなる、カマドの焚き 1]部の被熱部分

8.淡暗褐色土粘性強粒子粗、士器片多量含む

9.淡椙色土粘性強粒子粗

灰多量含む。上面焼土粒子多く含む

C二 C‘

D:̀̀ 
D' 

J 

一90

-J 

1m 

SJ74 v̀ y
 

¥
 

.,I 
9

9

 ＜
 

324-13 

％心
B' 

三 325-5 

1m 20.cm 

第 310図 第72• 74号住居跡カマド・遺物出土状態
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面には、底部よりに粒状の付着痕跡がある。

第77号住居跡

東辺と北辺にカマドが構築されていた。東辺が古く、このカマドを壊して周溝が巡り、焚き口の

凹みには、貼り床がされている。出土した煮沸具は、北辺のカマドに伴うのであろう。両者とも長

煙道のカマドである。覆土中から土製支脚が 1点出土している。支脚は、中実である。上部は縦に

ヘラケズリされ、下部をヨコナデされている。

326-13は、長胴の甑で、内外面ともに被熱痕等は確認できなかった。

326-14は、長胴甕の口縁部である。肩部の一部が残存しており、この部分に被熱痕がみられ

る。内面にはこれらの痕跡は確認されていない。

第81号住居跡

覆土中から土製支脚が確認されている。中空の土製支脚で外面の全体がヘラケズリされ内面も削

り取られている。

第82号住居跡

長煙道のカマドで煙道の天井部が明瞭に残っている。カマドの燃焼部の天井に横架材として長胴

甕が使用されていた。

333-10は、長胴甕で外面の胴中位に粘土と焼土の付着痕跡が確認されている。内面にはこの痕

跡はない。

333-8は、長胴甕で底部が欠損しており、胴上半から底部にかけて被熱痕が確認されている。

内面にはみられない。

332-14は、長胴甕で胴部下位に帯状に被熱痕が確認されている。またこの位置と対応する内面

には、筋状に粒状の付着痕跡が確認されている。

333-11は、長胴甕の口縁部である。胴部の一部が残り、この部分に被熱痕が確認されている。

第83号住居跡

長煙道のカマドと思われる。右袖に接して甕が倒れた状態で出土している。土製支脚が、 1点出

土している。指押え成形された中実の土製支脚で、下部が欠損している。

334-19は、長胴の甕で外面の肩部以下に被熱痕がみられる。内面には、胴下半に粒状の付着物

が認められる。口縁部にはこれらは全く認められない。

334-18は、長胴の甕で外面の肩部に、粘土と焼土の付着が認められる。また底部付近には、被

熱痕がみられる。内面には、胴中位以下に粒状の付着物が認められる。

第87号住居跡

長煙道の保存状態のやや悪いカマドである。カマドに関係した遺物等は確認されていない。

第88号住居跡

長煙道の保存状態の良いカマドである。カマドに関係した土器は確認されていないが、土製支脚

が 1点確認されている。脚部の途中まで中空とした支脚で、裾部が滑らかに広がる。外面はヘラケ

ズリがされ、裾部のみヨコナデされている。
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第77号住居跡カマド土層説明
］．暗灰色土 炭化物粒子、焼土粒子多量含む。粘性弱。

締り良

2.暗黄灰色土焼土粒千多董含む。粘性強。締り良好
3.暗灰褐色士焼士粒子少量含む。粘性強。締り良好
4.灰褐色土 炭化物粒子含む。粘性強。締り良好
5.暗黄椙色土 炭化物粒子少量含む
6.暗茶褐色土 炭化物粒子多量含む

7.暗黄褐色土焼士粒子微量含む。粘性強。締り良好
8.暗茶褐色土 焼土プロック少量含む。粘性強口締り良好

9.暗灰色土 焼土粒子、炭化物微粒子少量含む。粘性強。

締り良好

］］．淡灰褐色土 炭化物粒子含む。粘性強。締り良好

B 
―蕊．心

B' 

第82号住居跡カマド土層説明

3.鈍褐色土 砂質土、粘性灰褐色土混合。焼土、灰多量
含む。締り良し

4.褐灰色土 灰褐色粘土主体、 3層との混合。焼土、灰
多量含む

5, 明赤掲色土焼土主体プロック

6.灰褐色士 白色微粒子、焼土多量含む。締り良し
7.茶褐色土煙道埋時上部落下流入土
8.明茶褐色土 7層主体焼土プロック混入

犠 9.灰色士

10.暗茶色土 炭化物多量含む。締り悪し。粘性強
11．暗茶色土

12.灰色土炭化物多量含む
13.暗茶色土

14.黄茶色士

15.暗茶褐色土 灰、炭化物多量混入
16.暗茶掲色土 灰、炭化物多量混入

1m 

第311図第77号住居跡カマド・遺物出土状態
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第83号住居跡カマド土層説明

］．黒褐色士 しまり強、粘性やや強、焼土塊・

炭化物粒子少量含む

2.褐灰色士 しまり強、粘性やや強、焼士粒子

炭化物粒子少量含む

砂質、しまり強、焼士粒子少量含
む

40om 

第 312図 第82• 83号住居跡カマド・遺物出土状態
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第87号住居跡土層説明

］．灰オリープ粘質七 締り、粘性強。酸化鉄含む。焼上塊少星含む
2.灰オリープ粘質土 締り、粘性強。酸化鉄含む。焼七粒子少歴含む
3.黄色土締り、粘性強。酸化鉄含む。
4. 黄灰色七 締り、粘性強。酸化鉄少星含む。炭化物少旦含む
5.暗オリーフ掲色士 締り、粘性強。酸化鉄、灰を少拭含む
6.灰色七 締り、粘性強。酸化鉄含む。焼土塊少量含む

第88号住居跡七層説明

］．黒褐色」 鉄分多埜混入。黄褐色地1l1プロソク状混入
2.黒褐色土 枯性強。基本的には 1層と同一
3.黒褐色土 焼土プロック、炭化木混入
4. 烈褐色上 焼土プロック、炭化木少星混入
5,純黄掲色十 焼土粒子微雇含む
6.暗赤褐色土 焼士ほぼ純層。炭化木粒子徴凩混人
7.娼灰色土 炭化木灰ほぼ純培。焼土プロック微抵混入
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第 313図第87• 88号住居跡カマド。遺物出土状態
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(5) 遺物各説 一古墳時代第V期の出土土師器分類一

古墳時代第V期の出土土師器は、 30種の器種を見ることかてきる。

l 坪浣類 食膳具の杯碗類には、 8つの器種かある。

須恵器模倣坪蓋 5（蓋杯 5) 須恵器の甍付胚の蓋を模倣した土師器の杯の系譜を引く杯てある。

田辺編年陶邑古窯跡群TK43~TK209にかけての須恵器と併行すると思われる。須恵器杯蓋Aの

形態を模倣した土師器杯か、独自の型式的発展を遂けたと思われる。成形の過程は、やはり前段階

と同様だが、底部のヘラケズリの技法が定形化している。まず底部内面を円形にヘラオサ工を行な

い、外面を指押えによって成形する。口縁部を断続ヨコナデしている。口縁部の折り曲けか緩くな

り、外稜は不明瞭化してくる。内面の S字状の戻りは鈍くなる。口唇部は丸い。エ具による抑えは

緩くなる。口唇部は丸みを持ってくる。第W期よりも扁平化し小型化する。やはり普通製品のみに

なり、大形製品は、他の器種と交換する。

須恵器模倣杯身 5（身杯 5) 須恵器の蓋付杯の身を模倣した土師器の輝である。田辺編年陶邑古

窯跡群TK43~TK209の須恵器坪身に、形態は近似している。前段階同様、須恵器模倣杯蓋 5と

セットとなるのではなく、有段□縁杯A2とセットになると思われる。成形技法は、前段階同様、

底部内面を円形にヘラオサ工を行ない、外面を指押えによって行なう。口縁部を断続ヨコナデし、

底部を細かく削って仕上ける。口縁部は、内側に傾斜しつつ立ち上かり、 S字状に枯土を折り曲げ

て作り出す。口縁部の返りか短くなる。底部は分厚く、全体の作りか雑になる。須恵器の変化に連

動し、小形化の傾向がたどれる。

小針型杯 2 （小杯 2) 小針型輝の系譜を引き、さらに形骸化した製品である。口径が大きく、さ

らに強く外反していることを特徴とする。本来は、白色の土器である。口唇部の内側に存在してい

た沈線は、ほとんど形骸化し、僅かに口唇部が内側に屈曲する程度となってしまう。成形技法は須

恵器蓋付胚の蓋模倣胚とほほ同様。底部のヘラケズリの技法か定形化している。まず底部内面を円

形にヘラオサ工を行ない、外面を指抑えによって成形する。口縁部を断続ヨコナデしている。口縁

部の折り曲げが緩くなり、外稜は不明瞭。内面の S字状の戻りは緩くなる。エ具による抑えは緩く

なる。大形製品である。

有段口縁杯A2 （有輝A2) 須恵器の蓋付杯の蓋の模倣の一形態と考えられる。田辺編年陶邑古

窯跡群TK43~TK209に併行する段階。口縁部を 3段以上の多段で構成するこのA類は、この段

階には僅かに生産されるが、これをもって消戚する。細かな断続ヨコナデが確認され、口縁部は外

反しつつ直に立ち上がる。おそらく須恵器蓋付坪の蓋の形態を踏襲するためであろう。底部は、ヘ

ラケズリのあとの細かなヘラミガキは施されなくなる。底部は概して扁平である。内面には、てい

ねいな断続ヨコナデが施されている。口唇部は丸く作られる。ただし内面に沈線状のへこみが生ず

るときがままある。大形製品で、中には黒色処理される製品もある。

有段口縁杯B2 （有輝B2) 須恵器の蓋付坪の蓋の模倣の一形態と考えられる。田辺編年陶邑古

窯跡群TK209に併行する段階から出現する。口縁部は、 1段以上はない。この段階の普運的な模

倣杯の形態である。口縁部が有段であることは、口縁部の成形手法にかかわる問題である。口縁部
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には、細かな断続ヨコナデか認められ、やや外反気味に立ち上がる。底部は、ヘラゲズリ技法が発

達している。底部はやや扁平だが、有段口縁であるために器高は高い。口唇部には内側に、沈線状

の凹みが存在する。法量からみると普通製品である。黒色処理される製品もある。

有段口縁杯C1 （有杯C1) 須恵器の蓋付杯の蓋の模倣の一形態と考えられる。田辺編年陶邑古

窯跡群TK209に併行する段階から出現する。口縁部は、複数の段から構成される。新しくこの段

階に出現した食膳具である。口縁部は、細かな断続ヨコナデによって複数の段が作られ、大きく外

に開く器形である。底部は口径に比べ大変小さく、底部ヘラケズリ技法によって作られている。底

部は扁平で、口縁部が大きく開くために器高は低い。口唇部の内側には、沈線状の凹みがある。i去

量からみると小形製品である。黒色処理される。

内斜口縁杯4 （内杯4) 内斜口縁坪の系譜を引くと思われる末期的な形態の杯類である。口縁部

が緩＜ s字状に外反しており、外面の成形は小形杯と同様である。内外面ともに断続ヨコナデが施

されている。

碗 4 （碗4) 口縁部が素口縁の杯を一括している。底部内面には断続ヨコナデが施され、外面は

細かくヘラケズリされている。口縁部はヨコナデがみられる。大振りの碗型の器形である。

2 高杯・器台類 食膳具の高坪・器台類には、 4つの器種がある。

須恵器長脚高杯模倣高杯3（長高 3) 須恵器の長脚高坪を模倣した形態。細長く高く作られた脚

部に、大きく開く杯部が接合する形態。脚部と坪部の接合部は、ソケット状に挟み込まれている。

脚部の先頭は、大きく開かれ、絞り込みは少ない。外面を縦にヘラケズリされ、接合部のみヨコナ

デされている。裾部は、断続ヨコナデされている。脚部は極端に長く、脚の付け根は、さらに空間

が広い。杯部は、ていねいに作られ、断続ヨコナデが明瞭である。

須恵器模倣高杯（須高） 須恵器の模倣高坪の系譜を引くものであるが、脚部のみが確認されてい

るに過ぎない。裾の広がりは大きくない。断続ヨコナデが施されている。

有段口縁高杯 1（有高 1) 口縁部が有段口縁となる高杯で、裾部も同様に有段化されている。器

高は低く、脚部は縦にヘラケズリを行ない、裾部や口縁部など断続ヨコナデが行なわれている。脚

部の作りはていねいである。田辺編年陶邑古窯跡群TK209前後に新たに出現する小形高杯と関係

するのであろうか。

器台 3（器台 3) 前段階以前の器台の系譜を引くか不明である。口縁部がていねいにヨコナデさ

れ、底部近くは断続ヨコナデされている。大形で厚手の土器である。

3 小形製品 小形製品は、機能毎に柱を立てるべきだが一括した。 9の器種を設定した。

長頸壺 3（長壺3) 須恵器の長頸壺をまった＜模放したもの。口縁部の沈線や、プロポーション

など驚くほど一致している。胴部はさらに扁平化が進み、広口の口縁部が付く。口縁部は、断続ヨ

コナデによって有段口縁化されている。胴部は、細かな横方向のヘラケズリによって成形されてい

る。

ミニチュア土器（模甕・模壺・模韓式甕） 甕・短頸壺・韓式甕のそれぞれの模倣形態であり、共

通して口縁部に対になる穿孔がされている。きわめて忠実に本来の器種をミニチュア化しており、

外面のヘラケズリやヨコナデなどていねいである。型式的な変化はこの遺跡内では認められず、単
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発的な資料である。

鉢B類5 （鉢B5) 大形の鉢形土器である。成形方法等は、口縁部は内側に屈曲し、口唇部で再

ひ外側に屈曲する。断続ヨコナデによってていねいに作られている。底部も細かくヘラケズリさ

れ、内面はヨコナデされている。深めの浣形となっている。

鉢F類2 （鉢F2) 小形の鉢形土器。口縁部は内湾し、複数の段によって構成されている。外面

は細かくヘラケズリされ、内面は周到にヨコナデされている。

鉢k類（鉢k) 大形の鉢形土器。深い碗形の器形で、口縁部は、二段の口縁部である。横方向に

細かく断続ヨコナデされている。底部は、細かなヘラケズリで調整される。被熱痕の残る土器が多

く、あるいは、煮沸用の土器であろうか。内外面に黒色処理をされる場合がある。第IV期に比べ、

小形化している。

小形壺 5 （小壺 5) 枯土を輪積みし、内面を指あるいはヘラによる押し当てで成形する。外面

は、胴部を横方向のヘラケズリを行ない調整する。口縁部は断続ヨコナデによって作られている。

口縁は、球胴の胴部から強く屈曲して作られている。口縁部は胴部から大きく開いている。口唇部

内側か、僅かに屈曲する。口縁部は有段□縁化し、大きく広がる。

小形鉢（小鉢） 指押えによって作られた小形の鉢である。

4 甑 甑の土師器全体に占める割合は、多くない。しかし 4つの器種の設定が可能である。

三角甑 5 （三角甑 5) 三角バケツに形態が近似する三角甑は、胴上半部しか確認されていない。

しかし扁平化かさらに進んでいると思われる。小形甕形甑との境がなくなる。口縁部はていねいに

ョコナデされ、緩く屈曲している。内面は、ヘラオサエによって成形されている。

大形甕形甑 4 （甕形甑 4) 頸部のあまり締まらない、ずん胴の大形の甕形土器である。底部が欠

損しているため、あるいは甑の可能性かある。口縁部は、くの字に屈曲している。外面は、縦にヘ

ラケズリされ、口縁部直下を横方向にヘラケズリされる。口縁部は断続的にヨコナデされている。

内面は、横にヘラオサエされている。

大形甑 5 （大形甑 5) 大形の筒抜けの甑である。形状は、三角甑の大型化したもの。一直線にロ

縁部に達する。口縁部では短く、なだらかに屈曲し外反する。内面は、底部から 1/3のところま

でしかヘラオサエされていない。前段階よりもやや小形化する。

小形甑（小形甑） 底部は欠損しているが、小形の筒抜けの甑とおもわれる。口縁部は、胸部から

一直線に作られ変化がない。口練部は断続ヨコナデされている。外面は、縦に細かなヘラケズリ。

内面は、ヘラオサエされている。

5 甕・壺 甕。壺は、煮沸・貯蔵用として多く生産される。 5つの器種の設定が可能である。

球胴壺 5 （球胴壺 5) 胴下半か、欠損しており形状はやや不明瞭だか、球胴の壺と考えられる。

口縁部は素口縁で、口唇部で外反する。胴下半は、縦にヘラケズリされ、胴上半は、横にヘラケズ

リされている。内面はヘラオサエされ、口縁部はヨコナデされている。

無花果壺 4 （無花壺 4) 口径の大きな大形の壺である。胴部の全面をヘラケズリされている。ロ

縁部は緩く断続ヨコナデされている。内面は、ヘラオサエされており、口縁部はヨコナデである。

球胴の大形の壺である。
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下膨長胴甕 4 （長下甕4) 長胴でしかも最大径が、胴下半にある下膨れの甕を一括する。外面は

縦にヘラケズリをし、胴下半をさらにヘラケズリしている。口縁部が、くの字に近く屈曲し断続ヨ

コナデを施している。内面は、ヘラオサエのあと、ヨコナデが施されている。胴部最大径が、上昇

しつつある。

砲弾形長胴甕 3 （長砲甕3) 長胴でしかも最大径が、胴上半肩部にある甕を一括する。外面は縦

にヘラケズリをし、底部付近を斜め横に削っている。肩部が斜め縦にヘラケズリされるのが特徴で

ある。口縁部の開きがさらに広くなり、器高も高くなる。

小形甕 5 （小甕 5) 口縁部は大きく開き、長胴甕の1/2の高さで作られている。胴部は、上半が

横方向にヘラケズリされ、胴下半が縦にヘラケズリされている。

古墳時代第V期として分類した土師器は、有段口縁杯が、より一般化し、在地の土器生産の主流

を占める段階である。集落は、その規模も 2倍程度に拡大し、飛躍的な発展のあったことを窺うこ

とができる。とくに次の第VI期へと続く、安定的な発展の背景には、首長層内部の抗争はともかく

在地の諸生産が、うまく軌道に乗ってたことを意味していよう。
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第97表第60号住居跡出土土器

法 械
番号 器種分類 残存度 丁1人の壮徴・成 (1柊）形の順序 色，J'¥1．［J,t成・使/IJJJ込跡惰

口径 屁径 盛閻 容惜

第 315図

l 蓋杯 5 l l. 3 10 5 4. 3 1/5 朕部ヘラケスリ吋瓦辺ヘラケズリ→11縁i}|1断続 5Yli6/6 

ヨコナデ。内血断続ヨ：］ナデ。

2 身江 5 12. 1 13. D 1. 3 2 / 3 底部ヘラケズリー濯／乱山ヘラケスリ→日縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨ：］J-デ。

第98表第61号住居跡出土土器①

怯 址
沿号 器柾分妍 残存疫 干法の牡徴・成（整）形の順序 色晶I・ 焼成・使用般跡等

口径 庇径 揺高 容り

第 315図

3 有杯132 12 7 10. 5 3. 9 3211 2 / 3 庇部ヘラケズリー,)';Jiリヘラケズリ寸―I縁部断続 7 5 Y], o/ I 

ョコナテ(2段）。内而ヨコナデ→放射状ヘラミ

ガキ。

4 有胚B2 12. 9 11. 2 4.1 280 1/2 此部ヘラケズリ→周』ヘラケズリ＞［］縁音II断続 5 YI! 7 /6 

ヨコナデ(2段）。内血断続ヨコナデ→放射状ヘ

ラミカキ。

5 有杯B2 12. 8 I 1.0 1. g 1/3 瓜部ヘラケスリ—鳴lJリヘラケスリ→ l]縁部断粒 7. 5Y R 4 / 1 

ヨコナテ(2段）。内面断続ヨコナデ→放射状ヘ

ラミガキ。

6 ―有）ィ;B 2 12. 0 111. 5 4. D 280 1/2 底部ヘラケズリ＞｝古I辺ヘラケズリー911縁部断続 5 Y Ii S/ I 

ヨコナデ(2段）。内面断続ヨコナテ→放射状ヘ

ラミガキ。

7 有Jィ：B2 11.7 9. 5 4. 5 完形 flふ部ヘラケズリー湛直ヘラケズリ・＞1]縁部断続 内外而黒色処JII!

ヨコナデ (2段）。内曲ヨコナデ。 5 YI< 1/3 

8 有J不 B2 11. 7 10. 0 4.:, 280 一部次 朕部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部1卜1r続 内外1lii'，I＇，，色処罪

損 ョコナデ (2段）。内曲断続ヨコナデ。 7.5Y I! 6/6 

9 有J不B2 12. 5 10. 0 4. 8 360 1/2 底部ヘラケズリ ,11,1辺ヘラケズリ→11縁部断続 lOYR 8/ 1 

ヨコナデ (2段）。内曲断続ヨコナデ。

10 有杯B2 12 1 11. 5 4. 5 1/2 瓜部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ千］縁部断続 :iYR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

11 有J不[l2 12. 0 10. 2 4. 0 280 2/3 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ・→口縁部断続 5YR6/3 

ヨコナテ (2段）。内lii断続ヨコナテ。

12 有杯B2 12. 3 i 0. 2 4. l 1/5 周辺ヘラケズリ＞口縁部断続ヨコナデ (2段）。 5YR7/6 

内面断続ヨコナデ。

13 有胚B2 12. 5 10. 3 4.1 1/5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー••1·:1 縁部断続 7.5Y In /6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

l i 有杯B2 13. 1 10. 6 4. 6 破片 周辺ヘラケズリ→［l緑部断続ヨコナデ (2段）。 7.5YR4/l 

内而断続ヨコナテ→放射状ヘラミガキ。

15 有杯B2 13. 0 11.0 4. 0 I /3 r,11辺ヘラケズリ→l□1縁部断続ヨコナデ (2段）。 内外rlu,'は色処理

内lhi断続ヨコナデ→放射状ヘラミガキ。 5YRG/3 

16 有）不B2 11. 8 9. 0 3. g 200 一部欠 周辺ヘラケズリー・1]縁部断続ヨコナデ。内伽断 5YR7/8 

拍 続ヨコナテ。

17 有杯B2 12 3 9. 2 4. 3 l/4 庇部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ→1_1縁部胤続 7.5YR5/I 

ヨコナテ (2段）。内曲ヨコナデ。

18 有杯B2 12. 7 11.0 4. 6 320 4/5 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→[l縁部断続 7.5Yll 5/1 
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第99表第61号住居跡出土土器②

法 望
番号 器種分顆 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闊・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容整

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

19 有坪B2 12. 5 10. 6 4. 7 320 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5Y R 8/2 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

20 有杯B2 12. 4 l l. 0 l/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ョコナデ (2段）。内面ヨコナデ。

21 有杯B2 12. 8 11.l 4. 1 320 2 / 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

22 有杯B2 13. 2 11.0 5. 0 400 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR6/6 

ナデ。内面断読ヨコナデ。

23 有杯B2 10. I 8. 3 3. 5 180 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/8 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

24 有杯B2 14. 3 l l. 2 4.5 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/! 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

25 有杯B2 13, 5 12. 0 4. 5 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁祁断続 5YR6/8 

損 ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

26 有杯B2 12. 5 II.I 4. 4 360 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁；ifi浙続 7. 5 YR 7 / 8 

損 ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

27 有坪B2 10. 5 9. 0 4.1 1/3 底祁ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

28 有妬B2 13. 4 11.0 3. 0 1/5 断続ヨコナデ。内面ヨコナデ 7.5YR7/6 

29 有杯B2 12. 0 9. 9 4. 0 破片 ヨコナデ。内面ヨコナデ。 7.5YR8/l 

30 有杯B2 11. 5 IO. I 3. 7 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5 YR 7 / 8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

31 有坪B2 11.1 8. 7 4. 2 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー＞［］縁部断続 内外而黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7.5YR5/3 

32 有）不82 11. 6 9. I 3. 3 1/5 口縁部断続ヨコナデ。口縁部断読ヨコナデ。 7.5YR8/2 

33 有杯B2 13. 6 11.7 3. 9 360 1/3 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段）。 5YR7/8 

内面断続ヨコナデ。

34 有杯B2 13. 1 11. 2 4. 9 340 l/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断統 7.5YR8/1 

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。

35 有杯B2 11. 5 9. 7 4. 8 l/5 ョコナデ。内面断続ヨコナデ。 内外面黒色処理 5YR7/2 

36 有杯B2 13. 3 11. 2 5. 0 l/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサ工。 7.5Y 6/3 

37 有杯B2 13. 5 12.1 4. 7 400 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5Y R 8/2 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

第 316図
I-•~ 

l 有杯B2 12. 2 12. 2 4. 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

2 蓋杯 5 11. 7 II.I 1/5 口縁部断続ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 7.5YR8/4 

3 身杯 5 10. 7 9. 9 3. 3 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内而断 7. 5 YR 7 / 4 

続ヨコナデ。

4 葦杯 5 lO. 3 9. 7 3. 2 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 7. 5Y R 8 / 3 

続ヨコナデ。

5 有坪B2 12. 2 11.0. 4. 0 1/2 周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 5 YR 5/6 

T一o 

6 有杯B2 13. 6 」広JL 3. g- 1/5 断続ヨコナデ。内而ヨコナデ 5YR5/6 
- -•一し—
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第100表 第61号住居跡出土土器③

/j→ -9’1’ '. 
([ i }• 盟；神分類 残行度 ーい），の特徴・成（幣）形の1順序 色調・焼成・使用艇跡惰

11径 底怪 闘心， 容惰

7 象tF 2 10. a 11.IJ 5. 7 3 6(I 3/5 I氏部ヘラケズリ・サ彫1辺ヘラケズリ刈1縁部断続 75YR8/4 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコトテ。底部摩

耗痕

8 仔JぷI32 13. 0 12. 7 6 1 380 一部欠 肢部ヘラケズリ 1周辺ヘラケズリ→「l縁部断続 5YR7/8 

相 ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

9 小型鉢 6. 8 6. 2 3 8 I /2 庇部ユビオサエ→「］縁部断続ヨコナテ。内面ユ 7.5YR1/l 

ビオサエ→断続ヨコナテ。

111 小型鉢 8. 2 6 2 3．り 100 1/2 屁部ユビオサエー＞［］縁部断続ヨコナデ。肉面ユ 7.5YR8/I 

ビオサエ→断続ヨコナデ。

II 小刑鉢 9 2 9. 4 「̀I2 11111 2 / 3 低部ユビオサエ 41縁部ヨコナテ。1，J面ユビオ 7. 5Y R 8 / 2 

サエ＞断続ヨコナデ。

12 鉢B5 11. 7 12. 5 8 :1 1/2 屁部ヘラケズリー囁l}Qヘラケスリー｛］縁部断続 oYR6/3 

ヨコナテ (4段）。内面ヨコナデ。

13 鉢B5 12. 5 1 4. 5 6. 5 I /5 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ (2段）。内訓断続ヨコナテ。

1 4 h段高 1 1:1 3 8.2 7. 2 140 I /2 坪底部ヘラケズリ＞［］縁部断続ヨコナテ→脚部 5YR7/2 

縦ヘラケズリ湯：部断続ヨ：l-J-デ。内面ヘラオ

+}J ヨコナ—ーデ。

15 行段高 l 13 5 9. 8 6 2 200 3 / 4 恥1氏部ヘラケズリ •II縁部断続ヨコナテ→脚部 7. 5 YR 7 / 6 

縦ヘラケズリ→枢部断続ヨコナテ。内而ヘラオ

サエ屯孔部断続ヨコナテ。

16 器合 3 破片 縦ヘラケスリ ＞低箱部断続ヨ：］ナデ。内面ヘラオ 7. 5 YR 8 / 2 

サエー＞i／認IIHJi続ヨコナテ。

17 1J段高 l I /3 縦ヘラケズリー＞りぶ:)II祈続ヨコナテ (2段）。内 5YR7/8 

面ヘラオサエ＞裾訓枡続ヨコナテ。

18 長高 3 破片 縦ヘラケズリ。内面ヨコナテ。 5YR5/3 

1 9 甑 破片 ヨコナデ。内面ヨ：］ナデ。 7. 5 YR 8 / 8 

20 長高 3 破片 縦ヘラケズリ。 1勺面ヨコナデ。 5YR7/8 

21 喪破片 破片 ロクロ成／移→波状文。 7. 5R 5 / I 須恵器

22 ／ 
破片 ロクロ成形—喝波状文→沈線 2 条。 2. 5 YR 5 / 2 須恵器

2:1 99 破片 ロクロ成形—·i)支状文→沈命見2 条。 5 Ii 5 / 1 須恵器

24 小甕 5 15. 8 6 0 19. 5 2, 700 一部欠 胴部横ヘラケス｀リ→胴下半縦ヘラケズリ→［］縁 5YR8/4 

損 部断続ヨコナデ。内面庇部ヘラオサニ→ヘラケ

ズリ→[I縁部断続ヨコナデ。

25 小甕 5 13. 8 20 7 3, 100 完形 胴部縦ヘラケズリ→II~I半部描ヘラケズリ。内 75YR8/3 

面底部ヘラオサエ→縦ナテアゲ。口縁部断続ヨ

コナデ。

26 小甕 5 17. 5 2,200 4 / 5 胴部斜めヘラケズリ＞口縁部断続ヨコナデ。内 2. 5 YR 6 / 8 

面ナデアゲ→胴上半部ヨコナデ 1口縁部断続ヨ

コナデ。

27 小甕 5 13. 0 4. o 17. I 2,300 完形 縦ヘラケスリ→肩部横ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR8/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ→口縁部

断続ヨコナテ。

第 317図

l 甕形甑 4 24 4 6,400 4 /5 縦ヘラケス'1)→［」縁部断続ヨコナデ。内面樅へ 7. 5 YR 7 / 6 

ラオサエ→に1縁部断続ヨコナデ。
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第101表 第61号住居跡出土土器④

怯 摩
ふ',; 悩釉分類 残行度 白人の竹徴・成（！柊）形の順n; 色翡・焼I成・使用痕跡等

LI径 IILif 闊閻 谷h:

2 J之砲喪 3 21. 9 り3 36.1 5, 1110 計1欠 縦ヘラケスリ寸目部横ヘラケス~リー｛口縁部断続 5 YI/ 7 / 6 

祖 ヨこJナテ。i)、1面ヘラオサエ→断読ヨコナデ。

3 Jこ砲甕 3 24. 4 lり． 9 1/2 縦ヘラケスリ 4氏部糾めヘラケズリ→［］縁部断 7.5YR8/3 

続ヨコナテ。内面ヘラオサエ→＞ヨコナデ ma，口縁

部断続ヨコナデ。

4 J立l1包翌[3 18. fl. 2/3 斜めヘラケスリ＞［］縁部断続ヨコナデ。内面へ 5YR7/6 

ラオサエ→LI縁部断続ヨコナデ。

5 長Ii包既 3 20. g 1/2 縦ヘラケス~リ吋1部糾めヘラケズリー寸］縁部断 UYR  8/6 

続ヨコナデ。内而ヘラオサエーロ縁音llllJr続ヨコ

ナデ。

第 318図

l 長砲既：I 2 1. 9 2/3 縦ヘラケズリ→Cl縁部断続ヨコナテ。内伽ヘラ 7.5YR8/4 

オサエーア「l縁部断続ヨコ＿J-デ。

2 J文砲甕：l 18 0 2/3 縦ヘラケズリ＞口縁部断恥ヨコナデ。内面ヘラ 5 Y R 7 /4 

オサエン[_1粒淵II枡続ヨコナテ＇。

3 大甕 4 25. 5 1/8 糾めヘラケズリ汀[f部ヨコナテー叩縁部ヨコナ 5Yf<6/8 

デ。内面ヘラオサエ＞断続ヨコナデ。

4 長砲甕：J 18. 7 1/8 縦ヘラケスリー、「1縁部ヨコナデ。内而縦ユビへ 2. 5 Y 8 / 2 

ラオサエ＞断続ヨコナデ。

5 校叶t 17. 7 :l.ll 2.11 20ll 元形 II~] 部横ヘラケスリ孔］縁部断続ヨコナテc 内面 5 Y li 7 / 6 

ヨ：J-)-デ。

第102表 第62号住居跡出土土器

IJ、:ji~

口径 11［ぶItI :；；；，,:: I 容阜
残仔度 和人の特徽・成（賂）形の順It 色晶］・焼成・使用痕跡等

第 318図

11 I 身）が 5I 12.0 I 12.:i I 3.,¥ 1/5 I周辺ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨ[ 5YR6/8 

コナデ。

第103表第63号住居跡出土土器①

怯 扇

沿号 器種分類 残存度 手1火の特徴・成（招）形の順序 色謡・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容呈

第 318図

6 蓋J]、 5 11. 8 11 0 3. 9 260 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→□縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内Ijjj祈続ヨコナデ。

7 蓋杯 5 11. 5 10. 6 3 7 3/4 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→［J縁部ヨコ 5YR6/8 

ナデ。内面断続ヨコナテ。

8 蓋坪 5 11 0 10. 2 3. 5 180 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5Y R 8 / 4 

損 ナデ。内面ヨコナデ。

9 蓋坪 5 12. 0 10. 6 5. D 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 8 / 4 

ヨコナデ。内血断続ヨコナデ。

10 有坪B2 14. 5 13. 0 4. 6 1/5 口縁部断続ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。 2. 5Y R 7 / 8 

12 鉢F2 11. 2 11. 9 6. 6 1/5 周辺ヘラケズリー＞［］縁部断続ヨコナデ (3段） 7.5YR8/3 
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第104表 第63号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色温l・焼成・使川痕跡等口径 底径 器高 容量

内面断続ヨコナデ。

13 小壺 5 9. 2 1/3 横ヘラケズリ→ヨコナデ。内面ユビオサエ→断 7.5YR8/4 

続ヨコナデ。

15 長砲甕 3 24. 3 1/8 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2 2.5YR6/8 

段）。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

第105表 第64号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色謁・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容景

第 318図

14 大型甑 5 27. 0 1/8 縦ヘラケズリ→ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨ 5YR6/6 

コナデ。

第106表第66号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色澗・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容量

第 318図

16 有）不B2 14. 2 13.1 4. 5 380 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

17 蓋杯 5 14. 0 12. 2 4.1 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁祁ヨコ 2. 5Y R 6 / 8 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

18 有杯B2 11.0 9. 0 4. 2 l/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

第107表 第67号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分顆 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等口径 底径 器高 容量

第 319図

I 有杯B2 14. 0 12. 0 4. 0 l/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7.5YR 5/3 
2 有杯B2 12. 9 11. 5 4. 6 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7.5YR 3/ 1 
3 有杯B2 13. 3 11. 5 4. 8 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR8/8 

ナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

4 身杯 5 11. 8 12. 7 4. 5 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ユビオサエ→口縁部ヨコ 5YR6/8 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

5 有杯B2 I/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5YR7/3 
6 大甕IV 22. 0 破片 胴部横ヘラケズリ→口緑部断続ヨコナデ。内面 5YR7/6 

底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

7 長砲甕皿 24. 8 破片 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内而 7. 5 YR 8 / 4 

底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

8 長下甕JV 17. 6 1/8 胴部斜めヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内 7.5YR 8/3 

而ナデアゲ→断続ヨコナデ。
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第108表第67号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の顛序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

9 長下甕JV 23. 4 1/5 胴部斜めヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内 5 YR 6/6 

面ヨコナデ→断続ヨコナデ。

lO 長下甕IV 23. 4 3/5 胴部斜めヘラケズリ→胴下半斜めヘラケズリ→ 5 YR 8/3 

口縁部断続ヨコナデ。内面ヨコヘラオサエ→断

続ヨコナデ。

11 須甕 破片 平行タタキメ→横カキメ。内面同心円文タタキ 須恵器 5 R 4 / 1 

メ。

12 須甕 破片 平行タタキメ→横カキメ。内面同心円文タタキ 須恵器 5 R 4 / I 

メ。

l 3 須甕 破片 平行タタキメ→横カキメ。内面同心円文タタキ 須恵器 5 Y 3 / 2 

メ。

l 4 須甕 破片 被状文。内面ロクロナデ。 須恵器 7.5YR4/l 

15 須甕 破片 波状文。内面ロクロナデ。 須恵器 N4/0 

第 320図

l 須杯蓋A 12. 8 11. 3 3. 4 280 3 / 4 ロクロヨコナデ→底部ヘラケズリ→周辺ヘラケ 須恵器 lOY4/l 

ズリ。内面ロクロヨコナデ。

2 須短頸壺 9. 0 9. 9 8. 4 500 2/3 ロクロヨコナデ―•底部ヘラケズリ。ロクロヨコ 須恵器 N7/0 

ナデ。

3 須高杯 10. 7 9. 2 100 1/5 ロクロヨコナデ→沈線横区画→連続キザミ。内 須恵器 NS/0 

面ロクロヨコナデ。

4 須横瓶 破片 ロクロヨコナデ。内面ロクロヨコナデ。 須恵器 JOY 8/ I 

5 須横瓶 破片 ロクロヨコナデ。内面ロクロヨコナデ。 須恵器 N5/0 

6 須高 4 破片 ロクロヨコナデ→波状文。内面ロクロヨコナ 須恵器 2.5Y 6/8 

デ。

7 須高 4 破片 縦ヘラケズリ→断続ヨコナデ。内面ヘラケズリ。 須恵器 5YR6/8 

8 搬坪 12. 8 11. 3 4. 9 破片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ。内面底部へ 5YR7/6 

ラオサエ→断続ヨコナデ→放射状ヘラミガキ。

9 坑 13. 8 13. 2 5. 7 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/4 

ナデ。内面底部ヘラオサエ→ヨコナデ。

第109表第68号住居跡出土土器①

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色謁・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

第 320図

IO 蓋杯 5 14. 0 12. 6 4. 4 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR4/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

11 有杯B2 13. 6 12. 2 4. 6 360 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ (2段）。内面底部ヘラオサエ→断続 7.5YR 6/4 

ヨコナデ→放射状ヘラミガキ。

12 有杯B2 13. 7 12. 4 4. 0 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

13 有杯B2 14. 0 12.1 4. 4 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 7.5Y R 4 / 3 

14 蓋坪 5 12. 7 12. 0 4. 0 380 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

損 ヨコナデ。内面底部ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 7. 5Y R 4 / 3 
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第110表 第68号住居跡出土土器②

11、 り，，
1f(り 閲村り）1n 残I(I文 fl)：の特徴・成（整）形のIii/ifド 色，／』・焼成・使II]般趾惰

1 1径 ILti伶 謡高 容革

I 5 身i｛くり 12. 3 1:1 8 4. 4 I /3 屁部ヘラケズリー＞／古l 」且ヘラケズリ—←「J縁部断続 5Yli7/6 

ヨ：」ナデ。 1AJiHItJr続ヨコナデ。

1 6 身外．＂ 12. 0 13 2 3. I 1政片 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「］縁晶ヨコ 75Yl/7/6 

ナテ。内l{II三Iコナデ。

17 須恥杯 11.4 0, 4 14. 3 2110 1/3 ロクロナテ。内而ロクロナデ。 須恵器 7.5Y l / I 

18 須長頸如 !I. 5 1/5 ロクロナテ＞i1|;']下半ヨコカキメ→月部惰歯状工 珀恵器 7. 5Y,1 / I 

旦辻続オシアテ。内面ロクロナデ。

19 須述 11 3 1/111 ロクロナテ汀殷状文 4単位。内而ロクロナデ。 須恵靱 7. 5Y 1 / I 

20 長叫 3 1/'.I 縦ヘラケスリー＞SIコナデ。内面縦ヘラケズリ。 2.5YR6/8 

21 {」r坊，＇，『り 1 1/ 杯肛，．叩lヒオサ"- >紺ヘラケズリ翡r続oJ:J-}- 5Y1<7/6 

プ。内lillヘラオサエ→縦ヘラケズ 1)。

22 ，1 ¥甕 5 1 3, 2 15,1 I, 7110 --—滑；欠 惰ヘラケズリー惰賃1横ヘラケズリーサ氏部r,iil))_)横 5Y「,7 /6 

肌 ヘラケスリ―>「I縁i）|i断絨ヨコナデ。内訓lし部へ

ラオ•リエ→断続ヨコナテI氏部ヘラケスリ→周jリ

ヘラケスリ孔l縁部断絨ヨコ＿J-デ。

第 321図

I J叉ート：見，1 17.11 1/2 縦ヘラケズリ •I 」名点，·,1湛励統ヨコナデ。 1村而ヘラ 5Yl!S/1 

オサエ,[I縁部II印飢ヨコナテ。

2 」文卜甕 4 I!) 5 1/111 縦ヘラケス‘IJ ・LI縁，1111枡絨ヨこ」ナテ'r'J聞ヘラ 5Yll8/2 

オサエ• 4 1縁部勘続ヨコナデ。

3 1文卜悲 4 1 4. II i/111 縦ヘラケズリー・II縁部断絨ヨコナテ。内rlnヘラ 5YJ!S/2 

オサ工，11縁・ii|{|l}絨』コナデ。

,j J;,・ト喪 4 1!111 l/3 紺ヘラケスリ ,1-1縁部laJr軌ヨ：J:1-テ。 1村血ヘラ 7.5Yl/8/8 

オサエ、[1筏部断読ヨコナデ。

5 kli徊舷[3 23. :1 1/111 縦ヘラケズリ叶j縁部l#r続ヨコ•J-ァ。内血ヘラ 5 YR 8/4 

オサエ→口縁部断粒ヨコナデ。

6 長 1号見 4 17. 2 15. 0 仙｝｝ 縦ヘラケスリ→11縁祁ヨコナデ。内面楢歯状．「 5YR7/4 

具オサエ→11縁部ヨコナデ。

7 小甕 5 !!l. 5 I /10 縦ヘラケズリ叶―I縁部ヨコナテ。内面ヘラオサ 2. 5 YR 6 / 6 

工→[l名知1,ヨコナデ。

8 須高 4 破1,1 縦ヘラケスリ→ヨコナデ。内面ヘラケスリ。 須恵器 5YR7/6 

9 長高 3 1/iU 縦ヘラケズリ→断続ヨコナテ。内面ヘラケス‘ 7.5YR7/6 

リ。

10 芸 9翡3 破片 ヨコナデ。内面ヘラケスリーロ縁部ヨコナデ。 5YR7/6 

第111表第69号住居跡出土土器①

怯 ー日立： 
番号 憫神分類 残作度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 I氏径 器高 六企戸卑▲ 

第 321図

11 に砲甕IIl 21. 3 5. 0 38. 0 5,800 4 / 5 Ill；1部斜めヘラケスリ→底部横ヘラケズリ＞口縁 7. 5 YR 7 / 6 

部断続ヨコナデ。内面横ヘラオサエ—→□縁部断

続ヨコナデ。

12 騒／r包甕III 4. () 1/2 胴部縦ヘラケスリ＞底部横ヘラケズリ。内面横 25YR6/8 

ヘラオサ工。

l 3 有J不B2 13 5 11.3 4. 0 300 一部欠 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→［」縁部断続 5YR7/6 

損 ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコ
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第112表第69号住居跡出土土器②

怯 械
番号・ 器種分類 残(f度 手法の特徴・成（整）形の1順序 色謁l・焼成・使/II痕跡等

日径 底径 器高 容：，t

ナデ。

14 森杯 5 11. 6 9. 5 4. 0 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー＞口縁部断続 5YR5/4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

15 有）不B2 12. 5 ID. 5 4. 4 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 7.5Y R 8/6 

損 ヨコナデ (2段）。内iffiヨコナデ。

16 蓋杯 12. 0 11. 2 3. 8 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 7.SYR 6/8 

ョコナデ。内面ヨコナデ。

17 滋杯 5 10. 5 9. 2 4. 2 220 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→ヨコナデ。

18 有）不B2 11. 6 10. 2 /4.1 220 完形 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 口縁部に爪痕跡あり

ヨコナデ (2段）。内面ヨコナデ。 5YR4/3 

19 盗杯 5 11. 9 II.I 4. 5 280 完Jfク 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR8/4 

ヨコナデ (2段）。内iJji断続ヨコナデ。

20 身）ボ 5 11.0 12. 2 4. 2 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR 8/1 

ナデ。内面ヨコナデ。

第113表 第70号住居跡出土土器①

法 械
番埒 器種分類 残存度 手法の特徴・成（幣）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容措

第 322図

l 有jボAl 1 4. 6 12. I 3. 9 I /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内而ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

2 盗J不 5 13. 5 11. 2 4. l 320 部欠 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

相 ヨコナデ (2段）。内1ui断続ヨこ1ナデ。

3 ぶ礼杯 5 14. 6 13. 6 4. 2 2 / 5 屁部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ・‘•Ll縁部断続 5YR5/8 

ョコナデ。内iiiヨコナデ。

4 有杯B2 13. 2 11.2 "・ 2 2 / 5 底部ヘラケズリ->周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR5/8 

ヨコナデ (2段）。内1fuヨコナデ。

5 有杯Al 15. 3 13. 0 3. 9 l /10 底部ヘラケズリ・→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 5YR5/2 

6 有杯B2 12. 7 11. 0 3. 9 2/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 有杯B2 13. I 12. 8 4. 3 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7. 5Y R 4 / 2 

8 蓋杯 5 13. 8 12. 7 4. 2 100 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 2. 5 YR 5 / 6 

ナデ。内面ヨコナデC9

9 有杯B2 13. 2 12. 6 4. 2 400 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 内外面黒色処狸

ナデ。内面ヨコナデ。 7.5YR4/3 

10 蓋杯 5 14. 0 13. 0 3. 8 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

II 有杯Al 13. 5 12. 6 4. 5 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

惧 ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。

12 暮j不 5 15. 0 14. 3 4. 9 1/10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR7/8 

ナデ。内面ヨコナデ。

13 有杯C 13. 6 8. 4 3. 5 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YRB/4 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。
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第114表 第70号住居跡出土土器②

法 箪
番号 器種分碩 残存度 手法の特微・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

1_1径 底径 器高 容量

14 有材:c 15. 0 10. 0 2. g 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→11縁部断続 2. 5Y R 5 / 6 

ョコナデ (3段）。内面ヨコナデ。

15 有坪C 13. 0 7. 6 3. 0 破片 底部ヘラケス｀リ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/6 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

16 身杯 5 13. 6 15 0 4.4 400 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

17 身胚 5 12. I 14 5 4 5 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR7/6 

ナデ。肉面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

18 身杯 5 13. 7 15. 0 4. I 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「J縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面1枡続ヨコナデ。

1 9 身杯 5 14 6 16. 0 4. I 1 /10 底部ヘラケスリ一周辺ヘラケズリ→LJ縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

20 身）T、5 12. 0 13 2 4. 0 破片 底部ヘラケズリ 4 周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 75YR7/4 

ナデ。 1t1面断続ヨコナデ。

21 秒J』95 12. 6 13 0 4 0 他片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 内外面黒色処理

ナテ。内面断続ヨコナデ。 5YR5/3 

22 有）ボAl 18. :l I 6. 6 4. 8 I /5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR4/8 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

23 有訴Al 16. 4 11. 5 4. 6 1 /10 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[-7縁部浙続 5YR5/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

24 化段品 l 16. ll 破）i 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l緑部断続 5YRG/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

25 須平安妬 破片 庇部ヘラケズリ。内面ヘラオンアテ→ヨ：Jナデ。 5YR8/2 須忠器

26 暗J氷A 般片 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ。内面ヨコナ 2. 5 YR 5 / 6 

テ。

27 無礼丘 4 17. 5 I /10 斜めヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨ 75YR8/,I 

コヘラオサエ→口縁部ヨコナデ。

28 鉢K3 21. 5 1/5 肢部横ヘラケスリ→周』ヘラケズリ吋1縁部断 7,5YR5/l 

続ヨコナテ。内血断続ヨコナデ斗節歯状工具オ

シビキ。

29 小型鉢 7. 0 破片 横ヘラケズリ。杓面断続ヨコナデ。 7.5YR 7 /4 

3 0 須鳩 12. 0 I 5. 0 一部欠 ロクロナデ→I阿部 3条の沈線→櫛歯状―I：具の連 7. 5Y 2 / l 須恵器

損 続オンアテ→頸部被状文 7単位。内面ロクロナ

デ。焼成後D縁部を故意に欠損している。

第115表 第71号住居跡出土土器①

法 星
番号 器・f屯分類 残存度 手法の特徴・成（整）形のIII[i序 色謁・焼成・使用艇跨等

口往 朕径 器高 容量

第 323図

］ 盗杯 5 13. 0 12. 1 4. 5 破片 底部ヘラケス‘1)→周辺ヘラケズリー寸コ縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 、紅杯 5 13. 8 12. I 4. 2 I /10 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 4 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

3 盈J~、 5 14. 6 13. 2 4. 6 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ虚］辺ユビオ 5YR5/6 

サエ→口縁部断続ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。
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第116表 第71号住居跡出土土器②

法 吊
畠玲 器神分頸 残存度 手法の特徴・成（幣）形の顧序 色凋．tJも成・使用痕跡た仔

口径 屁径 器，ii 容雇

4 1「J~イ、 B 2 15 6 13. 0 1. 7 1/5 底部ヘラケズリ→1吉］』ヘラケズリ→「l縁部断続 7.5YR 5/4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

5 孟沙+5 15. 2 14. 0 5 0 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 5 YR  6/8 

続ヨコナデ。

6 菰切、 5 12. 6 11. 3 /4. 7 1 /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ吋口縁部断続 5YR7/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 行灯、Al 14. 4 12.1 2 8 般片 周辺ヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナデ (4段）。 内外面黒色処理

内面ヨコナデ。 5YR6/6 

8 行）9｛、 Al IS 2 11 5 :1, :1 2 / 5 底部ヘラケズリ→1剛辺ヘラケズリ→II縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ヨこ1ナデ (2段）。内面断続ヨコナテ。

9 イiJィ、 ll2 12. 8 10. 7 :1り 2 / 5 底部ヘラケズリ囁I辺ヘラケスリ孔1縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

Ill 合訃 B2 12 6 10. 8 4 () I /10 底部ヘラケスリ→周1リヘラケズリfl縁部断続 25YR4/4 

ヨコナテ (2段）。内面断続ヨコナデ。

11 有杯C: 13.li 8. 0 4. 1) 破片 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 IDYR8/1 

ヨコナデ。内而祈続ヨコナテ。

12 {l }』、 B2 17. :J 15. 7 6. 3 800 2/5 周辺ヘラケズリ→1氏部ヘラケズリ→□縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナテ。内面］こL ヒ｀オサエ—>浙続ヨコナデ。

13 り）ボ 5 12. I 13.2 4. 2 320 4 /5 庇部ヘフケズリ＞／国］辺ヘラケスリ 11縁部断続 :iYR5/8 

ヨコナテ。内面ユピオサエ→断続ヨコナデ。

14 身）1、5 12.1 1:1.1 4. l 3 / 5 底部ヘラケズリー周辺ヘラケズリー汁[|縁心II断続 5 Y R 6/8 

ョコナテ。内由iヘラオサエ→断続ヨコナテ~゜

I :ト J:y tf、 5 1:1 l IUJ 3. 7 280 一部欠 I氏部ヘラケズリ土山』ヘラケスリー→「1縁部断続 JOY[! 8 / :l 

lti ヨコナテ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナテc9

I 6 狂J,f5 13. I lU  4. 0 被片 周』ヘラケズリ→11縁部断続ヨコナデ。内血断 内外由l'は色処l阻

続ヨコナデ。 75YR3/! 

I 7 鉢B5 1:1. 0 1,1.0 5. 6 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［こ1縁部ヨコ 75YR7/6 

ナデ。内面ヨコナデ。

18 鉢B5 l l. 7 12.5 5. :1 1 /10 底部ヘラケス 1) >周辺ヘラケズリ叶 1縁部断続 5Y1'6/6 

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ。

19 鉢K3 16. 5 18. o l /lO 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズ l)→［］縁部断続 2.'i YR G / 4 

ヨコナデ。内l[jjヨコナデ。

20 frlポB2 3/5 周辺ヘラケズリ。内面ヨコナデ。 25YR6/6 

21 身胚 5 lo. 0 15. I 3 I 他片 恥耶ヘラケスリ℃周辺ヘラケズリ寸1縁部断続 2. 5 YR r; / 8 

ヨコナデ。内lln断続ヨコナデ。

22 槙短頸壼 4. 5 7. 0 6. 8 1 40 ；じ形 IIIi1部横ヘラケスリー哺屁部横ヘラケズリ→口伐部 頸部に 2孔（焼成前）

断続ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。 5YR5/8 

23 模韓武屯 7. 5 5. 2 7. 5 160 完Jf; 胴部横ヘラケスリ吋氏部横ヘラケズリ→口縁部 7.5Yll8/8 

祈続ヨコナデ。 1村面底部ヘラオサエ→胴部ヨコ

ナデ断続ヨコナデ。

2,1 模甕 5 7 5. 2 6. !) 80 一部欠 胴部横ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ汀」縁部 宜1部に 2孔（焼成前）

損 ヨコナデ。内[lii屁剖1ヨコナデ。 5 Y R 6/8 

25 球胴壺V 11.4 1/5 月部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内而 2.JY R 3/8 

ヘラオサエ注］こ］．J-デ。

26 長下喪IV 17. 6 I /8 胴部縦ヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナナ。内i「II 25Yl,6/6 
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第117表 第71号住居跡出土土器③

/); ,9,.9, ・ 
ぷ号 悩柿分類 残行度 •FI人の特檄・成（幣）形の順lr~ 色淵・焼成・使/IJJJ込i卯惰

「］径 此径 器高 谷ti:・

縦ナデアゲ＞口縁部断絨ヨコナデ。

27 鉢K3 18 8 3 / 5 訓部惜ヘラケズリ 4]緑部断続ヨコ）ーテ。内而 2. 5 YI< 5 / 6 

「］縁淵1断絨ヨ：］ J-デ。

第118表 第72号住居跡出土土器

怯 贔
番号 器神分類 残存度 白人の特徴・成（幣）形のIIIfilF 色謁］・焼成・使用股跡等ni苓 朕径 器高 ヅィ｝ぐ '＇ -1 ,-,・ 

第 324図

1 イ料不 ll2 1.I. 2 11. 5 3 8 2/5 /l謡IIヘラケズリ信l』ヘラケズリ ,11粒，FLL断続 内外面、＇じ色処理

ヨコナデ I2段）。内血ヨコ＿J-デQ 7.5YR4/3 

2 行J,i、B2 1:l. 3 12. 5 4. (i 1/111 屁部ヘラケスリャ周辺ヘラケズリー＞口粒，，；Ill枡読 内外面黒色処理

ヨ：］ J-デ (2役）。内面断読ヨコナテ。 2.5Y R 5 / 4 

3 行）小 li 2 1 4. 0 12. IJ 4 8 3/5 屁部ヘラケズリ→［古］山ヘラケズリ→[l縁部断続 2. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ (2段）。内訓断紬ヨコナデ。

4 升j,i、 5 12. 5 13. 7 4 2 :120 .i:II欠 屁部ヘラケズリ・→1,',1辺ヘラケズリ 1]縁，，，11断読 内外[fn,rじ巳処l'I'

札i ヨコナテ。 1}、Ji/11ヘラオサエ叶祈続ヨコナデ。 5YP8/6 

5 晶J~c 5 13. U 13 I 4. 5 般片 1氏部ヘラケスリ＞周辺ヘラケスリ、LI禄部ヨコ 内外1ill［門色処理

ナテ3 内1[ll断続ヨコナデン 7.5YP 4/3 

6.「}Iィ： 5 12. I 1:i.1 4 0 WI 、,Iし）1多 1氏負IIヘラケズリ＞周辺ヘラケス~リ ,1I縁部ヨ：J 2. 5 Y R 5 / 8 

ナテ・。内iliII枡紋ヨコナテ放射状ヘラミガキ。

7 長，均 4 1/J 繕ヘラケズリ屯信111枡絨ヨ：］ナデ。内1/11縦ヘラ 7.5Yf/6/6 

ケズリ。

第119表 第73号住居跡出土土器

11, :•Ii 
翫：； 器神分傾 凡｛r／心 J /J~，の特徴・成（＇整）形の順序 色，凋・焼成・ 1史）［hl辻跡筈

11怪 llt径 器，＇，り グイ、r.,'_9,9 .. 

第 324図

8 1P+ ll2 17. 5 16. 2 7 4 l/2 庇部ヘラケズリー、/,'ii」ルヘラケズリ刈］縁部断続 2. 5Y R 5 / 8 

ョコナデ (2段）。内面ヘラオサエ・1枡続ヨコ

-J-デ。

0 行）不 ll2 15 7 1/4. 0 5. 8 1/5 ／瓜部ヘラケスリ魯l辺ヘラケス~リ叶 1 粒，lI; llfr続 5 YR 8 / 4 

ヨコナデ (2役）。内而l折絨ヨコナテ。

第120表 第74号住居跡出土土器①

1人 俯
ぷり 器神分fii 残存度 ［法の特徴、成（『）形のII傾序 色謁I ・焼成• I史）廿腹跡惰

「l径 底径 器高 , 谷・~ L甲コ、

第 324図

10 イJl,l、B2 14.11 11.7 5 6 2/5 屁部ヘラケスリー9l闊辺ヘラケズリ→11縁，lll断続 25YR5/8 

ヨコナテ (2段）。内伽断絨ヨコナデ。

II り），1：l', 2 13. 0 11.0 il. 9 飢片 底部ヘラケスリ＞周辺ヘフケスリ、11縁部断続 7.5Y[!G/3 

ヨコナデ (2段）。内訓枡続ヨコナデ。

12 イ」杯B2 14. 8 II. l 5 6 1011 I /2 底部ヘラケズリ、周辺ヘラケズリ,c-1縁部断続 7.5YR 6/J 
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第121表 第74号住居跡出土土器②

怯 培
占f―; 器l9 1・,う｝｝頂 残介良~ ［怯の竹徴・成 1呼）形のIIIJ’i1戸 色閥・焼成・｛史IIlJJ込跡等

17仔 肢怪 器高 ,谷.’'平「コ

ヨコナデ (2段）。内血ヘラオサニ→断続ヨコ

ナデ。

13 釘）ポ [l2 13. 0 11 5 4.4 部欠 庇剖ヘラケズリー＞］乱』ヘラケズリ＞11縁部断続 7.5YR8/1 

似 ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコ

ナテ。

14 有J,FJ32 12 I IO U 1. 5 級片 庇部ヘラケズリ→1囚I辺ヘラケスリ＞［―l縁部断続 5 YR G/8 

ヨコナデ (2段）。内面開続ヨコナテ。

15 有Jぷ B2 12 I 10. 1 1. I I I /10 屁i911ヘラケス｀リ寸／il辺ヘラケズリ >[7縁部断続 7.5YR5/2 

ヨコナデ (2段）。内uriヘラオサエ＞断続ヨコ

ナデ。

I 6 h)ムB2 12. J 1 11, 5 4. II 2/:t 肛部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリー•I]縁部l枡続 UYR5/2 

ヨコナテ I2段）。内血断続ヨコナデ。

17 行）ィ、 B2 12. 7 11 1 4. 3 :120 惰1り欠 底池ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ叶 1縁部断続 75YR5/3 

li i ヨコナテ： （2段）。μ」［illIIji続ヨコナデ。

18 り）｛ B 2 1:1 0 i2.IJ ,I Ii 2／り 氏，¥iiヘラケズリ寸’il辺ヘラケズリ叶1縁部閲［読 7.5YR5/4 

ヨコナテ (2 段）。内面l~r続ヨコナデ。

第122表 第75号住居跡出土土器①

仏 ：，し

岱号 器神分屈 残／［ ！凡 •[1.),0)11i穀· IK ('!や))1)0)1順1乍 色温l・焼成・』］吏／II、IJ・↓跡惰

L Ill': I氏径 1 I } l l lt 1l , 9 a 9 ] 99介て ＇' Iコ'， 

第 324図

19 行）不Bど 11.:1 12. :I 4 8 ｛成1: I氏祁ヘラケスリ→11縁，，，，1｛IIlけんヨ：1ナテ (2段）。 5YR0/8 

内卯l1阻嘉91こ1ナテ。

20 灯JぷB2 ll.2 12. 8 ,1. 6 2/5 I恥姻ヘラケズリ卓l辺ヘラケズリー>|1録部断続 2.5YR6/8 

三 1:1 -J—テ（ど段）。内 1111勅続ヨコナデ。

？ ］ [t),i: 3 13. 9 l 4. 3 ‘1. () :JGO ,I/ [J〖部ヘラケス~リ、1,\l 辺ヘラケス~リ刈惰砂II ヨコ 2.りYl<7/8

）一ーデ （2 ［笈）。「）、II 「iii~孔 こICJーJ-テ。

22 J, })': 5 12. :I 1:1 6 4. " 310 郎欠 llt部ヘラケスリ ・II象心部断絵ヨコナデ (2段） 5 Y R 7/6 

札i 内 1lii -:L ヒオサ工— >I析続ヨ：」ナデ。

2:1 !!!Uc壺 4 17 3 8. 0 :111. 5 I :1, 7011 ,1 /o IIIul[lIi質ヘラケズリー、 Ilfi1部横ヘラケズリ― •I I縁部 7.5YR 8/3 

断続ヨコナデ (2段）。 1JJiiil三l:J:)-う冨

第 325図

1 j慇形甑 5 Zli. 0 I /10 III,91,『II縦ヘラケスリー、II縁部断続ヨコナテ。内匝 7.5YR8/3 

ナデアゲ→II縁部ヨコナデ。

2 1り[iし咄； 1 19. 2 破片 ）1i・部横ヘラケスリ ？ l l絃部断続ヨ：J-)-テ。内而 5YR6/6 

ヨコナデ。

:1 長砲甕:3 17 6 般片 胴部絨ヘラケズリ→口縁部断恥ヨコナデ。内面 2. 5Y R 6 / 8 

11社部ヨコナデ。

4 球胴壺 5 11. 6 級片 胴，閲横ヘフケズリ→[|縁部ヨコナデ。i'I面ヨコ 5 YR 7 / 4 

ナデ。

5 !ll＼花，布 3 17. :1 8, 5 :10. 5 13, 100 ー••音II 欠 胴部縦ヘラケスリ PIIIul, iB ヨコ）→テ—>「]縁部ヨコ 5 Y Ii 7 / 4 

阻 ナテ~。払11[11縦ユビオサこ亡｀断続ヨコナデ。

b l:KIII99]壺 5 11. 2 I /10 胴；｛I¥横ヘラケスリ・→「］投部ヨコナデ。i'Jlfriナデ 75YR8/3 

アゲ` ＞ヨコナデ。

7 小泄 5 11. 5 1:1.!J 1/2 lllccl部描ヘラケスリ＞1 |縁部ヨコナデ。 1J、II伯ヨコ 5 Y R 7 /4 
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第123表 第75号住居跡出土土器②

法 星
番号 器種分煩 残存度 手法の特1敦・成（整）形の順序 色謡・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容罹

ナデ。

8 小甕池 3 破片 胴部縦ヘラケズリ→横ヘラケズリ。内面ヘラオ 5YR8/4 

サエ→ヨコナデ。

9 長壺 3 8. J 1/5 胴部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 2. 5Y R 6 / 6 

続ヨコナデ。内面ヨコナデ→断続ヨコナデ。

10 長壺 3 10. 2 1/5 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 2. 5Y R 5 / 6 

ヨコナデ→断続ヨコナデ。

II 長壺 3 2 / 5 胴部横ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ。内面へ 2. 5 YR 6 / 6 

ラオサエ→妍続ヨコナデ。

第124表 第76号住居跡出土土器①

法 屋
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の1頓序 色調・焼成・使用痕跡等

「l径 底径 器高 容号

第 325図

12 有妹Fl2 13. 3 11. 3 4. 8 340 4 / 5 底部ヘラケズリサ周辺ヘラケズリ→［］縁部断続 肉外曲黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 5 YR 7/6 

13 有）不B2 l 3. 8 11 2 3. 9 3/5 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ—,1 I縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面底部ヘラオサエ＞断続 75YR5/4 

ヨコナデ。

14 有Jボ[l2 13 5 11.!J 4. 0 l /10 厄部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリャ［］禄部断続 内外面児色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 2.5YR 6/8 

15 有j4、B2 12. 8 11.0 4. 3 I /Ill 底部ヘラケズリ、周辺ヘラケズリ＞L|緑部断続 7.5YR 8/2 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

16 有）ィ：B 2 13. 0 10. 7 4 1 3 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→11縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面庇部ヘラオサエ→断続ヨコナ 7.5YR5/4 

プ—ク 。

17 盆J不 5 11. 6 10. 2 4. 6 280 一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[1縁部断続 5 YR 5/6 

損 ョコナデ。内面断続ヨコナテ。

18 有）小B2 12. B I 0. 5 5. 0 34 0 2 / 5 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 5YR7/l 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

19 有杯B2 12. 0 10 3 5. 3 3/5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「1縁部断続 5YR6/8 

ヨコナテ (3段）。内面底部ユビオサエ＞断続

ヨコナデ。

20 苫杯 5 12. I 10. 5 3. g 破片 屁部ヘラケズリ一周辺ヘラケズリ→「l縁部断絨 7.5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

21 叢／不 5 12. 5 11. 2 4. 5 300 4 / 5 1（（部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ＞口禄部ヨコ 内外面黒色処理

ナデ。 1村面断続ヨコナデ。 5YR1/3 

22 1」)卜B2 14.1 11.7 4. 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 IA］外面黒色処理

ヨコナテ (2段）。内而底部ヘラオサエー刈析続 7. 5 YR 5 / 4 

ョコナデ。

第 326図

l 身杯 5 12. D 12. 6 4. 3 2/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外曲黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 7. 5 YR 7 / 4 

2 身J1;5 11. 3 12. 5 4. 4 I /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→「」縁部断続 内外面黒色処理

ョコナデ。内面ヨコナデ。 7. 5 YR 8 / 2 

3 有坪B2 10. 7 8. 4 3. 7 l 80 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理
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第125表 第76号住居跡出土土器②

法 拭
占号 悩柿分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

LI径 庇径 ｝且高 谷州

ヨコナデ (2段）。内面ヨコナデ。 7.5YR 3/ 1 

4 小壺 5 Ill. 0 9. 2 11, 8011 —一部欠 Ill吋部横ヘラケズリ→底部横ヘラケス~リ→□縁部 7.5YR 8/2 

損 断続ヨコナデ。内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨ

コナデ。

5 鉢K3 22. 1 2/5 横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナテ (2段）。 2.5YR7/8 

内面ヘラオサエ→口縁部断続ヨコナデ

6 小壺 5 11.4 2/5 横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヘラ 5YR8/2 

オサエ．i口縁部断続ヨコナデ。

7 小壺 5 12. 6 12.11 l, 0 [IO 一部欠 横ヘラケズリ十口縁部ヨコナデ。内面ヘラオサ IOYR8/I 

狙 工→口縁部ヨコナデ。

8 喪形悧 5 19. 0 1 /10 啜ヘラケスリ→1J緑部断続ヨコナテ。内面ヘラ IOYR7/2 

オサエ→「l縁部ヨコナデ。

第126表第77号住居跡出土土器

法 罹

沿号 悩神分粕 桟存度 手怯の特徴・成（整）形の順17 色謡］・焼成・使用痕跡等

| li苓 庇裕 悶高 容磁

第 326図

9 有J不 B2 11. 0 13 2 4. 3 :180 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ -•11縁部断続 7.5YR7/6 

li i ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

10 h)ポB2 I~. I 12 8 4 0 3,10 部欠 llk部ヘラケズリ濯］』ヘラケズリ王］縁部断続 5YR7/6 

祖 ヨコナテ (2段）。内[1Jil析続ヨコナデ。

II ぶ）ィ、 5 1:1 8 13. 0 4. 0 ,1 80 元形 1氏部ヘラケス‘1) 屯周辺ヘラケズリ孔口縁合Ii断続 7.5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。

12 身）i、 5 14. 、~) 15 5 4. 5 4 (I I I 2/5 瓜部ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ{|縁部断続 円外面黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。 2. 5 YR 6 / 8 

13 甕形甑う 21. 2 7,300 一部欠 胴部縦ヘラケス｀リ→口縁部浙続ヨコナデ。1＇]面 2. 5 YR 7 / 6 

損 ユビナデアゲ→ヨコナデ。

14 球Ilf;]壺 5 17. 8 破片 月部横ヘラケスリ→［］縁部断続ヨコナデ (3 7.5YR8/3 

段）。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

第127表 第78号住居跡出土土器①

法 屈

番号 器種分類 残(f度 手法の特徴・成（整）形のII傾Ir, 色凋・焼成・使用批跳等

「］径 屁径 器高
、谷」、直E9 

第 326図

1 5 為Jふ 5 11 0 9. 3 4. 3 I /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリヽ「＿l縁部断続 7.5YR7/8 

ヨコナデ。内面浙続ヨコナデ。

16 益訴 5 11. 8 10. 0 :1. 8 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→IJ縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

17 行J~; [l 2 13 6 l l. 9 3, 9 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→[7縁部断続 5YR5/8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

18 fj),f B 2 1 4 0 12. :1 4 4 1 /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「l縁部断涜 75YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコ）ーテ。

1 9 有），｛、Al 15. 2 13. 0 /4, 0 380 I /5 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリーヽ11縁部浙続 2. 5 YR 5 / s 
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第128表第78号住居跡出土土器②

法 壁
番号 器種分類

口径 底径 器高 容罹

20 身杯 5 12. 3 13. 7 3. 7 

21 身杯 5 12. 5 13. 5 4. I 300 

22 球胴壺 5

23 長壺 3 7. 8 

第129表 第79号住居跡出土土器

法 肱
番号 器種分類

口径 底径 器高 容昼

第 326図

24 鉢K3 22. 0 

第130表 第80号住居跡出土土器

法 授
番号 器種分類

口径 庇径 器高 グ介マ垣卑． 

第 327図

1 小）;r-2 11. 5 13. 0 4. 4 360 

2 有杯B2 13. 5 11. 8 4. 3 340 

3 有杯B2 16. 2 14. 4 4. 6 

4 有杯B2 13. 4 I I. 7 1. 0 320 

5 身杯 5 I I. 2 12. 8 i. 6 280 

6 須高 4

7 鉢K3 20. 6 11. 4 2,000 

8 小甕 5 19. 5 6. 7 12. 7 I, 800 

第131表 第81号住居跡出土土器①

番号 I器種分類

第 327図

9 I塊

法鼈

口径 l底径i 器高 1 容罹

13. 4 I 13. 2 I 5. 2 

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色温l・焼成・使川痕跡等

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコ

ナデ。

1/10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 8/3 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

1/5 横ヘラケズリ。内面ヨコヘラオサ工。 5YR7/6 

4/5 胴部横ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→口縁部断 2. 5 YR 6 / 8 

続ヨコナデ。内面ヨコナデ→断続ヨコナデ。

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色闘・焼成・使It]痕跳等

I /10 周辺ヘラケズリ→II縁部断続ヨコナデ (2段） 5YR6/6 

内i!jjヨコナデ。

残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

完形 底部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/l 

ヨコナデ。内lilヘラオサエ→断続ヨコナデ。

完形 氏部ヘラケズリ渇l辺ヘラケズリ→［］縁部断続 75 YR 8 / 2 

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→ヨコナデ

破片 周辺ヘラケズリ→l_1縁部断続ヨコナデ (2段） 内外面黒色処理

内而断続ヨコナデ。 25Y R 5 / 6 

1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 75 YR 7 / 8 

ナデ。内而断続ヨコナデ。

一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部ヨコ 5YR7/8 

損 ナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

破片 断続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 2.5YR6/8 

一部欠 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面へ 5YR7/8 

損 ラオサエ→ヨコナデ→断続ヨコナデ。

一部欠 胴部横ヘラケズリ→縦ヘラケズリー＞ヨコナデ→ 5YR6/8 

損 口縁部ヨコナデ (2段）。内而断続ヨコナデ。

残存度 J九i去の特徴・成（整）形の順序 色，~)]・焼成・使用痕跡等

2 / 5 I lit部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ l5YR7/8
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第132表第81号住居跡出土土器②

1人 :lt 
番号 器種分類 残行I斐 f·l)→•の牛hi敗・成（格）形のIII01ヤ 色晶l・焼成・使）I打良跡惰

[Ii苓 屁径 器高 容憤

ナデ。内面ヘラオサエー9ヨコナデ。

10 碗 12 7 12. 4 5. 5 1 /10 屁部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→[.―l縁部断続 5 Y Ii 7 / 8 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ＞ヨコナデ。

JI 有杯B2 12. 5 11. 4 4. 2 2/5 底部ヘラケズリー＞几l辺ヘラケスリ→17縁部断続 25YR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。

12 有杯B2 14 0 12. 0 3. 8 280 完形 肌部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断読 内外面黒色処J問

ヨコナデ。内面ヘラオサ工—9断続ヨコナデ。 7.5Y R 8/6 

13 有杯B2 L1. l 10. 9 3. 9 I /5 周辺ヘラケスリ・＞口縁部断続ヨ：］ナデ。内而断 7.5YR7/G 

続ヨコナデ。

14 有杯82 II.II 10 5 4. 5 2/5 屁部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ寸］縁部断絨 内外rfn患色処J阻

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ＞断続ヨコナテ。 7.りYI{ 7 / 4 

15 介材：B2 13 2 10 5 3.4 180 :1/0 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケス~リ・→「1 縁音II断紬 IOYR6/6 

三Iコナデ。内miョコナデ。

16 甑),f5 12 2 10. 6 3. 9 2/5 周辺ヘラケズリ→1]縁部断続ヨコナデ。内[ijl翡 Iり］外而黒色処1用

絨ヨコナデ。 7.5YR~/2 

17 有杯B2 12 8 11.5 4.7 31111 完形 ／氏部ヘラケズリ・＞肛1辺ヘラケズリ→II縁部断続 7.5Y R 8/6 

ョコナデ (2 段）。内面ヘラオシアテ—、 IIji紬ヨコ

＿J-テ。

18 有杯 B2 11 8 I 0. 5 4. 0 220 91/5 屁部ヘラケズリ，周辺ヘラケズリー、11緑部ヨコ 7.5YR7/6 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

1 9 盆）ィ： 5 1,’1 1 11. 3 4. 9 l/5 周辺ヘラケズリ→「1縁部掘続ヨ：］ナデ。内面ヨ 杓外Iiii黒色処J,V

コナデ。 7.5Y I, 8/2 

2 0 須）｛盆A 破Ii ロクロナデ。内面ロクロナテ。 IOY [< 7 / 1 須恵器

21 竹オ~; fl 2 12. D 10. 0 3, 7 200 '.1/5 ）古］辺ヘラケズリ→ll縁部断続ヨコナデ。内血断 内外而黒色処J限

続ヨコナデ。 7. 5 Y Ii 7 / 1 

22 有坪]J2 11. 9 11.0 3. 8 260 1/2 此部ヘラケズリー鳴1辺ヘラケズリー叶＿・1縁部断続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナテ (2段）。内面断続ヨコナテ。

23 滋杯 5 13. 7 l l. 9 3. 4 I /10 底部ヘラケズリー濯周辺ヘラケスリ •IJ縁部ヨコ 7.5YR6/8 

ナデ。内面断続ヨコナデ。

24 有杯Ci 14. 0 10. 4 3, 2 2,10 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「1縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ (2段）。内而断続ヨコナデ。

25 有妬B2 11.G 9. 3 3. 3 200 4/5 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

26 叢杯 5 12 0 12. 0 4. 8 2/5 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→II縁部断続 2. 5 YR 3 / 1 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

27 ）不身 5 12 3 12. 6 4.1 1 /10 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナテ。内面断 7.5YR 8/3 

続ヨコナデ。

28 賠比B1 11. 3 I 4. D 4. 6 4 (I O 1/3 底部ヘラケズリ→細かな周辺ヘラケズリ叶コ縁 2. 5 YR G / 8 

部断続ヨコナデ。内血断続ヨコナデ—一沿Illかな放

射状暗文。

29 内杯 4 11. 0 9. 2 4. 0 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→IJ縁部断続 7.5YR7/6 

ヨコナテ。内Ini断続ヨコナテ。

30 蓋杯 5 12. 2 10. 2 3. 7 2/5 庇部ヘラケズリ,J;11 辺ヘラケズリ •1·1 縁名II断続 内外面果色処l用

ヨコナデ。内1fiiヘラオシアテ臼Iコナデ。 2. 5 YI! 6 / 8 

31 須杯蓋A 1 40 破片 ロクロナデ。内面ロクロナテ。 7.5Y 4 / I 須必器

32 有杯B2 16. 0 1 4. 5 5. 6 580 2 / 5 底部ヘラケズリ＞）古I辺ヘラケスリ •I I紋部断続 5Y1'7/8 
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第133表 第81号住居跡出土土器③

/)、 ''I' ' 
1炉•; 悩種分類 残イり斐 Tl人の特微・成（整）形のIIIO停 色澗・焼成・使用痕跡等

111荼 IlLi斧 謡高 9介‘,'9• [L ( 

ヨコナデ (2段）。内wil祈続ヨコナデ。

33 鉢K3 18. 8 15. G 6 6 8110 2 / 3 屁部ヘラケズリ＞周辺ヘラケズリー→[J縁部浙続 2. 5 YR 6 / 8 

ョコナデ (2段）。内血ユビオサエ→断続ヨコ

ナデ。

31 鉢K3 13. 0 14. 7 6. 7 1/3 庇晶ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→［］縁部ヨコ 5YR6/6 

ナデ (2段）。 1t11仕ヨコナデ。

:15 椀 15. 5 15. 5 5 a I /3 周辺ヘラケスリ。内 I~国コナテ。 2. 5Y R 6 / 8 

:rn 碗 17. 2 Iii. 6 4. 5 1 /10 周辺ヘラケズリ→II縁部ヨコナデ。内面ヨコナ 肉外而黒色処理

--r.. 。 7.5YR6/3 

第 328図

l 鉢K3 18. 2 18. a 111. G (I, 51111 2/ :1 周辺ヘラケスリ 1i縁部ヨコナテ。 1村而ヨコナ 内外1紺黒色処理

以 l:) デ→放射状ヘラミガキ。 2. 5 YR 4 / 2 

2 鉢K3 18. 0 1/3 周辺ヘラケズリ •[I縁部 IIJi紘ヨコナデ (2 段） 7.5YR 7/4 

内而ヘラオサエ＞断続ヨコナデ。

3 小刑鉢 16. 0 4/5 胚部二lビオリエ～ヘラケスリーヽII縁部11Jr椅ヨこ］ 5YRu/4 

ナデ。内面1析続ヨコナデ。

4 鉢K3 21. 2 I /10 周辺ヘラケスリサ氏部ヘラケスリー→[|縁部断続 5Yfl6/6 

ヨコナデ。内由］こIコナデ。

5 器台 3 14. 7 2/5 脚，':iiユビオサエ斗出加II断続ヨコナナ。内面ヨ 2. 5 YR 6 / 6 

コナデ。

6 ,  1 ＼ヽ，如 5 11. 5 I成） ：ユ 胚部ヘラケズリシ周辺ヘラケズリー [̀1縁部断続 5YR5/8 

ヨコナデ (2段）。 1Ajifi断続ヨこ］・)-デ。

7 釘段高 1 17. J 1/10 liい部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ・＞［］縁部ヨ：．J 2. 5 Y Ii 6 / 8 

ナデ。内而断続ヨコナデ。

8 , 1 ＼屈鉢 8. :1 3. 5 4. 3 120 4/5 底部ユビオサエ→周辺ヘラケスリ＞［］縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ヨコナデ。内1ln断紬三1こJナテ。

g Jと高 3 1/111 縦ヘラケス‘1)。内而ヨコナテ。 7.5YR7/6 

10 須似i4 破片 断続ヨコナデ。 1刈仙断続ヨコナテ。 7.5YR 6/6 

11 須高 4 破片 断続ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。 5YR5/8 

12 長砲甕 3 19. 8 破片 胴部横ヘラケスリ •IJ縁部断続ヨコナデ。内面 7. 5 YR 7 / 3 

ナデアゲ→口縁部断読ヨコナデ。

1 3 破片 ユビオサ工。 7.5YR7/6 

1 4 長下甕 4 2 1. 5 破片 胴部縦ヘラケズリ→IJ縁部断続ヨユナデ。内面 5YR6/6 

口縁部断読ヨコナデ。

l 5 大喪 4 22. 0 破片 口縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR5/6 

16 IIl［花吋； 4 19. !I 破片 胴部横ヘラケスリ→「1縁部断続ヨコナデ。内面 7. 5 YR 8 / 3 

口縁部ヨこ］ 1-デ。

17 複口壺 I 15. i 7. 0 26. 7 6, ~OD 3/5 胴上半斜めヘラケズリ→胴下半横底部ヘラケズ 2. 5 YR 6 / 6 

リ→口緑部断続ヨコナデ (2段） 渭部上から

下へ平ドする放射状の1尤線→肩部に一対の小突

起。内血ヨコナデー寸］縁部断続ヨコナデ。

第 329図

］ 球胴壺 5 13, 0 1/5 胴祁縦ヘラケズリー選横ヘラケスリ→I]縁部断続 7. 5 YR 7 / 4 

ヨコナテ (2段）。内面ヨコナテ。

2 小甕甑 3 ll 0 1/2 III991部縦ヘラケズリ (2段） 汀コ縁部断続ヨコナ 5YR6/8 

デ (2段）。内面ヨコナデ。
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第134表第81号住居跡出土土器④

法 ht 
番号 器種分類 残(f度 手法の特徴・成（整）形のIl傾序 色調・焼成・使ll]痕妹咋

r_l径 庇径 器，t＇:j 容lit

3 小脱甑 3 1/2 胴部縦ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内面ヨコ 7.5YR 6/6 

ナデ。

4 長砲甕 3 18. 2 1/5 胴部縦ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面 2.5YR6/8 

ヨコナデ。

5 小喪 5 13. 8 l/5 胴部横ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内而 2.5YR 5/6 

ヨコナデ。

6 こが1甑5 6. 8 戦片 斜めヘラケズリ→横ヘラケズリ。内面ヨコナデ IOYR 8/4 

7 長壺 3 4. 3 2 / 5 胴部横ヘラケズリ (2段） →底部横ヘラケズリ 2. 5Y R 6 / 6 

内ifliヨコナデ。

8 J求肱l壺5 破片 胴部横ヘラケズリ。内iliiヨ：］ナデー．→-デアゲ。 2.5YR7/6 

9 ,I!![1じ壺4 8. 0 倣｝ri ̀ ／刊部縦ヘラケズリ→IIilff|i横ヘラケズリロ縁部断 2. 5 YR 6 / 8 

続ヨコナデ。内而ヨコナデ。

10 森杯 5 他片 底部ユビオサエ→l氏部ヘラケズリ→口縁部断続 成形失敗作品だが、そのまま焼成す

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。→変形→焼成。 る。 5YR6/6 

II 粘」•-l鬼 0し片 ユビオサエ→口縁部l祈続ヨコナデ。 " IOYR7/4 

l 2 粘上塊 倣！ヤ ユビオサ工。 " 1DYR7/4 

13 粘」：塊 破片 ユビオサ工。 ,, 7.5YR7/6 

l4 粘上塊 破／ヤ ユビオサ工。 ,, IOYR 8/3 

15 粘上塊 破片 ユビオサ工。 9, IOY R 7 / 4 

16 粘上塊 破片 ユビオサ工。 ,, 7.5YR7/6 

17 粘」t塊 倣）t ユビオサ工。 " 7.5YR4/l 

18 粘土塊 破片 ユビオサ工。 " 7.5YR7/3 

19 粘」：塊 倣｝i ユビオサ工。 99 5 Y R 6 / 6 

第135表第82号住居跡出土土器①

法 培
訴号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 グ介マH9ヨi 

第 330図

l 有）ポC 15. 0 13. 0 3. 6 320 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 有）不Al 11. 8 13. 2 4. 3 380 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

3 有拓c I /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

4 有杯B2 15. 0 13. 0 i. 6 440 3/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面ユビオサエ→断続ヨコ 5YR6/6 

ナデ。

5 有胚B2 14. 4 12. 2 4. 2 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオシアテ→断続ヨ

コナデ。

6 有杯A1 15. 7 13. 8 3. 8 1/10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 5/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 有杯B2 14. 5 13. 3 4. 5 2/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

8 有杯B2 14. 0 12. 0 4. 2 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 5/6 
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第136表第82号住居跡出土土器②

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容量

損 ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

9 有杯B2 14. 2 12.1 4. 4 4 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/8 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

10 有杯B2 14. 0 12. 2 5.4 420 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。 7. 5Y R 7 / 4 

11 有坪B2 13. 4 11. 9 4. 0 I /10 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段）。 2.5YR6/8 

内而断続ヨコナデ。

12 有坪B2 14. 0 11. 6 3. 9 1/5 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段）。 2.5YR6/8 

内面断続ヨコナデ。

13 有杯B2 13. 3 12.0 4. 3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

14 有杯B2 13. 0 11. 9 4. 3 320 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

15 有杯B2 13. 5 12. 0 3. 7 一部欠 底部ヘラケズリ (2段） →周辺ヘラケズリ→口 7. 5 YR 7 / 6 

損 縁部断続ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコ

ナデ。

16 有杯Al 13. 8 12. 5 3. 3 1 /10 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面断 7.5YR7/4 

続ヨコナデ。

17 有杯B2 14. 0 11. 6 4. 3 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ (3段）。内面断続ヨコナデ→放射状

ヘラミガキ。

18 有杯c 15. 0 11.0 4. 2 ]/5 口縁部断続ヨコナデ (2段）。内面ヨコナデ。 7.5YR7/4 

l 9 蓋杯 5 13. 6 11. 4 4.1 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。 7. 5Y R 5 / 3 

20 小杯 2 12. 0 13. 0 4. 4 I /IO 口縁部断続ヨコナデ。内面ヨコナデ。

21 有杯B2 13. 4 10.4 3. 7 1/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

22 有杯B2 13. 2 I I. 8 3. 9 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/8 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

23 蓋杯 5 14. 0 11.6 4. 3 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部ヨコ 7.5YR7/4 

ナデ。内面ヨコナデ。

24 有杯B2 12. 5 11.0 4. 3 1 /IO 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

25 有杯B2 12. 3 10. 8 4. 6 260 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

ヨコナデ。内面ヘラオシアテ→断続ヨコナデ。

26 有杯B2 13. 0 11.5 4. 5 2/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR 6/6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

27 蓋杯 5 11. 4 11.0 4. 3 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR5/6 

損 ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

28 有杯B2 13. 0 11. 2 3. 2 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7. 5Y R 7 / 6 

ヨコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

29 有杯B2 12. 7 11. 3 4. 0 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 6/8 

ヨコナデ(2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコナ

フ一-0  

30 蓋杯 5 12. 6 11.0 4.1 260 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ→ヨコナデ。

31 有杯B2 12. 2 11.l 4. 3 I /IO 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段）。 7.5YR 8/6 
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第137表第82号住居跡出土土器③

1去 星
番号 器柿分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順仔 色温］・焼成・使用痕跡等

［］径 底径 器高 9合て口涅• 

内面ヨコナデ。

32 布坪B2 11.7 10. 5 4. 0 200 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部阪続 2. 5 YR 6 / 8 

損 ヨコナデ。内面ユビオサニ→断続ヨコナデ。

33 有J不B2 13. 3 11.0 3. 4 340 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

34 蓋杯 5 I I. 5 ID. 8 3. 8 200 完形 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

35 有l+B2 11.1 I 0. 5 3. g 200 完形 1氏部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

36 五J不 5 10. 5 9. 8 4.1 200 3 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口粒部断続 2. 5 Y P 6 / 8 

ヨコナデ。内而ヘラオサエ噌叶続ヨコナデ。

第 331図

I 器J195 12. 2 11 2 4. 3 380 1/2 底部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

2 身J禾 5 12. 0 13. 2 5. 7 3611 2 / 3 I氏剖1周辺ユヒオサエ→周辺ヘラケズリ 、II縁部 底部木策文

1折続ヨコナデ。内面ヘラオンアテ→断続ヨコナ 5YR7/6 

ごrへ。

3 身坪 5 12. o 13. 2 4. 9 340 4/5 庇部周辺ユビオサエ→周辺ヘラケズリ 1]縁部 底部木策文

断読ヨコナデ。内面ヘラオシアテ叶析続ヨコナ oYR6/6 

-rー9。

4 身）不 5 11. 5 12. 7 4. 9 320 3 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー 1[1縁部断続 2. 5 Y l, 6 / 6 

ヨコナデ。内而ユビオサエ.,断涜ヨコナデ。

5 封杯 5 I I. 0 12. 3 4. 4 260 2 / 5 庇部ヘラケズリ 9周辺ヘラケスリ→□縁部断続 2. 5Y f/ 6 / 5 

ヨコナテ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

6 身杯 5 11. 8 12. 7 4 4 Z / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→□縁部浙続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

7 身杯 5 11 2 12. 5 4.4 300 ---部欠 屁部ヘラケズリ→[|縁部断続ヨコナデ。内曲ヘ 2. 5 YR 6 / 6 

栢 ラオサエ→断続ヨコナデ。

8 身）ボ 5 12 D 13. 1 4. 3 300 完形 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面へ 5YR4/8 

ラオサエ→断続ヨコナデ。

9 身杯 5 12 9 l 4. 5 4. 5 3 / 5 底部ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナテ。内面へ 7.5YR 8/6 

ラオサエ→断続ヨコナデ。

10 身杯 5 13. 0 14. 2 4. 6 4 00 4/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナテ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

11 身杯 5 12. 2 13. D 3. 8 破片 屁部ヘラケス~リ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

12 身詠 5 13. 2 13. 8 4. 7 400 2/5 厨辺ヘラケスリ→口縁部断続ヨコナデ。 1人1面浙 5YR7/4 

続ヨコナデ。

13 身材、 5 12. 2 13. 6 4. 6 380 1/2 屁部ヘラケスリ→周辺ヘラケズリ→1J縁部浙続 7.5YR 7 /6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

14 身杯 5 11. 5 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケスリ→口縁部断続

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

15 身）不 5 11. 3 12. 3 4. 7 300 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→「l縁部断続 2. 5 YR 7 / 4 

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

16 身杯 5 12. 0 13. 0 4 5 2 / 5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ。内面ヨコナデ。 5YR7/6 

17 身坪 5 13. 2 13. 8 4. 2 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5 YR 5/4 
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第138表 第82号住居跡出土土器④

l)、 ：，｝ 
魯汀 闘柾分類 残在度 nto),l'tii攻• IJし (1膠））修0)]IIiilfマ 色，J,¥l・焼成・使用痕跡等

「|if 屁径 闘高 ,谷.9,'9 '・9' , 

ヨコナデ。内[illこJコナデ→放射状ヘラミガキ。

18 身妬 5 12. 0 13. 0 4.1 1/5 庇部ヘラケズリー91闘辺ヘラケズリー＞［」縁部［枡続

ヨコナデ。内面ヨコナデ。

1 9 盆杯 5 H.2 3/4 ）（（部ヘラケズリー,f,',I辺ヘラケズリ。内由断続ヨ 5YR7/4 

コナデ。

20 鉢K3 21. 5 20 0 7. 7 1, 4 0(I 1/3 底部ヘラケズリ→1,'む』ヘラケズリー汀1縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ (2段）。 l勺而断統ヨコナテ→放射状

賠文。

21 鉢K3 20.11 17. :1 7. II I, JOO 3 / 5 庇部ヘラケズリ→r,[lJルヘラケズリ→「_1縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ (2段）。内］irlご1:」ナデ。

22 鉢K3 2 [). 4 17 6 0 9 I /10 庇部ヘラケズリ→／，［隣ヘラケズリー•王l縁部浙続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨコナデ。内IIII断続ヨコナデ。

2:1 鉢B5 II.Ii II 3 7. 0 絨片 庇部ヘラケズリ＞周辺ヘラケスリ＞［こ1縁部断続 内外血児色処理

ヨコナデ。内伽I翡r読ヨコナデ。 7.5YR 5/•I 

2 4 鉢K3 ll.O 1 4 7 0. 4 :1/10 周』ヘラケスリ＞ll縁鵡断続ヨコナテ (2段）。

内1hi断続ヨコナテ。

25 鉢 B5 11.7 1 4. 0 7. 4 580 2/3 此部ヘラケズリ出JJJ]ヘラケスリー＞「l縁部浙続 2. 5 YR 6 / 8 

ヨ：」ナデ (2段）。内i[III氏晶ヨコナデ，断続ヨ

コナデ。

26 鉢B5 12. 5 H.2 6.13 3/5 庇部ヘラケズリ鳴l』ヘラケズリ→II縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内11111枡絨ヨコナデ。 5YR5/8 

27 鉢fl5 11. 4 12.1 7. b I /2 Ii知':|iヘラケズリー` 周辺ヘラケズリ→II縁部断続

ヨ：］ナテ。内山l勅読ヨコナデ。

28 鉢B3 (1.:1 10. I 6. 5 :14 (I 完形 庇部ヘラケズリサ，tl辺ヘラケズリ→1.1縁部断続 7.5YR 8/6 

ヨコナデ。内l[iI恥り1ヘラオサエ消断続ヨコ）ーテ

第 332図

l に高 3 21. 5 13. 3 25. 5 700 元Jfク 杯部周辺ヘラケズリ >[1縁部断読ヨコナデ (2 5YR7/8 

段） 斗II]部縦ヘラケズリ＞裾部浙続ヨコナデ。

11縁部内1[0断続ヨコナデ→脚部拙ヘラケズリ→

据部阻r絨ヨコナテ。

2 長高 3 1/5 脚部縦ヘラケズリーオi屈部断紬ヨコナテ。内面脚 5YR6/8 

部横ヘラケズリ咽揺杓断続ヨコナデ。

3 長高 3 破片 脚部縦ヘラケズリ。内面脚部横ヘラケズリ。 75YR1/8 

4 索 l 15. 5 8. 3 6. 0 3 /10 ヨコナデ。内而ヨコナデ。 2. 5 YR 5 / 8 

5 身坪高 l 9. 9 II,1 320 一部欠 杯部周辺ヘラケズリ→[1縁部ヨコナデ→脚部縦 7.5YR 8/6 

椴 ヘラケズリ。[J縁部内面断続ヨコナデ→脚部横

ヘラケズリ。

6 珀高 4 破片 縦ヘラケズリ→裾部断続ヨコナデ。内面ヘラケ 5YRG/6 

ズリ。

7 須高 4 破片 縦ヘラケズリー噌据部断続ヨコナデ。内面ヘラケ 5YR6/8 

ズリ。

8 須高 4 破片 縦ヘラケズリ→裾部断続ヨコナデ。内面ヘラケ

ズリ。

9 須高 4 破片 縦ヘラケスリー噌揺闘断続ヨコナデ。内面ヘラケ 2. 5 YR 5 / 6 

ズリ。

10 長高 3 破片 縦ヘラケズリ。内面ヘラケズリ。 2. 5Y R 5 / 6 

II 器台 3 破片 ヨコナデ。内面ヨコナデ。 2. 5 YR 5 / 8 
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第139表第82号住居跡出土土器⑤

怯 拭
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（幣）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容ltt

12 須高 4 破片 縦ヘラケズリ。内面ヘラケズリ。 !DY 5/ I 須恵器

13 無花壺 4 18. 4 1/4 斜めヘラケズリ→［」縁部断続ヨコナデ。内面へ 2. 5Y R 3 / 5 

ラオサエ→口縁部断続ヨコナデ。

14 長下甕 4 l9. 8 6. 0 33. 0 7,800 一部欠 縦ヘラケズリー·•底部横ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 1 / 5 

損 ヨコナデ。内面ヨコナデ。

15 無花壺 4 18. 0 1/2 斜めヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナデ。内面へ 2. 5Y R 1 / 5 

ラオサエ→口縁部ヨコナデ。

第 333図

l 艮下甕 4 18. 5 5. 0 36, 0 4,800 一部欠 縦ヘラケズリ→底部横ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR3/5 

損 ヨコナデ。内面ヨコナデ。

2 長砲甕 3 16. 7 2/5 縦ヘラケズリ・→［」縁部断続ヨコナデ。内面ヨコ 7.5Y R 3/5 

ヘラオサ工。

3 長砲甕 3 18. 5 I /10 縦ヘラケズリ→[1縁部浙続ヨコナデ。内面ヨコ 2.5YR3/5 

ヘラオサ工。

4 長下喪4 17. 5 破片 縦ヘラケズリ→[1縁部断続ヨコナデ。内面ヨコ 5Yll7/6 

ヘラオサ工。

5 長下喪 4 18. 0 破片 口緑部断続ヨコナデ。内ifii断続ヨコナデ。 7.5YR7/8 

6 長下甕 4 15.1 破片 IIF，1部縦ヘラケズリ＞LI縁部断続ヨコナデ。内面 7. 5 YR 7 / 8 

断続ヨコヘラオサ工。

7 長 F甕 4 17. 5 破片 口縁部断絨ヨコナデ＞縦ヘラケズリ。内而断統 5 Y R l.7/ l 

ヨコナデ＞ヨこJナデ。

8 艮下甕 4 18. 3 4/5 口緑部1祈続ヨコナデ→縦ヘラケズリ→11f；I下半斜 2. 5 YR 5 / 6 

めヘラケズリ。内Ini断続ヨコナデ・，三1コナデ。

9 長下喪 4 IG. 0 5,900 4 /5 11幹部断続ヨコナデ＞縦ヘラケズリ→111』ド‘図糾 2. 5 YR 3 / s 

めヘラケズリ。内 1l1i断続ヨコナデ—注1 コナデ。

10 長―ド甕 4 18. 0 4, DOO 3/5 LI令点部断続ヨコナデ＞縦ヘラケズリ—>II月ド半斜 2.5YR3/5 

めヘラケズリ。内而ナデアゲ→断続ヨコナデ→

ヨコナデ。

11 長下聾4 19. 8 I /JO 口緑部断続ヨコナデ→縦ヘラケズリ→1lii)下半斜 5YR7/6 

めヘラケズリ。内而ナデアゲ→断続ヨコナデ。

12 無花壺 4 10. 8 1/10 ヨコナデ。断続ヨコナデ。 7. 5 YR 3 / 5 

第 334図

l 無花壺 4 20.1 1/5 口縁部断続ヨコナデ→縦ヘラケズリ→胴下半横 7.5YRl/5 

ヘラケズリ。内［籍ナデアゲ→断続ヨコナデ。

2 長壺 3 6. 2 2 / 3 11縁部断続ヨコナデ→斜めヘラケズリ→II附横ヘ 7.5YR1/5 

ラケズリ→胴下半横ヘラケズリ。内而ヨコナデ

＞断統ヨこ1ナデ。

3 長壺 3 3 / 5 斜めヘラケズリ→ijfi]横ヘラケズリ→胴下半横ヘ 2. 5Y R 3 / 5 

ラケズリ。内而ヨコナデ→断続ヨコナデ。

4 長下甕 4 16. 5 2 / 5 口縁部断続ヨコナデ→胴部縦ヘラケズリ。内面 2. 5Y R 1 / 5 

断続ヨコナデ→ヘラオサ工。

5 三角甑 5 19. 8 I /10 口縁部断続ヨコナデ→縦ヘラケズリ。内面断続 2.5YR1/5 

ヨコナデ→ヨコナデ。

6 長壺 3 12. 3 1/3 | 1縁部断続ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR7/6 

7 須高杯 11. 8 9. 6 3 / 5 ロクロヨコナデ→沈線 (2条） →波状文。内而 IOY 5/ I 須恵器高杯

ロクロヨコナデ。

8 須杯 I /10 ロクロヨ：1ナデ。内Ifiiロクロヨコナデ。 JOY 5/ I 須恵器杯
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第140表 第82号住居跡出土土器⑥

I)̂ 惰
魯け 器柿分）9ii 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕踪等

口径 1氏径 器高 r合ヒ屯3ユ

9 須高）不 1/10 ロクロヨコナデ。内面ロクロヨコナデ。 須恵器高江

7.5Y5/l 

10 須高杯 14. 0 1/5 ロクロヨコナデ。内面ロクロヨコナデ。 須恵器高杯

2. 5 Y 7 / 2 

第141表 第83号住居跡出土土器

怯 鼠
ぷ号 器ii［分度1] 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跳等

「I径 屁径 器高 '介,0<圭Cユ

| 

第 334図

II ｛J訃B2 12. 5 11.5 :i. 8 3/5 底部ヘラケズリー周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR6/8 

ヨコナデ。内面断続ヨコナテ。

12 仔J,1;13 2 IJ. 3 ll l ,1. 9 300 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー1[J縁部断続 2. 5 YR 5 / 6 

損 ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→浙続ヨコ

ナデ。

13 身），ド 5 12. 7 13. 5 3 3 280 一部欠 庇部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口緑部断続 7 5YR 8/4 

担 ョコナデ。内面ヘラオサエー断椋ヨコナデ。

11 身J不 5 12. 2 13.0 4. 1 1/2 屁部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー＞口縁部断続 内外面黒色処理

ヨコナデ (2段）。内面ユビオサエ→放射状ヨ 5 YRl.7/1 

コナデ→断続ヨコナデ。

I 5 、{f誌 Ii2 13.ど I l. 5 4.4 320 4/10 庇部ヘラケスリ→周辺ヘラケスリ→「1縁部断続 75YR7/6 

ヨコナデ (2段）。内面［析読ヨ：1ナデ。

l (i 布Jfl32 16. 0 I 5. I 7. D 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 75YR7/8 

ヨコナテ。内面断続ヨコナデ。

17 鉢 l〈3 20. 8 I 9. 2 7. 0 3/o 底部ヘラケズリ—屯山｝ヘラケズリー 1口縁部断続 7. 5 YR 7 / 8 

ヨコナデ (2段）。内面ヘラオサエ→断続ヨコ

ナデ。

18 長砲朔 3 18. 6 3 5. 6 (4, 2()0) 一部欠 胴縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→訂部斜めへ 7.5YR7/8 

損 ラケズリ→底部斜めヘラケズリャロ縁部断続ヨ

コナテ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

19 長ド喪 4 20. 5 2/3 胴縦ヘラケズリ→底部ヘラケズリ→底部斜めへ 75YR7/6 

ラケズリ→口縁部断続ヨコナテ。内面ヘラオサ

工吼計続ヨコナデ。

第 335図

］ 甕形甑 5 22. 8 8 J 27. 8 5,000 一部欠 胴縦ヘラケスリ→底部縦ヘラケスリ→口縁部断 7. 5 Y fl 7 / 8 

損 続ヨコナデ。内而ヘラオサエヽ断続ヨコナデ。

第142表 第85号住居跡出土土器

枕 惰
番i} 器柿分類 残存度 手法の特憤・成（整）形のJL傾序 色，凋，焼成・使用痕跡等

口径 底径 器尚 六合豆里

第 335図

2 鉢K3 27. 6 2/10 底部ヘラケズリ一周辺ヘラケスリ＞［l縁部断続 内外面黒色処罪

ヨコナデ。内面ヘラオサエ｀断続ヨコナデ。 5 Y !! 1 7/ l 

3 大型甑 5 21. 7 1 /10 胴横ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ。内向ナデア 5YR6/8 

ゲ→1枡続ヨコナデ。

4 球胴壺 5 13. 8 l /10 肩部横ヘラケズリ→「1縁部断読ヨコナデ。内曲 7. 5 YR 7 / 8 

断続ヨコナデ。
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第143表 第84号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（幣）形のIl順序 色iJll・焼成・使）廿痕跡等

口径 底径 器高 容撞

第 335図

5 有杯B2 13. 6 12. 4 4. 9 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

第144表第86号住居跡出土土器

法 量
番号 器種分頚 残存度 手法の特徴・成（整）形の1順序 色謁・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 ゲ介マ至を

第 335図

13 有杯B2 15. 2 11. 3 5. 5 580 2/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー＞口縁部断続 内外而黒色処理

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。 5YR6/3 

14 有杯B2 13. 2 11. 7 4. 5 320 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/4 

ヨコナデ (2段）。内面ユビオサエ→断続ヨコ

ナデ。

19 鉢K3 13. 0 15. 2 7. 2 600 1/3 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリー寸1縁部断続 7.5YR7/4 

ョコナデ (2段）。内面断続ヨコナデ。

第145表第87号住居跡出土土器①

法 星
番号 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の1順序 色謁・焼成・使I[]痕跡等

口径 底径 器高 ',介マ F9且1・ 

第 335図

6 有杯B2 14. 0 12. 5 4. 5 420 一部欠 周辺ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ (2段）。 5YR5/3 

恨 内面断続ヨコナデ→放射状II{1文。

7 有杯B2 14. 2 12. 8 4. 7 420 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2.5YR6/4 

ョコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

8 蓋J不 5 13. 3 13. 3 3. g I /5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[l縁部断続 2.5YR6/8 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

9 有JボB2 13. 6 I I. 5 4. 2 3/5 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 7.5YR7/4 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

10 蓋杯 5 12. 5 11. 7 4. 3 320 1/2 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→[1縁部断続 2. 5 YR 6 / 6 

ョコナデ。内面断続ヨコナデ。

II 身杯 5 11. 7 13. 0 3. 9 2 / 4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2. 5Y R 6 / 8 

ヨコナデ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

12 身）不 5 12. 5 13. 3 4. 4 380 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR 6/6 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ。

15 15. 2 14. 3 4. 7 1/4 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面断続ヨコナデ。

¥6 14. 0 12. 5 4. 8 ,oo 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 2.5YR6/6 

ヨコナデ。内而断続ヨコナデ→放射状暗文。

17 身杯 5 12. 0 13. 3 4. 6 320 完形 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ→口縁部断続 5YR7/6 

ヨコナデ。内面ユビオサエ→断続ヨコナデ。

18 身杯 5 12. 0 13. 7 4. 7 340 一部欠 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ寸l緑部断続 2. 5Y R 7 / u 

損 ヨコナデ。内面ヘラオサエ＞断続ヨコナデ。

20 身杯 5 15. 8 18.1 7. I 2 /10 底部ヘラケズリ→周辺ヘラケズリ >[l縁部断続 2.5Yll6/6 

ョコナデ。内面断続ヨ：）ナデ。
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第146表第87号住居跡出土土器②

法 偵
番丹 器種分類 残存度 手法の特徴・成（整）形の順序 色調・焼成・使用痕跡等

口径 底径 器高 容債

21 鉢K3 24. 0 20. 7 7.4 I, 500 1/4 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ。内面ヨ 7. 5 YR 8 / 4 

コナデ。

22 大型甑 5 22. 5 25.1 4, 700 8/10 底部ヘラケズリ→口縁部断続ヨコナデ→胴部縦

ヘラケズリ。内面ヘラオサエ→断続ヨコナデ。

(6) 遺物各説 一古墳時代第V期の編物石一

第72• 60 • 61 • 62 • 63 • 67 • 68 • 69 • 74 • 70 • 82 • 87 • 85号住居跡で数点ずつまとまって、編物

石が出土している。とくに72号住居跡では、重さにばら付きがあるが、カマド左脇にまとまって出

土している。それぞれの編物石が重なるように出土しており、編物石の片付けられ方を考えるうえ

では貴重な資料である。

このほかに、第60• 61 • 62 • 63 • 67 • 85 • 87号住居跡から、編物石が、 3~20点のまとまりを

もって出土している。重量はまちまちだが、 500g前後のものである。

古墳時代第V期の編物石は、 2~3軒に 1セット程度の割合で出土している。この段階に製品の

需要が、飛躍的に高まったことを意味しているのであろうか。
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第147表 古墳時代第V期の編物石

番号 出土遺構 長さmm 厚みmm 重さg 石質等 番号 出土遺構 長さInm 厚みmm 重さg 石質等

第336図 18 SJ 61 97 30 95 安山岩

1 SJ 72 119 64 715 安山岩 19 SJ 61 安山岩

2 SJ 72 132 53 500 安山岩 20 SJ 61 安山岩

3 SJ 72 119 51 360 安山岩 21 S J62 111 68 475 安山岩

4 SJ 72 126 56 375 安山岩 22 S J62 100 61 475 安山岩

5 SJ 72 127 49 465 安山岩 23 S J62 125 58 365 安山岩

6 S J72 122 46 350 安山岩 24 S J62 116 49 365 安山岩

7 SJ 72 130 安山岩 第338図

8 SJ 72 安山岩 1 S J63 123 64 305 安山岩， S J72 安山岩 2 S J63 安山岩

10 SJ 60 安山岩 3 SJ 63 104 55 285 安山岩

11 SJ 60 125 50 395 安山岩 4 SJ 63 148 40 350 安山岩

12 S J60 131 39 245 安山岩 5 S J63 120 59 330 安山岩

13 SJ 60 109 42 260 安山岩 6 S J67 安山岩

14 S J60 99 48 145 安山岩 7 S J67 201 62 610 緑泥石片岩

15 S J60 安山岩 8 SJ 67 147 69 615 安山岩

16 SJ 60 72 41 165 安山岩 ， S J68 110 44 280 安山岩

第337図 10 SJ 68 144 55 550 安山岩

1 S J 61 157 62 670 安山岩 11 SJ 69 131 67 580 安山岩

2 SJ 61 135 68 580 安山岩 12 S J74 緑泥石片岩

3 SJ 61 安山岩 13 S J70 152 74 880 安山岩

4 SJ 61 146 66 535 安山岩 14 SJ 70 安山岩

5 SJ 61 135 67 500 安山岩 15 SJ 82 安山岩

6 S J 61 133 56 520 安山岩 16 SJ 82 158 37 295 緑屁石片岩

7 S J 61 121 58 325 緑尼石片岩 17 SJ 87 131 56 LfA 9 lrU ヽ 安山岩

8 S J 61 132 62 460 安山岩 18 SJ 87 135 39 310 安山岩， SJ 61 120 52 390 安山岩 19 SJ 87 安山岩

10 SJ 61 安山岩 20 SJ 87 140 48 250 安山岩

11 SJ 61 安山岩 21 SJ 87 122 57 375 安山岩

12 SJ 61 安山岩 22 SJ 85 139 55 525 安山岩

13 SJ 61 安山岩 23 SJ 85 122 63 450 安山岩

14 SJ 61 安山岩 24 SJ 85 118 57 375 安山岩

15 SJ 61 121 69 650 安山岩 25 SJ 85 122 41 295 安山岩

16 SJ 61 安山岩 26 SJ 85 122 42 305 安山岩

17 SJ 61 97 44 285 安山岩 27 SJ 85 安山岩
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